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＊プロローグ


＊絵師のお仕事


＊天使を探して


＊捕獲作戦


＊幸福の青い天使


＊成功は要らない


＊画廊を作ろう


＊森の異変


＊人間中退


＊絵画コンクール


＊藍色の嵐


＊絵描きの幸福


＊鳥さんオンステージ


＊今日も『絵に描いた餅』が美味い






あとがき


電子版特典SS　＊遠足に行こう！







    
  
  




    
  
  




＊プロローグ


「……ただいま」


その日、僕が帰宅した時、リビングは薄暗かった。


電灯を点けるのも忘れた様子で、ただ、母親が椅子に座って、机に肘をついて、組んだ手に額を乗せるようにして項垂うなだれていた。


母親は僕が帰ってきたことに気付いていないはずはないけれど、でも、僕に反応を示すことは無かった。時折ため息を吐いていたけれど、それだけ。僕はどうすればいいのか分からなくて、しばらく、リビングに立ち尽くしていた。


母親の背中を見ながら、自分が取り返しのつかない失敗をしたっていう事実だけが頭の中を埋め尽くしていた。そこに時々、『世間体が悪い』とか『教育費が無駄になった』とか、そういうことも混ざりこんでは渦巻いていく。


取り返しがつかない。取り返しがつかない。もう取り返しがつかないし、完璧じゃなくなってしまって、付いてしまった傷は一生このまま。


改めて、その現実を突きつけられた気がして、僕は結局、ランドセルを下ろすことも無くもう一回玄関へ引き返す。靴を履いて、そのまま外に出て……あてもなく、歩き始める。


小学六年生の冬。第一志望の中学校に合格できなかった翌日の、放課後のことだった。






二月の午後四時の空は夕暮れて、長い影だけがぼんやりと僕の後ろを付いてくる。


通り過ぎていく車のエンジン音と、遠くの方で鳴く鴉からすの声と、それから、風の音だけが聞こえていて、僕は少し俯うつむきながら、あまり行ったことの無い方へと進んでいく。


あまり見たことがないものを見たかったのか、それとも、なんとなく迷子になってしまいたかったのか。よく、分からないけれど。


ただ、何も考えたくないのは間違いなかった。何か考え始めてしまったら、途端にこれからどうしよう、ってどうしようもない問いを頭の中で繰り返し始めてしまうから。


『もうどうしようもない』。答えはそれだけなのに。






そうして歩いて歩いて歩いた先で、僕は橋の上に出た。見たことが無い訳じゃないけれど、一人でここに歩いてやってきたのは初めてだった。


僕はそんな橋の上から、ふと風景を眺める。


夕暮れの空は、端の方から虹色に染まっていた。少しくすんだ、夕焼けのグラデーション。薄い赤からくすんだオレンジ、ちょっとミントグリーンっぽい色を挟んで、後は青空から夜空へバトンタッチ。この時間の空はこういう色だったっけ、と思い出しながら、僕は欄干らんかんに体重を預けて視線を下にやる。川の水は黒かった。時折夕陽を反射してちらちらと杏色に輝きながら、影を落としてほとんど黒い。


なんとなく、空を見ているよりも、黒くうねる川の水を見ている方が落ち着いた。僕にはこっちの方が相応しい気がした。






そうして橋の下を見つめていたら、ふと、頭の中に閃ひらめく考えがあった。


そうだ。どうしようもないなら、一番いい方法があった。


これ以上良くなることはもう無いけれど、これ以上悪くなることを防ぐことは、できるんだった。


僕はそっと、欄干に足を掛ける。


そして、欄干を超えて、更にその先へ。橋の下へ。川の中に向かって。






「駄目だ！」






    
  
  




その瞬間、僕の肩に強い衝撃が加わる。


川に向かって落ちていたはずの僕の体は宙でぶらんと止まってしまった。


……ランドセルを後ろから掴まれたんだ、ということに後から気づいた。


更に、僕はランドセルを引っ張られて、ずる、と欄干の向こう側へと引きずられて……。


ずるずる、と僕は、橋の上に連れ戻されてしまった。僕の傍らでは長身痩躯ちょうしんそうくを絵に描いたような男の人が、大の字になって仰向けに倒れて荒い呼吸を繰り返している。この人が、僕を引っ張り上げたのか。


僕の心臓はいつもより速く動いていた。寒いはずなのに、汗が出てくる。なんでだろう。びっくりしたから、なのかな。


なんだかまるで現実味が無くて、ぼんやりしながら僕はただそこに座り込んで、男性を見ていた。……すると。


「なあ、見たか？　少年！　僕のこの鶏ガラの如きボディで、小学生一人分の体重を引っ張り上げたんだぜ!?　信じられるかい!?　僕は信じられないね！」


その男の人は上体だけ起こして、堰せきを切ったように喋り出した。僕は咄嗟とっさに、何を言っていいのか分からなくてただ、黙っていたのだけれど……男の人は僕の反応なんて気にする様子もなく、両手を見てため息を吐いていた。


「まあこれで僕は明日明後日、筋肉痛は確実だな。やれやれ……あ、駄目だ。全身の力を使い果たした。立てん。立てんぞこれ」


更に、立ち上がろうとした男の人は、膝がガクガクしていてまともに立てないらしかった……。


「あ、あの……」


「ああ、少年。大丈夫だ。君の命と僕の筋肉痛を天秤にかけたら、圧倒的に君の命の方に天秤は傾く。これは必要経費って奴さ。気にすることは無い……いや、ちょっと待て。なんか腕もおかしい。やっぱりちょっと気にしてくれ。なんかもう駄目だ、全身に力が入らん！」


川に飛び込もうとしていた身としては、助けてくれてありがとうございます、も違う気がするし、かといって情けない声を上げつつもだもだしている人を放っておくのも何か違う気がして、僕はその場を離れられない。


「ああー……少年。僕はちょっとここから動けそうにないんだが……その間、話でもしないか？」


それからその男性は、そんなことを言いながら僕をじっと見つめてきた。


僕は人と話すのがそんなに好きじゃない。いや、好き嫌いじゃなくて、得意じゃない、っていうだけの話かもしれないけれど。


「ということで、だ。そうだなあ……君が好きなものは、なんだい？」


……でも、話すのが得意じゃないはずの僕は、何故かするりと言葉を吐き出してしまう。


「絵を描くのが、好きです」






それから僕は、色々なことを話した。僕は絵を描くのが好き。あんまり勉強は好きじゃないけれど、苦手じゃないからそんなに苦じゃない。学校は楽しくないけれど辛くはない。それから、中学受験に失敗して、両親を失望させて、多分、自分自身にもがっかりしてる、っていうことまで。


……そんなことを、たくさん、話した。最終的に何を話したのかよく思い出せなくなるくらい、色々なことを、たくさん。


自分がこんなにたくさん話すのはなんだか新鮮だった。僕ってこんなに色々喋る奴だったんだな、って、思った。それから……こういう風に自分のことを話すのも、聞いてもらうのも、すごく久しぶりだったな、とも、思った。


不思議な気持ちだった。どうしてこの人は僕の話を聞いてくれるんだろう。そして、どうして僕は、こんなに今、言葉も気持ちも溢あふれてくるんだろうか。


「お……大丈夫かい、少年。ティッシュ要るかい？」


「いや……大丈夫です。気にしないで」


言葉になりきれずに溢れてしまった気持ちが、目から零こぼれてくる。こんなことしたくないのに、目は勝手に熱くなって、勝手に涙が溢れてくるから困る。


差し出されたティッシュを断って、ポケットからハンカチを出して目に当てた。収まれ、収まれ、って思うんだけれど、どうしても体がいうことを聞かない。ハンカチはどんどん温ぬるく湿っぽくなっていく。僕は喉の奥に何かつっかえたみたいになって、何も喋れない。


「そうだなあ……じゃあ、君が喋れるようになるまで、ちょっと僕の話でもしようか」


僕が自分の体をコントロールできないままじっとしていたら、それを見ていたんだろう男性は隣でそう言って話し始める。……その気遣いが、ありがたかった。






そうして男性は話し始める。


「僕はね、小説を書くのが趣味で仕事な生き物だ。仕事にしたのは割と最近だが……」


……そうか。この人、小説家なのか。


小説家って実在したんだなあ、なんて、すごく間の抜けたことを考える。いや、でも、俳優さんとか芸能人の人とかよりも、小説家、って、珍しいんじゃないかな、っていう気がした。


「いやあ、小説を書くってのはなあ、楽しいぞ、少年。君も絵を描くのが好きらしいが、僕も文を書くのが大好きなのさ。何せ、なんだって書ける。まあ、夢見るだけならタダだしなあ」


うん。分かる。分かるよ。僕も、絵を描いている時に多分、ちょっと夢を見ている。虚しいだけかもしれないけれど、それでも。


「それに……自分の中の諸々を材料にできるってのも、中々楽しいもんだ」


そこで男性はちょっと言葉を途切れさせて……それから。


「なあ、少年。ずっと絵を好きでいるといい」


彼はそう言った。


「君が絵を描くことを好きで居続ける限り、君は全ての経験を乗り越えられる。煮えたぎるような怒りも、やり場のない悲しみも、悔しさも嫉妬も失望も。今日、君を死に追いやろうとした絶望だって。それら全てが君の表現の深みになる。……全ての経験は、君の絵の材料になる」






全てが、僕の、絵の材料。


悲しいのも、苦しいのも、全てを投げだしてしまった方がいいようなこの状況も。全ては僕の、絵の為にある。


「さあ、見てみろ。今日の空は何色だい？　自殺未遂した今日見る空は、君にはどう見える？」


目からハンカチを離して、橋の欄干越しに空を見る。


……僕は生涯、この風景を忘れない気がした。夕陽の薄い黄色にちらちらと煌きらめく川も、沈みゆく太陽によってほんのり虹色のグラデーションになった空の端も。それら全部が涙に滲んで歪んで、煌めいて見えたのも。全部。全部。


「なあ、少年。僕ら創作者は、全ての経験を創作の材料にしちまえる、幸福な最強の生き物だ」


死んでしまおうと思ったこの気持ちさえも、僕は絵に描けるのかもしれない。


逆に言えば……僕が絵を描いている限り、僕が経験すること、感じることの全ては絵の為に使える。絵の為に、その経験や感情がある。……大好きなものの為に、全てがあるんだ。


「だから……たとえ死んだって、描くのをやめちゃ、駄目だぜ」






僕は、橋から飛び降りる気をすっかり失った。


だって、描きたいと思ったから。……描きたいと思うことで、生きていけるように、なったから。










「ところで君、ココアは好きかい？」


暮れていく空を見つめていたら、ふと、男性はそう、聞いてきた。……ええと、ココア？


「……よく、分からないです。あんまり飲んだこと、ないから」


「そうかぁ。じゃあ、ココア体験してみる気はあるかい？　いや、僕はこれから行きつけのカフェに行こうと思うんだが、もしよければ一緒にどうだい？」


……僕は迷った。知らない大人に付いて行っちゃいけない。けれど……もうちょっとだけ、この人と話してみたかった。話を聞いてもらいたかったし、話を聞いてみたかった。


そして、この経験を描けたらな、なんて、思う。


「行きます」


僕は僕らしからぬ答えを出して、立ち上がった男性につられて立ち上がる。


すると、僕の目の前に彼の手が、そっと差し出された。


「改めまして、僕は宇貫護。小説を書くのが趣味で仕事な、幸福な生き物だ。どうぞよろしく」


うぬきまもる。うぬきまもる。彼の名前を口の中で唱えると、なんだか勇気と元気が出てくるような気さえした。


「……上空桐吾。絵を描くのが大好きな、これから幸せになる生き物です」


僕はちょっと不遜にもそんなことを言って、彼の手を握った。大きな大人の手は僕の手をきゅっと握って、ふり、ふり、と上下に揺れた。


「よし。じゃあ上空少年。早速カフェに行こうじゃないか。……あ、そうだ。名乗っておいて何だが、是非僕のことは『先生』とでも呼んでおいてくれたまえ。塾の先生か何かだという設定にして……職務質問を受けることになったらそれで切り抜けよう！」


「はい。……『先生』」


知らない人と知らないカフェに行くなんて僕の人生最大の冒険だ。胸が高鳴る。さっき、橋から飛び降りようとした時とは全然違う具合に。


とくとくと温かい心臓の動きを感じながら、僕は彼の後について歩き始めた。


これが僕と先生の、最初の日であり……僕の人生が始まった日、でもあったと、思う。






＊絵師のお仕事


僕がレッドガルド家のお抱え絵師として正式に働くことになって、少し経った。僕は何枚か、レッドガルド家のために絵を描いたけれど、概おおむね今まで通り毎日絵を描いているし、楽しく森で暮らしている。


森の中は相変わらずだ。けれど……ちょっと、賑やかになった。


「トウゴー！　トウゴー！　ご飯だわ！　ご飯だわ！」


カーネリアちゃんはしばらく森に住むことになったので、今も僕のところにぴょこぴょこ跳ねるようにやって来てご飯を知らせてくれている。彼女、すっかり森を気に入ったみたいで、よく森のリスやウサギと戯たわむれているのを見かける。それから、馬達にも人気だ。馬達は男より女の子の方が好きみたいだから……。


カーネリアちゃんに引っ張られて家の方へ戻ると、僕の家の前、泉の脇にガーデンテーブルを出すラオクレスの姿があった。今日はここでご飯、っていうことらしい。


「ラオクレス。クロアさん、どこ？」


「家だ。よければ配膳を手伝ってやれ」


「うん。分かった」


ラオクレスはここに来た時よりもずっとよく笑うようになった。森での生活は案外性に合っているらしい。最近は森の力仕事担当として色々やってくれている。あと、モデル。いつもお世話になっています。今日も食後に描かせてもらおうかな……。


僕はカーネリアちゃんと一緒にクロアさんの家へ。……クロアさんの家、建てたんだよ。いつまでも僕の家に住まわせるのも申し訳なかったし、カーネリアちゃんとインターリアさんの家がどのみち必要だったから、いい機会だな、っていうことでそれぞれの家を建てました。


ドアをノックして家に入ると、そこには食事の支度をしているクロアさんの姿があった。


「あら、トウゴ君、早かったわね。やっぱりカーネリアちゃんに呼びに行ってもらうのが一番だわ」


「まあ、うん……」


「お役に立てて光栄だわ！」


クロアさんはくすくす笑いながら、木のお椀にスープをよそって渡してくれた。僕はそれをお盆に乗せていって、まとめて運ぶ。


……クロアさん、最近はもうすっかり森に馴染んで、刺繍やレース編み、そして散歩や料理を趣味に日々楽しくやっているみたいだ。器用なクロアさんがあれこれやると、ものすごく美味しいご飯ができる。僕らはいつもその恩恵に与あずかっているというわけだ。いつもありがとうございます。


「トウゴ殿！　こちらの洗濯物はどこへ置けばいい？」


そして、ガーデンテーブルで配膳をしていたところでインターリアさんから声を掛けられて、慌てた。いや、だ、だって、洗濯物の中には僕の下着とかまで入っているので！


「あ、あの、僕、自分の洗濯物は自分でやるので！」


「……貴殿の騎士は洗濯物の取り込みもやっていたと聞くが」


ラオクレスは別だよ！　同性だし、彼が僕の下着を取り込んでくれていても、ありがとうございます、だけれど……でも、インターリアさんは女性なので！　やっぱりちょっと恥ずかしい！


……インターリアさんはカーネリアちゃんと一緒に森で隠れて暮らしている。要は、ジオレン家の色々があった直後だから、カーネリアちゃんはあんまり外に出ない方がいい、ということらしい。なので、もうちょっとほとぼりが冷めるまで、二人は森暮らしだ。尤もっとも、カーネリアちゃんはすっかり森を気に入ってくれているみたいだし、インターリアさんもここでの暮らしが嫌いじゃないようなので、『ほとぼりが冷めるまで』は『ずっと』に変更されそうな気もするけれど……。






……と、こういう風に賑にぎやかな森で、皆で食卓を囲んでご飯。時々馬達が寄ってきてはちょっかいをかけてくるので、おやつのニンジンをプレゼントしたり、撫でてやったりしながらご飯を食べ進めて……。


「ところで、トウゴ君。私、あなたの絵が一枚欲しいのだけれど、お家にお邪魔してもいい？」


クロアさんからこんな話が出てきた。


……最近、僕の家は二階建てになった。ええと、要は、二階を描いて増やしたのだけれど、その目的は……絵を、置いておく場所が欲しかったから。


僕、この世界に来てから欲張りになってきてしまって、絵を描くだけじゃなくて描いた絵を飾っておきたくなってしまったんだよ。それで、今、僕の家の二階には、僕の絵が沢山飾ってある。クロアさんはそれを見て『森の小さな画廊』なんて呼んでくれて、偶たまに、そこから気に入った絵を持ち帰って自宅で飾ってくれてる。


「うん。好きなのどうぞ」


「ありがとう。……ふふふ、じゃあ、食後に見せてもらうわね」


「あっ、トウゴ、トウゴ！　なら私も見たいわ！　インターリアとね、お話ししてたの。私達のお家にも、絵があるといいわね、って！」


カーネリアちゃんが背伸びして挙手するので、彼女も僕の家にご招待することにする。……ということで、結局、食後には皆がぞろぞろと僕の家へ付いてくることになった。さっき何も言っていなかったけれど、ラオクレスも付いてきた。皆が行くみたいだから行ってみるか、みたいなかんじだろうか……。


「本当に好きなの持って行っていいの？」


「うん。持って行ってもらえたら嬉しい」


クロアさんは『どれにしようかしら』なんて言いつつ、壁に飾ってある絵を眺めていく。……自分が描いた絵をこういう風にまじまじと見つめられると、その、ちょっと恥ずかしいね。嬉しいけれど。


「トウゴ。これを貰うが、いいか」


皆が絵を見ているのを見ていたら、ふと、横からラオクレスが声を掛けてきた。……彼が絵を持っていくとは思っていなかった！


「ええと、それ、飾るの？」


「……いいだろうか」


「あ、うん。いいんだけれど……ちょっと意外で」


ラオクレスが選んだのは、葉っぱの絵だ。葉っぱが沢山生えている枝を小さめの正方形の画用紙の中に収めて、できるだけ緻密に描くように意識したもの。色んな緑色を使って描いたので楽しかったし、画用紙の白に葉っぱの緑が映えて、中々いい一枚になりました。


「……俺には似合わないかもしれんが、これもお前の言う『心の餌』というやつだ」


ラオクレスはそう言って、葉っぱの絵を素朴な木製の額に入れて持っていった。その後ろ姿がなんとなくちょっと嬉しそうで、僕も嬉しい。






「じゃあ、トウゴ君。私はこれ、貰っていくわね」


それからクロアさんが三枚、絵を選んで持って行った。


一枚目は大きな木に鳥の巣がいくつかあって、そこに独り立ちしたコマツグミの子供達が住んでいる絵だ。要は、森の中の鳥の絵。クロアさん曰く、『この鳥さん達、可愛いわよね。親鳥はちょっと、太々しいけれど』とのことです。


二枚目は葉っぱを均等に並べてちょっとデザインっぽく描いたやつ。青や黄色を緑に足して、水彩ならではの滲にじみを生かした絵になった。


三枚目は森の花の絵。一輪をできるだけ緻密に描こうと思って描いたもので、花弁が透けているかんじが上手く描けて気に入ってる。


「『すいさいが』って言うんだったかしら。この、ふわふわしたかんじが素敵なのよね。透き通って、滲んで、ぼやけて、ふわふわして。あなたみたい」


クロアさんはそう言ってにこにこしているけれど……僕って透き通って滲んでぼやけてふわふわしてるの？　それ、半分以上悪口になってないだろうか！






「うーん、ラオクレスもクロアさんも選ぶのが早いわ！　どうしようかしら……」


「ゆっくり見ていってね」


そしてカーネリアちゃんは、絵を一枚一枚眺めてにこにこわくわくした顔をしてくれている。それが僕からしてみるととても嬉しい。


「トウゴ殿、トウゴ殿」


そんなカーネリアちゃんを見ていたら、そっと、横からインターリアさんがやってきた。


「こちらを頂いてもよろしいだろうか」


「勿論。……あっ、カーネリアちゃんの絵ですね」


カーネリアちゃんが絵を見ている横で、そっとインターリアさんが持ってきたのはカーネリアちゃんが花畑で座って花冠を編んでいる絵だ。画用紙の白を多く取って日の光の眩しさを表現できた一枚で、一番カーネリアちゃんをカーネリアちゃんらしく描けた一枚でもある。


……インターリアさん、やっぱりカーネリアちゃんのことを大事にしてるんだなあ。


「トウゴ、トウゴ！　決めたわ！　これ！　私、これ欲しいわ！」


「うん。どうぞ」


そしてカーネリアちゃんは無事、一枚の絵を選んで持ってきた。彼女が選んだのは、森の動物達が沢山集まっている絵だ。馬と鹿とウサギとリスと、例の巨大な鳥と……。カーネリアちゃん曰く、鳥が中心にででんと居るのが気に入ったんだそうだ。うん、そっか……。






……こうして僕の絵は、僕の家以外にも飾られることになった。


なんというか、これは……ええと、やっぱり嬉しいし、恥ずかしい、気がする。でも僕、人の家に絵が飾られるのはこれが初めてでもないんだよ。


何と言っても……僕、もう、レッドガルド家のお抱え絵師なので！










「こんにちは。お招きいただきありがとうございます」


「おう！　こっちこそ、急に来てもらってありがとうな！」


僕はその日、レッドガルド家からお手紙を貰ってレッドガルド家にお邪魔することになった。『至急！』とのことだったので、ラオクレスと一緒にアリコーンの二人乗りで急いで、レッドガルド家に到着して、フェイに早速迎え入れられる。


……実は、レッドガルド家にはもう何枚か、僕が描いた絵が飾ってある。最初に依頼されて描いたのは、レッドガルド家の肖像画。フェイのお父さんとお兄さんとフェイの三人を描いたものだ。大きめの絵になったので、結構疲れた。けれどものすごく楽しかったよ。


それから、森の絵が二枚ほど。応接間に飾ってある。レッドガルド家は代々、精霊の森を守ってきた一族だから、っていうことをお客さんに知らしめるためにも森の絵が欲しかったんだそうだ。


それから、玄関には馬達の絵。花の絵や動物達の絵も何枚か。これらはフェイやお兄さんのローゼスさん、お父さんのヴァンさんが僕の家の二階に来て持っていったものもあるし、依頼されて新しく描いたものもある。


……ちなみに、フェイの部屋には森の絵やレッドドラゴンの絵が飾ってある他、餅もちの絵も飾ってある。……いや、あの、水彩で餅を餅っぽく描く練習をした一枚なんだけれど、それを家の二階に飾っておいたらフェイがそれを妙に気に入ってしまって……。彼、『絵に描いた餅』の諺ことわざの意味をなにか勘違いしている気がする。『つまり、でっけえ夢の象徴だろ！』って。うん。いや、間違ってはないけどさ。けど、うーん……。


「ええと、今日は依頼？」


そして今日、また僕はレッドガルド家に呼んでもらっているわけで……絵の依頼かなあ、と思ったわけなのだけれど。


「おう！　依頼だ！　ええとな、玄関ホールに飾る絵、らしいぜ」


フェイの話を聞いて、そっか。じゃあ明るい絵がいいかな、なんて考えて、それから『らしいぜ』というフェイの言葉にちょっと引っかかりを覚えて……。


「あ、ちなみに、レッドガルド家からの依頼じゃないからな」


……そう言われて、ものすごく、びっくりした。


「うちに来たお客人が、お前の絵、気に入ったんだってさ！　請うけてくれるか？」


……うわ。こ、これは……びっくりだ！










そうして僕は応接間へ向かう。うう、緊張するなあ。何と言っても、これ、僕が絵師になってから初めての、外部からの依頼だ。今までのは顔見知りに絵をプレゼントしているだけだったけれど、今回は向こうが僕の絵を欲しがっていて、それに僕が値段をつける、んだよ。


うわあ……だ、駄目だ、緊張してきた。


「お前、緊張してるのかぁ……」


「うん……」


「ははは。ま、お前らしくていいんじゃねえの？　うん。いっそ『緊張してます』って素直に言っちまったほうがいいかもな」


うう、フェイがけらけら笑っているのがちょっと憎らしい。でも確かにそうかもしれない。『素直であることは時に一つの戦略として有効なんだぜ、トーゴ』って先生が言ってた。主に、仕事の打ち合わせの前後に……。






緊張しながら歩いていたら、すぐ応接間に到着してしまった。フェイが綺麗な所作でドアをノックして、返事を貰ってからドアを開ける。そしてフェイはそっと、僕に入室を促した。僕は緊張しながら応接間のカーペットを踏んで、そこに立つ。


「サフィールさん。こちら、さっきの話の絵師です」


フェイはそう言って、見慣れない人に僕を示して見せる。


「上空桐吾です。あの、はじめまして」


他に言うことも思いつかないから、僕はとりあえずそれだけ言ってお辞儀することにした。いや、だって、他に何を言えばいいんだ！


「君がトウゴ君か！　お噂はかねがね！」


けれど、お客さんはそんな僕に笑顔で近づいてきて僕の手を取ると、ぎゅっと握ってくれた。


「私はサフィール・キュア・オースカイア。オースカイア領の長子だ。レッドガルド家とは親しくさせて頂いているよ」


……よかった。いい人そうだ。レッドガルド家と仲良くしている人なんだから、そりゃあ当然、いい人なんだろうけれど。


このお客さん……サフィールさんは、ちょっと、ローゼスさんに似てるところがある。柔らかい物腰とか、それでいてしっかりして堂々としているところとか。


「サフィールは私の学友でね。学園時代は二人でつるんで色々やっていたものだよ。まあ、そういう訳だから、気安く接してやってくれ」


ローゼスさんはそう言ってにっこり笑ってくれる。いや、気安く、っていう訳にはいかないけれど。でも、サフィールさんもローゼスさんの言葉を聞いてにこにこしてくれているから、大分、僕としては緊張がほぐれてきた。


「先程、君の絵を見せてもらったよ。玄関のユニコーンとペガサスの絵も、応接室の森の絵も、レッドガルド家の肖像画も、それからフェイ君の部屋の泉の絵と、『餅』なるものの絵も！　……『餅』というものは、あれは……なんだい？　フェイ君は『夢の絵だ』と言っていたが、抽象画かな？」


……そして、サフィールさんの言葉を聞いて、僕は残っていた緊張も全て吹き飛んでしまった。いや、だって……説明が難しくて、緊張している暇が無い！






『餅』の説明を少ししたら、サフィールさんはフェイの解釈が変だってことに気づいたらしい。大笑いしていた。うん。僕もちょっと笑ってしまう。


こうして大分和やかになったところで、サフィールさんはにこにこ笑って、言う。


「君の絵は餅の絵も含めて全て、柔らかくて暖かいな。だから、これを描いた人はきっとそういう人なんだろうと思っていたが……どうやら本当にその通りだったようだ」


どうしよう。褒められているのは分かるんだけれど、だからこそ、どうしていいか分からない。これ、どういう反応をするのが正解なんだろうか。


「あ、ありがとうございます……」


だからとりあえず、お礼を言っておく。『何て言っていいのか分からなくなった時にはお礼を言えば大体なんとかなるもんだ』って先生が言ってた。主に、仕事相手がちょっとしたポカをやらかして気遣わなきゃいけない時とかに……。


「ふふ。そういうわけで、君に一目会ってみたくてね。フェイ君に無理を言って、君を連れてきてもらってしまった。すまなかったね」


「いえ、その……僕も、お会いできて光栄です」


しどろもどろではあったけれど、多分、言うべきことは言えた。うん。……餅の説明よりもこっちの方が難しいかもしれないね。


「それじゃあ早速で悪いが、君の絵を見せてもらってもいいだろうか。もう、私はずっと楽しみにしていたもので……」


「はい。ええと……」


「こちらだ」


それから僕は、持ってきた絵を何枚か、サフィールさんに見せることになった。絵はラオクレスが運んでくれる。彼、力持ちだから額縁入りの絵を何枚も小脇に抱えてすいすい運んでくれるんだよ。……ラオクレスの仕事はすごく丁寧で、僕の絵をまるで宝物みたいに扱ってくれる。それが気恥ずかしくて、でも嬉しいんだ。


「おお！　いいね、これ、とても気に入ったよ！　……ああ、でもこっちもいいなあ。うーん」


応接間の机の上に並べられた絵を見て、サフィールさんは目を輝かせてくれる。


「サフィール。君の家にはこの絵は合わない気がするな。たしか壁紙が空色だろう？　少なくとも君の部屋と応接間は」


「よく覚えているなあ、ローゼスは……そうだな、確かに、この色合いだと少し浮くかもしれない」


……フェイのお兄さんと仲良しらしい。サフィールさんは、ローゼスさんとあれこれ相談しながら絵を見ていく。二人とも、いい友達、っていうかんじだ。……ええと、僕とフェイみたい、ってことで、いい、かな？


「よし。じゃあ、この絵を頂いてもいいかな」


「はい。どうぞ」


そうしてサフィールさんが選んだのは、夜の森の馬達の絵だ。薄青くぼんやりとした月明かりの下、寝付けない馬達が泉で水遊びしているところの絵。全体的に青っぽく仕上げるように心掛けた絵だから、空色の壁紙の部屋にも似合うと思うよ。


「それから、もう一つお願いがあるんだが」


「は、はい」


サフィールさんは夜の森の馬の絵を大切に梱包しつつ、僕に言った。


「これとは別に、絵を一枚、依頼したい」


来た。


……元々依頼があるっていう話だったから、分かってはいた。けれどやっぱり、切り出されると緊張する。緊張しながら、サフィールさんの話を聞いていると……彼はにっこりと、嬉しそうに笑って、ちょっと照れたように言った。


「天使の絵だ。……生まれたての私の子供への祝福のために、柔らかくて暖かい、天使の絵を描いてほしい」










「……お子さん、ですか！　おめでとうございます！」


「ああ。ありがとう。いやあ、先月生まれたんだよ。これが中々、可愛くてね！」


サフィールさんはそう言って、照れ臭そうに笑った。そっか。お子さんが。……それはきっと、素晴らしいことだ。


「おめでとうございます」


「ああ。ありがとう。ただ、まあ、私の妻は産後の経過もよく元気なんだが……やはり、生まれたての赤子とずっと一緒だと気分転換が欲しくなってくるらしい。元々彼女は絵が好きだから、何か絵を買って帰ってやろうかと思っていたんだが、まさかこんないい絵に出会えるとはね」


サフィールさんの顔を見ていると、ああ、仲がいいんだなあ、と思う。奥さんとも、生まれてきた子とも。だってこんなに幸せそうな顔なんだから。


「ふふ、嬉しそうだね、サフィール。結婚した時もそうだったが」


「ああ。嬉しいとも！　ローゼスもそろそろ所帯を持ったらどうだ？　いいぞ。これはいいぞ」


ローゼスさんとサフィールさんの様子を見ていると、こういう友達っていいなあ、と思う。僕は……ええと、彼らくらいの齢としになっても、フェイとこういう関係で居られたらいいなあ、と思った。


「ということで、どうだろう。お願いできるだろうか」


……さて。問題はここからだ。依頼は、天使の絵。生まれたてのお子さんへの祝福のため、ということだけれども……。


「ええと、どういう天使をご希望でしょうか」


天使って、色々居るよね。男性でも女性でもない大人の背中に鳥の羽が生えてるやつとか。全裸の子供に羽が生えていてラッパを吹いているやつとか。腕が三本以上あるとか。なんか、色々。


「どういう、というと……うーん、そうだな、お任せしよう」


……う。一番苦手なやつを言われてしまった。


ということは、多分……この世界の『天使』って、そんなに種類が多くない、んだろうか。


「絵の大きさや画材のご希望はありますか？」


「フェイ君の部屋の餅の絵くらいの大きさがいい。少し大きめに頼もう」


……あの餅の絵はちょっと、自分でもどうしてあのサイズで描いたのか分からない程度には大きめの画用紙で描いてしまった。本当に、なんでフェイがあの絵を飾ろうと持って帰ったのか、謎。


「画材はこの絵と同じもので。……あまり見ないものだが、柔らかくていいね」


画材は水彩。うん。やっぱりこの世界だと水彩画って珍しいのかな。


「……分かりました。大きさはやや大きめ、画材は水彩。それで、天使の絵、ですね」


まあ、うん。とりあえず、『全てお任せ』にはならなかったから、それはよかった。


「お引き受けします」


自信はあまり無い。けれど、ここで断るのもなんだか気が引ける。それに……まあ、ちょっと、挑戦してみたくなってしまったんだ。


「それから、空色の壁紙に合うような色合いにしますね」


「おや、それはありがたい」


……こうして僕は、初めて、完全な仕事としての絵の依頼を受けた。










……さて。


サフィールさんがにこにこしながら帰っていって、僕らはそれを見送って……さて、困った。


「天使って、何だろう」


何と言っても僕、天使を見たことが無いので。描けるだろうか……。


「えっ、お前、天使を知らずに天使の絵の依頼、受けたのかよ！」


「うーん……まず、僕が知ってる天使とこの世界の天使が同じかどうか、自信がない」


僕の世界の天使は、こう……色々あるから。うん。


「えーっと……まあ、天使っつーと、アレだな。背中に羽が生えてて頭に輪っかが浮いてる、人間みてえな生き物。大体は人間を警戒するらしいけどよ。気に入った人間が居ると、その人間に祝福をもたらしてくれるらしいよな。会ったことねえけど」


困る僕に、フェイが解説を入れてくれる。成程、成程……多分、容姿は僕の世界でのオーソドックスな天使と大体一緒、なんだと思う。よかった！


「天使は中々出会えないもんだし、祝福をくれるらしいしで縁起がいい。だから紋章に天使の羽が入ってる家は結構あるし、お祝い事に使うもののモチーフにされてたりするんだよな。ほら、アクセサリーとかに多いぜ。お守りにもなるから、ってさ」


あ、そういうかんじなんだ。この世界独自の文化、なんだろうなあ。……フェイの言葉を聞いている限り、天使っていう生き物が実在するらしいし……。


「ま、そういうわけで、形状としては羽と輪っか付きの人間！　大抵は美女か美少女か美少年の恰好だな。時々、美青年のこともある！」


「よし！　ちょっと先が見えてきた！」


フェイから話を聞いて安心した。とりあえず、人間を描いて羽を生やして輪っかを浮かべればいい！　それなら描けそうだ！


ええと、人をモデルにして描いて、背中に羽を生やせばいいかな。羽のモデルなら森の馬が沢山居るし。なので、ええと、人間のモデルは……。


……羽のモデルは居るけれど、人間のモデルは、居ないなあ。


「……モデル、どうしよう」


「ん？　クロアさんあたり、モデルにさせてもらえばいいんじゃねえの？　駄目か？」


「うーん……彼女、天使っぽくはないから」


首を傾げるフェイにそう言うと、フェイは『ああー、成程なあ……』と納得してくれた。その横でラオクレスも静かに頷いている。……いや、ほら、クロアさんをモデルにして描いてしまうと、『人間を誘惑する天使』になってしまう。それってどちらかというと堕天使とか、或いは小悪魔とか、そういうかんじじゃないかな。


「じゃあ、カーネリアちゃんか？」


「……彼女の姿が残るようなもの、やめておいた方がいいと思う。一応、インターリアさんと一緒にジオレン家を出奔しゅっぽん中なんだし」


そしてカーネリアちゃんは確かに天使っぽいけれど、でも、どちらかというと妖精っぽい気もする。天使のモデル、っていうかんじじゃないんだよ。


「えーと、じゃあ、丸っきり想像で描くってのは？」


……考えてみる。


馬とか鳥なら、ある程度できる。ドラゴンもアリコーンも、鳳凰ほうおうも管狐くだぎつねもできた。だから、人間も、完全な想像だけで、描くことが……。


「……僕、それ、人間だとできないみたいだ」


できない。うん。駄目だ。どうにも、想像ができなかった。


「そ、そっか。なんかできそうな気がしたけどなあ」


「うん……」


どうしてかは分からない。けれど、どうやら僕は、人間をまるきり想像だけで描くっていうのは、どうにも苦手らしい。『できない』って僕の頭の中……いや、もっと別の何かが、言っている気がする。うーん……。


……そうやってしばらく悩んでいたら、フェイは事も無げに言った。


「じゃあ、新しい奴隷どれい、探すしかねえか。見ながらなら描けるだろ？」


……うん。


「天使を捕まえてくるよりは人間買ってきた方が楽だろ？　な？」


まあ、そうなる、よね。うん……。






＊天使を探して


「モデルを探しに奴隷屋さんに来るのは初めてだ」


「おいおいおい、ラオクレス買ってった奴が何言ってんだ、おいおい」


「あの時はたまたま天性のモデルさんを見つけてしまっただけで、モデルを探しに来たわけじゃないから」


ということで、やってきました、奴隷屋さん。いや、奴隷屋さんじゃない。ここはモデル屋さん。……ここがモデル屋さんだと思ったら、途端にものすごくワクワクしてくるから、意識の変化って、すごいね。


「爺じいさん！　生きてるかー！　来たぜー！」


「おお、フェイ様にトウゴ様。お久しぶりです。本日はどのような奴隷をお探しですか？　庭師？」


「庭師じゃなくて天使を探してます」


奴隷屋さんに入ってすぐ、店のお爺さんにそう伝えた。


「成程、成程。それなら居ります。連れて参りましょう」


前回は家事をやってくれる人、っていうことで探していたからラオクレスに辿り着くまでに時間が掛かったけれど、今回は最初から要望がはっきりしているからきっと早い。さて、どういうモデルさんが来てくれるか、楽しみだ！






わくわくしながら待っていたら、やがて、お爺さんが何人かのモデルさんを連れてきてくれた。


「お待たせしました。この辺りで如何でしょう？　天国見せてくれるお姉さんです」


連れてこられたモデルさん達は……綺麗な女の人達だ。


「あら、また会ったわね、可愛い坊や！」


「今度こそ私を買わない？　イイことしてあげるわよ！」


「ご要望通り、天国見せてあげるわよ！」


……うん。


「全員、天使じゃなくて、小悪魔！」


これは駄目だ！






「あー、えっとな、要は綺麗な奴だ。そういうの探してるんだとさ。絵のモデルにしたいらしい。だから別に天国見せてくれるおねーちゃんが欲しいわけじゃねえんだよ」


「モデル、ですか。それはそれは……」


「つーか爺さん分かっててやっただろ！」


『全員天使じゃなくて小悪魔』の評価にフェイはけらけら笑ってたし、お店の人もにこやかに女の人達を帰し始めたし、綺麗な女の人達もくすくす笑いながら帰っていった。うん、分かってるだろうにこういうことしてくるから……。


「結構難しいなー。綺麗な人で、小悪魔じゃねえの……あ、でも、美人なだけだと駄目なんだろ？」


「うん。美人なだけ、っていうと、クロアさん以上の人は多分そうそう居ないので」


「あー……確かに、あんな美女が身近に居たら、そりゃ、目が肥えるよなあ……」


そうだね。大体、クロアさんのせいだ。あの人が基準になってしまうと、世界中の人は大体不細工ってことになってしまう。


「……クロアさん以上の美人を探すってんなら、ちょっと無理があるぜ？　それは分かってるよな？」


「うん。だから、綺麗な人というよりは……なんか、天使っぽい人を探してるよ」


天使っぽい、の中に、綺麗、っていう条件も含まれるのかもしれない。けれど、それ以上に何か、雰囲気とか、そういう……描きたくなるような要素を持っている人に、モデルをやってもらいたいんだけれど。


「……となると、子供の奴隷をお探しになった方がよろしいかもしれませんなあ」


僕とフェイが相談していたら、お店のお爺さんがそう、教えてくれた。


……成程！　確かに『美少女美少年』も天使にありがちな容姿らしいし、子供を祝福する天使なら子供の姿をしていてもいいと思う。友達になってくれそうで丁度いいかもしれない！


「是非見せて下さい！　キッズモデル！」


「き、キッズモデル？　……ま、まあ、子供の奴隷、見せてもらうかな！　爺さん、頼むぜ！」


ということで僕とフェイは口をそろえて、キッズモデルを見せてもらえるようにお願いした、のだけれど……提案者であるはずのお爺さんは、困ったような顔で頭を掻いた。


「それがですね、フェイ様。うちでは子供の奴隷は扱っておりませんので」


「ええー、なんでだよぉ」


「治世ちせいが真っ当だと子供が奴隷になる事態になりませんでなあ……」


……成程。つまり、レッドガルド家がいい為政者いせいしゃだから、っていうことか！　まあ、そういうことなら仕方ない！






仕方ないので、一通りモデルさんの並びを見せてもらうことになった。ラオクレス以来、二度目。けれど、やっぱり天使っぽい人は見つからない。まあ、すっかりキッズモデルが欲しい気持ちになってしまっているのにキッズモデルが一人もいないので……。


……そうして僕らは遂に、最後のコーナーである犯罪奴隷コーナーに来てしまった。


「……お前、本当に犯罪奴隷、好きだな」


「別に、犯罪奴隷が好きって訳じゃないけれど……」


ここは相変わらず、とんでもない。色々物が飛んでくるし。言葉も飛んでくるし。けれど、二度目だからそこまで怖くはない。ただ、檻の中に天使が居ないかな、と思いながら探していくのだけれど……。


「……居ないね」


「そりゃあな！　ここに居るの、犯罪奴隷だからな!?　天使とは真逆の連中だろ！」


うん。犯罪奴隷のコーナーから天使を見つけるのは難しい気がしてきた。檻の中から『天使だぁ！　天使が見えるよぉ！』とか、そういう声が聞こえてくることはあるけれど、残念ながら、そういう檻の中に居るのは大体、ちょっと危ないかんじの人が一人だけだ。天使は居ない。


ついでに、ラオクレスっぽい人が居たらもう一人、石膏像として雇われてもらおうかな、とも思ったのだけれど、石膏像も居なかった。うーん。


「……どうしようかな」


「まあ、子供の奴隷を、ということでしたら王都の奴隷屋に行かれるとよろしいでしょうな」


僕らが困っていたら、お爺さんがそう、アドバイスしてくれた。成程、大きい都市の方がモデルが豊富、っていうことか。


「あそこは奴隷の品揃えが良いですぞ。つまり貧富の差がぼちぼちでっかいという訳ですな」


……お爺さんの話を聞いていてちょっと不安になってきてしまったけれど、でも、モデル無しには絵が描けないし、絵の依頼を受けてしまっている以上、描かない訳にもいかないので……うん。










ということで、僕とフェイとラオクレスの三人で、王都へ行くことにした。クロアさんは王都で色々やってきた人だから、ほとぼりが冷めるまではお留守番。カーネリアちゃんもほとぼりが冷めるまではお留守番。それに伴ってインターリアさんもお留守番。


僕ら三人は女性陣に見送られつつ、ちょっとむさくるしい旅に出ることになりました。まあ、これはこれで気楽でいいよね。






王都まではそれなりに距離がある。けれど、レッドドラゴンとアリコーンにかかれば大した時間はかからない。……半日かからなかった。うん、記録更新じゃないかな、これ。


「やっぱ王都は華やかだよなあ」


前に来た時から、王都は変わっていない。相変わらず華やかだ。けれど、ちょっとずつ秋の気配が忍び寄ってきているからか、町を行き交う人の恰好が少し変わってきているかな。前に来た時は初夏だったから、全体的に色合いがちょっと違うかんじ。


「じゃ、早速行ってみるかぁ」


そうしてフェイに先導されてモデル屋さん改め奴隷屋さんへ向かう。奴隷屋さんは町の端っこの方、裏通りの奥の方にある。この世界の奴隷って、僕が考えていたものよりずっと健全で明るいものだけれど、やっぱり表通りに置きたい店ではないんだろう。まあ、職業安定所や市役所よりも商業施設が大通りに来るっていう理屈は分かる。


……そして、裏通りの様子は、なんというか、こう、暗かった。


王都の華やかさとは一転、暗くて、寂れていて、それでなんというか……治安が悪そう。さっきから僕らのことをちらちら見ている人達が居るけれど、どうにも、その視線が厭いやだ。フラメリア奴隷屋さんのお爺さんが言っていた『つまり貧富の差がぼちぼちでっかいという訳ですな』という言葉を思い出す。……ここはそういう町、なんだよな。


「おっと、トウゴ。気をつけろよ？　こっちの方、治安悪いからな」


「俺から離れるな。もう少し寄れ」


治安もあまりよろしくない具合なので、僕は遠慮なく、ラオクレスに近づかせてもらう。


……彼、やっぱり頼もしいなあ。僕がラオクレスにぴったり近づくと、僕らを見ていた人達の視線がさっと離れていく。……僕がいいカモに見えていたけれど、ラオクレスの近くに居たら手出しができない、っていうことなんだろうか。……ちょっと、癪しゃくだなあ！






そうして僕らが歩いていく先に、奴隷屋さんがある。……とても大きな建物だ。劇場とか、そういう施設だって言われても納得がいくぐらい。つまりそれだけ多くの奴隷が居るっていうことなんだろうな。


「今度こそ、天使みたいな人、居るといいな」


「きっと見つかるさ。金に糸目はつけないんだろ？」


「うん。当然」


モデルさんを雇うのに妥協はできない。ましてや、依頼の絵を描くためのモデルさんだ。お金を理由に妥協するわけにはいかない。


「まあ……あの額持ってりゃ、どんな奴隷だって買えるだろ。うん」


「宝石、高く買ってもらえてありがたいなあ」


「……あの質の宝石だからな」


とりあえず、宝石をフラメリアで売ってきたのでお金は十分。気合はそれ以上！　……ということで、意気揚々と奴隷屋さんに向かって進んでいた、そんな時だった。


ぱっ、と、軽い衝撃が腰のあたりにあった。


なんだろう、と思って振り向いて……その時僕は、僕の横を通り過ぎた子供が、僕の鞄の中にしまわれていた袋を掴んで、走って逃げていくのを見つけた。






「おっと、スリか！　任せとけ！」


フェイは早速、火の精を出す。フェイの宝石から放たれた火の精は、鳥の形をした方が勢いよく飛んでいって、子供の前方に立ち塞がる。その後から狼の形をした方が走って、子供に後ろから襲い掛かって、子供を転倒させた。うーん、早業。


きゃあ、と、子供の悲鳴が聞こえる。けれど火の精はどちらも、子供を傷つけはしていないらしい。もふん、と下に潜りこんでクッションになって、もふん、と上に乗っかって布団になって、ふわふわ柔らかい拘束となって子供の動きを封じ込めていた。


「よーし。これは返してもらうぜ？」


フェイは子供に追いつくと、そう言って子供の後ろから手をそっと捻ひねる。


「なにすんだよ！　離せ！」


「なにすんだ、はこっちの台詞だっつの」


フェイは子供の手から袋を取り上げる。その瞬間、子供は悔しそうな、いっそ憎々し気な目でフェイを睨にらむ。


「おーい、こいつ、どうする？」


「どうする、って……」


僕はそこで追いついて、その子供を見る。


……火の精に押さえつけられているその子は随分と痩せていて、汚れていた。髪も頬も、垢や泥や煤すすで汚れていて……なのに、目だけは澄んだ空色で、ぎらりとしていた。


美しかった。






……その時だった。ひゅん、と、何かがフェイに向かって飛ぶ。


「うおわっ!?」


フェイはそれを咄嗟に避けて、でも、フェイの召喚獣達はその時、子供を押さえておくことよりもフェイを守るために駆け寄ることを優先したらしい。子供は緩んだ拘束をするりと抜けていた。


「……くたばれ！」






    
  
  




そして子供はそう吐き捨てるように言うと、咄嗟に追いかけられなかった僕らの間をさっと抜けて、逃げ出してしまった。






「……ったく、なんだったんだ、ありゃあ」


「分からんな。何かの魔法を使ったようにも見えたが」


とりあえず僕らは互いに互いの安否確認をした。特にフェイ。……でも、フェイはちゃんと、飛んできた何かを避けたらしい。怪我は無かった。それを見て彼の召喚獣達がフェイに擦り寄る。『無事でよかった』と『逃がしちゃってごめんなさい』が混ざっているらしくて、召喚獣達の動作はしゅんとして遠慮がちだ。


「ま、いいか。とりあえずお前ら、よくやった！　ありがとな！」


フェイは召喚獣達をわしわし、と撫でて、それから一匹ずつ大事に、宝石の中へ戻していった。こういう風に召喚獣を大事にしてるから、フェイと召喚獣は仲良しだし、咄嗟のことにもすぐ力を貸してくれるんだと思う。


「で、トウゴ。これ、スられたやつな」


「うん。ありがとう」


フェイは召喚獣を返すと、子供から取り返した袋を返してくれた。いや、でもこの袋、偽の財布だからほとんどお金は入っていない。……まあ、戻ってくるに越したことはないよ。


「災難だったなあ。あいつのスリ、すげえ早業だったし、びっくりしたぜ」


「……俺もあいつが何をしたか、見えなかった。子供ではあるが、侮れない手練れだ」


ラオクレスもそう言って頷く。どうやらさっきの子、中々の大泥棒らしい。


うん。分かる。僕も、ちょっと衝撃があったかな、と思ったらもう、鞄の中身を盗られてた。鞄には留め金がしてあったのに。うーん、どうやったんだろうね、あれ……。


「しかし、王都だってのに裏通りに入れば子供がスリかあ。王都の名が泣くぜ。……ま、いいや。とりあえず奴隷屋行こうぜ。もう近くだ」


フェイはそう言って歩き出すけれど、僕はまだ、動けない。


「……ん？　トウゴ、どうした？」


「ええと……」


フェイに聞かれて、どうしようか少し迷って、でも、ここで言わないとやっぱり後悔する気がしたから、言う。


「あの子ともう一回、会えないかな」


「あー、まあ、気持ちは分かるけどよ。ものは取り返したし、あいつ自身は見逃してやってもいいんじゃねえか？」


「いや、そうじゃなくて……」


フェイの言葉を考えながら、でも、やっぱりそう思う。逃がしたくない。ちゃんと見たい。


「もう一回、あの子の顔、よく見たい」


思い出すのは、汚れた顔の中でぎらりと輝く空色の瞳。澄んで輝いて、まるで青空を切り取ってきたようだった。


生命の強かさを感じた。それでいて、どこか高潔さや気品すら、感じた。人に媚びることのない気高い獣のようで、でも、獣というにはもっと軽やかで、冷たくて……。


「……まさか、お前」


フェイがちょっと表情を引き攣らせるけれど、僕はやっぱり、あの子がいい。


「あの子、天使っぽかった」


描きたい。あの力強く涼やかな美しい生き物をもう一度見たい。そして描きたい！　描きたい！










「……天使っぽかった？　さっきのスリがか？」


「うん」


「『くたばれ』とか言う天使が居るかあ？」


「居てもいい」


「お、おい、トウゴ、お前、大丈夫か？」


「うん」


すごく大丈夫だ。あの子、すごく天使だった。そうだ。あれは天使の目だよ！


「目が青空みたいで天使っぽかった。人間を警戒してる天使の目だった。あと、顔立ちはすごく綺麗だったと思う。天使だ。髪は汚れてたけれど、多分ちょっと巻き毛気味だった。ちゃんと洗ったら緩い巻き毛だろうから、本当に天使っぽいと思う。頭に輪っか乗せたら完璧」


「よく見てるなあ、お前！　スられたってのに！」


そりゃ、目の前に天使が居たら誰だって見るんじゃないだろうか。財布より天使。


「……どうする。もし本当にあれを捕まえるなら、中々骨だぞ」


「だよなあ。どう考えても……な、トウゴ。とりあえず一回、奴隷屋行っとかねえ？　もっと天使っぽいの居るかもしれねえじゃん。な？」


うーん……うん。まあ、分かるよ。


ストリートチルドレン、っていうのかな、さっきの子みたいなのは。住所不定なんだろうし、すばしっこそうだし、この広い王都の中をひたすら探し回るのは絶対に大変だ。そしてそもそも、本業のモデルさんじゃないわけだから、説得が大変そうだし……。


「分かった。奴隷屋さん、行く……」


「……そんなにしょんぼりするなよぉ」


「萎しおれた植物のようだ……」


……名残惜しく思いながら、僕は、奴隷屋さんに向かうことにした。






王都の奴隷屋さんは大きかった。流石、と言うべきなのかな。すごい。


そこでフェイがフラメリアの奴隷屋さんに書いてもらった紹介状を見せて、『天使の絵を描くにあたってモデルが欲しい』という旨をお店の人に伝える。するとお店の人はすぐ、奥へ引っ込んでいって……そして、大勢、連れてきてくれた。


そう。大勢。人数が違う。やっぱり王都は人口が多いからかな。綺麗な女性からかわいい子供まで、すごく沢山いる。


「どうだ、トウゴ。気に入った奴、居るか？」


「うーん……」


……けれど、そのすごく沢山のモデルさん達を見ながら、どうにも、その……何か、物足りない。


綺麗な女性は、ここでもやっぱり小悪魔に近い雰囲気だ。中には妖精のお姫様みたいな人も居るんだけれど、ちょっと、天使っぽくない。何だろう。何が足りないのかは分からないし、ここの人達も描いてみたい気がするんだけれど……天使では、ない。うん。


それから、子供の方はもっと顕著けんちょだった。なんというか……本当に天使っぽくない。


なんだろう、『天使の絵っぽい』子は居るんだけれど、それって全く天使ではない、というか……お人形みたいなかんじがする。にこにこしていて、『早く買って！　早く買って！』みたいな顔をしていて、とってもこちらに好意的で……。


……この子達は間違ってもスリなんてしなさそうだし、『くたばれ！』とか言わなさそうだ。うん。人間を警戒しなさそうだし、気高さはあんまり感じないし、祝福を与えられそうでは、ないし……。


「どうだ？　いい奴、見つかったか？」


「……誰も『くたばれ』って言わなさそう」


「待て待て待て。天使はそもそも『くたばれ』なんて言わねえって」


そうだろうか。言う気がする。だって人間を警戒しているわけだし……ちょっとお腹が空いていたらスリくらいすると思うし……。


僕らが困った顔をしているのに気づいたお店の人が、今度は別のモデルさん達を連れてきた。


今度は美青年、まで範囲に入ってるらしい。けれど……ええと、やっぱり天使じゃない。


仙人みたいな人とか、お姫様とか、女王様とか、はたまた王子様とか、妖精とか、そういうのは色々居るし、小悪魔なんてそれよりずっと多いし、子供に関して言えばお人形がものすごく多いんだけれど……天使が居ない。


人間を警戒していて、ちょっと生意気で、それでも目を惹きつけて離さないような。そういうのが、居ない。


一番天使っぽかったのは、綺麗な亜麻色あまいろの髪と空色の瞳を持った小さな女の子。でも、お人形っぽいというか……しゅんとして悲しそうな笑顔を浮かべるばっかりで、萎れた花か、捨てられてしまったお人形みたいだったので……。うーん、やっぱり天使っぽさって、表情なんだろうか……。


……それからもお店の人自慢の『天使っぽい奴隷』を見せてもらったのだけれど、天使っぽいモデルさんは居なかった。うーん……。






そうしてお店の人がちょっと困り始めたのを見て、僕もそろそろ申し訳なくなってきた。心に決めた天使が居るのにここへ来たのは、やっぱり失礼だったかもしれない。


いやでも、あの路地裏の天使を勧誘するのは現実的じゃないしなあ。……と、そう考えていたら。


「……フェイ。俺はもう、腹を括くくるしかないと思っている」


ラオクレスが、フェイにそう言った。


「あー、やっぱり？　俺もそんな気がしてきてたわ……」


フェイもそう言って、諦めたように頷いた。


「……なー、トウゴぉ。お前も腹、括るかぁ？」


「え？」


びっくりしていたら、フェイはちょっと身を屈めて、僕の耳元でこっそり囁いた。


「天使捕獲作戦だ。……あの路地裏の天使、捕まえようぜ。じゃなきゃお前、納得できねえだろ？」


……その言葉が、なんと頼もしくて、なんと嬉しいものだったか！


「……うん。捕獲する。捕獲したい！」


「おおー、さっきまでのしょんぼりが嘘みてえ」


「水を浴びた植物のようだ」


捕獲！　さっきの天使を、捕獲！　捕まえて、モデルになってくれませんか、って交渉するんだ！　森に連れ帰られてくれなかったなら、僕が王都に通う！　それで描かせてもらうんだ！


……そう考え始めたら、もう、俄然やる気が湧いてきた！　ありがとう！






＊捕獲作戦


奴隷屋さんには『色々見せてくれたお礼』ということで、お金を払ってから出てきた。今度また、お人形とか妖精のお姫様とか小悪魔の大群とか描きたくなったらお世話になるかもしれないし。


モデルさん一人分ぐらいの『お礼』を気前よく払ったら、お店の人はすっかり上機嫌になって僕らを見送ってくれた。うん、今後ともよろしくお願いします。


……さて。


「ここからどうするよ。腹を括りはしたけどよ、俺、こういうのはサッパリだぜ？」


「俺もだ。……恐らく、クロアの専門分野に近いだろうが」


そういえばそうだった。クロアさんは裏の世界の人だったらしいから……裏通りの天使を捕まえるのも得意なのかも。というか、クロアさんに苦手なことって何だろうか。思いつかない……。


「ま、王都にクロアさんを連れてくる訳にはいかねえしな。とりあえず俺達は俺達のやり方でやっていくしかねえよなあ……」


フェイはそう言うと、僕とラオクレスと、それから自分を見て……頷いた。


「よし。じゃ、トウゴを餌にして天使の一本釣りしようぜ」


……えっ？


「一本釣り……？　僕を、餌……？」


「おう。お前を餌にして一本釣り。……ほら、お前、どう見てもいいカモだろ？」


うん。……うん？　今、すごい悪口を言われたような気がする！


「金持ってそうな見た目じゃねえけど、身なりは綺麗だし、警戒心が薄いし、何よりぽやぽやしてるし。スリ垂涎すいぜんの的だな」


……さっきスリに狙われた実績がある以上、何も言えない。でもやっぱり、ものすごく悪口を言われている気がする！


「もう少し、金を持っていそうな見た目にした方がいいなー。それでいて、警戒心の無い……どっかの貴族の息子が物見遊山に来たような、そういう雰囲気でいろ」


しかも注文が難しい。何だろう、『どこかの貴族の息子が物見遊山に来たような雰囲気』って。フェイの散歩中のイメージってこと？　いや、フェイは別にぽやぽやしていない。いや、僕だってしていないけれど。……してないよね？


「よーし。ってことでトウゴ。まずはお前を飾って餌にするところからだ！」


……けれど、いいや。腹は括った。僕が餌になれば天使が一本釣りできるっていうなら、いくらでも餌になってやる。


そして、絶対に天使を描く！　絶対に！　描く！　描きたい！










……それから、僕のための買い物が始まった。


いつもは鳥から貰った服を着ているんだけれど……今日は王都に来るから、そこそこちゃんとしたシャツとスラックスを着ていたんだよ。フェイはそんな僕の恰好を見て、シャツを刺繍入りの、布がもっとたくさん使ってある薄水色のに変更した。あと、尻尾みたいに燕尾えんびになっているチャコールグレーのベストと、磨いた真珠貝のループタイ。


……そして何より、鞄。鞄は『スリやすさ』を求めたものだ。襷たすき掛けにしないショルダーバッグ。紐は長めでスリやすい、らしい。……これでスリに大人気になれるだろう。多分。


「よし！　金持ってそうで警戒心無さそうでぽやぽやした奴の完成だ！」


悪口を言われている気がするけれど仕方ない。天使のためだ。仕方ない。もし、天使じゃないスリが釣れても、そのスリから天使の情報を聞き出せるかもしれないし。


「じゃあ、トウゴ。頑張って頼りなさそうにふらついてこい！　俺とラオクレスは離れたところから見守ってるからな！」


「うん。分かった」


……ちょっと緊張するけれど、大丈夫だ。フェイとラオクレスのことは信頼してる。それに、天使のためなんだから！






……ということで、僕は一人で裏通りをふらつくことになった。


勿論、ただふらついていても暇なだけなので、お店を色々と眺めて回る。


「色んなお店があるなあ」


表通りの華やかさは無い。どちらかというと、隠れていたいような、そういう店が多い印象を受ける。奴隷屋さんもそうだし、武器屋さんも多分そうだ。薬を売っているらしいお店は……いや、これは考えちゃいけないやつかもしれない。


それから、露店もあった。露店に並んでいる品物は見放題だから、これはこれですごく楽しい。


ちょっと歪んでオリエンタルな雰囲気がある色硝子の香水瓶とか。ちょっと粗悪なつくりをしている金属細工のアクセサリーとか。他にも、革の鞄が並んでいたり、焼き物の壺やお皿が並んでいたり……。僕はそういう店を眺めながらのんびり歩く。色んな店があって面白いし、そうやって商品に集中していれば、スリの人だって来やすいだろうし。


……と思っていたら、やっぱり、来た。


その人は、とん、と軽くぶつかってきただけだ。けれど、注意していれば、ぶつかられた瞬間に財布を抜き取られたのも分かった。そして。


「よし！　そこまでだ、そこのスリ！」


「大人しくしていれば命は取らない」


いきなり物陰から現れたフェイとラオクレスに、そのスリの人はとても驚いたらしい。まあ、だろうね……。






さて。スリ一本釣り第一号はハズレだった。天使じゃない。ただのスリだった……。


けれど、ただのスリでも、捕まえる意味はある。だって、あの天使もスリだったんだ。知り合いでもおかしくはない。


「ちょーっと聞きたいんだけどよ。この辺りに、空色の目をしたガキ、居ねえ？」


「はあ？」


フェイがスリの人に聞くと、スリの人は『何を言っているんだ』みたいな顔をする。


……そこで僕は、そっと、銀貨を一枚、彼に握らせた。その途端、スリの人の表情が引き締まって、背筋が伸びる。わあ、顕著……。


「探してるんだ。その子供。どこに居るかとか、名前とか、知らないだろうか」


「い、いや、見たような気もするけどな……」


彼は困っている。多分、言わないんじゃなくて、何も知らないかよく覚えてない。でも銀貨を折角もらったから何か答えなきゃ、っていうところなのかもしれない。


「知らなくてもそれ返せなんて言わないよ。大丈夫」


なのでそう言っておくと、彼は明らかにほっとした様子を見せた。やっぱり。


「悪いがそうそうガキの顔なんざ覚えてねえよ。ただ、俺はいっつも西の方を根城にしてるんだけどよ、そこらへんにガキは居ないぜ」


そっか。まあ、『居ない』っていう情報も、大事な情報だ。


「そっか。ありがとう」


「お、おう。悪いな、こんなことしか教えられなくて……」


スリの人はちょっと申し訳なさそうにそう言って、そっと立ち去っていく。……あ。


「財布は返せ」


「……やっぱり？」


「そして二度とスリなんかやるんじゃない。次は無いぞ」


スリの人はラオクレスに捕まって縮こまりながら、僕の財布をそっと返してすごすご帰っていった。気を付けてお帰りください。もうスリなんてしないようにね。










それから何人か、僕はスリを釣った。男の人も女の人も子供も。彼らから得られる情報を集めていくと、だんだん天使の居場所に見当がついてくる。……そして。


「空色の目……？　リアンのことか？」


捕まえた子供のスリが、ついに、天使の名前を教えてくれた！


「リアン？　あの子、リアンっていうの？」


「いや、探してる奴かは分かんねえよ！　けど、俺のナワバリに最近入ってきた生意気なガキが居るんだ。そいつ、確かに目が空色してる。リアンって名前らしい」


……これは有力な情報だ。すばらしい。


「ねえ、その子、どこに行けば会えるだろうか」


僕がそう尋ねると、捕まえたスリの子はにやりと笑って教えてくれた。


「夕方になるとあいつ、奴隷屋の近く、うろつくんだ。そこを狙えばいいよ」


「奴隷屋？」


ラオクレスがちょっと意外そうな顔をした。うん、まあ、ちょっと意外かもしれない。スリをやってる子にモデルさんが買えるとは思えないし……いや、だからこそ、なのかもしれない。僕だって、買えない画材の前をうろついたことがある。


「そ。絶対に奴隷屋の近く、うろついてるから。……嘘だと思うならそれでもいいけど」


「ううん。ありがとう」


まあ、今のところ一番の有力情報だ。もうすぐ夕方になってしまうし、信じてみてもいいだろう。


「これ、お礼」


ということで僕はその子に銀貨を握らせて帰した。子供は嬉しそうに駆けていった。嬉しかったんなら、何より。






得られた情報通り、僕らは奴隷屋さんの前あたりを見張っておくことにした。フェイは奴隷屋さんの入り口辺りに隠れさせてもらって、ラオクレスは表通り側の路地に隠れて、僕は奴隷屋さんの前をふらつく。つまり、餌だ。


……そうして僕がそこらへんをふらついたり、歩くのに疲れてぼんやり突っ立っていることにしたりしながら待っていると……ふと、視界の端の方に人影が見えた。


それとなくそちらを見ると、向こうもそれとなくこっちを見ている。こちらを見つめる瞳は、警戒の強い空色。……あの天使だ！


「よし！　居たな！」


僕が何か言うより先に、フェイが動いた。フェイのところから火の精が飛び出して行って天使の彼を囲む。


「二度も同じ手に引っかかるかよ！」


けれど、天使の彼はまるで風のような身のこなしで、するり、と火の精をすり抜けて逃げていこうとした。……けれど、そこにラオクレスが、走る。


「逃がすか」


速い。こっちもすごく速い。筋肉の塊がその筋肉を総動員して走るんだから、ものすごく速い。


「ひっ!?」


ラオクレスに猛然と突進された天使の彼は怯んだ。そしてその隙に火の精が退路を塞いで……。


「よし」


……ラオクレスが、天使を捕獲していた。ラオクレスはすごい！　肉体美は伊達じゃない！


「な……なにすんだよ！　離せ！」


ラオクレスはそのまま、ひょい、と天使を肩に担ぎあげてしまったので、天使は地上に下りられない。うん、ラオクレスの身長と筋肉から逃げられるわけがない。僕だってこれをやられては『ああ、逃げられない……』って毎度実感させられているからよく分かるよ。


「これでいいのか」


「うん！　ありがとう！　ありがとう！」


僕はラオクレスにお礼を言って、それから、見事に足止めの役を果たしてくれた火の精達にもお礼を言って……天使の顔を覗き込む。


「くそ、なんなんだよ、お前ら！」


天使の彼は相変わらずの暴れっぷりだけれど、ラオクレスはびくともしない。不動明王の如し。


「なんだよ！　憲兵に突き出してえならそうしろよ！」


覗き込んだ顔はやっぱり泥とか煤すすとか垢とかで汚れているけれど、整った顔立ちをしている。天使のモデルにはぴったりだろう。ただ、髪の毛の色はよく分からない。うーん、汚れ過ぎだ、この子。モデルの勧誘が上手くいったら真っ先にお風呂に入れなければ……。


彼の攻撃的に歪められた表情はちょっと怖いけれど、でも何か心をざわつかせるというか、こう……惹かれるものがある。攻撃的で、明らかに僕を警戒していて、それで、すごく綺麗な空色の瞳に、思わず目が吸い寄せられる、というか……。


……うん。すごくいい。やっぱり僕、彼のことを描きたいみたいだ。


「あの、僕、君のことを描きたいんだけれど、モデルとして雇われてくれないだろうか」


「は？　……え？」


早速スカウトしてみたら、天使の彼はきょとん、としてしまったけれど。よし。ここから交渉、頑張るぞ。










「ええと……僕は、トウゴ・ウエソラ。レッドガルド領の領主さんの家のお抱え絵師をやってる。まだ駆け出しだけれどね。……それで、君は、リアン、で合ってる？」


「な、なんで名前、知って、るんだよ……？」


名前を呼ぶと、天使はびくり、と身を縮こまらせた。……あ、怖がらせてしまっただろうか。うん、確かに、昼前ぐらいにスリに失敗した相手に夕方掴まって、名前を呼ばれたら怖いかもしれない。でも僕らは怪しいものじゃないよ。


「ごめんね。僕、どうしても君に絵のモデルをお願いしたくて、このあたりに居るスリの人達に君のことを聞いたので……」


そういう経緯です、と説明すると、リアンの警戒の中に呆れの表情が混じってきた。……まあ、怖がられるよりは呆れられる方がいいよ。


「それで、君をモデルにして絵を描きたいんだけれど、引き受けてくれないかな」


……そうして、仕事の話をすることにした。依頼主の名前は伏せるけれど、天使の絵を依頼されたこと。僕は人間をモデル無しでは描けそうにないっていうこと。だから天使のモデルをやってくれる人を探していること。そして、偶々出会ったリアンをものすごく描きたくなったこと……。


話していたら、リアンは段々落ち着いてきたらしい。呆れたのかもしれないけれど、まあ、ひとまず、むくれたような表情を浮かべて喋ってくれた。


「……お前、金持ってそうじゃん。そこの店でもっと綺麗なの買えばいいだろ」


「そう思ったんだけれど……君より綺麗なのが居なかったんだ」


本当のことを言うと、リアンはぎょっとしたような顔をした後、照れているのか、なんだかもぞもぞと居心地の悪そうな顔をする。


「期間は一か月くらい……いや、二週間でもいい。その間の衣食住も全部保証する。それとは別にお給料を出す。もし僕のところに来るのが嫌なら僕が君の居場所まで通う。……どうだろうか」


けれど、もう一度問いかけてみると……リアンは慎重にこちらと渡り合おうとしているような、そういう顔で僕に聞いてきた。


「……幾いくらだ。給料、って、幾ら出すんだよ」


「……幾らがいいんだろう」


当然、お給料、出すけれど。労働には対価が発生しなければならないって思ってるから、ちゃんとお給料払うけれど。でも……僕、相場が分からないんだよなあ。クロアさんみたいに『家一軒、内装付き』とかでいいんだろうか……？


「トウゴ。少し下がってろ。ここは俺が話つけてやるよ」


僕が困っていたら、フェイがにやりと笑って前へ出て……そして。


「幾ら欲しい？」


……すごい聞き方をした。流石、貴族。


「……金貨五十枚」


そしてリアンも即答した。ええと、流石、天使……？


「ふーん。成程な」


フェイはちょっと考えるような素振りを見せると……それから、またリアンに聞く。


「もし、絵のモデルになるなら金貨五十枚やるよ、って言ったら、お前、来る？」


「行く」


なんとも勇ましい天使だ。……ちょっと悲壮なかんじもするけれど。


「そっか。金が要る事情があるんだな？」


……これにはリアンは答えなかった。そして、ほとんどそれが答えなんだろう。彼の事情は分からないけれど……路地裏でスリをしている以上、まあ、色々あるんだろうな。


「……ところで、お前は一人か？」


そこでふと、ラオクレスがリアンにそう、尋ねた。


「親か保護者は、居ないのか」


……僕は、気づいてしまった。


子供っていうものは……本人が望むままに生きられる生き物じゃ、ないんだった！






「あの、僕としては結論を急ぐつもりは、ない。早ければそれは嬉しいけれど、でも、ちゃんと保護者の方とも話してからの方が……」


けれど、そう言った途端、リアンはまた緊張した表情を見せた。そして。


「……親父は、金さえ払えば、俺のこと売ると思うぜ」


そう、言った。


売る、っていう、のは……ええと、深く考えないように、しよう。この世界はこういうところで、路地裏でスリをする子供と、その子供を売っちゃう親が居るような、そういう環境で……と、とりあえず、リアンを手に入れたい僕としては好都合、っていう、ことで……。


……悲しくない、と言ったら、嘘になってしまうけれどさ。でも、そういう環境で生きている彼に、下手な同情をするのは何か、違う気もする。……僕の勝手な気持ちだけれど。


「……まあ、いいや。とりあえずお前は金貨五十枚、な。で、お前の親父さんは幾らでお前を売ってくれっかなあ」


「分かんねえよ。借金も幾らあるんだか。奴隷にされない程度の額ずつ、あちこちから借りてるし」


「お。借金かぁ。それも、全部集まったら奴隷にされるくらいの。そいつはいいなあ」


フェイはにやりと笑って……それから、ちょっと真剣な顔で聞いた。


「お前、お前の親父さん、好きか？」


……その時のリアンの目は、多分、僕は一生忘れられない。


「あいつなんて、死ねばいい」


吐き出された言葉ごと、僕は、ずっと忘れられないだろう。






「よーし。ってことは……うーん」


フェイは何かを思いついて、それから思い直したように頭を掻いて気まずげな顔をした。


「……トウゴぉ、ちょっと相談なんだけどよお」


「うん」


「こいつを合法的に捕まえる手段がある。こいつの親の借金を肩代わりしちまえば、その分でこいつの身柄を貰うことはできる」


「えっ」


……詳しく聞いてみたら、要は、『借金が返済できなくなった人』も奴隷になる対象らしい。そして、その人が奴隷になる選択をするなら、その人が扶養している人も同じように奴隷になる、ということらしい。


つまり、この世界風に言うと、生活保護の対象になる、みたいなかんじなのかな。この辺りの感覚は今一つ、まだ分からないのだけれど。


「借金のカタに子供を一人奴隷として寄越せ、ってのは、十分通ると思うぜ。お前は金持ってるし、或いは俺の名義で買い取るなら身分の保証もあるし、文句は出ねえだろ」


成程。子供の保護のため、っていうかんじだろうか。


「こいつの親父さんだって、『借金を早く返済しろ』って詰めよれば、流石に奴隷になる選択するだろうしな」


「逆に、どうして今までその選択をしていないんだろう」


「奴隷の身分だと主人が認める時しか飲酒できないし、賭け事にも行けなくなるからじゃねえかな。そもそも働かなきゃいけなくなるし。働かずに酒飲んでぐうたらしてたいなら、奴隷にはなりたくねえだろ」


……成程。うん。なんとなく分かったし、この世界の奴隷制度って、悪くない気がしてきたな。






まあ、とりあえず手段はある、と。なら最後に確認しなきゃいけないのは……本人の意思。


「ねえ、リアン」


僕は、火の精に寄って集ってふわふわやられて遊ばれていたリアンに声を掛ける。リアンは『なんだよ』というような、ちょっと強がったような目で僕を見つめ返してきた。


「……君、お父さんから離れたい？」


「当然」


そして聞いてみたら、そんな答えがあっさり返ってきた。そうか。……なら、話は単純だ。


「そっか。じゃあ悪いんだけれど、僕、君のお父さんの借金全額肩代わりして、君と君のお父さん、奴隷にさせてもらう。それで……ええと、一時的に僕の奴隷になってくれる？」


リアンに尋ねると、彼は少々緊張した顔をする。大事な決断だ。緊張くらい、するだろう。


「すぐ解放する。絵が描きおわったら解放するよ。そこで金貨五十枚も支払う。それまでの間は、衣食住は保証する。住まいは君が選んでいい。特に希望が無いなら森暮らしになるけれど……」


できるだけ、条件の説明をちゃんとする。そうでなかったら不公平だと思うから。


「モデル業が終わった後の生活の支援も、ある程度できる。……もし、ずっと森に居てくれたら嬉しいけれど、でも、別に強制はしない。君がしたいようにできるように手伝う。どうだろうか」


そう聞くと、リアンは……困ったような、戸惑っているような、そんな顔をした。


「な、なんなんだよ、あんた、さっきから……あっ、あれだろ！　何か、裏があるんだろ！」


……うーん。成程。これ、さては好待遇すぎるんだな？


僕は、ちらっ、とラオクレスを見てみる。ラオクレスは案の定、ちょっと呆れたような顔で僕を見ていた。はい。不審がられるくらいには好待遇を提示してしまったようだ……。


「……こいつに裏は無い。ただ、こいつには余る程金があって、かつ、絵を描くことに命をかけているというだけだ」


そこでラオクレスが呆れ顔のまま補足を入れてくれた。ついでにフェイが横から『アレだよ、アレ。金持ちの道楽ってやつだ！』とも補足を入れてくれた。……それでリアンは不審がりながらも、多少納得してくれたらしい。僕としては若干複雑な気持ちだけれど、今はリアンの納得が最優先だ。文句は無い。文句は無いよ。無いことにするよ！






それからしばらく、リアンは黙っていた。俯いて、じっとして……だから僕もじっと待っていた。


その内、ラオクレスはそっと、リアンを地面に下ろした。それでもリアンが逃げ出すようなことは無くて、僕らはじっと待って……。


「……その、借金のカタに俺も親父も奴隷にするなら、あんまり足元見られないようにしろよ？　あのクソ親父、あんたがカモに見えたらゴネるだろうから」


そう、アドバイスをくれた。……つまり。


「……ええと、つまり、いいの？　僕のモデルになってくれる？」


そう確認してみたら、リアンは精一杯僕を睨みつけて、言った。


「金、くれるんならな？　勿論、親父の借金とは別に、ちゃんと俺に金貨五十枚払え。それで、それで……仕事が終わったら、住む場所を用意しろ！　それが条件だ！」


……なんとも勇ましい返事に、僕は嬉しくなる！


この勇ましさ！　本当に天使みたいだ！










それから僕らは王都中を回って、あちこちの金貸しを訪ねて歩いて、リアンのお父さんの借金を買い集めた。


奴隷屋さんでモデルさんを買うために用意しておいたお金がここで役に立ってしまった……。


……そうして夜になる前に、なんとか、ほとんどの借金を買い集めることができた。何と言っても、借金集めにはリアンが相当頑張ってくれたんだ。この子、裏通りや金貸しの事情には詳しいみたいだ。クロアさんみたい。


……いや、多分これ、クロアさんが居たらもっと早かったんだろうな……。


「……あんた達もよくやるよな」


そうして借金の証文を沢山集めた僕らを見て、リアンはなんだか呆れたような顔をした。


「だろ？　こいつはこういう奴なんだ。お前、こいつのモデルになったら大変だぞ？　朝から晩まで描かれるからな！」


「いや、流石に僕だって子供に無茶なスケジュールは強いないつもりだけれど……」


フェイがにやにや笑って、僕がそれにちょっと遺憾の意を表明しつつ、ラオクレスが隣で『俺が見張る対象が増えそうだ……』とぼやいて……そこで、リアンが、ふ、と笑った。呆れたような、下手したら嘲笑の類なんだろうけれど。でも、ようやく見られた彼の笑顔に、僕はなんだかほっとした。






「ごめんください」


さて。僕らは買い集めた借金の証文を手に、リアンの家に向かった。


裏通りの狭い路地の向こうにある、あまり大きくない古びた家だ。ちょっと傾いてる。あと、多分、屋根が雨漏りしてる。


「んだようるせえなあ……」


そしてドアをノックしていたところ、人が出てきて僕らを見てぎょっとした顔をした。まあ、僕と貴族と石膏像が立ってたら、驚くか。……僕一人だったらきっと舐められてたんだろうなあ。


「だ、誰だよ」


「はじめまして。上空桐吾です。レッドガルド領の領主様の家のお抱え絵師をしています」


けれども、行動するのは僕だ。僕が、リアンを雇うんだ。僕が先頭に立ってリアンのお父さんらしい人に挨拶すると、リアンのお父さんは困惑しつつも胡散臭そうに僕らを見回す。


「……絵描きが何の用だよ」


「ええと、息子さんを描きたいんです」


リアンのお父さんは、僕らの後ろに居るリアンをちらりと見て、それから何か、僕を値踏みするかのように見る。


「へえ。で？」


……『で？』と言われてしまうとなんとも困る。けれど確かにそうだ。『描きたい』だけじゃ、僕の主張は伝わらない。


「そこで、息子さんを頂きに来ました」


なのでちゃんと主張した。フェイが『その言い方はどうなんだ……？』ってぼやいていたけれど、しょうがない。貰えるものなら貰いたい。


「そりゃ駄目だ。リアンを連れていかれちゃあ困る」


けれどリアンのお父さんはそう言ってにやりと笑った。


「リアンは俺のたった一人の肉親だ。そりゃ、簡単に連れていかせるわけにはいかねえんだよ。愛する息子をどうして連れて行かせられる？」


そう、リアンのお父さんが言った瞬間、リアンが低く呟く。『何がたった一人の肉親、だ』と。


……何か、訳ありなんだろうな、とは思う。けれど、この場で込み入った事情を聞き出すのは躊躇ためらわれる。それに、リアンの事情はともかく、気持ちはもう、分かってるんだ。


『あいつなんて死ねばいい』。


……そう言い切ってしまえるリアンが、少し悲しくて……少し、眩しかった。


だから僕は、さっきのリアンの言葉を思い出す。『足元見られないようにしろよ』と。


……僕だって、リアンに負けないように。






「そうだなあ、愛する息子を貸し出せって言うんなら、ちゃんと誠意ってもんを見せてもらわねえとな？　出すものによっちゃ、俺だって考えるぜ？」


「……そうですか。ならこれで」


僕は、リアンのお父さんを睨んだ。精一杯。それから、数少ない先生の口論（仕事関係で揉めてしてたやつ）を思い出しながら、言う。


「あなたの借金は全部、僕が買った。見ろよ。あなたのサインだ。見覚えが無いとは言わせない」


ずい、と借金の証文を突きつけて見せる。


「僕は確かに温厚に見えるだろうが、呑気な絵描きだと思って舐めた口を利いてもらっちゃ、困る」


リアンのお父さんは証文を見て、さっ、と青ざめた。僕は証文を持っていない方の手で、リアンを引き寄せた。


「あなたにも息子さんにも、奴隷になってもらう。その上で、リアンは僕がもらっていく。文句が言えるなら言ってみろ。権利は僕の方にあるんだからな」


……先生。先生は口喧嘩を僕に見せたことを恥ずかしがっていたけれど、あなたの口喧嘩、今、役に立ってます。多分、多分……『足元見られないように』できたんじゃ、ないかな。










こうして、リアンのお父さんとリアンは公的機関で奴隷になる手続きをすることになった。


……ちゃんとこういうところで手続きをするんだなあ。奴隷っていう言葉から連想するものとはやっぱり違う。


手続きを待つ間、僕らは待合室みたいなところで待つ。リアンは無事、僕が引き取れることになったから、これで契約履行だ。リアンを森に連れて帰ってたくさん描こう！


「……それにしてもトウゴ、お前、結構ちゃんと言えるんだなあ」


「え？」


唐突にフェイにそう言われてびっくりした。……けれど思い返してみたら、まあそうか、と思う。


「あれは……その、先生の受け売りっていうか、うーん……先生が言ってたのをほとんどそのまま使わせてもらっただけなんだよ。確か、著作権侵害について糾弾きゅうだんした時の……」


「あー……道理で。なんかお前の言葉っぽくねえなって思ったわ」


うん、まあ、そのまま使ってしまったから、本当に僕の言葉じゃない。


勿論、先生は絵描きじゃないからそこは変えた。けれど、先生も大概『温厚』だと思われていたし、それが原因で舐められる、というか、それ以外の要因も混ざって『足元を見られる』ことは多かったみたいで……。


……僕が居るところで口論した後の先生は自己嫌悪と恥ずかしいのとで大変なことになっていたけれど、でも、あの時の先生のお陰で僕は今、無事にリアンを引き取れそうなので、やっぱりよかった。先生から学ばせてもらったこと、たくさんある。


「驚かされた。お前もああいう言葉を吐き出すのか、と」


「……ちょっと恥ずかしくなってきた」


「いや、いいじゃねえか。な？　お前もちょっとふわふわしてない時があった方がいいって！」


ラオクレスもフェイもなんだかにやにやしてるんだけれど、なんというか、その……先生が僕の前で恥ずかしがってた理由がちょっと分かった気がする。うん。


……そして僕らの話が一区切りしたところで、リアンとリアンのお父さんが出てきた。


リアンのお父さんは僕のことを睨んできたけれど、僕はそれを睨み返す。間違った事はしてないぞ、という気持ちで。


「……あの」


そして、僕のところに、リアンがやってきた。


「ええと……その、よろしく」


……うん。


「よろしく。天使のモデルさん」


ちょっと戸惑い気味でちょっとしおらしいリアンにそう返すと、リアンは気まずそうに頷きつつ目を逸らした。まあ、急に環境が変わっちゃったら、戸惑うよね。


……こうして僕らは人見知りの天使を連れて、王都の大通りにある宿へ泊まりにいった。






「ここ、前泊まったよな？」


「うん。部屋数がぴったりだ」


奇しくも、取った部屋が前に泊まった部屋と同じだった。王城のパーティに呼ばれた時に泊まったところ。うん、ここなら四部屋あるし、ぴったり。


「じゃあ、とりあえずお風呂に入れよう」


荷物を下ろした僕らは、早速お風呂の支度を始める。


……何と言っても、リアンがちょっと、あんまりにも汚れているので。これは早急に綺麗にする必要がある。色味を見るためでもあるし、あと、公衆衛生のため。うん。


「ふ、風呂？　あの……ちょ、ちょっと、待ってくれよ」


けれど、いざお風呂、となった途端、リアンがその場から動かなくなってしまった。持ち上げようとしても持ち上がらなかった。いや、僕が非力なんじゃなくて、リアンが踏ん張るものだから。


「俺、最後でいい。先に入ってよ」


「駄目」


「部屋が汚れる心配なら、その、俺、外に居るから」


「駄目」


お風呂、嫌いなんだろうか。それは困る。悪いけれどモデルにされる以上、諦めてお風呂には入ってほしい。


「おう。いいぜー、リアン。さっさと洗われてこい」


「浴室は二つある。一つをそっちで使っていい」


フェイとラオクレスは二つある浴室の内もう一つを使うらしい。ということで、遠慮はいらない。


「……入ろう？　あ、それとも、僕に洗われるのが嫌？」


「いや、そうじゃなくて……それも嫌だけれど」


……そこでリアンはちょっと、躊躇ったような様子を見せる。


僕は彼が何か言うまで待って……そしてリアンは、おずおずと視線を上げて、僕を見ながら口を開き始める。


「今更、金は出さねえなんて言わないよな」


「うん」


「その、俺が、絵のモデルに不向きでも？」


「……うん？」


リアンの言っている意味が分からなくて首を傾げていると……後ろから近付いてきたラオクレスが、ぺらり、と、唐突にリアンのシャツの裾を捲った。


ひゃ、と、リアンが悲鳴を上げる中、ラオクレスは渋い顔をして……それからそっと、シャツの裾を下ろす。


「……まあ、予想はできた事だが」


……なんとなく、彼らの行動や反応で分かってしまった。


「あの、脱がせてもいい？」


改めてそうリアンに聞くと、彼はすごく渋々、自分でシャツを脱いだ。


……シャツに隠れる位置の肌には、火傷の痕らしいものや切り傷の痕のようなものがいくつもあった。それを見てラオクレスはまた渋い顔をするし、フェイは痛ましげな顔をする。


そんな視線に囲まれて、リアンは一層、身を縮こまらせた。


「……その、騙すつもりは無かったし、その……だ、大体、あんた達が勝手に俺のこと天使だとか言って勝手に奴隷にしただけだからな!?　や、約束は約束だ！　金は、金はちゃんと」


「ちゃんと払うよ。金貨五十枚だよね。……それに、君の絵も描くよ」


怯えた様子を見せるリアンを安心させるため、僕はちゃんと言う。


「傷があっても関係無い。金貨五十枚分の働きを頼むよ」


そう言うと、リアンはほっとしたような、そんな顔をする。うん。すぐには無理でも、そのうちしっかり安心してほしい。






それから僕は、リアンを抱えてお風呂へ移動した。


王城御用達の宿なだけあって、お風呂も豪華だ。大体、一つの部屋に浴室が二つある時点で相当豪華だと思う。


「ちょ、ちょっと待てよ！　なんだよこれ」


「お湯だよ」


シャワーからお湯が出る仕組みはよく分からないけれど、この宿だとシャワーからお湯が出る。豪華だ。いいな。森のお風呂は沸かしたお湯を被るだけだから、シャワーも導入したい。どういう仕組みなのか、後で調べてみようかな。


「な、なんか目に入った！　痛え！」


「石鹸。あ、目に入ると沁みるから目は閉じておいた方がいいよ」


「先に言えよ！」


「ごめん……まさか、石鹸を知らないとは思わなかったんだよ……」


このお風呂、備品も豪華だ。備え付けの石鹸は花の香りがして、明らかに上等なものなのだろうな、と思わされる。僕はその石鹸を泡立てて、それでリアンの頭を洗っていく。ちなみに、この世界にシャンプーとかは無い。全部石鹸らしい。シンプルでいいね。


「……泡が消えた」


「え？　お、終わったか？」


「あ、うーんと、そうだな、終わったら肩を三回叩くから、それまで目と耳塞いでおいてね」


僕がそう言うと、リアンはぎゅっと目を閉じて、耳を両手で塞ぎ始める。うん、そのままで。


……それにしてもすごいな。石鹸の泡がすごい勢いで消えていく。それだけ今、リアンが汚れてるってことなんだろうな。石鹸が負けてる。人間の脂っていうのは馬鹿にならない。


一旦、石鹸を流して、もう一回洗う。……あ、今度は多少、泡立つようになったかな……。






それから何度か、リアンを洗った。


とりあえず四回ぐらい洗ったら髪は綺麗になったし、体はリアンが自分で洗って綺麗にしていた。


……そうして綺麗になったところで、湯船にお湯を張って、リアンを浸ける。温めて血行を良くしてよく寝かせて血色のいい状態にしよう。


「……大分、色、変わったね」


「え？　ああ……うん」


そうして湯船に浸かるリアンを見て、僕は驚いていた。


何と言っても、汚れが全部落ちたら色が変わった。肌は傷跡こそ生々しいけれど、するりと滑らかで色が白い。


目の色は変わらないけれど、印象が大分変わった。お風呂で温まって落ち着いて、少し眠くなってきたのかもしれない。とろんとした目は、さっきまでとは全然印象が違う。優しくて柔らかくて、これはこれで天使っぽいな。さっきの意志の強い目もいいけれど、これはこれで……。


……それから何より、髪の毛の色が大分変わった。とにかく汚れていた髪は、綺麗に洗ってみたら、なんと、綺麗な亜麻色だった。灰色がかった淡い金髪というか、そういうかんじの色。


濡れている今は大人しくぺたりとしている髪だけれど、丁寧に乾かしたらこれがごく緩い巻き毛になるんだ。それがまた天使っぽいのは知っている。


「……本当に君、天使みたいだ」


「……あのさあ、あんた、頭大丈夫か？」


「うん。ねえ、この背中の傷、羽が切られちゃった痕だったりする？」


「しねえよ！　俺、人間だよ！　なんなんだよあんた！」


絵描きだよ。ちょっと絵に夢中なだけの、絵描きだよ！










それから僕はリアンをお風呂から引き上げて、拭いて、乾かした。


……乾かすのに、フェイの火の精を借りた。彼らがリアンにまとわりついて揉みくちゃにしたと思ったら、一分もしない内にすっかり髪が乾いていた。便利だなあ。


「じゃあ、君の寝間着はこれで」


「……いつの間に」


そして、フェイが火の精霊でリアンを乾かしてくれている間、僕は自分の寝室でＴシャツとハーフパンツと下着を描いて出しておいたので、それをリアンに着せる。


少しサイズが大きかったらしく、ゆったりした恰好になってしまったけれど……なんとなく天使っぽいからいいか。


「じゃあおやすみ」


「え？」


「『子供は早く寝るもんだぜ』って僕の先生も言ってた」


それから僕はリアンを彼の寝室のベッドの上に運んだ。真っ白な布団の上に乗せられて埋もれている様子は、なんというか、やっぱり天使っぽい。


「じゃあ、おやすみ。それとも一人で寝るの、不安？」


「……いや、一人にしてくれるんならその方が嬉しいけど」


「そっか。じゃあ、おやすみ」


布団の上でじっと僕を警戒していたリアンは、僕がドアの隙間から手を振る頃には少し警戒が解けた様子で、ちょっと不思議がるように首を傾げながら小さく手を振って就寝の挨拶をしてくれた。






リアンが寝てしまってから、僕らは明日の予定を立てる。


「えーと、とりあえず朝飯は部屋に運んでもらう手筈だから、それ食おうぜ。食いに出てもいいけど、リアンだって落ち着かねえだろ。それからリアンに必要なもの、買ってっちまった方がいいな。当面、王都の方には来ねえだろうし……」


「……リアンに、必要なもの？」


フェイの言葉がなんとなく引っかかって、自分の中で答えを探す。


何だろう。リアンに必要なもの、何か、気になるところがあるんだけれど……。


「ん？　ほら、服とか。食器とか。家具……はお前が出すにしても、ほら、本人が欲しい物とか。いくらかあるだろ？　多分。そういうの、レッドガルド領に戻ってから調達してもいいけどよ、折角王都の大通りで買い物するんだから、その時一緒に済ませちまったら楽じゃねえかって……」


そうか。服とか、食器とか……本人が欲しい物、とか。






その時僕は、リアンが『奴隷屋さんの前で』うろついていたのを思い出した。


それから……僕が見たキッズモデル達の中に居た、亜麻色の髪に空色の瞳の、小さな女の子のことも。


……彼女達キッズモデルの値段は、大体、金貨五十枚分ぐらいだったことも。










「君、買いたい奴隷、居るよね？」


翌日の朝食の席でリアンにそう聞いてみたら、すごい顔をされてしまった。


「……な、な、なんで」


「ええと、もし違ったらごめん。でも、そんな気がして」


リアンはぽかんとしていたけれど、少しして、今度は警戒を強めた顔をした。


「……そ、そんなの知ってどうするんだよ！」


「いや、他の人に買われちゃう前に買っておこうかと思って」


「は？」


焦っているような、警戒しているような、それでいてもっと困っているような、そんな顔をしてリアンが僕の方を見ている。その目には微かに、期待がちらついてもいた。


「だから……その、君が金貨五十枚っていうはっきりした金額を出してきたのも、奴隷屋さんの前をうろうろしていたのも、多分、そういうことなんだろうな、って思って……誰か、君の大事な人があのお店にいるんじゃないかなって、思ったんだけれど、違っただろうか」


僕は、すっかり朝食を食べる手が止まっているリアンに、聞いてみる。


「もし君が望むなら、その人を買って、一緒に森に連れて行こうと思ってる。それで、君が金貨五十枚で僕から買い戻せばいい」






僕がそう言うと、リアンは泣きそうな顔をした。そしてそのままそっぽを向いて、俯いて……。


「……妹が」


震える声で、話してくれた。


「妹が。アンジェが……親父に、売られて……それで、俺、買い戻したくて、スリで……」


「……そっか」


どうしていいか分からなくて、とりあえず、リアンの頭を撫でる。


「じゃあ、朝ご飯が終わったら真っ先に、買い戻しに行こうか」


「……いいのかよ」


「うん。そうしよう」


うん。話してもらえてよかった。これでちゃんと、リアンの心配を無くすことができそうだ。きっとその方が、天使っぽい顔になってくれると思う。ああ、そうだ。折角だし、妹さんと一緒に描いてもいいかもしれない。奴隷屋さんで見た時にはお人形か何かに見えたけれど、案外、天使と一緒に置いておくと天使になるかもしれないし。






それから僕らの買い物が始まった。


真っ先に向かったのは、奴隷屋さん。開店前に店の前に陣取って、開店まで待機。ほんの少し、最初だけお店の人には不審な顔をされたけれど、それは僕らが昨日支払った『お礼』のおかげですぐに消えた。むしろ、お店の人は僕らを気遣って、開店前のお店に入れてくれて、お茶を出してくれた。……フェイはそこで出されたお茶が気に入ったらしくて、どこの茶葉か聞き出していた。森の皆へのお土産に買って帰ろうかなあ。


……こうして時間はだんだん進んでいって、遂に、正式な開店時刻になる。


その途端、リアンは緊張気味の声で、言った。


「アンジェ・セレス！　アンジェ・セレスっていう、七歳の女の子！　ください！」






リアンの注文を聞いたお店の人は優しい笑みを浮かべて、小さな女の子を連れてきた。


昨日も見た小さな女の子は、やっぱりリアンとよく似た色味だ。灰色がかった淡い金髪は緩い巻き毛。空色の瞳に長い睫毛。整った顔立ちも流石の兄妹ということか、よく似ている。


その子は最初、緊張した表情だった。それでも一生懸命、笑おうとしているような。……お人形みたいな顔だった。けれど……。


「アンジェ！」


「……おにいちゃん！」


『お兄ちゃん』を見つけた途端、彼女の顔が輝く。緊張も、整った笑顔も消え失せて、満面の笑顔になって、それから満面の笑顔が崩れて、どんどん目に涙が溜まっていって、やがて、それがぼろぼろと零れ落ち始める。


それを見て、リアンが駆け寄った。お店の人も事情が何となく分かるんだろう。リアンを止める人は居なかった。


「ごめん、いっぱい待たせてごめん……」


「おにいちゃん……ありがと、ありがとね……」


それから小さな兄妹はくっつきあって二人で泣き出してしまった。


……この時ばかりは、リアンは天使じゃなくて人間だったし、アンジェもお人形じゃなくて人間だった。










二人が落ち着くまでの間に、僕らは簡単に手続きを終えてしまった。


要は、払うものを払って、契約書の類を交わして終わり。うん。リアンの時よりもずっと簡単だ。


「しかし、お客様。よろしかったのですか？　アンジェは確かに美しい少女ですし、躾しつけも行き届いていますが、労働力にするには少々……それに何より、お客様が昨日ご覧になった時には、あまりお気に召されなかったようでしたが……」


お店の人はちゃっかり手続きをしつつ、そんなことを言ってくる。うん。手続きはするんだね。


「ああ、いいんです。彼女が居た方が、彼がいい表情をしそうだから」


でも僕は、本当に何も後悔はしていない。お金には困っていないし……もし多少困っていても、こうした方がよかったと思う。大切に思えるものがお金で買えるんだから安いものだと思うよ。


「うん。いい表情だ」


契約書のサインも支払いも済ませた頃には、二人とも、涙の残る顔でにこにこ笑い合っていた。


……あ、今の顔、やっぱり人間じゃなくて天使だ。すごい。二人とも天使になってしまった。天使につられてお人形が天使に……。


……天使って感染するんだなあ。






    
  
  









「じゃあ、改めまして。僕は上空桐吾。レッドガルド領の森に住んでる。駆け出しだけれど、絵描きをしてる。よろしくね」


それから僕は自己紹介して、二人の子供に手を出した。


すると……。


「あー……リアン・セレス、だ。改めて、よろしく……」


うん。こちらこそ、改めてよろしく。彼は僕より小さな手で、僕の手を握ってきた。


「あの……アンジェ、です。よろしくおねがい、します……？」


そしてそれより更に小さな手が、僕の手を握ってくる。


「よろしく、アンジェ。あの、君、一か月か二か月くらい森で過ごすことになるけれど、いい？」


全くの事後承諾だけれど一応聞いてみる。するとアンジェは、こっくりと頷いた。


「おにいちゃんといっしょ、うれしいから……」


そして、アンジェはにこり、と、はにかむように笑う。ちょっと人見知りなのか、僕と話しながら段々お兄ちゃんの後ろに隠れていってしまうのはご愛敬。


「じゃあ、改めてよろしくね。リアンと、アンジェ」


僕がもう一度名前を呼ぶと、よく似た兄妹は揃って頷くのだった。……それを見ていたら、描きたくなってきた。ああ、描きたい。すごく描きたい。……早く帰ろう！　帰って描こう！






「さて。じゃあ帰る前に買い物だ！　リアンとアンジェの服とか日用品とか、買わなきゃあな！」


それから僕らは次の買い物に出かける。早く描きたいけれど買い物も大事だ……。


先頭を歩くのは王都に詳しいフェイで、そのすぐ後ろをリアンとアンジェがついていく。そしてその後ろに僕とラオクレスだ。


「天使が二人居る」


「……そうだな。大分表情が柔らかくなった」


僕らの前を、手を繋いで歩いている二人を見て、僕とラオクレスはそっと、笑い合った。


リアンはさっきから、アンジェに向かって楽しそうに話しかけている。その顔は幼いながらもお兄ちゃんをちゃんと務めようとしている男の子の顔でもあったし、やっと出会えた家族に安心している子供の顔でもあった。


要は、警戒や敵意が抜きになって、リアンの表情は大分明るくなっていた。


「……よかったな」


「うん。本当によかった」


僕が話しかけると二人ともちょっと緊張と警戒を表情に出すのだけれど、二人きりの時は緊張も警戒もなく、ただ仲睦まじい兄妹の姿があるだけだ。それがなんとなく……人間に不慣れな天使二人組に見える。


「描くものが増えた」


「妹の方も描くのか」


うん。当然。だって折角天使が増えたんだ。二倍だ。二倍。天使の人数が二倍になって、これは余計に描くしかない！






それから僕らはリアンとアンジェの服を買って、日用品を買って、お昼ご飯を食べて……と、王都を満喫した。買い物は一通り終わって、もう僕らはいつでも帰れる、というところで……。


「あ、あの、トウゴおにいちゃん……」


……くいくい、と、アンジェが遠慮がちに僕のシャツの裾すそを引っ張る。


「あの、あのね？　アンジェね、わすれものが、あるの……」


「忘れ物？」


聞き返すと、アンジェはこくんと頷いて……言った。


「おともだちに、ごあいさつ、したいの……」






成程。お友達が居るなら、挨拶は必要だろう。ということで僕らはまた、王都の裏通り、リアン達の家の前へやってきた。あの、雨漏りと傾きが特徴の、なんかこう……侘び寂びを感じる家。


「……家？　家にお友達が居るの？」


「いや、家っていうか……庭だろ？　アンジェ」


「うん」


それからリアンは、アンジェと一緒に家の横から家の裏に回る。そこにはちょっとした庭、というか、ゴミ置き場、というか、そういう場所がある。薄暗くてあまり綺麗な場所じゃないけれど、片隅に小さな花が咲いていて、素朴ながら綺麗だった。


アンジェは迷わず花の方へ駆けていって……そこで何かふわふわと、手を動かした。


……すると。


ふわり、ひらり、と、何かが舞い降りてくる。なんだろう、と思ってよくよく見てみると……そこには小さな人間めいた姿をしていて、きらきら煌めく羽が生えている……『妖精』という名前がぴったりの生き物が、居た。


「よ、妖精……!?　うわ、すげえな、ここ、妖精が居るのか！」


フェイもラオクレスも目を丸くして見守る中、妖精はアンジェの指と戯れていた。


……天使の指で、妖精が遊んでいる。……なんてファンタジーな眺めだろう！


「……綺麗だね」


僕がそう声を掛けると、アンジェはにっこり笑った。


「こいつ、俺には懐かないんだ。アンジェとばっかり仲良しでさ」


それを見ていたリアンはそう言って、アンジェの指先の妖精をつついた。すると妖精はけらけらと楽しそうに笑って、リアンの指とも戯れ始めた。うん、懐く懐かないっていうのはさておき、仲が良いみたいで何より。


「僕も触っていい？」


折角だから僕も妖精に触らせてもらおう、と指を伸ばすと……妖精はびっくりしたように縮こまってしまった。


流石に、初対面で触らせてもらうのは駄目だっただろうか。申し訳ない事をした。僕は慌てて、けれどもまた驚かせたら悪いので、そっと、そっと、指を引っ込めていく。


……けれど、僕が指を引っ込める途中、妖精がおずおずと手を伸ばして、僕の指先に触った。その途端。妖精はぴょんとその場で飛びあがって、それから、目を丸くして僕を見上げて……それから、パッと姿を消してしまった。……えっ。


「嫌われてしまっただろうか……」


指先の感触がお気に召さなかった？　それともやっぱり失礼なことをしてしまったからだろうか。うーん、無理に触ろうとするんじゃなかった。妖精にふられてしまって、少し落ち込む。


「……あの」


けれど、落ち込んでいた僕の服の裾を、アンジェが引っ張る。


「どうしたの？」


「その、こっち……」


アンジェは僕の服の裾から手を離すと、そのまま、庭の奥……塀の上へとよじ登って、その上を歩いて先へ進んでいく。


「あ、アンジェ!?　そっち行くのかよ！」


それをリアンが追いかけるので、僕も追いかける。


道はぐねぐねとあちこちへ曲がりながらどんどん続いていく。そしてそのどれもが、猫の通り道だ。塀の上だったり、屋根の上だったり、なんだかよく分からない隙間だったり……。


……そうして僕らが辿り着いた先には、不思議なものがあった。


「ええと……花畑？」


どうして王都の裏通りに花畑があるんだろう、と思う。四方を塀に囲まれているここは、王都の裏通りらしからぬ花畑だ。まるで、すぽん、と花畑の空間を切り取ってきてここに無理矢理当て嵌めたかのようにちぐはぐだ。


……けれど、どうしてアンジェがここに僕を連れてきたのかは、分かった。


その花畑には、たくさんの妖精が居た。そして、その妖精達は、じっと僕を見ている。


……なんというか、妙にきらきらした眼差しで。


「さっきの子がね、ほかのおともだちにもね、あわせてあげたい、って」


アンジェがそう解説してくれるけれど、僕としては、目の前のこの光景の意味が分からない。


嬉しそうに、或いは驚いたように僕の周りに寄ってくる妖精は、なんか、その……どうして僕にこう寄ってくるんだろうか？


「ええと、どうして彼らは僕に寄ってくるんだろうか」


妖精は何か言っているようだけれど、生憎僕には妖精の言葉が分からない。……けれど。


「……あのね、森のかおりがする、んだって」


「あ、そうなんだ……」


アンジェは、妖精の言葉が分かるらしい。不思議だ。


……ところで、森の香り？　森？　僕が？　それは森暮らししていたら染みついてしまった、っていうことだろうか？


「森のまりょく？　精霊さまのけはい？　をかんじる、って……」


……うーん？　理由はよく分からないけれど、まあ、気に入って頂けたなら、何より……。






それからしばらく、妖精達を眺めていた。


妖精はアンジェと話せるらしい。アンジェは楽しそうにしている。


リアンもある程度は妖精の言葉が分かるのかな。妖精はリアンを揶揄からかうように飛び回りつつ、心底楽しそうに、時折リアンにじゃれついていた。


「天使に妖精……すごい眺めだ」


「トウゴに妖精ってのもすごい眺めだけどなあ」


そして僕にも妖精がじゃれついてきている。……いや、遠慮しているのか人見知りしているのか、妖精のじゃれつき方はリアンやアンジェへのものよりずっとずっとマイルドなのだけれど。


「綺麗だなあ」


それにしても、この妖精達、とても綺麗だ。宝石を薄く薄く削って作ったような羽を持った小人。天使にじゃれたり、花に止まったり、飛びまわったりしている姿の後に、光の粒がきらきら煌めく。


……昼間に煌めく蛍が居たら、こんなかんじかもしれない。いや、夜に飛んでいたら、それはそれで綺麗なんだろう。青空の下の花畑も似合うけれど、例えば、月光の下、森の中とかも、似合うんじゃないかな。


「……描きたいなあ」


「……おい。妖精を連れて帰るつもりか？」


駄目だろうか。きっとカーネリアちゃんが図鑑に載っていた『フェアリー』の実物を見られて喜ぶと思うんだけれどな。


「あの、妖精さん達」


一応、物は試しということで、妖精達に声を掛けてみる。


「森に住みたい人、居る？」


……聞いた途端、僕の周りに妖精が殺到した。ぎゅっ、と僕の指やシャツの裾に掴まったり、僕のズボンのポケットに潜りこみ始めたり。……ええと。


とりあえず、やったね、っていうことで……。






……こうして僕らは王都を後にした。


フェイのレッドドラゴンにリアンとアンジェとフェイが三人で乗って、ラオクレスのアリコーンにラオクレスと僕と二人乗りして。……そして、僕が妖精達が入った袋を背負いつつ。


一見、妖精の誘拐だけれど、ちゃんと合意の下に袋詰めにした。そうじゃなきゃ、小さな体の彼らを運ぶのは大変だったので……。










「お帰りなさい。……増えたわねえ」


「うん。ただいま」


森に帰って、リアンとアンジェを見せたらクロアさんがびっくりした。うん、まあ、そうだろうとは思ってたよ。


……ということで改めて、カーネリアちゃんとインターリアさんもやってきたところで紹介の時間だ。


「紹介します。こちら、モデルとしてこの森にしばらく住むことになった、リアン・セレスとアンジェ・セレス兄妹です」


「よ、よろしく……」


「よろしく、おねがいします……」


人見知りの天使兄妹は、ちょっともじもじしながら挨拶した。まあ、クロアさんみたいなとんでもない美人を前にしたら、誰でも緊張するよね。分かる分かる。


「まあ……！　ねえ、私、あなた達のお友達になれるかしら！」


そして、カーネリアちゃんはリアンとアンジェを大歓迎する所存らしい。早速、目をきらきらさせながらリアンとアンジェと握手している。アンジェはもじもじにこにこしているけれど、リアンはちょっとたじろいでいる。こういう女の子に不慣れなのかもしれない。


……カーネリアちゃん、今まで同じ年頃の友達なんて居なかっただろうからなあ。きっとすごく嬉しいんだろうなあ。そんな彼女を見ていると僕も嬉しい。


「あと、こちら、王都から移住してきた妖精達です」


「……えっ？」


そして僕はそこに妖精を出す。袋を開けると、中から出てきた妖精達がぴしりと整列した。


「……まさか妖精が来るとは思ってなかったわ」


クロアさんは並んだ妖精の一匹を指先でつついて、くすくす笑った。妖精もつつかれてくすぐったかったのか、くすくす。


「妖精の実物を見るのは初めてだな……ふふ、このように可愛らしい生き物なのか！」


インターリアさんの琥珀色の髪は早速、妖精達のお気に入りになったらしい。毛先を撫でたり、周りを飛びまわったりしながら妖精が戯れている。


「この森、大分賑やかになるわね？」


「うん。天使が二人と妖精がたくさん増えるから」


ご近所さんがどんどん増えるなあ。この森もすっかり賑やかになった。……つくづく、この森に住んでいいよ、ってフェイ達に言ってもらえていてよかった。これ、町中じゃあ、こうもぽんぽんご近所さんを増やせなかっただろうし……。


「ちなみにこの妖精さん達、どこに住むのかしら？」


クロアさんは指先でつついていた妖精をそっと放すと、楽しそうに笑ってそう言った。


「花畑がいいらしいよ。なので、クロアさんの家の近所か、カーネリアちゃんとインターリアさんの家のご近所か、はたまた馬お気に入りの花畑か、そこら辺になると思う」


「まあ！　じゃあ私、窓からお外を覗いたら妖精さんを見られるようになるのね！　素敵！」


カーネリアちゃんからの喜びの声も聞こえたところで、それでいい？　と妖精に聞いてみると、妖精達はわくわくした顔で頷いてみせてくれた。是非、お気に入りの花畑を見つけてほしい。






それから僕は、セレス兄妹のための家を簡単に整備した。


青い屋根の家を建てて、リビングや遊ぶ部屋、寝室なんかを整備していく。まあ、当面、食事なんかは皆でどこかの家に集まってやることになるだろうから、この家は寝泊りと遊びの為の空間になるんだろうな。


ちなみにベッドは二つ、同じ寝室に並べさせてもらった。セレス兄妹が二人で眠れるように。久しぶりに再会できた兄妹だ。多分同じ部屋で寝たいだろうし、もし部屋を分けたくなったら、ラオクレスに模様替えをお願いすることになるけれど、まあ、その時はその時。


それから僕は、花瓶を一つ、描いた。コマツグミの卵みたいな色の焼き物で、ころんとした形をしているものだ。金で装飾が少し入っているだけの、シンプルな奴。それを二人の家に置いて、更にそこに花を活ける。花はクロアさんが選んでくれた。これで妖精が遊びに来ても大丈夫。


……それから、妖精の家、だけれど。


「……自分達で建設できるなら問題ないなあ」


妖精達、自分で自分の住処を作っていた。ええと、立ち枯れてしまった木の内部に自分達のアパートを作ったり、ラオクレスが木を切って切株にしたやつの上に小さなキノコ型の家ができていたり。……妖精の建築作業はとても面白い。思わず、じっと観察してしまった。


「……面白いねえ」


「うん。おもしろい！」


そして、僕とアンジェが並んで観察していたら、カーネリアちゃんもやって来て『妖精さん、すごいわ！　なんて素敵なのかしら！』と観察を始めた。


僕らが三人で並んでいたらインターリアさんもやって来て、それを見たクロアさんもやってきて、リアンがアンジェを探しに来たついでにやって来て並んで、そして僕らが固まっているのを見つけてラオクレスもやってきた。


「流石、妖精だけあって魔力の流れが大きいわね。魔法の材料になる生き物の魔法って、こんなかんじなのね……」


「……魔法の材料？」


そして、妖精の不思議な建設現場を見ながら、僕はクロアさんの解説を聞く。


「ええ。……妖精って魔法の生き物でしょう？　だから魔力たっぷり。妖精の鱗粉りんぷんなんかは魔法の材料としても使われるの。逆に、妖精は魔力が少ない土地では生きていけないらしいわね」


成程。鱗粉……というと、妖精が飛び回った後にちょっと空気がキラキラしている、あれだろうか。妖精の周りのキラキラは放っておくと空気に溶けてふんわり消えてしまうのだけれど……今度から集めて瓶にでも採っておこうかなあ。






夕食を食べる人数が増えたので、とても賑やかな視界になっている。


ラオクレスとクロアさん、カーネリアちゃんとインターリアさん、そこにリアンとアンジェのセレス兄妹。大分増えたなあ。僕の家の食堂だと流石に手狭になってきた。改築しようかな……。


「……なんか、変なかんじだ」


そして、ご飯を食べながら、リアンがふと、そう言った。


「あら、お口に合わなかったかしら」


「い、いや！　すごく美味いよ！　けど、その……なんか」


リアンは気まずげに、ぼそぼそと呟く。


「……あの、俺達、ここに居ていいの？」


「うん。居てもらわなきゃ困る」


けれど僕としては当然、居てもらわないと困る。モデル無しには仕事ができない……。


「明日一日は休憩の日にしようか。いっぱい休んでほしい。明後日からは君達にモデルさんをやってもらいたいんだけれど……いい？」


早速、モデル業のスケジュールについてリアンに伝える。早速になってしまうけれど、僕としてはもう、描きたくて描きたくてしょうがないので……ごめんね！


「え、ええと、それ以外は？」


……けれど、リアンはものすごく困惑した顔で、そう、聞き返してきた。ええと、『それ以外』？


「その、掃除とか洗濯とか。農作業とか、そういうの……」


「ええ……特に無いなあ」


「な、なんでだよ……」


いや、なんでって言われても。掃除は僕が描いてやっちゃうことが多いし、洗濯は、まあ、自分のを自分でやりたかったらそれでいいと思うけれど、そうじゃなかったら僕がまとめてやっちゃおうと思ってるし、そもそもこの森に農場、無いし……。


「あ、あんた俺達のことなんだと思ってるんだ？　奴隷だぞ？　俺もアンジェも、あんたが買った奴隷だぞ？」


「いやまあ、僕は奴隷っていうのに不慣れで……君達のことはモデルさんだと思っているので……」


「そ、それでいいのかよ……」


「うん、或いは天使」


「天使天使って言うけどよ……うー……」


うん。天使だ。早く描きたい。でも二人とも小さいんだし、あんまり無理はさせられないから、無理の無いスケジュールで……。


「ふふふ、しょうがないわ。諦めなさい、坊や。トウゴ君に連れてこられたらこういうかんじよ。しょうがないの」


クロアさんがくすくす笑いながら、リアンの頭を撫でる。


「そうだ。トウゴ殿は懐の深い、それでいて大層変わったお方だ。降って湧いた幸運を受け入れるのは難しいかもしれないが、そういうものだと思って徐々に慣れていくといい」


そして、インターリアさんもリアンを撫でる。


……年上の綺麗なお姉さん達に撫でられたら、天使も黙るしかない。……あっ、今のこの顔、描きたいなあ！


「私ね、子供の仕事は食べて遊んで寝てすくすく育つことだ、って、インターリアに教えてもらったわ！　そのついでに沢山学んで、立派な大人になるのよ！　あなた達もいっぱい食べて寝て育つといいわ！　……そのついでに、私と遊んだり、一緒にお勉強したりしてくれたら、嬉しいわ」


そして、堂々かつもじもじとしながらも嬉しそうなカーネリアちゃんの言葉を聞いたら、リアンは頷かざるを得ない！


「……どうしてもということなら、依頼の絵が描けた後なら幾らか仕事を教える。それまではトウゴに付き合ってやってくれ」


「その仕事、今からやる訳にはいかねえかな……」


「……なら、トウゴを健康的に過ごさせる手伝いをしてくれ。お前達もトウゴと一緒に食え。休め。寝ろ。まずはそれが仕事だ」


ラオクレスが僕を見てちょっと呆れたような顔をしているけれど、まあ、うん……それでいいや。


僕はさておき、リアンとアンジェの一番の仕事はやっぱり、健康で居てくれること、だと思う。


……どうか、幸せに。そして楽しく、健やかに。この森で過ごしてくれたら嬉しいな。










その日はその後、セレス兄妹をゆっくりお風呂に入れて温めて、清潔な寝間着を着せて、二人の家に運び込んでベッドの中に入れた。ちなみに運搬係はラオクレス。『さあ、寝ろ』の声と同時、ひょい、とリアンとアンジェを小脇に抱えてスタスタと彼らの家へ運び込んでしまった。……彼、こういうのにすっかり慣れたよね。主に僕のせいで。……僕だって自覚はあるんだよ。一応ね。


ラオクレスに運び込まれる頃にはもうアンジェはうつらうつらしていた。すぽん、とベッドの中に入れてみたらどんどんとろんとしてきて、ラオクレスが退室する頃には寝付いてしまった。なんだか可愛らしいなあ。真っ白い布団と毛布の中に埋もれて寝ている姿は、雲の切れ端をベッドにして寝ている天使の姿に見える。これも描きたい。


「……なあ」


そんなアンジェをじっと見ていたリアンは、ふと、零すように話し始めた。


「本当に、いいのかよ。こんなの、なんか……」


リアンは落ち着かなげにベッドの上でもぞもぞして、それから意を決したように僕に聞いてきた。


「なあ。なんで、なんで俺達に、こういうこと、するんだよ。こんなに……その、親切に、してくれるんだよ」


彼は今の状況がなんだかよく分かっていないようで、混乱と困惑の中でぐるぐるしているようだった。……そして同時に、僕自身もまた、よく分かっていない。


「……なんでだろうなあ」


なので、折角だ。リアンに付き合ってもらって、僕はこの気持ちを言葉にしてみようと思う。


「多分、僕にとってはこれが当たり前……というか、当たり前であってほしい、というか。そういうかんじなんだと思う」


ひとまず話し始めてみると、リアンはちょっと不思議そうな顔をした。


「……それじゃあ、当たり前じゃねーじゃん」


確かに、そうだ。『当たり前であってほしい』というのは、『当たり前じゃない』っていう前提の下にあるものかもしれない。


「でも、理想なんだよ」


この世界は中々厳しい場所だ。リアンみたいな子供が路地裏でスリをして生計を立てたり、アンジェみたいな子供がお金の為に売られてしまったりする世界だ。


……そして僕が居た世界もまた、ちょっとだけ、そういうところがあった、かもしれない。そんなことをこの世界で言うなんて、ただの我儘わがままじゃないか、とも、思うけれど。






「……僕が、凄くお世話になってる人が居るんだ」


ふと、僕は頭の中で元の世界のことを思い出してしまって、その話をする。辛かったことじゃなくて、嬉しかったことについて。


「食事を分けてもらったり、色々教えてもらったり、その人の家で過ごさせてもらったり……すごく、お世話になって、僕は幸せにやってこられた」


僕は、先生に居場所を貰った。そこで絵を描いて、そのおかげで、生きていられた。……それがどれだけ嬉しかったか、僕はよく知ってる。


「それで、今度は僕が先生みたいになれるかもしれない、って、思ってしまったのかもしれない」


リアンの空色の目が、じっと、僕を見つめる。それがちょっと居心地が悪いように感じる。僕の中にちょっと後ろめたさがあるからかもしれない。先生みたいに、なんて、そんな。ましてや、それを全く関係無いはずのリアン達に、押し付けるみたいに。


「……君を助けたい、なんて、傲慢ごうまんだし、ある種の自己満足だとも、思うんだけれど」


「……そういうもんか？」


けれど、僕の弁明を遮るようにリアンは声を上げて、不思議そうに僕を見て、首を傾げた。


「なんか……うん。ちょっと、納得した」


「……えっ」


唐突なリアンの言葉にちょっと戸惑っていると……リアンは、呆れたような、ちょっと笑うような、そんな顔をしていた。


「要はあんた、変なやつなんだろ。お人好しの、変なやつだ」


……えっ。


「……それはそうだと思う」


ま、まあ、その評価は甘んじて受け入れる。確かに僕、ちょっとお人好しかもしれないし、そして何より、変なやつ、ではあると思う……。


「……まだ、よく、分かんねえけど」


リアンはそう言うと、もふん、とベッドに体を倒した。柔らかい布団は彼の体重を支えつつ、ふわふわ沈み込む。


「その……じゃ、明日からその、モデル？　だっけ。ちゃんと、やるから」


「いや、明日はお休み。明後日からだから、明日はゆっくりしてね」


ベッドにもそもそ潜りこんでいくリアンにスケジュールの訂正をすると、リアンはまた、呆れたような不思議そうな、ちょっと笑うようなそういう顔をした。そして『おやすみ！』と言ってそのまま、すぽん、と布団の中に潜りこんでしまう。


……うん。おやすみなさい。






リアン達の寝室を出てすぐ、ぽす、と僕の頭に手が置かれた。


「わ」


びっくりした。……見上げてみるまでもなく、手はラオクレスのものだって分かったけれど。


「……さっきの、聞いてた？」


ラオクレスは黙っていた。黙って、もそ、もそ、と僕の頭をちょっと不器用に撫でる。


「あの……ラオクレス？」


「俺もお前に買われてここへ来た当初、リアンと似たようなことを思っていた」


……えっ。そ、それは初めて聞いたな。えーと、つまり……『どうしてこいつはこんなことをするんだ』みたいな、そういう思われ方をしていたっていうこと、だろうか？


「唐突な救いに慣れるのは、少々……その、恐ろしいものだ。特に、今まで碌ろくでもない場所に居た者には」


それからラオクレスは、少しだけ表情を曇らせてそう言った。


「……ちょっと分かる気がする」


「そうか」


ちら、とラオクレスが僕を見て、それからまた、もそ、と頭を撫でる。彼、話したいことを整理するときに人の頭を撫でる癖があるのかもしれない。或いは、僕の頭の高さが丁度いいのかも……。


「まあ、だからリアンの困惑は理解できるが……いずれ慣れるだろうとも思っている」


ラオクレスは、もそもそ、と最後にもうちょっとだけ僕を撫でて、ふ、と笑う。


「心配することはない」


「……そっか」


そうだね。心配することじゃない。リアンがここに慣れなかったとしても、別にそれは……まあ、リアンに緊張や不安を抱えたまま過ごさせるのは気が引けるけれど、でも、それが悪いことじゃないし、リアンに改善を求めなきゃいけないことでもない。


僕が気にしていてもしょうがない。気にしてるって、リアンやアンジェに思わせるべきじゃない。なので……まあ、気楽に。気楽に、いこう。


「ありがとう。ちょっと気持ちが整理できた」


「そうか」


ラオクレスは、『それならいい』というような顔で小さく息を吐く。心配かけたなあ。ごめん。


「……さて。リアンも寝たことだし、僕はちょっと絵を描いてくるね」


「待て」


まあ、これからは気楽に行くべきだし、なら絵を描く時間にするぞ、と思って一歩歩いたところで、ひょい、とラオクレスに捕まってしまった。


「……寝ろ」


ええと……はい。分かりました。寝ます。何と言っても、ラオクレスがちょっとだけ、嬉しそうなので……。










次の日、僕はひたすら妖精を描いていた。


彼らはひらひら飛び回っているけれど、お願いしたらちゃんと花の上に止まってポーズをとってくれるので、そこをさっとスケッチさせてもらう。


それからまた水彩絵の具を出してはさっと着色していく。うん、これが中々、楽しい。


妖精の恰好は大体人間と同じだから、描き方としては大体人間と同じだ。骨格も肉の付き方も、人間をそのまま小さくしたようなかんじに見える。


けれど、何せ、綺麗だ。妖精はきらきらしていて、すごく綺麗だ。だから、そのきらきらする光の色合いを着色で上手く表現したい。……けれど、このきらきら煌めくかんじは、もしかすると、水彩よりも油彩の方が上手く表現できるかもしれない……。






お昼頃になると、リアンとアンジェが森で遊び始めた。リアンはまだぎこちない様子だけれど、アンジェは幼いからか、早速森に馴染み始めている。


木の皮が変わった形になっているのを見つけたり、花を眺めて喜んだり、草原で走り回って寝転んだり。色々とやってははしゃぎ回っていた。


「楽しそうだなあ。うん、なんか俺、安心したぜ」


「うん。僕もだ」


フェイと一緒に二人を見ながら、僕はどういう構図で絵を描くか考え始める。


遊び回っている二人はこれだけでも十分に天使らしいのだけれど、依頼の絵は『人間を祝福する天使の絵』だ。二人の天使には人間を祝福してもらわないと困る。


それに、これは玄関ホールに飾る絵らしい。ということは、ある程度見栄えのする絵じゃなきゃいけないと思う。色々な色を使って思い切り華やかにいくか、色数を絞って落ち着いた絵にするか。


うーん……迷いどころだ。色味は構図次第、ということになるかもしれない。となると、どうやって二人の天使に人間を祝福してもらうかを考えないといけない。


サフィールさんの家の赤ちゃんの幸福を祈る絵だしなあ。どういう風にするか……うーん。






「ちょっと人間を祝福してみてほしいんだけれど」


「はあ？」


ということで、休日のところ申し訳ないのだけれど、リアンに聞いてみた。


「……祝福って、なんだよ」


「ええと……祝福って、なんだろう……」


聞いた僕が言うのも何だけれど、祝福って、なんだろう。分からない。なので隣に居たフェイに聞いてみる。


「ねえ、祝福って、なんだろうか……」


「は？　えーと……うーん、あ、そうだ。えっとだな。祝福ってのは……人間に対して、幸せになーれ、ってやるやつ、だと思うぜ？　うん」


そっか。それでいいのか。了解。


「……いや、ちょっと待て。俺の説明、ヘタだな？　『幸せになーれ』って、そりゃないよな!?」


「ううん。それでいいと思う」


フェイの気持ちは何となく分かる。まあ、天使の祝福って、本当ならそこに不思議な力が働いたりするのだろう。けれど、それ抜きにしたら後に残るのはきっと、『幸せになーれ』だけだと思う。だからこそ名前が『祝福』なんだろうし。だからフェイは間違ってない、と思う。多分。


……けれど、それを聞いたリアンは困ってしまったらしい。


「はあ？　そんなこと言われたって、んなこと思ったことねえし……」


そんなことをぼそぼそと言いつつ、何やら考えて、それから思い当たったように言った。


「大体さあ、スリなんてやってるガキが誰かに『幸せになーれ』なんて思う訳ないだろ！」






……そう言われてしまうと、そうか、としか言いようがない。


リアンは、お父さんが借金を作り続けて、アンジェが売られてしまって、アンジェを買い戻す為に一人でずっとスリなんてしていて……そんな日々の中で、誰かを祝福する気持ちになんて、なれるはずがない。


彼が今までどうやって生きてきたのかなんて僕はほとんど知らないけれど、今までの人生の全てがそんな調子だったなら、確かに、リアンは……。


「……けど、今は、ちょっと思ってる」


リアンはそう言って、顔を上げて、青空を切り取ってきたみたいな目で僕を見た。


「あんた達は幸せになっていいよ。うん。そうしてくれよ」


……咄嗟に何も言えずに居たら、リアンは焦ったように言葉を継ぎ足していく。


「ほ、ほら、あんた達はアンジェを助けてくれたし。俺もクソ親父から離れられて清々したし。あと、飯、美味かったし。ベッドふわふわだし。おかげでアンジェ、ぐっすり寝てたみたいだし、今も楽しそうだし……」


アンジェの方を見ると、彼女はカーネリアちゃんと一緒に花畑で妖精と一緒に踊っていた。二人で手を繋いで、くるくる回って、尻餅をついて、それから揃ってきゃらきゃら笑い声を上げる。そしてリアンや僕と目が合うと、笑顔を浮かべて小さく手を振るのだ。


それを見てリアンはちょっと嬉しそうに笑う。僕の鞄から袋をスった時からは考えられないような、優しい表情だ。


「……あんた達がなんでこうしてくれるのか、まだよく分からねーけど……っていうか、単純に、あんたが変なやつだからだと、思ってるけど！　金持ちの気まぐれって訳分かんねーって、思ってるけどな！」


「あ、うん……」


ま、まあ、変なやつで、金持ちの気まぐれで、正にそうなんだけれども！　納得して落ち着けるなら、それでも全然いいけれど！


「……でも、嬉しかった」


リアンはアンジェ達の方を向いたまま、そう言った。


「だから……その分は、返してやってもいい。その……あんた達に、『幸せになーれ』って思うくらいは、してやっても、いいよ」






耳の端を赤くしながらそっぽを向いてそう言うリアンを見ていて、ふと、先生の事を思い出した。


僕も先生から色々なものをもらった。それが今の僕を形作ってる。


どうして先生が僕に色々なものをくれるのかは分からなかったし、今だって、全部の理由が分かる訳じゃない。けれど……うん。同じだ。リアンと、同じ。受け取った分を返したいと思う。それこそ『幸せになーれ』だ。


……そっか。人の幸せを願える人って、幸せを受け取った人だけなんだ。祝福できる人って、祝福された人なんだ。なら僕は……今、幸せ、っていうことなんだろう。


そして、僕が描くべき天使は『人を祝福する天使』であって……『人に祝福される天使』なんだ。






考えていたら、段々と頭の中に絵の構図が浮かんできた。


それは、幸せそうな顔をした天使。


今まで人間のせいで辛い思いをしてきて、人間を警戒していて……だけど幸せになって、そして、初めて人を幸せにしたくなった天使の、そういう顔。


……うん。僕、そういう絵を描きたい。






＊幸福の青い天使


翌日から、僕は依頼の絵を描き始めた。ということで最初は小道具から。僕はカーネリアちゃんにまた図鑑を見せてもらって、天使の服を描いて出すことにした。


「トウゴ！　トウゴ！　こういうのだわ！　こういうのが天使のお洋服よ！」


「成程……」


「でも、こっちの妖精さんの服もかわいいと思うのよ！　アンジェにはきっとこっちの方が似合うわ！　この、裾のふりふりしたかんじがアンジェっぽいの！」


「それも一理あるなあ」


……ということで、カーネリアちゃんと相談した。彼女、ジオレン家の書庫の本をたくさん見てきた分、天使の衣装に詳しかった。『他の図鑑ではこんなかんじだったわ！』って数パターン描いてくれたので、それも参考にしつつ、途中から寄ってきたクロアさんの意見も参考にしつつ、インターリアさんには『全裸の天使の図を見たことがあるが……』というちょっと参考にならない意見を頂きつつ……。


「できました。どうぞ」


僕は作り上げた衣装を、リアンとアンジェに渡す。


「わあ、きれい……」


「な、なんだよこのひらひらしたやつ」


「天使の服」


……二人に着せるのは、柔らかい布でできた長い白いＴシャツみたいな、そういう服だ。襟や袖口や裾に金の刺繍が入れてあって、ウエストを飾り帯で留めるようなやつ。裾がひらひらするからリアンは落ち着かないらしい。でも天使はこういう服を着るらしいから我慢してほしい。


「アンジェのはおにいちゃんのより、ひらひらなのね！」


「うん。こういうのがアンジェっぽいとのことなので……」


アンジェの服は、リアンのよりももうちょっと更にひらひらだ。裾に向かって布が多くなっていくようにできている。リアンの方はすとんとした形なので、一応、ちょっと差があるよ、ということで。アンジェはくるくる回りながら裾がひらひらするのを眺めて瞳を輝かせている。気に入ってくれたみたいだ。よかった。……リアンは着慣れないからか、若干落ち着かなげだけれど。


「それから、こっち」


着替えた二人を連れていくのは、客室……というか、客家。二人が住み始めた家とはまた別の家だ。そこの一部屋を、絵を描くためにちょっとセッティングしてみた。


キングサイズっていうのかな、大きくてふわふわしたベッドには真っ白なシーツ。その上には真白い毛布と布団をたっぷりと。そしてその中央に、籠かご。


「……これ、何？」


「天使の巣」


二人にはこれからここで、巣ごもりしてもらう。






「……おい、これでいいのかよ」


「うん。寝心地はどう？」


「ふわふわ……とってもいいきもち……」


「そっか。それはよかった」


僕が描くことにしたのは、天使の巣ごもりだ。真白い布団と毛布で天使の巣の材料にしてもらって、そこに天使を二人乗せた。それから、大きめの果物籠みたいなベビーベッドを巣の真ん中に乗せて、天使二人にはご自由にベビーベッドの周りを囲んでもらう。


天使にお任せしておいたら、アンジェが楽しそうに天使の巣を引っ張ったり重ねたりして改築していく。天使の巣はより居心地がいいように形を変えていって、やがてアンジェはそこにぱふんと横になってしまった。満足したらしい。


リアンはベビーベッドをつついたり眺めたり、そっと毛布を掛けてみたりし始める。勿論、ベビーベッドの中身は空っぽだ。そう見えないように、果物籠か何かにも見えるように、柔らかい布を掛けてあるけれど。


……そうして天使を放っておくと、アンジェはやがて、ふわふわした布団と毛布に囲まれて眠り始めてしまった。よし。


「リアン。そのまま、ちょっと動かないでいて」


「え？　あ、うん……」


リアンはベビーベッドの中を覗くようにした格好のまま、顔だけこちらに向けて、そこで動きを止めた。……動きを止めると表情も固まってしまうのがなんとなく子供らしくていいと思う。


「……どれぐらい？」


「十分くらい」


「まじかよお……」


うん。子供に十分動かずにいろって言うのは酷こくかもしれないけれど、ちょっと我慢してね。






そうしてリアンだけなんとか描き進めて、予告通り、十分で彼の静止は解除された。リアンは『動かないでいるのって疲れる！』と言いつつ、毛布に埋もれていく。


リアンが埋もれたところで、今度は寝ているアンジェの方を描き始める。ベビーベッドの形はリアンと一緒にある程度描けているから、そのベビーベッドを囲むように寝ているアンジェも描きやすい。そして何より、寝ているアンジェはほとんど動かないから、とても描きやすい。


……天使二人とベビーベッドを描き終わったら、最後に天使の巣を描き進める。布の皺しわってどうしてこんなに描きにくいんだろうか。形が一定じゃないし、フワフワしているからはっきりとした面は少ないし、曲面の連続だからどこに影が落ちるのか分かりにくいし、それでいてまるで影が無いと形状に説得力が出ないし……。


鉛筆デッサンの白黒だけで描く訳じゃないから、影の位置はあくまでも大まかに。もし鉛筆だけで絵を完成させるんだったら、白と黒の間、グレーの表現がものすごく難しかっただろうなあ……。






僕が下描きを粗方描き終えた頃にはアンジェもお昼寝から起きてきて、途中で自分が寝てしまったことに気づいたらしい。真っ赤になって慌てていたけれど、寝ている間に下描きを済ませてしまったことを伝えて画用紙を見せたら、ぱっと顔を輝かせて画用紙を見ていた。どうやら、こういう絵を見るのは初めてらしい。


それから、下描きをもうちょっと描きこんでいく。アンジェの方はベビーベッドを抱き込むような姿勢で寝ころんだまま、目はこちらに向けてにこにこしているような、そういう顔に。一方のリアンは、ベビーベッドを覗き込むような姿勢のまま、緊張と警戒とちょっとの困惑、そしてたっぷりの幸せが混ざった笑顔で。二人合わせてなんとなくいいかんじに仕上がった。


アンジェは幼い天使だから、人間を警戒する気持ちがよく分かっていなくて、にこにこ。一方、少し年上のリアンの方は、人間を警戒して、ちょっと緊張していて……それでも、人間を祝福してくれる天使だ。だから、こういう顔。


「あ、羽忘れてた」


「おい！　天使の絵なんだろ!?　忘れるなよ！」


「うん、二人とも、そのままでも十分天使だから、つい」


それから、羽を描き足していく。羽は天馬で描き慣れてるから自信がある。二人の背中から羽を描き足して、そして、頭の上には輪っかを乗せる。よし、天使。


「……天使だ」


「うん。天使だよ」


できあがった下描きを見て、リアンは少し照れたような顔をしていた。自分が天使として描かれるのはちょっと恥ずかしいらしい。でも僕は自分でも満足のいくものが描けたのでこれでよし。


後はこれを水張りして着彩だ。頑張ろう。






水張りした画用紙が乾いたら、早速、着彩に入る。夕方になる前に、記憶している限りの色は下塗りしてしまおうと思って。


今回は特に、光のかんじに気を付けた。今回の構図では、光源が後ろにある。天使の巣の後ろにある窓から光が差し込んでいるから、天使たちは逆光の中で笑っていることになる。


つまり、手前に落ちる影の色の濃さや、光に透ける髪のかんじ、それから光が当たった部分の光り具合なんかを考えて色を付けていかなきゃいけない。水彩画は白いところを『何も塗らない』ことで表現するから、光の位置は最初に決めておかなきゃいけない。そこは頭を使ってなんとかした。


……クロアさんの時は、強い日差しの表現をしたかったから、影をはっきりと濃く置いた。けれど今回はできるだけ柔らかい雰囲気にしたかったから、光も影も弱めだ。つまり、白く残す部分はやや少なめ。光と影の境界線も、少しぼやける部分が多い。


特に、布。天使の巣。ここは柔らかくなきゃいけないから、色の置き方が難しい。


「……すげー」


そうして下塗りがほとんど終わった頃。いつの間にか絵を覗きに来ていたリアンが、そう声を漏らして、それから声を出していたことに気づいてはっとして口元を押さえていた。


その一連の様子を見てしまった僕は、なんとなく集中が途切れて、ここで休憩することにした。


「こういう絵、見るの、初めて？」


「……うん」


リアンはそう言いながら、じっと絵を見つめている。まだ下塗りの状態だけれど、大まかな色は分かるようになっている。リアンとアンジェも描かれているから、描かれている本人としてはちょっと複雑な気持ちかもしれない。


「目は、まだ塗ってないんだな」


「んー……うん」


そしてその中でリアンは、自分達の目がまだ白いままなことに気づいたらしい。うん。そうなんだ。目はまだ、塗ってない。


「目は最後なのか？」


「うーん……なんとなく、いい色を持っていなくて」


リアンの質問に対して、僕はパレットを見せる。


パレットの上には沢山の絵の具がある。……けれど、その中で青色はやっぱり少ない。


巨大なコマツグミの卵の殻からとったロビンズエッグ・ブルーと、王都で買ったラピスラズリのウルトラマリン・ブルー。この二つだけだ。


「こっちの色じゃダメなのかよ」


リアンが指さすのは、ロビンズエッグ・ブルーの方だ。けれど……うーん、僕は何となく、それだと納得できない。


「それでもいいのかもしれないけれど、もう少し緑みが少ない方がいいな、と思ってて……」


色を足すことはできても抜くことはできない。リアンの透き通った青空みたいな目の色には、純然たる青を使いたい。


……コマツグミの卵もラピスラズリも、それぞれにすごく綺麗な青だし、すごく貴重なものなんだけれど、けれど、それだけじゃ不足なんだ。うーん、我儘だろうか。


「空を切り取ってきたい……」


「そ、そこまでかよ……」


うん。だって、天使の瞳の色だ。絶対に、絶対に妥協はできない。


王都の店をそれとなく眺めた中には、青空の色はどこにも無かった。透き通って抜けるように青い空の色は、中々どうして見つからない。


「……混色してみても、今一つだ」


「ええ？　空の色と違い、分からねえけど……」


「うん、そうかもしれないんだけれど……」


リアンは僕を見て不思議そうな、呆れたような顔をしている。まあ、気持ちは分かるけれど。


「どうせ分かりゃしねえよ。このくらいの色の違いなんて」


「そうかもしれないけれど、僕は気になる」


「じゃあ俺の目にそっちの絵の具で色つけちまえば？　俺の目、その色になるけど」


「絶対に嫌だ。折角綺麗な色なのに」


「……じゃあ、絵の俺の目玉のところだけ切り抜いて、青空の下に飾っておけば？　穴から空が見えるぜ」


「そういう乱暴なこと言わない」


リアンと話していると、僕の悩みって悩むべきところじゃないんじゃないかっていう気がしてくるね……。リアンの言う通り、別にロビンズエッグ・ブルーと青空の色は大して違わなくて、そこにこだわるのは馬鹿らしいのかもしれない。


……うーん、でも、僕はどうにも、気になる。妥協したくない。一番綺麗なものを、一番納得できるように描きたい。けれどそうなると、また青い絵の具探しが始まってしまう。


うーん……リアンの言う通り、絵に穴でも開けておいて、そこから空が覗くようにでもしておいた方がいいかもしれない。いや、でもそれは……。あっ。


「分かった。穴、開けてみる」


「え、本当にやんのかよ。冗談のつもりだったんだけど……」


穴、開ける。空の色そのままを絵にする。ただし、穴を空けるのは天使の絵じゃない。……絵の具のチューブの絵、だ。










僕は絵の具のチューブの絵を描いた。そして、色ラベルのところを切り抜く。


すると見事に、色ラベルのところだけぽっかりと穴が開いた絵の具チューブの絵ができあがる。


……そして僕はそれを空に翳かざして……あれっ、実体化しない。


「あ、そっか……」


「え？　な、何やってんだよ」


そういえば、これだと駄目だ。切り抜いたり翳したりする前に実体化されたら困るから魔力を注ぎ込まないように調整して描いていたけれど、そうすると本当に、実体化しない絵ができてしまう。


「よし、もう一回」


「……なー、何やってんだ？　大丈夫か？」


「うん。大丈夫。リアンはアンジェと休憩してて」


リアンが僕の正気を疑うような顔をしていたけれど、僕はもう一度、絵の具チューブの絵を描く。ただし今度は、先に画用紙を切り抜いておいた。切り抜いた画用紙の穴をラベルにできるように、そこから絵具チューブを描いていく。


空に画用紙を翳しながら、なんとか、鉛筆を紙に滑らせていく。うわ、これ、すごく描きづらい。


でも、これで後は、全力で魔力を注ぎながら描き込んでいくだけだ。ものすごく描きづらいけれど、なんとか、なんとか……。


……そうして鉛筆を走らせていると、突然、画用紙の上の絵がふるふる震え始めた。


そして、きゅ、と画用紙の上に縮こまると……ぽん、と。


青空色の絵の具のチューブが、出てきていた。……そして僕はそこで意識を失った。










……起きたら夜だった。けれど僕ももう慣れてる。魔力切れから目覚めた夜が、当日の夜とは限らない。


ハンモックの上で起き上がると、馬が寄ってきた。ひひん、ひひん、と鳴きつつ、角で軽くつついてきたり、羽でわさわさ撫でていったり。


続けて、ハンモックを吊っている木の枝に止まっていたカーネリアちゃんのフェニックスが、ぴよ、と鳴きながら僕のお腹の上に落ちてきた。慌ててフェニックスを受け止めると、ぴよ、ぴよ、と嬉しそうに鳴いて、更に、ふわふわの体で僕のお腹に擦りついてきた。あったかくてちょっと嬉しい。


「今日って何日だろうか」


勿論、答えはない。彼らは日付は教えてくれない。うん、知ってる。


しょうがない、僕はひとまずラオクレスの家に向かう。ええと……こういうの、あんまりよくないかもしれないけれど、夜に子供達を起こしちゃうのは気が引けるし、となると、ラオクレスかクロアさんっていうことで……その二人だと、迷惑を掛けてもそんなに気が引けないのは、ラオクレスの方、なので……。なんだろうなあ、同性だからっていうの、あるかもしれない。


ラオクレスの家の中には明かりがついていた。なのでちょっと、窓から覗かせてもらう。……すると、家の中に居たラオクレスと目が合った。


「起きたか」


ラオクレスは椅子に座っていたのだけれど、ぎし、と椅子を軋きしませながら立ち上がって、窓辺へ寄ってきてくれた。


「うん。僕、何日寝てた？」


「……一日半だ」


……まさか絵の具一本で一日以上寝ることになるなんて思ってなかった。


「ごめんなさい。流石に絵の具一本くらいでこうなるって思わなかった」


「絵の具……ああ、これか」


ラオクレスが出してくれたのは、空色の絵の具だ。


「……どうしてこれでこんなにも魔力切れになっていた？」


「ええと、直接青空を切り取ろうとしたからかな……」


絵の具を一本実体化させるだけでこうなっちゃうなんて。やっぱり、青空を切り取ってくるのはちょっと難しかったのかな……。


「リアンが酷く心配していた。朝になったら会いに行ってやれ」


「うん、そうする……」


……今後はこの方法では絵の具を作らないようにしよう。






「とりあえず、今日はもう寝ろ。もう遅い」


「うん……」


さっきまで寝ていただけなのにまた寝るのもどうかと思ったけれど、しょうがない。絵を描くのは朝の方がいいし、リアンに顔を見せるのも朝になってからの方がいい。夜は子供の寝る時間だ。


それに、魔力切れになったからか、少し怠くて体が重い。今は筆を持つ気分になれない。……けれど。


「……まあ、なんだ。思った色の絵の具ができたなら、よかったな」


ラオクレスが、そう言ってくれた。なので改めて、絵の具を見る。


……うん。本当に、空色の絵の具だ。青空の色。リアンとアンジェの瞳の色だ。空を切り取ってきたみたいに綺麗にできている。


「うん。よかった」


「なら早く寝ろ。寝て、明日それを使え」


ラオクレスはちょっと笑ってそう言ってくれる。……うん。


「おやすみなさい。また明日」


「ああ」


おかげで、随分前向きになれた。大分魔力切れになってしまったけれど、とりあえず、納得のいく色の絵の具ができた。うん。早く描きたいから、早く寝よう。寝たらきっと明日がやってくる。






「なんなんだよ、もう！　なんで倒れたんだよ！」


「ごめん」


「アンジェと遊んでて、ふと振り返ったらあんた居ねえし！　居ねえと思ったら花畑の中に倒れてたし！　叩いても起きねえし！」


……僕、叩かれてたのか。うん、そっか。


「びっくりさせんなよな！」


「うん」


とりあえず、リアンとアンジェは初めて見る魔力切れの僕だったわけで、そこは本当に申し訳ないことをした。もうちょっとちゃんと説明してから倒れたかった。


「でもとりあえず、落ちてた絵の具は拾っといたぜ」


「ありがとう。助かった」


ラオクレスが持っていた絵の具は、リアンが拾っておいてくれたものだ。おかげで僕は昨日の夜の内に絵の具を見てわくわくすることができた。ありがとう。


リアンとアンジェの頭を撫でたり、クロアさんに『全くもう！』と頬を抓つねられたりした後は朝食で、朝食の後は絵の仕上げだ。


天使の目は青空の色そのもの。透き通って輝いている。絵の中で一番綺麗なところだから気合を入れて描く。


……それから影に色を足していったり、布と天使とベビーベッドとの色味のバランスをとったりしながら絵を仕上げていく。


絵の色味は、なんとなく青っぽく統一した。影の色を青みがかったものにしたら、白い布団や毛布の影が青い世界に整えてくれる。


ベビーベッドはブルーグレーがかった色合い。天使の目は空色だし、ついでにベビーベッドに掛けられた布も淡い空色だ。


……そうして僕は、描き始めてから魔力切れの一日半を足して合計四日で天使の絵を描き上げた。










絵が描きおわってから更に三日後。僕は、レッドガルド家でサフィールさんと会っていた。


「ご依頼の絵です」


今回も絵はラオクレスに運んでもらった。大きめのサイズだから、ラオクレスも大変だったと思う。申し訳ない。


「……おお」


そして、ラオクレスが額縁を包んでいた布を外すと、サフィールさんは額の中の絵を見て、目を輝かせた。


「柔らかいな」


……やわらかい？


「雰囲気が。空気、というのだろうか？　絵が柔らかく見える。青色の絵なのに冷たくはない。そして何より……幸せそうだ」


サフィールさんは嬉しそうに、額縁に触れた。


「面白いな。絵の中の天使が幸せそうなものだから、見ていて幸せな気持ちになってくるよ。ふふ、祝福してくれる天使は、祝福したくなる天使でもあるのか」


うん。そうだ。その通り。僕もそう思う。


額縁を撫でながら絵を覗き込んで、サフィールさんは満足げに笑ってくれた。……この人も、この人の奥さんも、この人の赤ちゃんも、是非、『幸せになーれ』だ。


「それにしても良い表情だ。レッドガルド家の肖像画を見た時も思ったが」


しばらく絵を見ていたサフィールさんはそう言ってくれた。どうやらお気に召したようで、僕は安心する。


「はい。やっぱり、一番いい表情で描きたいから」


そう答えると、サフィールさんは『そうだろうな』というような顔で嬉しそうに頷いて……それから、はたと気づいたように顔を上げた。


「おや？　ということはもしかして……これは実際に天使を見て描いたのかい？」


そう言いつつ、彼は少し悪戯いたずらめいた表情をする。要は、冗談としてそう言っているんだろう。


……でも、答えは一つだ。


「はい。この天使、捕まえるのに苦労しました」






サフィールさんは僕の言葉を冗談だと思ったらしく、それはそれは楽しそうに笑ってくれた。うん、まあ、楽しんでもらえたなら何より。


そしてサフィールさんは従者の人達にも絵を見せて、自慢してくれた。僕が描いたものが自慢されているって、なんか、こう……くすぐったい。恥ずかしい。でも嬉しい。


「さて、今回のお代だ」


そしてサフィールさんは、僕にお金を支払ってくれた。


……支払われた額は、金貨五十枚。結構な額だ。


「いいんですか」


勿論、僕にとっては幾らでも手に入る額でもある。宝石を描いて売れば手に入ってしまうお金だ。でも……僕の『絵』を売って、こんなお金が手に入ってしまっていいのだろうか、と、思う。


「勿論だ！　素晴らしい絵をありがとう！」


……けれどサフィールさんは満面の笑みでそう言って、僕に金貨の袋を渡してくれた。僕の絵は、確かに価値を認められて、評価されたんだ。


サフィールさんが帰っていくのを見送りながら、僕は、なんだか夢でも見ているような気分になっていた。


こういう風に自分の絵が売れたのは初めてだ。なんというか……くすぐったくて恥ずかしくて申し訳なくて、本当にいいんだろうかって思うけれど……けれどやっぱり、嬉しい。






こうして僕は初めて、自分の絵を売った。その日はなんだかずっとふわふわした気持ちだった。


代価として貰った金貨五十枚、云わば僕の初任給は、大事に取っておくことに決めた。


……森に帰ってもなんだかふわふわしていて、絵を描くことすら忘れていた。こんなの初めてだ！










翌日。まだ気分はふわふわしていたけれど、絵を描きたい気持ちは昨日より強くなっていたので、描く。


「描かせて！」


「い、いいけどよ……また描くの？」


「うん。あ、アンジェも、いい？」


「うん……どうぞ」


天使二人にお願いして、早速描かせてもらう。……二人にはもう少し居てもらうことにした。一応、最初に話に出していた一か月の間は居てくれるらしい。アンジェを買い上げている今、リアンには焦る必要が無いし、森に居ても問題ないそうだ。よかった！


「……あんた、楽しそうだよなあ」


「うん。楽しい」


僕はひたすら楽しみながら、天使の絵を描き続けた。






……そうして、天使ばかり描いて、十日。


僕の家の二階には天使の絵が随分増えた。そろそろスペースが無くなってきたから、三階を建てるべきだろうか。


描き上げたばかりの絵を新しく一枚置いて……そこで、家の外で羽音が聞こえる。フェイのレッドドラゴンの音だ。


家の外に出てみたら、フェイがレッドドラゴンから丁度降りたところだった。


「トウゴ！　よかった！」


そしてフェイは僕を見ると、満面の笑みで教えてくれた。


「次の依頼が来たぜ！」


……えっ。






＊成功は要らない


さて。そうして僕は今、発注書を前に悩んでいます。


発注書、っていうのは、絵についての要望をまとめたものだ。描くものや絵の大きさ、色合いの要望、納品の期限……そういったものを書類にしてもらっておかないと、五つともごちゃごちゃになりそうだったから。


……そう。五つ。五つ、なんだよ！


「……本当に五枚とも引き受けるのか？」


「うん。皆さん、本当に僕の絵を気に入って欲しがってくれているようだったから。引き受けたい」


依頼主はそれぞれ、サフィールさんのお友達だ。サフィールさんの家に飾ってあった天使の絵を見て、僕の絵を気に入ってくれたんだそうだ。


そして依頼はそれぞれ、無理のないモチーフばかり。森の絵が欲しい、とか。騎士を描いてほしい、とか。あとやっぱり、近々生まれてくる子供の為に天使の絵を、とか。つまり、モデルには困らない！


「……でも、一気に五つも依頼が来るとは思ってなかったな」


けれどやっぱり、発注書五枚を前にして、少し緊張している……のかもしれない。


この発注書は、僕を認めてくれている証拠みたいなものだ。僕の絵が、見ず知らずの人に気に入ってもらえた証拠。……そう考えると、なんだか、緊張を通り越して途方もない感覚、というか。


「僕、本当に絵師になっちゃったんだなあ」


「そうか」


僕が感想を漏らすと、ラオクレスは僕をちら、と見て、それから、もそ、もそ、と僕の頭を撫で始めた。……あの、なんで撫でるの？


「まあ、お前が引き受けたなら構わないが。……一度に五枚は、負担ではないのか」


「うん。だって僕、一週間で天使の絵、四枚ぐらい描いてる」


僕、好き勝手描いていいなら二週間ぐらいあれば十分に五枚ぐらいは描ける。依頼の絵でも、四週間くらいあれば五枚はいけるんじゃないかな。


「……そういえばそうだったな」


「うん。そもそも期限は三か月だから、余裕を持って仕上げられるよ」


もしこれが、嫌いなことを五つやれ、っていう依頼だったら辛かっただろう。けれど、絵を描くことなら楽しいし、苦にはならない。……唯一ちょっと心配なのは、僕がこうやって絵を仕事にしていく内に、絵を描くことが嫌になってしまうことなのだけれど……その時はその時で考えよう。とりあえず、今は楽しい。それでオーケー。










早速その日の内に、天使の絵を描き始めた。最近はずっと天使の絵を描いていたから、丁度いい。そのままの勢いで二枚、下描きを終えてしまうことにした。


一枚はサフィールさんのお友達の男性のための絵だ。生まれてくる赤ちゃんのための絵。だからまた、幸せそうな天使の絵を描く。色とりどりで明るい画面にしてほしい、っていう要望があったので、天使が居る場所はベッドの巣じゃなくて花畑だ。一角獣おすすめの、森で一番華やかな花畑。


色とりどりの花に囲まれながら花の冠を編む天使二人。その花冠は、生まれてくる赤ちゃんのためのもの。こういう形で、生まれてくる赤ちゃんへの祝福にしたい。……ちなみに花冠の作り方指導はカーネリアちゃんにお願いした。


「ほら、ここを結ぶの！　こっちのお花の茎を絡めて留めて……そうよ！　リアンもアンジェも、とっても上手！」


カーネリアちゃんは早速、子供同士ということかリアンとアンジェと仲良くなっている。若干、リアンはまだ緊張しているようだけれど……アンジェについては『カーネリアおねえちゃん』と慕っている様子で、今も楽しそうにカーネリアちゃんと花冠を被せ合っては笑い合っている。カーネリアちゃんも齢の近い子供達と仲良くなれたのが嬉しいみたいで、ここ最近、とても嬉しそうなんだよ。とにかく幸せそう、というか……。


……おや！　カーネリアちゃんも、天使っぽく見えてきた！






それから次の絵は、森の中の天使の絵、ということだったので、緑たっぷりの画面の中、高い木の枝に座ってにこにこしている天使の絵を描いた。


こちらの依頼主さんは森が好きなんだそうだ。昔はお家の傍に森があって、そこでよく遊んでいたらしい。今は開発によって森が切り開かれてしまったけれど、と、話してくれた。


なので、天使達の表情は明るく、楽しそうに描いた。森はふんわり優しく。……思い出の中の森が、少しでも表現できたらいいな。






こうして二枚の天使の絵を描いていって、一週間。


天使の絵が描けたので、そのまま次の依頼の絵……森の絵を二枚、描いていく。


昼の森は鮮やかな翠。夜の森は落ち着いた色で。


森は何度も描き慣れたモチーフだから、すんなりこなせる。……ただ、夜の森を描いていたら、妖精達がぼんやり光りながらふわふわ飛んでいる様子を目撃してしまって、それが大変綺麗だったので……それを描くことにした。


ということで夜の森の絵は、木々の間を妖精がふわふわ光りながら飛び交う様子になった。


……妖精って、こうして見ると、ちょっと、蛍っぽい。






最後に残ったのは、騎士の絵だ。これはもう、構図も決まっている。イメージはばっちりだ。


「……本当に俺でいいのか」


「うん。ラオクレス以上の騎士は居ない」


ラオクレスは絵のモデルになることに少し抵抗というか、遠慮があったらしい。けれど、僕は騎士像を描くならやっぱり彼を描きたい。


鎧兜よろいかぶとに剣と盾をしっかり身に着けた彼は、最高に格好いい。元々の石膏像ぶりがますます凛々しくて、絵に描いたらさぞかし勇ましいだろうと思う。


……けれど、今回の依頼は、『店先にお守り代わりに飾りたい』っていうものだったので……あんまり勇ましすぎてもよくないかな、と思った。勇ましすぎると、その、お客さんを威嚇いかくしてしまう！


なので、絵の描き方を少し工夫した。滲みやぼかしを多くして、あまりはっきり光は描かずに、ぼんやり仕上げる。そうすると柔らかい雰囲気になって、モチーフの勇ましさや剣呑けんのんさが和らぐような気がする。


全体的に煙るように滲んだ色は背景と溶け合って、なんとなく現実味の無い画面になる。それがまた、ラオクレスを『人間っぽくない』様子に見せてくれるんだ。


「戦いの神様が居たら、多分、こんなかんじ……」


「……そうか」


ラオクレスはモデルをやってくれながら、何とも言えない顔をしていたけれど。うーん、やっぱり、彼以上の騎士は居ない……。






そうして依頼を受けてから一か月ちょっと。僕は絵を描いて、更に『ちょっとは待たせた方がいいわよ』というクロアさんのアドバイスに従って二週間くらい待って……そしてようやく、依頼の絵の引き渡しについて、お手紙を書いている。


……その日は随分と冷え込んで、ちょっと冬っぽかった。そういえば最近は水浴びが辛い気温になってきている。そっか。この世界も季節があるのか。ということは、その内冬になったら雪が降ったりするんだろうか。雪と一緒に宙を飛び交う妖精はさぞかし綺麗だろうし、月明かりの下、雪の積もった地面に蹄ひづめの跡をつけて歩く馬はさぞかし綺麗だろうし、雪遊びする天使達はさぞかし綺麗だろう。描きたい。


でもその前に、住まいを暖かくすることが先決かな。馬だって寒いだろうから厩うまやをちゃんと作りたいし、鳥小屋や兎小屋なんかも作った方がいいかもしれない。


あと、お風呂。そろそろ王都の宿にあったシャワーを実装しよう。お風呂は大事だよ。健康維持に繋がるし。寒い日にあったかいお風呂に入るとなんとなく幸せになれるし。


……と、そんなことを考えつつ、僕はようやく、『絵が描けました』の手紙を書いていた。


依頼主の三人に向けて書いた手紙は封筒に入れて、その綴じ目に封蝋ふうろうを垂らす。そして最後に封印を押して、完成。


……手紙を出すとなった時に、クロアさんが『封印くらいはしておきなさいね。舐められるわよ』と教えてくれたので、一応、作った。


封蝋、と聞いて真っ先にイメージするのは生成りの封筒に赤い封蝋がついている様子なのだけれど、赤はフェイの色のような気がしたからやめておくことにした。


そのことをフェイに相談したら、『じゃあ白にしとけ！』とアドバイスをもらって、ついでに紺色のレターセットをくれた。なので僕はミルク色の封蝋と真白いインクを描いて出して、それで手紙を書いた。紺色の便箋に白いインクが走ると、ちょっと星空っぽい。フェイはお洒落だなあ。


出来上がった手紙は馬に預ける。すると馬はレッドガルド家まで飛んでくれて、レッドガルド家から先はフェイの召喚獣が運んでくれることになっている。お世話になります！






手紙を出して数日で、絵の引き渡しの日が決まった。そして僕はお客さんにそれぞれ絵を渡して、代金を貰ってしまった。


……一枚、金貨四十枚程度だ。小さめの絵は金貨二十枚だったけれど、大きめのやつは五十枚。


今回の五枚の絵で、金貨百六十枚。


なんというか……いいんだろうか？　僕、お金を貰ってしまって、いいんだろうか……。


……ああ、本当に僕、絵師に、なっちゃったんだなあ！










そうして、依頼の絵を受け渡し終わって二週間。森はすっかり秋になって、朝と夜は冷え込むようになってきた。落ち葉が降り積もっていく中、住まいの整備も大分進んで、それぞれの家には暖炉が設置されたし、温水がたっぷり湧き出るお風呂も設置した。風呂には女性陣が大変喜んでくれたので、僕としてもうれしい限り。ラオクレスは『俺は冷水で構わん』って言っていたのだけれど構わず温水のお風呂に変えてしまった。冷えは万病の元と聞くので！


森の奥には森の生き物の為の温泉と、湯冷めしないための防寒所を設置。……その結果、防寒所がぎゅうぎゅう詰めになってしまった。しょうがないので増設した。まあ……うん。これだけぎゅうぎゅうになってたら、きっとあったかいよね。


それから、動物用温泉には例の巨大な鳥がよく入るようになった。あいつ、お湯ができた途端に泉じゃなくて温泉で水浴びするようになったなあ……。






……というように、冬に向けて僕らは準備をしていたのだけれど。


「おーい！　トウゴ！」


森にまた、フェイが来た。レッドドラゴンで。つまり、急ぎの用事。


依頼かなあ、きっとそうだろうなあ、と思いながらフェイを出迎えて……でも、フェイの表情を見て、ちょっと不思議に思う。……フェイは、緊張しているらしかった。


「あの、フェイ？」


「お前宛てに、手紙だ」


フェイがそう言って見せてくれたのは、手紙だ。発注票……じゃないらしい。


「お手紙？」


貰ったのは、封筒に入った手紙、らしい。白い封筒には銀箔で箔押しがしてあって豪華だ。封蝋に押してある封印は立派な紋章で、なんというか……お金が掛かっていそうなかんじがする。


「……どこからだろう」


「あー、そっか、お前、字、読めねえんだっけ？」


「ううん。もう、ある程度は読み書きできるけれど……」


僕、流石にこの世界で仕事をするのだから、と思って、文字の勉強をしたんだよ。この世界の文字のほとんどは僕の世界で言うところの、ひらがなやカタカナ。つまり、表音文字。だから僕が知っている文字にこの世界の文字を一文字ずつ対応させて暗記してしまえば、もう文字の読み書きはできる、ということだ。僕の世界で言うところの漢字……表意文字も使われていることがあるようなので、そっちは今、勉強中。でも、覚えればいいだけだからそんなに苦じゃないよ。


「文字は読めるんだけれど、この人が誰かは知らないので……」


差出人には、『フィーダ・プラータ・アージェント』と名前がある。うーん、知らない人だ。


「あー、そうだよなあ。そうだよなあ……えーと、なあ」


そんな僕を見て、フェイはがしがし頭を掻きつつ……教えてくれた。


「それ、ここら辺で王都の次にデカい領地持ってる貴族からの手紙だ。中、見てみろ」


そんなに偉い人がどういう用事だろう、と思いながら僕は封筒を開く。


手紙の最初は普通の挨拶から入った。『寒くなってきましたね』みたいなかんじの。


その後に僕の絵を見て気に入った、みたいな話が書いてあった。『最近話題の絵師と聞いて絵を見せてもらい、一目で気に入りました』みたいな。すごく簡潔なかんじの。


その後、うちの領地に来てお抱え絵師をやらないか、っていうお誘いがあった。率直に、『レッドガルド家を辞めてうちで働きませんか』と。










それから、フェイはもう少し詳しくアージェント家なる貴族について教えてくれた。


アージェント家というのは、この国で王族の次に大きなお家らしい。親戚は悉ことごとく王城の高官になっているか、はたまた別で領地を持っているか。……要は、『アージェント家』はものすごく規模が大きい貴族だっていうことだ。


財産も権力も、レッドガルド家よりもずっと大きい、らしい。アージェント家がその気になれば、この国は簡単に覆くつがえる、ということらしいけれど……話の規模が大きすぎてよく分からないな。


……そして、そういう大きな力を持った家から、『お抱え絵師になりませんか』というお誘いが来た、というのが今回の手紙の内容だ。


ここまで踏まえて、改めて、思う。


……な、なんで？　なんで、そういう家から、僕にスカウトが来たんだろう？






横から手紙を覗いているフェイは、複雑そうな顔をしていた。


「アージェント家かあ。お前も随分、出世したよなあ……」


「そういうものなんだろうか」


「おう。そういうもんだぜ。アージェント家に知られてるってことは、それだけで価値のあることだしな。要は、お前はこの世界の隅っこで絵を描いている奴じゃなくて、世界の真ん中に近いところで絵を描いている奴、って認められたってことだ」


……そう言われても、ちょっと困る。僕、真ん中よりも隅っこが好きなんだけれど。


「あー……お前が望むなら、アージェント家に」


「行かないよ」


フェイは、僕が誘いに乗るって思っているらしいのだけれど、僕としては、特に話に惹かれるものがないので、話を受ける気は無い。


だって、レッドガルド家のお抱え絵師を辞めるのは嫌だし。僕はこの森を気に入っているし。


「ねえ、フェイ。これ、どうやってお断りすればいいだろうか」


なので僕の目下の悩みは、この話をどうやって断ればいいか、っていう、それだけなんだ。






「……いや、ちょっと待て、トウゴ。これはな？　俺への義理とか、そういうの一切合切置いておいて、真剣に考えるべきところだぞ」


「そう言われても、僕、この人知らないし」


「ならこれから知ればいいさ。……な、トウゴ。これ、すごくでけえ話なんだ。アージェント家がお前をお抱え絵師に、って望んでるなら、それはとんでもなく高い評価を受けてるってことだぜ？」


「うーん……」


そう、言われても……。


……いや、フェイの言う通り、『これから知っていけばいい』んだろう。相手のことがよく分からないなら、相手のことを知った上で、それから考えて、断るべきだ。でも、なんというか……。


「フェイは、僕がアージェント家に行った方がいいと、思う？」


「……俺がどう思おうが、お前が決めることだぜ、これは」


……フェイの元気が無いから、やっぱり僕は、手紙の誘いに気が向かない。










「どうしたの、トウゴ君」


そうして僕が一人で悩んでいたら、クロアさんがやってきた。


「家の窓から見ていたら、トウゴ君がなんだか悩んでいるようだったから。来ちゃったわ」


「ありがとう、クロアさん」


「ふふ。ついでに、トウゴ君が悩むあまり、妖精さん達に遊ばれてるのに気づいていないようだったから……」


……クロアさんに指摘されて初めて、僕は自分の髪に花が沢山飾ってあることに気付いた。う、うわ、いつの間に！


慌てて花を回収すると、クロアさんは『綺麗なのに勿体ない』なんて言う。いや、僕も花は好きだけれど、自分が飾り付けられるのは、ちょっと……。


「それで、どうしたの？　トウゴ君。悩みがあるなら話してみたら？　案外、すっきりするかも」


僕が髪に飾られた花を集めて小さな花束にしていたら、クロアさんがそう、申し出てくれた。とす、と僕の隣に腰を下ろして、僕の顔をじっと見つめてくれる。


「ああ、うん……ちょっと不思議な話が、来てしまって……」


渡りに船、というやつかもしれない。クロアさんがここで来てくれたのは丁度良かったな。彼女、こういう相談には適任だと思うから。


僕はクロアさんに、アージェントさんから来た手紙を渡した。クロアさんはそれにさっと目を通して……それから数分、悩んで。


「……トウゴ君。アージェント家にはお返事、出すのよね？」


「え？　うん。無視っていうのは流石にちょっと……」


お断りするにしても、引き受けるにしても、そりゃ、お返事は出さなきゃいけない。


……僕が不思議に思っていると、クロアさんはにっこり笑って、言った。


「なら、お返事には『よく分からないのでもう少し詳しくお話を聞きたいです』って書いて出して頂戴」


「ああ、それは中々いいね」


「ええ。そうすればまず間違いなく直接会って話すことになるでしょうから……私も行くわ」


……クロアさんは、ちょっと目をぎらりと輝かせてそう言った。ええと……森っぽくない表情。夜のパーティ会場で獲物を狙う時の目だ。


「ついでにラオクレスにも同行してもらいましょう。明らかに護衛、っていう見た目の人が居た方がいいわ。インターリアは……」


「えっ、インターリアさんまで連れていってしまったら、リアンとアンジェとカーネリアちゃんが心配だよ」


「……それもそうね。うーん、まあ、ラオクレス一人で騎士三人分ぐらいは物々しいし、舐められるってことは絶対に無いわね。じゃあ、インターリアには留守を守ってもらうことにしましょうか」


クロアさんはてきぱきと計画を立てていく。本領発揮、っていうことなんだろうけれど……クロアさんが生き生きと本領発揮しているということは、つまり……。


「……これ、陰謀に巻き込まれてる？」


そう聞いてみると、クロアさんはちょっと考えて……。


「うーん、そうでもないでしょうけれどね。アージェント家相手だったら、とにかく舐められないようにしなきゃいけないから」


そう答えて、なで、なで、と僕の頭を優しく撫でた。……あの、どうして撫でるの？










それから僕はなんとか、手紙の返事を捻りだした。


紺色の便箋に白いインクで書くいつものスタイルで、『よく分からないことだらけなので詳しいお話を聞かせてもらいたい』というような内容を書いた。監修は、クロアさん。


「そうね。この文章なら、嫌味に思われることは無いでしょう。『人の世界のことはよく分からない』みたいな男の子が困って手紙を出してきたなら、決して無碍むげにはしないはずだわ」


「え、これ、そういう文章なの？」


まさか、僕が自分から『人間じゃありません』みたいなことを書いている、っていうことは無いよね？　僕は人間だよ！　確かに異世界人ではあるけれど！


「ふふふ。そういう文章だわ。ちょっと世間知らずで浮世離れしていて、ふわふわしたかんじの文章ね。……あなたらしくて私は好きよ」


そう言ってクロアさんはにっこりと、魅力的な笑顔を浮かべてくれる。うん、まあ、色々と思うところはあるけれど、気にしないことにしよう……。






手紙を出してから、僕はそわそわして落ち着かなかったし、僕以上にフェイがそわそわして落ち着いていなかった。


「……フェイ、大丈夫？」


「え？　お、おう。大丈夫だぜ？」


「妖精に花を飾られているけれど」


「へ？　……うおおお!?　な、なんだ!?　いつの間に!?」


さっきからずっとだよ。フェイがそわそわしながら考え事をしている間ずっと、妖精達がやって来てはフェイの頭に花を飾っていたよ！　これ、妖精達の間でブームなんだろうか……？


「……ねえ、フェイ」


「ん？　なんだ？」


僕はフェイの頭の花を回収してまた小さな花束にしながら、フェイに聞いてみる。


「やっぱり、僕はアージェント家に行った方がいいんだろうか」


すると、フェイは困ったような迷うような、そういう笑顔を僕に向ける。


「……それも、お前が決めることだから。俺達は何も言えねえよ」


……フェイは僕よりもこの世界のことを知っていて、僕よりも知識があって、僕よりも人と接するのが上手だ。だから、フェイにしか見えていないものもあるんだろうし、フェイだけが感じているものもあるんだろう。


……僕はそれを知りたいと思う。知った上で、判断したい、と。


「フェイが何か思っていることがあるなら、僕はそれも含めて判断したい」


そう、僕は言ってみる。けれどフェイは、苦笑いしながら僕の頭をわしわし撫でて、言うのだ。


「なら、アージェント家で話を聞いた後に、な。先に俺から話すんじゃ、こう、不公平だろ。アージェント家に先入観持たねえ方がいいだろうしさ」


なんとなく、フェイの言葉に思うところはある。ある、んだけれど……うん。フェイの言う通りだ。一度、ちゃんとアージェント家の人と話してから、それから決めよう。どのみち一度はお話ししなきゃいけない相手なんだから。










僕が出した手紙の返事は、四日後にやってきた。


銀箔の箔押しの封筒に、銀色のキラキラした封蝋で封印。お金が掛かっていそうな封筒を開けてみたら、『ならアージェント家に来い』というような内容が書いてあった。


「やっぱりお家に行くことになってしまった」


「そりゃそうだ。『お前が森に来い』なんて言える相手じゃねえし」


そっか。それ、『森林浴はいかがですか』でも駄目だろうか。いや、駄目なんだろうな。うん。


「……フェイも一緒に来る？」


「いやあ……悪ぃけどよ、今回は俺はやめとくわ。話がややこしくなっちまう」


そっか。……アージェント家は『レッドガルド家を辞めて来い』って言ってる訳だから、確かに、そこにフェイが居たらまずいか。


「でもお前一人ってわけには……いや、ラオクレスが護衛で付いていけるか」


「うん。ラオクレスに付いてきてもらう。あと、クロアさんが一緒に行くって言ってた」


「お。いいじゃんいいじゃん。そうしとけ。クロアさんが一緒だとこう、安心感が段違いだよな！」


「うん」


本当に。本当にすごく安心。クロアさん、貴族の人相手のやり取りにも慣れているようだし。こういう時に付いてきてほしい人ナンバーワン。


「ラオクレスは当然、護衛ってことでいいだろうし……クロアさんは秘書とかそういうかんじでいいだろ。……いいなあ！　美人秘書！」


フェイはさっきまでの真剣な顔を一転させて、笑顔で僕の背中をぱしぱし叩いてくれる。まあ、クロアさん、秘書役はとても似合うと思うよ。


……まあ、とにかく色々なことが不安だけれど、しょうがない。ひとまず少しずつでも、それぞれの不安を潰した上で、アージェント家にお呼ばれしよう。






「どう？　似合うかしら」


「うん。すごく綺麗だ」


それから僕らは、アージェント家にお邪魔するための準備を始めた。


まずはクロアさん。……僕の『秘書』ということにして、付いてきてもらう。だから格好もそれらしく揃えた。


黒いレースで飾った膝丈のドレスに、白いジャケット。どちらもタイトなデザインで、それに合わせてクロアさんは髪もきっちりまとめることにしたらしい。……すごい。なんとなく秘書っぽい。


「……まあ、いざとなったら、多少は私が時間稼ぎしてあげる。アージェント家の奴なんて魅了したら後が面倒そうだけれど、緊急事態になったらそうも言っていられないわ」


……それ、僕はすごく心配だ。


「俺はこんな恰好だが、実際に戦うとなったら間違いなく時間稼ぎも満足にできないだろうな。アージェント家の護衛が俺以下とは思えん。多勢に無勢ともなれば尚更だ」


ラオクレスには、格好良く鎧姿になってもらう。護衛っぽい。……けれど、やっぱり、心配だ。ラオクレスも言う通り、まともに戦える相手じゃないんだろうし……。


「俺はいざとなったらアリコーンを出してお前を連れて逃げる。いいな？」


「ええと、クロアさんも運んでほしいんだけれど……」


「あら。私よりトウゴ君が優先よ。私はいくらでも逃げ延びられるから」


……うーん。まあ、クロアさんはそういう道のプロなわけだし、なら、僕らが居ない方が自由に動けて身軽、っていうことでもあるんだろうけれど……。


すごく、心配だ！　どうか、どうか、逃げなきゃいけないような状況にはなりませんように！










それから約束の日の二日前になって、僕らはアージェント領へと向かって出発した。


アージェント領はレッドガルド領から王都を挟んで反対側、という位置にある。……というか、王都の向こう側はしばらくずっとアージェント領らしい。物凄く大きな土地持ち、ということなんだろうなあ。


僕らは王都を越えたあたりの小さな宿場で一泊して、それから次の日の朝早くに出発して、更にアージェント領に遅めに着いた後、アージェント領の町で一泊する。


……どうしてこんな風に時間をかけるのかというと、僕らがアリコーンや鳳凰で飛ぶなんて、知られたくないからだ。


ドラゴンやアリコーンや鳳凰ならアージェント領まで余裕を持っても二日で到着するけれど、他の移動手段……例えば、普通の馬車とかそういうので移動しようと思ったら、到底、二日じゃ間に合わない。だから出発を一日ずらして、更にアージェント領でもちょっと時間を置いて、移動手段を誤魔化そう、という魂胆だ。


「落ち着かないなあ……」


「大丈夫よ。相手はあなたを欲しがっている相手だもの。手酷くはされないわ」


フェイやクロアさんやラオクレスの反応を見る限り、アージェント家に行く時は相当気を引き締めていくべきなんだと思う。まさか監禁されたりするわけじゃないとは思うけれど、それでも、気を付けるに越したことは無い。じゃないと、レッドガルド家に不利益があるかも。


……どうしよう。緊張してきた。


「……まあ、お話が終わったら、アージェント領の町を見学していきましょう？　描きたい風景、見つかるかもしれないわよ？」


「うん……」


でも、緊張しているだけじゃどうしようもない。今はクロアさんが言ってくれた通り、話が終わった後の楽しみを考えて落ち着こう。うん……。










あんまりよく眠れない夜を越えて、僕はようやく、アージェント家のお屋敷の前に立っていた。


「あの、上空桐吾です。フィーダ・プラータ・アージェント様からお手紙を頂きました」


アージェント家のお屋敷の前には立派な門があって、その門の脇にはまた立派な恰好の騎士の人が居た。なのでその人に手紙を見せると、どうやら既に話は通っていたらしい。彼は僕らを案内してくれた。


お屋敷の中は落ち着いた色合いだった。淡いグレーの大理石の床に、モノトーンで模様が織り込まれた絨毯じゅうたん。カーテンや緞帳どんちょうはしっとりとした光沢のある濃いグレー。シャンデリアは燻いぶして磨いた銀。……こんな具合に、お屋敷の中はモノトーンで統一されていて、その分、ごく淡いピンクの薔薇が真っ白な磁器の花瓶に活けてあるのとか、カーテンの裾に金刺繍が施されているのとか、そういう僅かな色がよく映える。


そして、石造りだからか、少し寒い。それが余計に緊張を誘う、というか……。


……そうして緊張しながら応接室で待っていると。


「君がトウゴ・ウエソラか」


やがて、応接室に一人の男性が入ってくる。


……髪も髭も銀色のおじいさんだ。彼は銀で装飾された黒檀こくたんの杖をつきながら、応接室に入ってきた。そして、僕の前に立ったその人は、僕へ手を差し伸べながら、言った。


「儂がフィーダ・プラータ・アージェント。アージェント家の現当主だ。よろしく頼むぞ、トウゴ・ウエソラ君」


……僕はものすごく緊張しながら、その手を握って、とりあえず『お目にかかれて光栄です』とだけ言った。多分、失礼ではなかったと思う。


……アージェントさんの後ろには、護衛の人が何人も居る。その人達はこの部屋の壁沿いに並んでぴしりと控えた。こわい。


「さて。では早速、商談といこうかな」


アージェントさんはそう言って僕らの向かいのソファに座りながら笑う。


「商談……」


僕は……なんというか、とんでもない人の前に来てしまったなあ、という気分になってきた。






緊張しながら僕が待っていると、アージェントさんは懐から取り出した紙を僕の前に出した。


「まずは条件を確認してくれたまえ」


……唐突だなあ、と思いながら、紙を見る。


そこにあるのは、僕の雇用条件、ということなんだろう。条件は……正直、よく分からない。何せ、お金の価値がよく分かっていない僕だ。『一年につき金貨千枚』と言われても、よく分からない。


ただ、分からないことばかりじゃない。


まず、僕はアージェント家と契約すると、アージェント領に立派なお家を一軒貰えるらしい、ということ。それから、アージェント領と王都での絵の仕事にありつけるらしいということ。そして何より、アージェント家のお抱え絵師を名乗ってもよくなる、ということ。


……どうしよう。お金には困っていないし、家は描けば出るし、仕事は別にそこまで欲しいわけじゃないし、レッドガルド家のお抱え絵師です、と名乗れればそれで十分なのだけれど……。


「どうだ。この条件で」


「ええと……」


どうだ、と言われても困る。なんでだろう。僕は何に困ってる？　断り方？　レッドガルド家のお抱え絵師をやめなきゃいけないこと？　特に必要ないものを並べられているから？　アージェント家に興味が無いから？


……興味。


うん。それだ。僕が今困っているのって、要は、『興味』が分からないからなんだ。


「あの、どうして僕に、このお話を？」


僕は、アージェントさんがどうして僕に興味を持ったのかが分からないから、困ってるんだ。






「……何故、と？」


アージェントさんは、ちょっと驚いたような顔をした。まるで、そんなことを聞かれるとは思っていなかった、というような顔だ。


「ふむ。中々面白いことを聞く」


面白いんだろうか。……他の人って、気にならないんだろうか？　『どういう条件で』雇われるかよりも、『どうして』雇われるか、の方が気になるのは、あまり普通じゃないんだろうか？


……でも、よく考えたらもう理由は分かる、のか。だって僕は『絵師』だ。つまり相手は、僕の絵を見て気に入ってくれたから声をかけてくれている、っていうことなんだ。それは確かだろう。


いや。それでも気になる。僕の絵のどういうところを気に入ってくれたのかとか、どの絵を見て気に入ってくれたのかとか、そういうの、すごく気になる。すごく聞きたい。……そう思うのは浅ましいだろうか？


僕がどきどきしながらアージェントさんの言葉を待っていると、アージェントさんはにやりと笑ってこう言った。


「何、簡単な事だ。これから伸びそうなものは先んじて手中に入れておくのが儂のやり方よ」


僕が咄嗟によく分からないままアージェントさんの話を聞いていると、彼は笑顔を湛たたえたまま、僕を安心させるように言う。


「案ずるな。如何に若くとも、才能ある者として扱うことを約束しよう。この条件通り、他の絵師同様に給金を支払ってやるし、アージェント家の絵師として扱おう」


けれど、その口調も声色も、僕を安心させようとしているのは分かるのに、どうしてか全然安心できない。


「となると君はアージェント家の絵師になる訳だ。王城からの依頼も舞い込むだろう。まあその時次第だが、儂から王城への口利きもできるかもしれん。いずれは君の絵が王城に飾られることになるかもしれんな」


どんどん話が進んでいくのだけれど、相変わらずよく分からない。言葉の意味は分かっているのだけれど、気持ちが追いつかない？　理解が追いつかない？　ええと……ひょい、と持ち上げられて、自分で降りられないくらい高いところに乗せられてしまったような気分だ。


「そして、世界中の人間が、君の絵を見て名画だと讃たたえる。……そういう未来を掴み取りたくはないか？」


「その、ええと……」


「何、レッドガルドに義理立てする必要はない。埋め合わせは儂の方からしておいてやろう。何なら今日から我が領土に住まうことにしてもよいのだぞ。すぐに君の屋敷を用意しよう」


……うん、駄目だ。これ、このまま放っておくとどんどん高いところに運ばれてしまう。


「あの、僕の絵、どうでしたか」


唐突だったからだろうか。アージェントさんはきょとんとする。けれどこれ、僕にとっては、すごく、大切なことなんだ。






「僕の絵、ご覧になったんですよね」


この人が何を思って僕に声を掛けてくれたのか知りたい。


絵を描いた僕よりも、僕の絵をどう思ったのか知りたい。


……僕の絵が、この人にどう評価されたのか、知りたい。


そう思って僕は聞いた。するとアージェントさんは少し考えて……それから、言った。


「そうだ。勿論。君の絵を紹介されて見た上で、これならいけると思った。新しい絵は、新たな流行の中心に据えられる絵となる。流行を生み出すくらいは儂の力でどうとでもなるのでな」


「……いける、とは」


「君が売り出すに値する価値ある人物だと感じた、ということだ」


……うーん。なんというか……なんというか、すごく、話が、かみ合わない。この人、結局、僕の絵についてじゃなくて、僕にしか、興味が無い、んだろうか……。あと、『売る』というのが……。






「そういう訳だ。納得してもらえたかな？」


一通り、説明が終わった、ということなんだろう。アージェントさんはそこで話を切り上げてしまった。どうしよう。一番聞きたかった部分が上手くはぐらかされてしまった、のかな。今の話って僕自身の話であって、僕の絵の話ではなかったから、できれば、その、僕の絵についての話を聞きたかったんだけれど……。


「君をレッドガルド家で埋もれさせておくのは惜しい。義理もあるだろうが、そこは君自身の、そして君をここまで育てたレッドガルド家のためにも、うちに来て是非、成功してくれたまえ」


……そう言って笑いかけられても、困る。


どうしよう。さっきから僕は困ってばかりだ。分からないことだらけで、確実に何かがすれ違っているのだけれど、でも、相手はそんなこと気にしていないっていうことは分かっていて……。


……そして、相手がそれを気にしていないのが、多分、僕にはどうしても納得できない。


「あの、ごめんなさい。このお話、お断りさせてください」


だから僕は、こう答えるしかない。






「……は」


アージェントさんはぽかん、としていた。


断られるとは思っていなかったんだろう。そういう顔をしている。


「あの……その、僕にはちょっと、重たいお話で」


だから僕はなんとか、それらしい理由を作って話す。


だって、なんて言っていいのか分からない。どうしようもなく何かがすれ違っている気がするのでお断りします、とは言えない、よな、と思うし。


「ふむ……経験がないことは気にするべきではないと思うがな。そんなことを言っていたら、いつまでも何もできやしないだろう？」


う……確かにそう、なのだけれど。でも、他に理由らしい理由を上手く作れない。どうしたらこの人の話、断れるだろう？


悩みが最初に戻ってきてしまった。そもそも手紙が来た時点で『どうやって断ろうか』って考えていて、実際に会って話を聞いてみたら変わるかと思っていたけれど、やっぱり変わらなかった！


いや、話を聞いてみたこと自体は、間違ってなかったと思う。聞いてみてやっぱり駄目だったっていうだけの話で、話を聞いたこと自体は間違っていなかったのだけれど、でも……。


「申し訳ありません、アージェント様」


僕が悩んでいたら、僕の隣でクロアさんが困ったような笑みを浮かべてアージェントさんに向かっていた。


「トウゴ・ウエソラはこの通りまだ若く、経験もありませんの。ですからどうしても、考えも気持ちも追い付かないようで。何せ、このような大きなお話、初めてのことですから。……いえ、私共もそうです。だって、まさかあのアージェント家からいきなりお話が来るなんて、誰も考えないでしょう？」






    
  
  




クロアさんはそう言って、じっとアージェントさんを見つめる。するとアージェントさんはクロアさんを見て、そして、『まあ悪い気はしない』みたいな顔をする。……何となく、だけれど、クロアさんはちょっとだけ、魅了の魔法を使っている気がする。多分。


「少し、お時間を頂けませんか？　彼には考える時間が必要なのです。その上で、彼が重圧に耐えられるか……私共も話してみます」


クロアさんはまた、アージェントさんをじっと見つめる。今度は少し強めに。すると……アージェントさんの目が、少し、ぼんやりした、気がする。


「君は……トウゴ君の秘書かね？」


そしてアージェントさんはクロアさんに興味を持ったように、少し身を乗り出した。


「ええ。彼の身の回りの世話と、秘書の真似事をさせて頂いております」


「ふむ。中々頭が回るようだな。そして何より、美しい。いいだろう。トウゴ君がアージェント家のお抱えになった時には是非、君も来なさい」


「あら、勿体ないお言葉ですわね。まさかアージェント様にそう仰っていただけるなんて」


クロアさんはそう言って笑って、アージェントさんも機嫌をよくしたように笑う。


「ふむ……まあ、そういうことなら仕方ない。ゆっくり考えたまえ」


……あ、よかった。とりあえず、一時撤退は許された。よかった。一時撤退していいならもう帰ろう。僕らは失礼にならないように応接室を出て……。


「だが、儂の考えは変わらんぞ。君をレッドガルド家で埋もれさせておくのはあまりにも惜しい。君には是非、うちのお抱えとして活躍してもらいたい。儂はそう考えている」


出るところで、アージェントさんはにやりと笑ってそう言った。


「レッドガルド家には儂から話をつける。君は何も心配しなくていい。是非、うちに来てくれ。条件はこれで、と言うしかないが、よい返事を期待しているよ」










そうして僕らはなんとか、宿へ戻った。


戻って、ラオクレスがしっかり窓の外や廊下、隣の部屋なんかを警戒してくれて、クロアさんも何か部屋の中を調べてくれて……それからようやく、僕らはため息を吐きながら姿勢を崩した。


「……疲れた」


「そうね。はあ、なんというか、本当に気疲れってするものなのよね」


クロアさんはそう言いながら髪を解いて頭を振る。長い金髪にまとめていた跡がついていて、ふんわり波打ってくるりと丸まって、なんだか綺麗だ。


……クロアさんの髪をぼんやり眺めていたら、ラオクレスも隣で鎧を脱ぎ始めた。うん。彼も疲れた顔をしている。そうだよね。鎧って重いし。うん。


そして何より、僕も気疲れしてしまった。なんだろう、すごく……重圧、っていうんだろうか。なんだか緊張したし、よく分からないし、どうしようもないかんじがして、すごく、疲れてしまった。こうやって宿に戻って三人で座ってぐったりして、『ああ疲れた』っていう気分になっている。


「あの、僕、この話、断りたい」


だから僕の結論は早かった。うん。最初から結論は変わっていない。そこにこの気疲れが加わって、話を断ることはしっかり胸の中で決まってしまった。駄目だ、これは。


「だろうな」


ラオクレスも珍しく疲れたような顔をしながら、鎧を脱ぎ終わって僕の隣に座った。


「……アージェントはあの話を『商談』と言っていたが、お前は売り物じゃない。断っていい」


あ、そうだ。それ、そう思う。


多分、あの時点で僕、引っかかってたんだ。これは僕にとっては『商談』でもなんでもない。あの人が僕を買い取るかどうかっていう話ではあるのかもしれないけれど……買われてしまうのは、なんか、嫌だ。


「全く、ああいう自分の『やり手』なところに酔ってる死にかけのジジイが一番性質が悪いわね。無駄に権力と金を持っているんですもの。はあ、全く……」


クロアさんも珍しく口が悪い。でも、毒づくクロアさんも素敵だ。疲れたラオクレスと毒づくクロアさん……。描きたい。描こう。早速僕はスケッチブックを出して、描き始めた。


「えっ、あなた、今描くの？」


「うん。描きたくなったから……」


描きながらでも話はできるけれど、毒づくクロアさんも疲れたラオクレスも、そうそう見られるものじゃないから、今描かないと。


「……ふふ、あなたらしいわね。なあんだ、よかったわ。あなたを見てたら疲れが和らぎそう」


えっ、えっ、あの、待って！　和らがないでほしい！　もうちょっと、あの、描くまでは毒づくクロアさんの表情で居て……。






少し描き進めていく内に、ラオクレスがふと、零した。


「……やはりあの話は断るべきだな。お前は描くことにしか興味が無いらしい。名誉にも地位にも金にも興味が無いなら、あんな話を受ける意味は無いな」


「うん」


その通りです。お金は足りているし、家も足りているし……なんか、こう、うーん……かみ合わない、し。


「あの人の話、なんだか、よく分からなかった」


クロアさんとラオクレスを描きながらそう言うと、クロアさんはきょとんとした顔をして僕を覗き込んできて、ラオクレスは片方の眉だけ上げた。


「なんだろう。言葉は分かるし、意味も分かるんだけれど……気持ちが分からなかった」


思い出す。僕が、アージェントさんに僕の絵について聞いた時。アージェントさんは……なんというか、絵の話はしてくれなかったな、と、思う。


「だから不安なのかもしれない。僕が価値を信じているものを全く無視されているような気がして。……多分、理想があまりにも違うんだと思う。お互いに見ているものが全く違う」


僕は地位や名誉には興味が無い。多分、そういうのがあっても息苦しいだけだと思う。でも、アージェントさんにとっては多分、そういうものが全てなんだ。


僕が悩んでいたら、クロアさんがそう言って、ふと笑った。


「そうね。あなた、綺麗なお椅子の上にちょこんと座ってにこにこしていなさい、って言われても困るでしょう？　或いは、綺麗な細工の鳥籠の中に入れられて、見に来る人のために歌を歌いなさいって言われても嫌でしょう？　……でも、アージェントはトウゴ君がそうなりたいって思ってる」


うん。そうなんだろうなあ。僕はそんなこと望んでいないけれど、でも、アージェントさんはきっと、それが僕にとっての幸せだって、信じている。


「名誉とか成功とかに興味が無い、のかな。うーん、そういうものの価値がよく分からない、っていう方が近いかもしれない。……そもそも、絵師としての成功って、なんだろう……」


まだ、自分の中ではっきりしないけれど。でもひとまず、僕は名誉も名声も、あんまり必要無いらしい。ただ絵を描いているのが好きだし、もし貰えるとしても……何か別のものが欲しい、んじゃないかな。


そして、『成功』っていうのが何なのか、よく分からない。お金をたくさん得ることが成功なのか、名誉が貰えることが成功なのか。それとも……。


……ふと、思い出す。こういうの、元居た世界でも考えていた気がする。僕が勉強しているのも、有名進学校に入学したのも、これから『良い』大学に入ろうとしているのも、全ては『成功』のためだ、って、親に言われてきたけれど。でも……望んでいない。僕はそれを、望んでいなかった。


……ちょっとだけ僕の両親のことを思い出してきてしまって、慌てて頭の中から二人を追い出す。今はそんなこと考えてる場合じゃあないんだよ。


「そう、ね。あなたは絵を描いていたい人ではあるけれど、絵を売りたい人ではないのよね。きっと。アージェントの出した条件がそこまで悪い条件ではないと思うし、きっとあの条件を求めている人も、沢山いるのでしょうけれど……あなたは望んでいないのだから、しょうがないわ」


……うん。きっと僕は、恵まれているのだと、思うけれど。でも、望んでない。『ここへ来い』って言われて豪華な椅子に座るよりも、『こっち来いよ！』って言われて森の原っぱに座る方が、多分、僕の趣味に合ってる。


うん。そう。そういうことなんだよなあ。居たくない場所の滞在許可をもらっても、嬉しくない。だから今、僕は嬉しくない。


「うん。僕、やっぱりあの話、断る」


折角の話を断るのは申し訳ないと思うし、相手に悪いな、とも思う。けれどやっぱり、僕が居たい場所は……アージェントさんの家じゃ、ないから。


……一緒に居てくれる相手は、僕を成功させてくれる人じゃなくて、失敗した時に、一緒に悔しがったり、笑ったりしてくれる人だから。


「そうだな。そうしろ」


「私もそうした方がいいと思うわ」


ラオクレスとクロアさんはちょっと笑ってそう言ってくれた。うん。二人がちょっと笑顔になってくれたから、嬉しい。






「でも問題は、断らせてくれるかどうか、よね」


……けれど、クロアさんはそこでまた表情を曇らせた。


「断るならレッドガルド領へ圧力をかける、くらいのことは言いかねないわよ。あのジジイ」


「……レッドガルド家には話を付ける、と言っていたが。既に何か、話があるのかもしれないな」


「そうね。レッドガルド家にはもう、アージェントから圧力がかかっているのかもしれないわ」


……それは、考えて、なかったな。


「そもそも、トウゴ君に最初の手紙を送ってきた時点で、不審だったわね」


クロアさんはそう言って、椅子の上で長い脚を組む。そういえばクロアさん、そういうこと言ってたなあ。


「トウゴ君を引き抜きたい、っていう気持ちには十分、納得できるわ。私は絵について詳しくはないけれど。でも、あなたの絵って、特徴があるでしょう？　なら、一過性であったとしても、流行になる可能性は十分に高い」


「な、成程……？」


クロアさんの、遠慮が無くてその分まっすぐで分かりやすい意見に、ちょっと納得してしまった。要は、水彩画が珍しい、っていうことだよね。


「そっか。それでアージェントさんは、僕を引き抜きたい、のか……」


「そうね。一過性で終わるかもしれないけれど、今後の本流がトウゴ君の画風になっていく可能性もまた十分にある。なら、その先駆者となる若い画家を自分の家で抱えておきたい、というところまでは十分に理解できるわね」


成程なあ。大金持ちの人なら、多少のリスクをとってでも、今後のために投資しておく、っていう考え方でそう動いても不思議じゃないのか。むしろ、僕を雇うくらい、リスクでもなんでもないのかもしれない。


……あれ？　けれど、そうなると、クロアさんの言う『不審』っていうのは……。


「とにかく不審なのは……『早すぎる』っていうこと」


僕の疑問を察知したのか、クロアさんはそう、話し始めてくれた。最初に来たアージェントさんの手紙をつまんで、ひらひら、とやりつつ。


「早すぎる？」


「ええ。いくらなんでも早すぎるわ。トウゴ君が絵師として働くようになってから、まだ依頼を十も請けていないのよ？」


……そういえばそうだ。僕、絵師としては駆け出しも駆け出し、レッドガルド家とオースカイア家、そしてサフィールさんのお友達相手にしか仕事をしていないんだった。つまり、僕を知る機会は相当限られるはず。


「元々トウゴ君を狙っていて、絵師として仕事を始めたからようやく声を掛けに来た、って考えた方が自然だわ」


元々、僕を狙って……。そういうことなら、僕は心当たりがある。


「レッドドラゴン目当てなんじゃないかしら、あいつ」


ぴん、と爪の先で封筒の差出人名を弾いて、クロアさんはそう言った。






「そう考えるなら色々と納得がいくわね。レッドガルド家に入りこんでいた医者。あいつがアージェント家と繋がってたって考えるのが妥当だわ」


「ああ、クロアさんが助手さんとして潜りこんでいた時の……」


思い出した、思い出した。確かあの時は、クロアさんがジオレン家の密偵さんとしてやって来ていたけれど……あのお医者さんの方も、どこかの家と繋がっている人、だったんだっけ。そうか。その先が、アージェント家……。


「ということはトウゴ君を攫おうとしたのもアージェント家かしらね。全く、品の無い奴ら」


クロアさんは綺麗な顔を憎々し気に歪めて、吐き捨てるようにそう言うと、また少し考え始めた。……そして。


「ご進言よ、トウゴ君。あなた、くれぐれも『自分はレッドドラゴン目当てで呼ばれた』なんて思っていないように振る舞いなさいな」


「え？」


クロアさんが言った言葉の意味を考えている間にも、クロアさんは説明してくれる。


「相手は油断してる。間違いなく、ね。ジオレン家の密偵が寝返ったとは流石に思っていないでしょうし……何より、トウゴ君が絵描きとしての成功を夢見るただの子供だと思ってるわ。さっきの『商談』からも分かる通り、ね」


クロアさんは少し表情を曇らせた。話もだんだん、雲行きが怪しくなってくる。


「ただの子供を懐柔するための策だけを用意してくれているなら、いくらでもやりようがあるわ。少なくとも時間稼ぎにはなる。けれど、最初から『レッドドラゴンは渡さない』って言ってしまったら……アージェント領は力づくでトウゴ君を捕まえようとするでしょう。きっと、レッドガルド家を脅して」


「……うん」


脅す。レッドガルド家を……フェイ達を。


「あいつらが武力に訴えかけたら、レッドガルド領は絶対に勝てないわ」


思い返してみると、フェイの様子がおかしかった。


多分、いつものフェイだったら、僕を引き留めてくれたと思う。『最終的にはトウゴが決めろよ？』って言いながらも、フェイの気持ちを言ってくれたと思う。


……けれど今回は、何も言わなかった。全部、僕が決めろ、って言ってた。


それって……僕がアージェント家に行くのを遠慮しないように、っていうことなのかと思っていたけれど、違ったのか。


フェイは僕に、『話を断ることでレッドガルド家に迷惑が掛かるんじゃないか』って思わせないように、何も言わなかったんだ。










「……ああ、落ち着いて、トウゴ君。大丈夫よ」


……考えていたらどんどん頭が真っ白になっていくような感覚があったのだけれど、クロアさんが僕の両肩に手を置いてゆさゆさ、とやってくれて、意識が戻ってこれた。


「今、相手がトウゴ君に対してこういう風に接して来ているということは、相手だって武力に訴えかけるような醜みにくい真似はしたくないっていうことでしょう。貴族って皆、見栄っ張りだから」


「……そっか」


「ええ。武力はあくまでも最終手段よ。誰にとっても、ね」


……クロアさんの言葉を聞いて、少し安心した。そうだよね。今すぐに何かが起こる、っていう話ではないんだから、


「だから、相手を油断させたままそっと離れるの。敵対は明示しないで、けれど相手のお抱え絵師にはならない、っていう絶妙な立ち位置を保てればそれが一番いいわ」


「成程……あくまでもレッドドラゴンの召喚じゃなくて、絵の話に終始すればいいんだね」


「そうね。そうしている分には相手だって、いきなり強硬手段には出られないでしょうから」


成程。相手が僕を『召喚術師』とかじゃなくて『絵師』として求めている以上は、ひとまず安全。相手を油断させておく効果もあるし、話を剣呑な方へもっていかない効果もある、と……。


「まあ、あなたの最大の武器は、その真っ直ぐな心ね」


クロアさんは僕の顔を覗き込むと、そっと笑ってそう言って……何を思ったのか、なで、なで、と優しい手つきで僕の頭を撫でる。……あの、ねえ、なんで撫でるの？


「いっぱい悩んで頂戴。悩むこと自体が、アージェントに対抗する手段になると思うから」


クロアさんは優しく笑って、そう、言うのだった。……うーん、よく、分からないけれど。でも、そういうことなら、もうちょっと悩みます……。






それからしばらく悩んでみた。けれど、いい案が何も思い浮かばない。


「……どうしたらアージェントさん、断らせてくれるだろうか……」


本当なら、アージェントさんに気持ちを分かってもらえればいいんだけれど。一番いいのって、多分、それだと思う。……ただ、一番可能性が低いのってやっぱりこれだとも思う。


「そうね……咲いている花を摘むなと言って聞く相手ではないでしょうから。根こそぎ刈り取って自分の屋敷に飾って枯れたら捨てる、ぐらいの気持ちでしか花を見ていないのでしょう。あいつは」


「飾る心があればいいがな」


……分かり合えない人が居るっていうことは、僕も知ってる。どうしようもないすれ違いは、どこでだって起きるものだ。意図していてもしていなくても。


血の滲むような努力の果てに歩み寄ることができたって、重なり合えないことだってある。血を分けた家族とだって分かり合えないことなんて、よくある事だ。


「そうねえ……じゃあ、暗殺しちゃう？」


「え、えええっ!?　だ、駄目だよ！　駄目だよ！」


「ふふふ、冗談よ」


……クロアさんがサラッと言う冗談って、冗談に聞こえなくて結構びっくりする！　ほら、ほら、ラオクレスまで、ちょっと『本気じゃなかったのか』みたいな顔を……あの、ラオクレスも、暗殺、しないよね？


「でも、一番手っ取り早くて、かつ、きちんと解決する方法って、相手を暗殺することだと思うわ。冗談でもなく、本当に、ね」


……クロアさんの言うことは、分かる。分かるよ。分からない程、僕も馬鹿じゃないし……僕だって、そういうことを思ってしまったこと、無いわけじゃ、ないから。


けれど……あくまでもそれは、最終手段であるべきだ。初めから分かり合う努力を怠るのは、よくない、と思う。あくまでも、理想の話だけれど。それでも、理想を追求したいから。


「あの」


馬鹿かな、馬鹿だろうな、と思いながらも、僕は提案した。


「やっぱり僕、交渉でなんとかしようと思う。あくまでも、絵師として」






「僕、アージェントさんから気持ちを聞いていないけれど、僕だって気持ち、伝えてない。だから、あくまでも絵師としての立場から、絵師としてお断りしようと思う」


僕がそう言うと、ラオクレスとクロアさんはちょっと驚いたような顔をして……そして、気の抜けたような笑顔を浮かべた。


「そうだな。それがお前らしくていい」


「一番穏便でもあるわね。まあ、妥当なところかしら」


……二人に受け入れられて、ちょっとほっとする。よかった。反対されるかと思った。


「ならしっかり、言うべき事を考えておかなきゃね。あなた、いざとなったら言葉が出てこないかもしれないでしょう？」


「うん。一旦全部、書き出してみる」


二人の同意が得られて安心しながら、僕は早速、考え始める。言葉を選ぶのは苦手だから、沢山考えないといけない。けれど、暗殺を考えるよりはずっと、気持ちが楽だ。


「まあ……交渉決裂となったなら、その時は諦めて別の道を探せばいい。……フェイも覚悟はしているだろう」


……うん。フェイは、覚悟してる。そう思う。


王城のパーティに招かれた時だって、言ってた。レッドドラゴンを手にしたことで起こるありとあらゆるトラブルについては、もう話し合い済みだし、それらに立ち向かうつもりだ、って。


フェイは、僕なんかよりずっとずっと、強くて格好いい人だ。……だから、甘えさせてもらう。






……そんな折、突然、窓の外がざわついた。


なんだろう、と思って窓を開けてみると、聞き慣れた羽音が聞こえる。慌てて外に出ると……なんと。


「トウゴー！　元気か!?　元気じゃなさそうな顔、してるなあ！」


明るい笑顔を浮かべたフェイが、そこに居た。


フェイは、レッドドラゴンの上から直接窓を通って室内へ。それからレッドドラゴンを宝石にしまって、改めて僕と向かい合う。


「あの、フェイ？　どうしてここに？」


不思議に思ってフェイを見返すと、フェイは少し気まずそうに頭をがしがし掻いた。


「……やっぱ、レッドガルド家抜きで話を進められるってのも癪しゃくだしさ。お前を送り出しといて今更だけど、追っかけてきた！」


フェイはそう言って、にっ、と笑った。……その笑顔を見ていたら、なんだか元気が湧いてくる。


「ねえ、フェイ。僕、アージェントさんのお話、断ろうと思う」


「おう！　そうしろそうしろ！　俺達だって俺達のお抱え絵師を盗られるのは癪だ！」


「でも、僕が断るせいでアージェントさんがレッドガルド領に酷いことをしてくるかもしれない」


「あー、確かに言ってたなあ、それ！　なーにが『是非貴殿らにはトウゴ・ウエソラを快く送り出して頂きたい。そうしてもらえれば、レッドガルド領はあらゆる脅威から逃れることができるだろう』だ！　無礼にも程があるぜあのジジイ！　けっ、あんなのの言いなりになるのは御免だね！」


フェイは怒りながらそんなことを言うと……にんまり笑って、言った。


「ってことで、クロアさんに頼んでアージェントを暗殺してもらおうぜ！　……なんてな！」


……クロアさんがころころ笑い出してしまった。ラオクレスも『よし』みたいな顔をしている。駄目だよ。駄目だからね！


でもなんだか元気が出てきた。フェイが一緒なら、僕、言いたいことをちゃんと言える気がする。










そうして翌日。僕らは揃って、アージェントさんの家へ向かった。


アージェントさんはフェイが一緒に来た事に驚いたらしいけれど、断ることなく一緒に通してくれた。


通された先の応接室で、僕はソファに座る。僕の隣にフェイとクロアさん。ラオクレスは少し離れた位置。……大丈夫だ。皆居るし、僕はちゃんと、言いたいことを言える。


「結論は出たかな？」


アージェントさんはそう言いつつ、僕をじっと見る。その視線に気圧されそうになりながら、でも、僕はちゃんと、言わなきゃいけない。


「僕、あなたとすれ違っていると思うんです。多分、僕が望んでいることとあなたが望んでいることは違っていて……」


あくまでも、絵師として。アージェントさんが僕を『絵師』として、この土俵の上で求めているというのなら、僕もただの絵師として戦えばいいんだ。


「だから、その確認をさせてください。僕らが互いに違うものを考えているっていう、確認を」






アージェントさんは意外そうな、不思議そうな、そんな顔をしていた。興味深そう、というようにも見える。或いは、それら全部が演技で、単に面倒と思っているかもしれないけれど。


「ふむ。確認、か。君の不安を取り除くためなら必要なことなのだろうな。何を確認したい？」


「まず、あなたが僕に何を望んでいるか、です」


僕がそう言うと、アージェントさんは少し首を傾げながら、答えてくれた。


「何を望むか、と言われれば、まあ、絵師として絵を描いてほしいと思っているとも。そして願わくば、広く名を知られる絵師となり、王城に絵を飾るようになり……絵師として成功してほしいとも願っている」


アージェントさんはにっこり笑ってそう言ってくれた。完全な善意だ。多分。


……だからこそ、僕らはすれ違っている。


「その、僕、絵を売りたいとも、名を売りたいとも、思っていないんです」


僕がそう言うと、アージェントさんは明らかに、狼狽ろうばいした表情を見せた。


「……売りたいと思わない？」


アージェントさんは『絵を売る』ことを『当たり前のこと』だと思っているらしい。多分、絵は売れれば売れる程良くて、それ以外のことってあまり関係無いんだろう。


「僕は一日に一回くらいご飯を食べられて、森の中で暮らしながらずっと絵を描いていられればそれでよくって……別に、売れなくてもいいんです。ただ、絵を描いていたい。お金が無いと生きていけないから、その分は必要だけれど……それ以上のお金は必要ないんです」


僕がそう言うと、アージェントさんはちょっと、理解が追いついていないような顔をした。真剣に僕の話を聞いているふりをしながら、その裏で、必死に僕の言葉の意味を考えている。そういうかんじだ。


「……それから、もっと我儘を言っていいなら、僕の絵を好きで居てくれる人のために絵を描きたい。だって、僕は絵を描くことが好きで、描いた絵も好きだから。だから、描いた絵を買ってもらえるのは嬉しいんですけれど、でも、売るために描いている訳じゃなくて……絵を評価してもらう方法がお金だっていうだけなんです」


伝わっているだろうか。すごく不安だ。アージェントさんは思考を巡らせているのだろうけれど、それってつまり、考えてくれているっていうことだろうか。僕の言葉を理解しようとしてくれているんだろうか。それとも、それより先に、僕をどうしようか考えているだけなのかな。


「それから僕、地位も特に欲しくないんです」


「……それは何故だ？」


何故、と言われると、困る。けれど、僕には地位が必要無い。それは、居心地が悪いからだろうし、地位が無くても幸せに暮らせる方法が見つかってしまっているからかもしれない。


「うーん……必要無いんです。それで、好きでも、なくて……僕、高い場所や華やかな明るい場所は、あんまり好きじゃないみたいで……地味で狭くてちょっと薄暗くてぬくぬく暖かいようなところが好きなんです」


僕が必死に説明すると、アージェントさんは理解できないものを見るような目で僕を見たし、フェイはちょっと吹き出しかけて慌てて顔を背けていたし、クロアさんもなんだかにっこりしていた。……そんなに変なことは言っていないつもりだよ！


「その、地位を……居場所をもらうっていうことは嬉しいことで、ありがたいことです。僕はレッドガルド領に居場所を貰って、すごく、居心地がいいんです」


「……そうか。なら、より多くの『居場所』があった方がよいのではないか？」


「でも、どんなに居場所を貰っても、そこに居たいかどうかはまた別みたいなんです。色んな居場所があった方が、いいのかもしれない。あって困るものでもないのかも。でも僕は、それを特に必要としていなくて……『あってもいい』って、『無くてもいい』わけで、つまり僕は、地位っていうものに魅力を感じていないんです」






アージェントさんの表情にちょっと、焦りみたいなものが見える。それを誤魔化すみたいに、アージェントさんは部屋の隅に居たメイドさんに言って、お茶の準備をしてもらうことにしたらしい。メイドさん達がお茶の準備を進める傍らで、僕は一番言いたいことを言う。


「それから、どうしても、納得いかないことがあって」


「……なんだね」


「あなたがどうして僕を評価してくださったのかが分からないんです」


僕がそう尋ねたら、アージェントさんは訝いぶかしげな顔をした。


「……理由は昨日も聞いていたな」


「はい」


「その時の返答では納得できなかった、ということかね？」


アージェントさんの言葉に、頷く。そうだ。僕はあれじゃ、納得できなかった。


「僕は絵師です。絵を描く人だから、当然、僕の評価は絵の評価なんだと思いました」


僕がそう言うと、アージェントさんは『当然だな』というような顔で頷く。


「でも、あなたからの評価は、絵の評価じゃなかったので……」


「……絵の評価ではなかった？」


多分、ここが一番大きなすれ違いだったんだ。アージェントさんは、不可解そうな、そういう顔をしている。確かに絵の評価を述べたはずだ、というような。


……でも、僕が聞きたかったのは、それじゃない。


「『どうして僕にこの話をくれたんですか』って聞いた時、僕の絵が他の人にどう評価されるかは話してくれたけれど、絵自体のことは言ってくれなかった。僕の絵の、何が良いと思われたのか、どこが気にいられたのか、分からなかったんです」


そこでようやく、アージェントさんは、僕らの間の齟齬そごに気付いてくれた。


「それは、ちょっと寂しかった。アージェントさんは僕の絵を見て『これならいける』って思って下さったんですよね。でも、それは僕が聞きたかった『絵の評価』じゃなくて……それって、『絵を売る話』であって、『絵自体の評価』じゃなかった」


僕がそう言った時、アージェントさんの目には明らかに動揺の色が走った。……多分、昨日言った『僕には重いお話なので』よりもずっとちゃんと、僕の気持ちが、伝わってる。


「『見てると落ち着く』でも『色合いが好き』でも、何なら『よく分からない』でもいいから、絵について何か思ってほしい。絵の先にあるものじゃなくて、絵を見てほしいんです。僕が聞きたいのはそういうものなんです」


なので、改めて。


「あの、もう一度、教えて下さい。アージェントさんは、僕の絵を見て、どう思われましたか？」


僕を絵師として雇おうとしている人に、絵師として、一番聞きたかったことを聞いた。






アージェントさんはしばらく、黙っていた。優雅にお茶のカップを傾ける様子は余裕たっぷりに見えたけれど、その裏で、何かを必死に考えているようにも見えた。


……僕がどきどきしながら、アージェントさんの言葉を待っていると。


「……アージェント卿。その、差し出がましいようですけれど」


そこへ、フェイが口を挟んだ。


「あなた、トウゴの絵、見てないですよね」


アージェントさんが、凍り付いたように固まる。瞬きもせず、じっとフェイを見て……それから、僕の視線に気づいて、僕をちらりと気まずげに見る。


……そっか。この人、僕の絵、見たことなかったのか。


すとん、と納得がいった。それなら、なんというか……まあ、さっきまでの対応も、分かる。だって、見ていないものの感想は言えない。


「きっと、噂だけお聞きになったんですよね。ちょっと珍しい絵を描く絵師が居る、って。それで、トウゴに声を掛けた」


「随分と無礼なことを言うものだな。まさか私が、商品として扱うものを確認しなかったとでも？」


アージェントさんから発された言葉は随分と不機嫌そうで、僕は怯みそうになる。でも、ここで怯むべきじゃない。


「僕は絵師です。評価は絵に欲しいんです。……絵というものが流行と値札以外どうでもいいのなら、ここは僕の居たい場所じゃない。だって僕は絵師であって、飾りものでも、商品でもないから」


アージェントさんは少し気まずげな眼をした。僕の絵を見ていないことに対して、かな。上手く言いくるめられなかった事を後悔しているのかもしれない。けれど、彼が何か思ってくれたなら、僕の言葉は無駄じゃない。


「あなたが出してくださった条件にあったもの、全部、僕が欲しいものじゃなかったんです。お金でも地位でも、僕、満足できない」


……アージェントさんは椅子の背凭もたれに体を沈めると、ちら、とフェイを見る。


「レッドガルド家から何か、吹きこんだのかね？」


「いいえ。特に何も。……ただ、うちの絵師がお話しするにあたって、レッドガルド家の者が一人も臨席しないというのは失礼かと思いまして」


フェイはそつのない受け答えをして……それから、ちょっと表情を崩した。


「ついでに俺の親友が大物の話を断るっていうもんですから、まあ、俺も腹括るかな、と思いまして。こいつ一人で断らせるのもどうかと」


その表情に、僕は元気をもらう。アージェントさんは元気を吸い取られたみたいな顔をしているけれど。


「あの、アージェントさん」


貰った元気を使って、なんとか、僕は伝える。


「やっぱり、今回のお話はお断りさせてください。僕にはあんまりにも重たいお話です。重すぎて、歩けなくなってしまいそうだから」






それから、アージェントさんはしばらく黙っていた。


「……実に残念だ。君はもっと賢いかと思っていたのだが」


……そして彼がもう一度口を開いた時、その声は随分と冷たかった。


少し緊張する。でも、ちょっと嬉しい。失望されるっていうことは、分かってもらえるっていうことだ。僕がどういう生き物なのか……アージェントさんの望む形をしていないっていうことを、ちゃんと分かってもらえたっていうことだ。だから、嬉しい。


失望される勇気も無かった僕から、一歩前進だ。ちゃんと、伝えたいことを、伝えられた。


「はい。僕、あんまり賢くないです。あなたが望む形をした生き物じゃないんです」


アージェントさんは僕の返答がちょっと意外だったのかもしれない。僕が『失望された』ってしょんぼりすることを期待していたのかもしれない。


「覚えておくといい。君程度、幾らでも代わりは居る。君の絵にも大した価値は無い。それを、まるで大物画家ぶったような口を叩くとは。身の程知らずもいいところだな」


最初と言っていることが変わってきたけれど、多分、こっちがアージェントさんの本心なんだろう。本心を言ってくれるようになったんだから、これも一歩前進だ。


「はい。あなたにとって僕の代わりは沢山居ると思います。僕はそんなに絵が上手い方じゃないと思う。少なくとも、プロとしてちゃんとやって居る人達と比べたら、当然」


僕が答えると、アージェントさんは鼻で笑う。うん。まあ、僕の絵の腕は鼻で笑われる程度だよ。


「だから僕は、『お前の代わりは幾らでもいる』って言う人よりも、『代わりは居ない』って言ってくれる人のところに行きたい」


でも、鼻で笑われるような腕の絵でも、気に入ってくれる人が居るから。そして、僕はそれが嬉しいから。


「なら一生辺境に居るがいい。……後悔するぞ。君は決して成功できん」


僕の隣で、フェイがちょっと反応する。フェイはそっと僕を見て……それから、にんまり、笑った。それが嬉しいので僕の顔も緩む。


うん。そうだ。僕、成功させてくれる人よりも、失敗した時に一緒に悔しがったり笑ったりしてくれる人がいい。


僕、アージェントさん達の思う『成功』じゃ、満足できないんだ。






「……ふん。構わんよ。儂とて、成功する気概も無い者に手を掛けてやる暇はないのでな」


やがてアージェントさんは不機嫌そうにそう言って、それから、フェイを睨んだ。


「レッドガルドの倅せがれだと言ったな、お前は」


「はい」


フェイはそれに姿勢を正して、緊張した表情を浮かべる。


「分かっておるだろうな？」


アージェントさんの言葉が重い。空気が重い。……けれど、その中で、フェイは。


「ええ。トウゴは俺達のところで成功させますよ！」


じっと、アージェントさんを見つめ返してフェイはそう答えた。それはそれは眩しい笑顔で。


……アージェントさんが、『何を言っているんだこいつは』みたいな顔をした。けれどフェイは笑って続ける。


「トウゴはいい奴です。うちの環境を気に入って、うちで絵を描いてくれるっていうんなら、その分は俺達も応えたい！」


フェイは熱く語る。きらきらとした目で。……そしてアージェントさんは困っている。あの、ええと、多分、さっきの『分かっておるだろうな？』は、『この後酷い目に遭うぞ、お前は』っていう意味だったんだと思うんだけれど……。


「トウゴは必ず我らレッドガルド家が責任を持って、幸せにしてみせます！」


あの、フェイ。ねえ。ちょっと。


アージェントさんが言っているのって、その、決して、『トウゴ・ウエソラを渡さないならその分幸せにしろ』とか、そういう意味じゃ、なかったと思うんだけれど……！


……ああ！　アージェントさんが、アージェントさんが……困惑している！


そういえば、前、先生が言ってたな。『いいか、トーゴ。戦いは同じレベルの者同士でしか発生しない。つまり……馬鹿と戦いたくなかったら賢くなればいい。そして、やり手相手には馬鹿のふりをすると戦いを回避できる！』と……。










僕らはそのままの勢いで、アージェントさんの家を後にした。


そうして宿へ戻って……ラオクレスが窓の外と廊下、クロアさんが室内を何か確認して……そこで、クロアさんが笑い転げる。


「巧くやったわねえ、フェイ君！」


そしてクロアさんは、突然、ぎゅう、とフェイを抱きしめた。フェイは『ううおおわああああ!?　クロアさん!?　クロアさん!?』と慌てている。慌てるフェイって珍しいなあ。描きたくなってきた。


「本当に！　ああ、フェイ君！　あなたって最高！」


クロアさんはフェイをぎゅっとやったまま、くるくる回り始めた。……この人、大分森っぽくなったなあ。


「……まさか、ああ出るとはな」


ラオクレスは、呆れたような、気の抜けたような笑顔を浮かべている。ラオクレスは最初に会った頃よりも柔らかくなった。石膏像っぽくないけれど、これはこれで良い。


「愚か者のふりをしておけば、愚か者に合わせたくないアージェントがやり合う気力を失う、ということか。……あれができるのは大したものだ」


「へっへっへ。ああいうことができるのがブラブラしてるだけの次男坊の特権、ってな！」


フェイはにや、と笑みを浮かべて、その内クロアさんにくるくる回されるだけじゃなくてクロアさんの手を取って優雅にターンを決め始めた。そしてそのままダンスへ移行していく。わあ、貴族っぽいなあ。描きたい。


「……アージェントさん、レッドガルド領に酷いこと、しないでくれるかな」


「それはねえだろうな。何かはしてくる。絶対に」


そして、クロアさんと一緒にステップを踏んでいるフェイは、僕の言葉にちょっと真剣な顔でそう答えた。……まあ、そうだよね。でもまあ、ひとまず今日、アージェントさんのお屋敷で捕まえられてしまうようなことが無かっただけでも、万々歳、なのかな……。


「……でもな。俺達だって、何もしてねえわけじゃ、ねえんだぜ？」


僕がちょっと落ち込んでいると、フェイはばちりとウインクして、くるくる、とクロアさんを回す。クロアさんも軽やかにくるくる回って……ぱちん、とウインクした。


「ということでトウゴ君。これからますます働いてもらうから、覚悟しておいてね」


……なんだなんだ。いや、僕にできることなら、何でもするけれど……。










それから、一週間後。


「よーし！　トウゴ！　依頼だ！」


「わあ、いっぱいだ……」


僕のところには、依頼が沢山。どうやら、サフィールさんの友達の友達、ぐらいの人達の間で僕の絵がちょっと人気、ということらしい。届いた手紙には、『色鮮やかで透き通るような森の表現が非常に素晴らしい』とか『人物画の柔らかな表情に惹かれた』とか、『なんか好き！』とか、感想が沢山描いてあって……なんというか、只々嬉しい。そうそう、こういうのが嬉しいんだ！　こういうのを待ってた！　ああ、感想が貰えるってなんて嬉しいことなんだろう！


こうして沢山の依頼をこなす理由は、ただ一つ。アージェントさんへの対抗のためだ。


「とにかくお前の知名度を高めるんだ。トウゴ・ウエソラはレッドガルド家のお抱え絵師、ってな！」


「トウゴ君がレッドガルド家ととても仲良し、っていうところも存分に見せつけておやりなさいな」


「うん。頑張る」


……今の僕は、知名度が低い。だから、アージェントさん達は僕を攫って無理矢理お抱え絵師っていうことにしてしまっても、レッドガルド家が抗議する余地が無いだろう、ということだった。


だから今、僕はこうして知名度を上げるべく頑張っている。依頼をこなして、多くの人に僕の名前と『レッドガルド家お抱え絵師』っていう肩書きを知ってもらう。これが僕自身を守ることになるんだ。


「でも、フェイ……僕はいいけれど、レッドガルド領については、大丈夫？」


「おう！　レッドガルド領のことは親父が他の近隣諸侯に根回ししてるからな！」


アージェント領からの嫌がらせは、確実にあるだろう。僕のことを諦めるにせよ、レッドガルド家を『見せしめ』にする必要があるから……らしい。嫌な話だけれど。


だから今、フェイのお父さんやお兄さんが頑張ってる。近所の貴族の人達に声を掛けて仲良くなって、村八分状態にならないようにしているらしい。


「その……ごめんなさい。僕のせいで、こんな風になって」


なんというか……申し訳ない、と思う。僕はレッドガルド家の利益になるようなこと、ほとんどできていないのに、僕が僕の居たい場所に居るために、レッドガルド家の皆さんにすごくご迷惑をおかけしてる。


「そういうこと言うなよお。俺はお前に命を救われたし、レッドドラゴンを授かった。んで、何よりもまず先に、俺とお前は親友だ！」


でも、フェイはそう言って僕の背中をばしばしやると、満面の笑みを浮かべてくれた。


「なら、遠慮はナシだぜ、トウゴ！　……それに俺も、アージェントのやり方は気に食わねえって思ってたしよー」


「……うん」


ありがたいなあ、と思う。そしてやっぱり、この人達のところに居たいなあ、とも。






「ってことで……トウゴぉ」


僕がそんなことを考えていたら……フェイがふと、こんなことを言った。


「画廊を開かねえか？」






＊画廊を作ろう


「画廊？」


「おう。画廊画廊。お前の絵を飾っておいて、展示と販売を兼ねる場所だな」


そ、そっか。そういうシステムもあるのか。それにしても、画廊……。


「……僕、本当に絵師になったんだなあ」


なんだか僕には大それた話のような気がするけれど……でも、嬉しい。


「ってことで早速、場所探しだな。えーと……」


フェイはちょっと考えて、考えて……そして。


「あー……トウゴ？　その、お前、建物は描いて出せる、んだっけ……？」


……そう、聞いてきた。






「……わあ。素敵な更地だ」


「だろ？　……いや、ちょっと待て。なんだよ、素敵な更地って。素敵じゃない更地ってあるのか？　というか素敵？　素敵か？」


「うん。なんとなく……こう、そんなに広くなくて、周りに草が茂ってて、いいかんじの更地だよ」


僕が案内されたのは、レッドガルド家の敷地内。お屋敷の裏手にあたる場所。ちょっと木が生えているくらいで、他には何も無い。『昔は人の手が入っていたけれど今は放っておかれている土地』っていうかんじだ。


「元々はここ、屋外訓練所だったらしいんだけどな。うちの騎士達には別の所に詰め所と訓練所があるから……まあ、不便なこっちをわざわざ使う理由もなくなって、今はここ、只の更地なんだよ」


そっか。屋外訓練所。……そういうかんじだ。石が落ちていなかったり、妙に土地が踏み固められていたりするのはそういうことだったのか。いい土台だなあって思ってた。


「まあ、家を建てるのはお前の役目ってことになっちまうけどさ。ここ、お前の画廊にしていいぜ。お前の家の二階、もう画廊みたいになってるじゃん。あの中で売ってもいい絵があったらこっちに持ってきて飾っとけよ。それで、気に入った人が居たらそれを買っていってもらう。どうだ？」


……それはいいかもしれない。


ほら、依頼で描くことになると、『想像していたのと違う』ってことがあるかもしれない。けれど、現物を見て買うのなら、そういうすれ違いは起きない。その方がお客さんにも満足してもらえるんじゃないだろうか。


「そうする」


「お！　そうか！　じゃあこの土地、好きに使っていいからな！」


「……いいの？」


「おう。使ってねえ土地だし、こっちの方に何か増やす予定もねえし、親父と兄貴の許可は取ってある！　……まあ、その分、画廊の建設はお前任せにしちまって、申し訳ねえけど……」


それは気にならないよ。建物のデザインだって楽しいし……うん。十分にありがたい。


「じゃあ、ありがたく使わせてもらいます」


「おう！　そうしろそうしろ！　ここにお前の絵が沢山飾ってあると俺だけじゃなくて兄貴も親父も覗きやすいしな！」


……ということで。フェイのお言葉に甘えて、僕はレッドガルド家の敷地の片隅に、僕の画廊を持たせてもらうことになった。うーん、すごく幸運。






それから数日かけて描いた画廊は、平屋。小さめ。レッドガルド家の敷地の隅っこに置いておかせてもらうことを考えて、レッドガルド家の家の屋根より一段階くすんだ臙脂えんじ色の屋根と、アイボリーの壁だ。チョコレートブラウンの筋違すじかいが外壁にも見えているところがちょっとお洒落かな、と自分では思っている。


「こんな家が数時間で建っちまうんだもんなあ……うわ、すげえ、内装もある程度できてる」


「こだわりました」


内装、とは言っても、まだ壁紙を貼って、天井に魔石ランプを吊るして、床板を張って……ってやっただけだけれど。でも、ダークブラウンの床板とアイボリーの土壁、そしてミルクガラスのランプ……という内容にはちょっとこだわりました。壁には汚れ防止に腰板を付けたり、絵のことを考えて吸湿性に優れた土壁にしたり。画廊、っていうかんじがして、気に入ってる。


それからはひたすら、絵を飾っていく作業。まずは画廊に飾る絵とまだ手元に置いておく絵とを分けて、画廊に飾る絵にはそれぞれ額縁を描いて出して、額縁に絵を入れて、壁にかける。


……それだけといえばそれだけなんだけれど、結構大変だった。数がそれなりにあったし、額に入れてしまうと、大きい絵なんかは特に、重いし。


「人手が無かったらもっと大変だったなあ。皆、ありがとう」


「こういう手伝いくらいするよ」


「私もお手伝いできるわ！　……あっ、でも持ち上げるのは不安だわ！　インターリア、お願い！」


今回、絵をひたすら飾るのを手伝ってくれたのは、森の皆だ。子供達は絵を額縁に収めてくれたし、ラオクレスとインターリアさんがその額縁を壁に飾ってくれるんだ。本当に助かったよ。






「……画廊だ」


そして。用意してきた絵を全て飾り終わった時の達成感は、中々のものだった。壁一面に僕が描いた絵が飾ってある。……夢みたいだ。こんなに沢山絵を描けて、こんな風に壁に飾っておけるなんて。しかも、これを見に来る人が居るなんて。


「よお、トウゴ。できたか？　……おっ、結構緑っぽいな」


「まあ、森の絵が多いから……」


僕が描いたものは半分以上が森の絵だ。森の中の生き物の絵だったり、森の中の風景だったり、モチーフは色々なのだけれど……まあ、背景が森になるのは仕方ない。森暮らしだとこうなる。


「とりあえずこれで画廊はできたよ。あとは人にここを覗いてもらって、気に入ったのがあったら持っていってもらえればそれでいいや」


ということで、明日からでも画廊をオープンできるぞ、と意気込んでいたら。


「ちょ、ちょっと待て。おいおい、トウゴ。お前、まさかこの先のことは考えてねえの!?」


フェイが慌てて、僕を止めた。そして。


「警備員と販売員が居ねえと駄目だろ！」


……あっ。も、盲点、だった……。










それから、悩んだ。すごく、悩んだ。


うん。警備員も販売員も、必要だ。じゃないと、絵を盗まれ放題だ。いや、ちゃんと絵を気に入って盗んでくれるなら、僕はそれでもいいんだけれど……盗んだ人が必ずしも絵を大切にしてくれるわけじゃないんだろうな、っていうのも分かるから、だから、警備員は必要だ。


あと、絵を売るならそのあたりをやる人が居た方がいいのかもしれない。自動販売機とか無人販売所でもいい気もするけれど。……うーん。


「えーと、うちでそこらへん、やるか？」


「いや、それは駄目だよ。警備ぐらいは、レッドガルド家に迷惑かけない形でやりたい」


レッドガルド家の敷地とはいえ、お屋敷からは結構離れた位置だから、レッドガルド家の防犯には影響しないと思う。だからこそ、警備はレッドガルド家の手を煩わずらわせないようにしたい。


「ってことは、奴隷、買うか？」


「うーん……」


けれど、奴隷を買って何とかする、っていうのは、なんとなく……ええと、不確かな気がしてしまう。奴隷を信用していない訳ではないし、むしろ、奴隷に頼んだ方がいいのかな、という気もするのだけれど……モデルにするわけでもないのに奴隷を買う、っていうのは、なんとなく、抵抗があるというか。


しばらく悩んでいたら、フェイも一緒に悩んでくれた。


「うーん……じゃあラオクレスかインターリアさんに頼むか？」


「トウゴ殿。私はそれでも構わないが」


「いや、よくない。それじゃ、僕が二人を描けなくなっちゃう……」


それに、カーネリアちゃんはインターリアさんと一緒に居た方が嬉しいだろうし、ラオクレスには僕が飲食を忘れないように気を付けるっていう仕事が既にあるし……。


「いっそ、森に画廊を作るべきだったかな……」


「いや、そりゃ駄目だろ。あそこはほら、馬達の住処だし。俺もあんまり人は近づけたくねえよ」


うん、そうだよね。僕もちょっとそう思う。森の中に画廊がある分には僕が管理するのが簡単だけれど、森に人が近づくと、それはそれでよくない気もする。馬も妖精も居る森だし……。


「ってことはやっぱ、警備員か。傭兵でも雇うか？　住み込みで働いてくれるような奴」


「一日中見ていてもらうのは難しい気がする」


「そりゃー、複数人雇って交代制だろ。流石によー、人間の体力には限界があるっつの」


ああ、うん、そうだよね。僕の体力にも限界はあるし、一日中警備なんてしていられない。


……けれど。


「人間じゃなければ、いける、んじゃないだろうか……」


「ん？　……あー、つまり、召喚獣か!?」


「いや、召喚獣にしても、一日中の警備は可哀相だと思うけれど……でも、種族によっては」


今、僕の視界の端っこに、奇妙なものが映っているんだよ。


具体的には……妖精に先導されつつ、てくてくとやってくる……木。


……木。木が、歩いてる……。










「この子はトレントっていうの！　ものすごく長生きで、ものすごく気が長い木よ！」


魔物図鑑をずっと見てきたカーネリアちゃんを呼んできて解説を頼んだら、そう紹介してくれた。成程。長い木で、ものすごく木が長い木……？


「ずーっと同じところに居ても疲れないんですって。たまーに移動するらしいけれど、移動したらその後数千年、またずーっと同じところに居る、なんていうことも珍しくないらしいわ！」


「成程……すごい木だ」


それにしても、そんな木がどうして歩いていたんだろうか。カーネリアちゃんの説明だと、彼らが動くのってすごく珍しいことのような気がするけれど……。


「トウゴおにいちゃーん」


不思議に思っていたら、なんと、アンジェがやってきた。トレントの枝に抱っこされて。……あの枝、ああいう風にも動くんだなあ。






トレントに運ばれてきたアンジェは、妖精に囲まれながらふわふわ降りてきて着地した。一緒にやって来ていたリアンに『今の、何？』とこっそり聞いてみたら、『妖精の魔法だろ。アンジェは妖精と仲がいいから妖精の魔法がちょっと使えるらしいんだ』と教えてくれた。成程、アンジェは天使で妖精……。


「あのね、トウゴおにいちゃん。妖精さんが、ここではたらきたい、って。トレントさんもいっしょに、って」


……そしてアンジェは、妖精とトレントの通訳をしてくれた。どうやら妖精達、森にやってきたはいいけれど、そろそろまた人間も恋しくなってきたらしい。まあ、今まで王都という人の多いところに住んでいた妖精達だから、人間との触れ合いが欲しくなる気持ちは分かるよ。


「いや、でも、妖精に警備ってできるんだろうか……」


「いいんじゃねえの？　妖精達、チビだけど集まったら人間ぐらい殴り倒せるし。そもそも、大抵の悪いことする奴って妖精が見えねえらしいから、見えないところから殴られるようなもんだろ？」


……心配していたんだけれど、リアンがそう、説明してくれた。そうか。妖精って……人を殴り倒すの!?


「それに、トレントって木だろ？　人間の力じゃ動かせねえ相手だし、いいんじゃねえの？　妖精が係員兼警備員、トレントが警備員兼壁、みたいなかんじで」


「え、ええと……」


「それにもう、移動しちまってるし」


……確かにそうだね。トレント達、森の方から来ているようなのだけれど、これをまた森へ帰れ、って言うのはあまり移動しないトレント達には酷な話か。うーん……。


「ええと、じゃあ、よろしくお願いします……」


なんというか、いいのかなあ、と思いつつ、僕は妖精とトレント達にこの画廊をお任せすることにした。あ、妖精もトレントも、ぺこん、とお辞儀してくれた。……木がお辞儀すると、すごく不思議な眺めだなあ……。










……そして。いよいよ僕の画廊がオープンしました。


「……一見、無人なのがこえーよ」


「うん」


フェイの感想も尤もだ。画廊のアイボリーの壁の周りには野薔薇が咲き乱れていて、周囲には木がたくさん生えている。特に、建物の入り口のすぐ脇には、大きな木が二本、門みたいに立っていて頼もしい印象だけれど……警備員が居るようには見えない。


でも、ちゃんと居るんだよ。


「警備、ありがとうね」


けれど僕がそう声を掛けると……画廊の周りの木々が一斉に、わさわさ、と枝葉を揺らした。中には、根っこを上手に使ってその場でステップする木もある。


……うん。ここら一帯の木は全員、トレントだ。一見、ただの木々なんだけれど、全員、トレント。生垣の低木もトレント。壁に絡む野薔薇もトレント。こういう花咲くトレントも居るんだなあ。


ちなみに、トレントのお給料は魔力だ。具体的には、泉と宝石。泉は僕が新しく描いた。なので、画廊から少し離れたところに滾々こんこんと湧き水が出ている。トレント達はこの泉を気に入ってくれたらしい。やっぱり植物だから水が好きなんだろうか……。


そして、トレントは召喚獣にはならない魔物らしいので（植わっているものを宝石にしまうのは酷だよね）宝石はお給料として各自に渡してある。すべてのトレントは宝石を木のうろに大事そうにしまい込んでいる。一応、お気に召したらしい。よかった、よかった。


「あー、妖精も居るのな？」


「うん。張り切ってるみたいだ」


それから、妖精も居る。こちらはアンジェが仲介役になってくれたおかげで、妖精達を画廊のスタッフとして雇うことに成功した。


妖精はトレントを連れてきたことからも分かる通り、トレントとも仲がいいみたいだ。トレントの枝や葉っぱ、花なんかと戯れながら、画廊の周りを飛び回っている。妖精は数が多いし、ちゃんと交代しながら働いてね、と言ってあるから、多分大丈夫だと思う。


妖精に渡したお給料は、花畑と宝石細工の花。


画廊の裏手一面を花畑にしたらそこを気に入ってくれたようだし、宝石でできた花は、早速妖精達のお気に入りになったらしい。


宝石細工の花は、妖精一匹につき一輪用意した。それぞれの妖精にプレゼントしたら、彼らはそれを自分の住処に持ち帰ったり、好きな妖精同士で交換したり、集めて宝石細工の花束にして集会所みたいなところに飾ったり、色々と楽しみ始めた。気に入ってくれたようなら何より。






……そして、トレントと妖精が待ち構える画廊の外を抜けて画廊の中に入ると、そこには普通の建物がある。最初にちょっと廊下があって、廊下から部屋に入ると大きな部屋だ。そこの壁には絵が飾ってあって……まあ、普通の画廊だ。ちょっと中に妖精が入り込んでいるから、きらきらしているけれど。


「おいおい、トウゴぉ、ほんとにこれでいいのか？　『絵を持って帰る人はここにお金を入れて帰ってください』って書いてあるけどよぉ……」


「うん」


そして、部屋の入り口には籠と張り紙がある。張り紙の内容はフェイが言った通り。


「……ほんとに大丈夫かぁ？」


「うん。大丈夫。中の絵が壁から外されたら出入口を塞ぐようにトレントにお願いしてあるから」


お金を払わずに出てしまう人が居たら、トレントが出入口を塞いでしまうので、外に出られなくなる。絵を置いて帰るかお金を置いて帰るかしてもらわない限り、出入り口は開かない。


「えーと、ここにある金を盗もうとする奴は？」


「妖精が監視してるよ。それで妖精がトレントに出入口を塞ぐように言ってくれる」


ついでに、もし、リアンやアンジェみたいな、そういう子供が来て、お金をちょっと持っていこうとした時は……その時は、その妖精の気分次第で見逃していいよ、とも言ってある。


「とりあえず、無人に見える割にしっかりしてるのな」


「うん」


トレントはのんびり屋だから長時間の警備は苦にならないらしいし、妖精がサポートに入ってくれるから問題ないと思う。よっぽど頑張って武力制圧しようとする人が居たらまた話が変わってくるだろうけれど、絵を盗むために軍隊を連れてくるような人は居ないだろうし。


「……でもやっぱ無人に見えるよなあ、これ」


「クロアさんが『無人だと思って入るおバカな泥棒さんが何人か痛い目を見ればそれが他の泥棒さん達の抑止力になって丁度いいでしょうよ』って言ってた」


「あ、そういう……成程なあ」


クロアさんが言ってたんだから間違いないと思う。


「まあ、そういうことならいっか」


「うん。お客さんが見に来てくれるの、楽しみだ」


要は、善良な人相手なら何事もないただの無人画廊だ。ちょっと覗いて楽しんでくれたらそれでいい。もし買ってくれる人が居たらそれはそれで嬉しいけれど。










画廊を早速宣伝するため、僕は今までに注文をくれた人達にお手紙を出す。画廊への招待状だ。


……オープン初日は僕も画廊に居た。すると、色々な人が入ってきて、絵を見て楽しんでくれて、中には絵を買っていってくれる人も居た。


小さな女の子が親御さんらしい人と一緒に来て、お小遣いを握りしめて絵を見て回って、そしてじっくりじっくり見て決めた一枚を持って『ください！』と言いに来てくれた時は本当に嬉しかった。そしてちょっと恥ずかしい。


……そしてやっぱり、お客さんはこの画廊を不思議がった。


警備員が居ない、とか、お金は籠の中に入れていくだけ、とか、そういうところが不思議らしい。


「珍しい形式ですね。警備員も居ないし案内の者も居ないようだし……普段は開放されていない画廊なんですか？」


お客さんの内の一人が、少し心配そうにそう聞いてきてくれた。


「いえ。いつでも開いていますよ」


「あ、ではその時は警備の方が来るということですか」


「いいえ。警備員はもう居ますよ」


お客さんはきょとんとして、それからきょろきょろ、と辺りを見回す。でも、妖精はさっと隠れてしまうし、トレント達は完全にただの木のふりをしているから、見つけられない。


「……居るんですか？」


「はい。でも、絵を盗もうとしたり、酷い事をしようとしたりする人にしか分からないんです」


僕がそう言うと、お客さんは首を傾げながらも絵を一枚選んでお金を払って出て行った。うん。まいどあり。






ちなみに、画廊での盗難未遂は一週間で二件くらいあったけれど、それ以降はぱったりだ。


『あの画廊で酷い事をすると自分がもっと酷い目に遭わされる』だとか、『あの画廊には化け物が居る』だとか、『あの画廊はきっと精霊様のお気に入りで、悪い事をすると精霊様に罰せられる』だとか、そういう噂話が出回っているのが原因かもしれない。


それから、絵泥棒じゃなくて、お金の泥棒の方も出た。こちらも未遂だけれど。


案の定というか、あんまり裕福じゃない子が夕方ごろに入ってきて、お金をとっていこうとしたことがあったらしい。


でもその子は、その時籠に入っていたお金をありったけ持って行こうとして……でも出口に辿り着くより先に、ふと罪悪感に駆られたらしくて、結局、盗ろうとしていたお金を全部、籠に戻してしまったんだそうだ。


それで、画廊を一周して絵を見てから結局何も盗らずに出てしまったそうで、それを見ていた妖精達が審議して、その子に銀貨を一枚渡してあげることにしたらしい。


そういう報告があったよ、とアンジェが教えてくれたので、僕は、画廊に銀貨と飴の準備をしておくことにした。


……飴は、画廊に子供が来たらこっそりポケットに入れておくらしい。妖精達はこういう悪戯をするのが好きらしくて、僕の提案を喜んでくれた。


おかげで画廊は開いてから三週間で『子供が入るといつの間にか飴を持たされている』『あの画廊にはやはり精霊様が付いているのだ』『もしかしたら妖精の仕業かもしれない』なんて噂が立つようになって、子供が増えた。……ちょっと楽しい。










そうして僕の画廊はちょっとした話題になって、レッドガルド領に居る人達も、それ以外の貴族の人達も、ちょくちょく遊びに来てくれるようになった。


そうなると僕の知名度がちょっと上がってきたらしくて、僕のところには依頼が前よりたくさん来るようになった。忙しい、忙しい。……いや、ただ楽しく絵を描いているだけだから、前とやっていることは変わらないんだけれどね。でも、人から頼まれて、仕事として描いている絵は、やっぱりちょっと仕上げるのに気を遣うというか、疲れるというか。不思議だなあ……。


「よしよし。順調だな」


そして、そんな僕を見て、フェイはちょっと安心したような顔をする。


「こうしてトウゴの名前が知れていけば、アージェント家への抑止力になるだろ」


……画廊を作ったのも、お客さんからの依頼にどんどん応えていくのも、僕が『レッドガルド家のお抱え絵師』であることを広めていくためだ。


僕が無名なままだと、アージェントさんが僕を無理矢理攫って、『元々アージェント家の絵師だった』っていうことにしてしまいかねないから。


「僕のことはいいんだけれど、他は？　レッドガルド領は何か、被害を受けていたり、しない？」


「ひとまず、アージェントが何かやってきてる、ってことはねえよ。安心しろ」


僕としては僕のこと以上にフェイ達、レッドガルド家やこの土地レッドガルド領のことが心配になるのだけれど……ひとまず何事も無い、ということで、安心。


「ま、どうせ何か企んでやがるんだろうけどな。でも出たとこ勝負って事であんまり考えすぎないようにいこうぜ」


「うん」


フェイの言う通りだ。何が起こるか分からないものをずっと考えているのって疲れてしまうから。






「……そういえば、トウゴは異世界から来たんだったよな」


「うん」


急にちょっと改まったフェイを不思議に思いつつ頷くと、フェイは頷き返して、顔を曇らせた。


「じゃあ、元の世界に帰りてえよなあ……」


……えっ。あ、そ、そうだ。僕、すっかりこの世界……というよりは森に馴染んできてしまっているけれど、僕には帰るべき家があるんだった。そうだった。すっかり忘れかけてた。


「あ、そっか。そうだった……僕、いずれは元の世界に帰らなきゃいけない……ええと、帰れた方がいい、うーん……」


フェイから言われた言葉から、よくよく考えてみつつ、また、よくよく考えて……なんだか、無性に惜しいような、寂しいような、そういう気持ちになってしまう。


「……もしかして、トウゴぉ。お前、あんまり、帰りたくねえ、のか？」


「うーん……もう少し、ここに居たい、とは、思う。この世界でなら、僕は絵を描けるので……」


心配そうなフェイの言葉にそう、正直に話す。何せこの世界は、僕にとって最高に幸せなことに……絵を描いていても、誰も、怒らないんだよ！　誰も僕の絵や画材を捨てないし、むしろ森の馬なんかは積極的に僕を森のあちこちに運んで、風景画を描く手伝いをしてくれるくらいだし。


「でも、帰る手段が分かっていた方がいいのは、分かってる。それから……あるべき場所に居るべきなんじゃないかな、とも、漠然と、思ってる」


なんだろうな、いずれ帰らなきゃな、とは、思ってる。今すぐじゃない、いずれ、だけれど。でも……いずれは、帰らなきゃいけない。そういう、義務感、みたいなものが……ちょっと、ある。


「そっかぁ……」


フェイは僕を見て、なんだかちょっと複雑そうな顔をして……けれどすぐ、にんまりと満面の笑みを浮かべて、ぱし、と僕の背中を叩いた。


「ま、そういうことなら丁度いいや。調べといてやるよ」


「……え？」


「異世界人、他にも居るかもしれねえし、そいつらがどうにかして元の世界に帰った記録とかもあるかもしれねえしさ！　そういうの、分かってた方がいいだろ？」


フェイの申し出はとてもありがたい。僕、この世界のことがまるで分かっていないし、元の世界へ戻る方法なんて、どうやって調べればいいかすら分からないんだから。


「いいの？」


「おう！　……元々そのつもりだったんだ。お前に本当にどうしようもないような身の危険が迫った時、お前が元の世界に帰るってのは一つの手段だと思うからさ」


そして更に、そんなことをフェイが言うので、なんというか、ものすごく申し訳ない気分でいっぱいだ。


「その、僕……」


「気にするなって、トウゴ！」


けれど僕が何か言おうとする前に、フェイは僕の背中をばしばし叩いた。


「あくまでも選択肢は多い方がいい、って、それだけの話だ。あんま気にするなって」


……そう言って僕を見つめるフェイの目が、ちょっと寂しそうで、でも寂しさを打ち消すくらいに優しかったので。


「……うん。ありがとう」


僕も、あくまでも選択肢、ということで受け入れることにした。


元の世界に帰りたい、という気持ちは、その、正直なところ、とても薄い。フェイ達を残して自分だけ危険から逃げるために元の世界に帰る、なんてことになるなら尚更。……でも、選択肢は多い方がいい。うん。それは、分かるから。


「お前の世界ってどんなとこなんだろうなあ。覗いてみてえなあ。……俺も行けたりすんのかなあ」


「行けたら楽しそうだね」


「その時はお前が案内してくれよな！」


……フェイのおかげで、ちょっとだけ、元の世界に帰る手段の魅力が増した、気がする。






＊森の異変


それから一か月。季節は秋からそろそろ冬になる。森には赤や黄色に色づいた木の葉が降り積もって、紅葉の景色を描くのが楽しい。四季がある森って、絵描きには最高の住処だよ。


そして、最近の森に訪れている、季節以外の変化というと……妖精の移住者が増えてきている。


「トウゴおにいちゃーん、また妖精さん、きたよー」


「いっぱいだわ！　妖精さんがいっぱい来たわ！　団体様よ！」


アンジェとカーネリアちゃんがぱたぱた走ってきたなあ、と思ったら、二人の手の中には凍えて弱っている妖精がそれぞれ数匹ずつ。


「トウゴ！　花の蜜、出してくれよ。こいつらに食わせなきゃ……」


そして後からやってきたリアンの手の中にも、妖精がたっぷり。成程、団体様だ……。


「分かった。ちょっと待っててね」


僕は慌てて今描いていた絵を中断して、妖精のご飯を描く。蜂蜜色をしてとろりと甘い液体がたっぷり詰まった壺を描いて実体化させたら準備完了。それを持って僕の家へ。


お湯を沸かして花の蜜を溶かして、甘くて温かい飲み物を作ったら、小さな小さなカップに入れて、それぞれの妖精達に渡す。妖精達は子供達の手の中で温まって少し元気になったところらしくて、元気にくぴくぴと花の蜜のお湯割りを飲んでくれた。


「最近、多いね。妖精の移住者……」


「うん……妖精さんたち、いごこちが悪くなっちゃって、おひっこししたんだって」


「居心地が悪く……そっか」


冬が近づいて食料が減ってしまった、っていうことだろうか。まあ、不作だった地域とかだと食糧難で、妖精の取り分はあんまり無いのかもしれない。


その点、この森はどんぐりが沢山あったり、キノコが生えたり、僕が花の蜜を描いて出したりしているので食料は豊富と言える。多分。


「まあ、妖精が増えるのは悪いことじゃないよね」


「そうよ！　フェアリーが多い場所は穢けがれの無い綺麗な場所なんだって図鑑に書いてあったわ！」


穢れ、というのが実際にあるのかは分からないけれど、妖精達はこの森をよりよくしようとしてくれているみたいで、迷子の動物を巣まで案内してくれたり、ぶつかり合っている木の枝を適度に落として風通しを良くしてくれたり、色々頑張ってくれている。まあ、妖精が増えるのは僕も賛成。寒くて凍えてお腹を空かせた妖精が来るなら助けてあげたいし、ここに住みたいなら是非、隣人として仲良くしてもらいたいし……。


「トウゴー！　遊びに来たぜー！　……うおっ、また増えたのか！　すげえなあ」


そこにフェイが遊びに来た。フェイは色合いが赤っぽいから、秋の森にぴったり。あ、見たらまた描きたくなってきたなあ……。


「なんかここ、精霊の森っていう名前に相応しい様相になってきたよなあ……」


フェイは妖精達と、窓の外の馬達を眺めてそんなことを言う。まあ確かに、角や羽が生えた馬が沢山居たり、妖精が沢山居たり……ファンタジックな森ではあるよね、ここ。


「フェイも花の蜜のお湯割り、飲む？」


「な、なんだそりゃ。飲む飲む。変なもんは毒じゃねえ限り一通り飲み食いしてみろってのがレッドガルド家の家訓だからな！」


素敵な家訓だなあ、と思いつつ、妖精達にも出した花の蜜のお湯割りをフェイにも出す。するとフェイはカップを受け取って恐る恐る中身を飲んで……『うまい！』と笑顔になっていた。よかったよかった。






「最近忙しそうだね」


僕と子供達も花の蜜のお湯割りを飲みながら、ちょっとフェイの話を聞く。実は、フェイが遊びに来るのはちょっとだけ久しぶりなんだ。多分、忙しいんだと思う。


「ま、ちょっとだけな。うちの領地の食料の分配が忙しかったもんだから……あー、それで、お前の世界のことはまだよく分かってなくてさ。もうちょっと調べるから、もうちょっと待っててくれ！」


「あ、うん。大丈夫だよ。無理しないでね。ゆっくりでいいから……」


フェイも忙しいのに僕の世界のことを調べさせるんじゃ、あまりに申し訳ない。フェイ曰く、大きめの図書館なんかは貴族じゃなきゃ入れなかったりするらしくて、だから僕が調べるっていう訳にもいかず、フェイに任せることになってしまっているのだけれど……やっぱり申し訳ないなあ。


「こっちも忙しそうだよなあ。妖精、最近増えてきてねえ？」


僕が申し訳なく思う間に、フェイはテーブルの上の妖精をつんつんやって遊んでいた。妖精達はくすぐったがってくすくす笑っている。楽しそうだね。


「冬が近いからなのかな」


「いやあー……どーなんだろうなあ。こういう風に妖精が一か所に集まってくるって、なんか珍しいよなあ……」


フェイは首を傾げているのだけれど、まあ、妖精達もたまにはお引越ししたくなるんじゃないだろうか。……と、僕もフェイにつられて首を傾げていると。


「妖精が言ってた。なんか、元の住処が居心地悪くて、霊脈に沿ってこっち来たんだってさ」


妖精を指の先でこしょこしょくすぐりつつ、リアンがそう言った。


「……れいみゃく」


なんだろう、れいみゃくって。


「……知らねえの？」


「うん……霊脈って、何？」


「あー、トウゴはそういう知識からっきしだもんなあ。えーと、霊脈ってのは、魔力が流れる川みてえなもんだ」


フェイはちょっと申し訳なさそうな顔をして頭を掻きつつ、僕に『霊脈』なるものについて教えてくれる。


「水は高いところから低いところに流れるだろ？　魔力も似たようなもんで、魔力が多いところから少ないところに流れてくんだよ。けれどやっぱり流れやすいところとか、一度魔力が流れたところに魔力が集まりやすくなってて……それが霊脈だな」


成程。まあ、概ね、水みたいなものなのかな。川をイメージしてみたらちょっと分かりやすい。


「魔力がいっぱいだと……ええと、妖精が喜ぶ？」


「そうだな。妖精とかは魔力が多い土地が好きみたいだな。それから、ここの馬達もそうなんじゃねえの？」


成程、成程。ということはこの森、魔力が多いのかな。


「そもそも、生き物ってのは多かれ少なかれ魔力を好むもんだからな。俺達だって魔力が無くなったら生きていけねえだろ？」


あ、そうなんだ。……僕も!?　


「……ほら、お前、でっかいもん実体化させると魔力切れになって寝込むだろうがよー」


そうか……僕、自分で思っていたよりも死に近づいていたのかもしれない。気を付けよう……。


「他にも、作物なんてその土地の魔力がモロに影響するだろ？　魔力不足だと不作になる」


「……ということは、霊脈に沿って町とかができてる？」


「おっ！　その通り！　魔力が多い土地には自然と畑と人が増えていくもんな！」


そ、そっか……。この世界における魔力って、とても大事なんだなあ。


「ちなみに我らがレッドガルド領は魔力にはそんなに困ってないんだぜ！　なんてったって、精霊の森があるからな！」


まあ、馬がぞろぞろ居る森だもんね。魔力たっぷりな土地なんだろう。……あれ？


「ということは妖精達って、他所の魔力が少なくなってきたからここに引っ越してきたんだろうか」


「うん。そうらしいぜ。アンジェがそう言ってた」


そっか。……うーん、他所の土地は今、魔力不足……？


「あのね。この子のお友達は、この森より手前の、青いお屋根のおうちのお庭に住むことにしたって、言ってる」


……青いお屋根のお家。ここより手前。うーん、どこだろうか。


「……そのおうちね？　入ってすぐのところに、天使の絵があるんだって。その絵が、アンジェとおにいちゃんに、そっくりなんだって！」


あっ、サフィールさんの家か！　確かに屋根が青かった！


「そっか。じゃあ、アンジェとリアンを見て驚いただろうね」


「うん。おどろいた、って言ってる。この子は『とかいは』なんだけれど、でもこっちの森に来てよかった、とも言ってる。……その、天使にあえてうれしい、って……」


アンジェははにかんで縮こまりながら、妖精を指先でつついて戯れている。この妖精は都会派で、天使のファン。成程。。……妖精の引っ越し事情も色々あるらしい。










そうして、森に妖精が増え初めて、一週間。


「トウゴー！　おーい！　トウゴー！」


僕が絵を描いていたら、慌ただしくフェイがやってきた。


「ちょっとお前、空来てみろよ！　すげえもん見えるから！」


「すげえもん……？」


なんだろうなあ、と思いつつ、近くに居た馬に乗せてもらって、よっこいしょ、と空へ。フェイがレッドドラゴンで滞空している辺りまで飛んでみると……。


「な？　すげえだろ！」


……そこには、銀や真珠色に輝く川ができているように見えた。


「妖精の引っ越しだ！」


フェイに言われてよくよく見てみると……確かにその煌めきは、妖精達の集まりであるらしい。


妖精達は昼間でも分かるくらいきらきらしている。よっぽど沢山の妖精が移動してるんだろうな。……最近、妖精の引っ越し、流行ってるんだろうか？　なんというか……これだけの数が一気に引っ越しって、何か、あったのかな。


妖精達の塊は森に向かって来ているように見える。


ええと……もしかして、妖精の噂で、この森の住み心地がいい、とか、そういうのが広がっているんだろうか？






……なんだか不思議なことになってるなあ、と思いながら森で待っていたら、案の定。


「トウゴおにいちゃん！　トウゴおにいちゃーん！」


ぱたぱたと走ってくるアンジェの姿が見えた。その後ろにはリアンとカーネリアちゃんも続いてくる。最近三人はすっかり仲良くなって森を駆けまわっているのだけれど……こんなに急いでいるっていうことは、やっぱり……？


「お引越ししてきたみたい！」


……やっぱり、子供達の後ろには、妖精が居た。


「……随分いっぱい来たね」


馬達が、『なんだなんだ』というようにぞろぞろ出てきては、集まっている妖精達を眺めている。妖精達は泉を埋め尽くせるくらい大勢居た。すごい。まあ、上空から見て川に見えるくらい居たもんね。


「あ、あの、こいつら避難してきたんだって」


大量の妖精について、リアンが説明してくれる。……避難？　引っ越しじゃなくて？


「霊脈が堰き止められちまったから、この近所で一番魔力がたくさんある所に来た、って妖精が言ってたってアンジェが言ってた」


……うん？　それって……どういうことだろうか？






妖精がたくさん来た。まあ、森は広いから、棲む場所には困らないと思う。どうぞご自由に、好きなところに住んでください。ウェルカム。


妖精達に花の蜜のお湯割りを振る舞うと、妖精達は口々にお礼を言ってくれる。……のだけれど、僕の耳には、森の木々の葉擦れの音みたいな、薄く削った貝殻同士が触れ合う音みたいな、そういう音がいくつもいくつも重なって聞こえるだけだ。


「妖精さんたち、ありがとう、って言ってるよ！」


アンジェにはそれらがちゃんと言葉に聞こえているらしい。妖精達によかったね、よかったね、と言いながらにこにこしている。……妖精の言葉が分かるの、ちょっと羨ましいなあ。


「それにしても随分沢山来たけれど……霊脈が堰き止められた、ってどういうことなんだろう」


「あんまり考えたくねえけどよお……うー」


僕とフェイとで揃って妖精に聞いてみると、妖精は何か、口々に教えてくれる……というか、いや、多分、教えてくれてるんだろうけれど……さわさわしゃらしゃら、そういう音が聞こえるばかり！　ごめん、僕、妖精の言葉は分からないんだよ！






それからアンジェが一生懸命に妖精の言葉を聞いて、それを翻訳してくれた。


……小さくて語彙もまだそんなに多くないアンジェを通して話を聞くと、話のディティールが全部まるっこくなってしまうのだけれど、まあ、それはそれとして話を繋ぎ合わせていって……。


「……成程な。それじゃ、このあたり一帯の土地は全部、ヤバいってことか」


結構、深刻な事態に陥っているらしい、ということが分かった。










妖精の話にあったのは、霊脈が堰き止められてしまったらしい、ということ。それによって下流の魔力が少なくなって居心地が悪くなってしまったから、下流の方ながら魔力の多いこの森にみんなで引っ越ししてきた、ということ。その他、どの土地がどうだとか、そういう話もしてくれたんだけれど、この世界の地理があんまり分かっていない僕には無用の長物的情報だった……。


「やべえなあ……」


けれど僕にもフェイと同じく、この状況がまずいっていうことくらいは分かる。


「霊脈が堰き止められるってことは、各地に魔力が流れなくなるってことだ。レッドガルド領の下を通ってる霊脈が堰き止められてるなら……うちにも被害が出そうだな」


……魔力が無いと作物が不作になるっていうなら、レッドガルド領の運営も厳しくなるんだろう。しかも、霊脈って結構大規模な話なんだろうから……レッドガルド領の周辺も全部一斉に不作、っていうことになりかねない。


「今は冬だから影響が少ねえけど、このままだと来年は不作か。ってことは、税金もそうそうとれねえよなあ……。うちはまだ蓄えあるけどよぉ、霊脈がいつまでも戻らねえようなら、何か考えねえと、再来年は国に出すもん出せなくなっちまいそうだし……うーん」


「ねえ、フェイお兄様？　その、もしかして、この森のお馬さん達も危ないのかしら……」


フェイが唸っていたら、心配そうにカーネリアちゃんが尋ねる。彼女、この森の馬とすっかり仲良くなってくれたから……心配なんだろうな。僕だって、心配だけれど……。


「まあ、この森に妖精が避難してきたってことは、ここはまだ魔力が多いんだろ。当面大丈夫だ、と、思いてえけどなあ……」


まあ、すぐに何かがあるわけじゃない、んだろう。でも、その『何か』は確実に来る。そしてその時……この森も、無事じゃ済まないかもしれない。


「……ま、とりあえずそうなっちまったもんはしょうがねえ。親父と兄貴に相談してくる」


フェイはそう言って外に出ると、ひらりとレッドドラゴンに飛び乗る。


「ありがとな！　おかげで早めに対策とれる！」


僕というか、妖精とアンジェ達のおかげだけれど……。


……うん。早めに分かったのはまだ、不幸中の幸い、なのかもしれない。妖精達が引っ越ししてこなかったらまだ霊脈が止まっているって分からなかったかもしれないし。


フェイはそのまま帰っていった。……何かいい対策が浮かべばいいけれど。










「霊脈、ねえ……何か大規模な魔法でも誰か使おうとしているのかしら？」


フェイが帰った後、クロアさんとラオクレスにも相談してみた。すると、クロアさんはそう、考察して聞かせてくれた。


「大規模な魔法？」


「ええ。何人も魔術師を集めて、魔法を使ったりすると、土地から魔力を借りることもできたりするのよ。その時に使う魔力を貯めておくために、一時的に霊脈を堰き止めて魔力を貯めてから使う方法もあるの」


……僕、まだこの世界の魔法のことがよく分かってない。色々な魔法があるって事は分かるし、クロアさんの魅了の魔法を受けたり、リアンが氷の魔法を使っているのを見たりはしているし、何なら僕自身も絵を実体化させる魔法を使っている、っていうことなんだろうけれど……うーん。そんな、川に住むビーバーみたいなかんじで、魔力を貯めたりできるものなのか。


あれ、もしかしてこの森とか、いわゆる『魔力が多い土地』って、ビーバーの巣やダムみたいに魔力が堰き止められて、魔力のため池みたいになってるってことなんだろうか。……この森に住んでいる僕はビーバーなのかもしれない。


「……霊脈のような大規模なものを、人為的に堰き止められるものなのか？」


そしてふと、ラオクレスがそう言った。


確かに、クロアさんの言う通り、『何人も魔術師を集めて魔法を使ったりする』ような状況をつくれば霊脈を堰き止められるというのなら、誰かが意図的にやった可能性もある。


「これだけ大規模なことなら……やはりアージェントか？」


「……仮にアージェント家の仕業だったとしても、それを証明するのは難しいかもね。まさかこちらへの嫌がらせの為だけに何かやったとは思えないわ。霊脈を丸ごと堰き止めてしまっているのなら、レッドガルド家だけじゃない、相当な広範囲から文句が出るでしょうし」


……それはどういうことだろう。僕が内心で首を傾げていると、クロアさんが紙にペンで簡単な地図を描いてくれた。


「ここが王都ね。この国の中心。一番霊脈が集まっているところだったり、霊脈の始まりだったりするわ」


つまり、色々な川が流れ込んでいる湖か、或いは、源泉。分かった。


「それで、こっちがアージェント家」


続いてクロアさんは、紙に書いた王都の隣にアージェント家の印を描いた。


「ええと、多分この辺りまでアージェント領ね」


「……大きい」


「そうよ。王家の次に大きな家だもの」


アージェント領は大きい。王都を中心にして大きな円を描いて、その三分の一ぐらいを占める扇形を作ったら、大体アージェント領。うん。大きいなあ。


「それで……レッドガルド領は、こっちの方ね」


そして、クロアさんは紙の上にまた印を描く。


……王都を中心にして、九時の方向から一時の方向ぐらいまでがアージェント領。そしてレッドガルド領は、五時ぐらいの方向にある。……うん。


「それで、アージェント領を通って、かつレッドガルド領に流れてくる霊脈って……こういう通り方をしていることになるのよね」


クロアさんは二本、線を引く。一本は、アージェント領から王都を通ってレッドガルド領までの線。もう一本は、アージェント領から王都を避けてレッドガルド領まで届く曲線だ。


「王都を通る霊脈を堰き止めたら、王都にも影響が出るわ。王都には他の霊脈も通っているからそこまで致命的な影響じゃないでしょうけれど……それはアージェントとしてはやりたくないことの筆頭でしょう。王都は少しでも敵に回したくはないはずだもの」


「うん」


「でも、かといって、ぐるりと回ってくる方を堰き止めるとも思えないわ。だって、そんなことをしてしまったらレッドガルド領だけじゃなくて、他の多くの領地から文句が出るものね」


曲線の方は、レッドガルド領だけじゃなくて、サフィールさんのオースカイア領も通っているし、当然、その他の領地も通る。うん。僕かフェイへの嫌がらせにしては、大規模すぎるよね。


「……となると、王家が絡んで王都を通る霊脈を潰したとしか思えないのよ。大規模な事をやれるのは当然、王家でしょうし」


「アージェントもそれなりに権力がある。何かやろうと思えばできるんじゃないか」


「そうね。その可能性も捨てきれない。……でもそれにしても、絶対に王家は関わっていると思うのよね。少なくとも、王家はアージェント家を黙認している、っていうことになるわ」


王家……王家っていうと、フェイがパーティに行った時の、あの王様の反応が思い出される。レッドドラゴンに興味がある素振りだった。だから……王家がアージェント家と手を組んで僕らに被害を与えようとするっていう可能性も、十分にあると思う。


「……止める方法は無いのか」


「無いわね」


そして、ラオクレスの言葉をクロアさんはバッサリ切り捨てた。


「何かやっているにしろ、どうせ秘密裏に地下とかでやってるんでしょう？　それを見つけ出して叩くのは、私でもちょっと難しいわ。これだけ大規模に何かやっているなら、密偵一人で計画を破綻させることもできないでしょうし」


そっか。プロにそう言われてしまうと諦めざるを得ない……。


「けれど、ほぼ確実にアージェント家か王家が大規模な魔術を使おうとしている状況よ。……放っておいたら、更に厄介なことになるわ」


更に、プロから厳しい現状を伝えられてしまうと、もう、どうしていいのか分からない……。






それから次の日。フェイが森に戻ってきた。


「よお」


「フェイ。どうだった？」


少し疲れた顔をしているフェイに駆け寄ると、フェイは深々とため息を吐いた。


「……ちょっと聞いてみたんだけどよ。サフィールさんの家にも影響が出てるらしい。庭に引っ越してきた妖精達がそわそわしてるって、サフィールさんの奥さんが言ってたってよ」


そっか。……ということは、サフィールさんの家を通っている霊脈も、塞がれてる？


「うちの領地を通ってる霊脈は主に二本。一本はオースカイア領の方から回ってくる奴。もう一本はアージェント家から王都を抜けて直通で来てる奴だ」


「うん。クロアさんから聞いた」


これだよね、と、クロアさんに描いてもらった図を見せると、フェイは頷く。


「おう。……で、ここにオースカイア領の霊脈も足すと、こんなかんじだ」


地図の上に、もう一本線が引かれる。サフィールさんの家の辺りを通って王都の方へ行く線だ。


「多分、サフィールさんの家や周りの土地を見る限り、霊脈がそんなにひでえことになってるってかんじは無かった。少なくとも、うちよりはずっとマシだな。レッドドラゴンが言うんだから間違いねえ。……あそこは塞がれているにしろ、霊脈一本だけだな」


フェイがレッドドラゴンを撫でると、きゃう、とレッドドラゴンが自慢げに鳴いた。そっか。レッドドラゴンはそういうの、分かるのか。


「じゃあ、サフィールさんのところより酷いレッドガルド領は、霊脈が……二本とも、塞がれてる？」


「そういうことになるな。親父と兄貴も調べてくれたけど、うちの下流はやべえけど、他はそうでもなかったらしい」


そうか。つまり、レッドガルド領だけ、狙い打たれたみたいに霊脈が堰き止められてしまっている、っていうことか。……ということは。


「つまり、人為的なものであることはほぼ間違いないよね？」


僕がそう聞くと、フェイは険しい表情で頷いた。


「ああ。……俺達の予想では、こうだ」


「王家とアージェント家が手を組んで、うちの霊脈を塞いだ。ついでに霊脈の魔力を使って何か大規模な魔術を行おうとしてる。……俺達はそういう風に見てるぜ」










その日、僕達は森を発った。向かう先はアージェント家。


今回のことにアージェントさんが関わっているという確たる証拠は無いけれど、話を聞いてみるくらいはしてみてもいいんじゃないか、というのが僕らの出した結論だった。


……というよりは、それ以外にとっかかりが思いつかなかった。


このまま放っておいたらレッドガルド領が大変なことになるのは分かっているし、かといって、王家とアージェント家が何かしているものをこっちだけでどうこうできる訳でもないし……というか、どこで何が起きているのか、少しでも正確に把握しなきゃいけないから。うん。もし、アージェント家が堰き止めてる訳じゃなくて、いきなり霊脈が二本枯れてしまったとかだったら、その時は一緒に解決しなきゃいけないし……。


ということで、僕とフェイ、それから秘書のクロアさんと護衛のラオクレス、という四人で再び、アージェント家を訪ねることになった。事前にお手紙は送ってあるので、失礼には当たらないはず。


ただやっぱり、アージェントさんは僕らの来訪に驚いたように見えた。


「……それで、今日は何の用かね？」


アージェントさんは流石に、にこやかに友好的に、という訳にはいかなかった。僕らの突然の来訪を訝いぶかしんでいるようでもあったし、何より『利にならない相手』を相手にしている顔をしている。


「まどろっこしい話は抜きにして申し上げます。……うちに不利益になること、しましたよね？」


……そしてフェイがズバリと言ってしまうと、アージェントさんは流石に不愉快そうな顔をした。


「何を言う。儂が君達に嫌がらせか何かした、とでも言いたいのか？　儂がそんなことをする狭量きょうりょうに見えるのかね？　大体……」


「ええ。天下のアージェント家が三流じみた嫌がらせをするなんて思っちゃいませんよ。ただ、超一流のアージェント家だからこそ、うちに繋がる霊脈を堰き止めることはありえると思っています」


そしてフェイが更にズバリと言ってしまうと、アージェントさんは静かに口を噤つぐんだ。


「……王家が一枚噛んでるんだろうな、とも思っています。如何ですか？」


フェイが静かに問いかけると、アージェントさんは……少し目を細めて、何かを考え始めた。


何と答えようか迷っている、っていうかんじだ。言い逃れしようか、開き直ろうか、といったところなのかな。


黙ってしまったアージェントさんを前に、僕は……ちょっと、つついてみることにした。彼がちょっとでも喋りやすいように。


「あの、アージェントさん。あなたは、僕らに恨みがあってそういうことをしたわけではないんじゃないですか？」


僕がそう言うと、途端、アージェントさんは驚いたような、凄く困ったような、狼狽えたような……そういう顔をした。うん。予想外だ、みたいな顔、かもしれない。


「でも、何か事情があって、霊脈を堰き止めることにしたんですよね？」


僕がそう聞いてみると……アージェントさんは、深々とため息を吐いた。


「……そうだな。君達に嫌がらせする気は無い。恨みも無いとも。誘いを断られた程度で嫌がらせをするほど狭量なつもりは無い」


そして、ようやく、喋ってくれた。


「だが、王家の誘いを断ってまで君達を慮おもんぱかってやる義理も無いというだけの話だ」






「勘違いしてもらっては困るので先に言っておくが、これは悪意でもなんでもない。君達に危害が及ぶのは、儂の意図ではないとも。ただ、王家はレッドガルド領への被害は特に問題が無いと判断した。そして儂は、『何の繋がりも無い』領地を庇かばってやる訳にはいかないのでな」


……実質、アージェントさんからの自白、っていうことになるんだろう。アージェントさんは開き直ったように堂々と、椅子の背凭れに凭れて腕組みをしている。


「分かるな？　君達は儂と『何の繋がりも無い』のだ。これは君達が選んだ道だぞ。実に愚かだとは思うが、儂は君達の決断を尊重する。だが……その報いは当然、受けてもらわなければならない」


アージェントさんは高圧的にそう言って……。


「あー、まあ、そうですよね」


それを見たフェイは、ぽりぽり、と頬を掻く。


「そういうことなら納得しました。ま、王家が主導で何かやったってことならアージェント家にはどうしようもありませんよねー。いやー、今日はどうもすみませんねー、わざわざ押しかけてきて」


そして、席を立つ。僕も席を立つ。……それを見てアージェントさんは、またしても狼狽えた。


「……一体、何がしたいのだね？　霊脈を解放しろ、とでも言うのか？」


『霊脈を解放しろ』って、言ってほしいんだろうなあ。きっと。アージェントさんはここで僕らが帰っちゃうのも、予想外なんだろう。……でも僕もフェイも、もう椅子には座らず、答える。


「ははは。流石にそこまで厚かましくはなれませんよ。身の程は弁わきまえてます。原因の確証が持てたってだけで十分です」


「お邪魔しました」


「ま、待て！」


僕らが退室しようとすると、アージェントさんは声を掛けてきた。ちょっと焦ってるみたい。


「ならどうする。このまま霊脈が枯れるのを待つのか？」


「いや、まあ……なんとかしますよ。なんとか。そしてそれはあなたには頼らない。それだけの事です。……それとも、頼んだらどうにかしてくださるんでしょうかね？」


フェイがちょっと睨んだら、アージェントさんが、ちょっと怯んだ。


けれどアージェントさんは一つ咳払いをすると、椅子に座り直して……それから、言った。


「……一つ、聞かせてもらおうか。この話をどこから手に入れた？　それを教えてくれるなら、少しばかり融通を利かせないでもないが」


……どういうことだろうか、と考えて、分かった。


本来なら、僕らが霊脈の枯渇に気付くのはずっと後のことになる予定だったんだろう。まさか、妖精達から霊脈の情報を貰ってこんなに早期対応し始めるとは思っていなかったっていうことだ。


「霊脈を使うような大規模な魔術を行うなど、外部に情報を漏らす訳にはいかない」


「ええ。そうでしょうね」


フェイはにこやかにそう答える。まるで、『何もかも全部知っています』とでも言うかのように。


「情報の取り扱いには厳戒態勢を敷いていた。それが漏れたということは……その穴は埋める必要がある。そしてその穴の情報は貴重だというわけだ」


一方、アージェントさんは少し焦っているようにも見えた。まさか、『妖精から情報が漏れた』なんて思ってもいないんだろう。多分、自分達の味方の中にスパイが居るとか、どこからか情報を盗まれたとか、そういうことを考えているんじゃないかな。


ましてや、これは王家も一緒になってやっていることらしい。なら、アージェント家だけの問題にはできない。王家に被害が出るのは、アージェントさんとしても嫌なんだろう。


「さて、商談といこうじゃないか。君達は情報の穴を教えてくれればいい。それで儂は、今後レッドガルド家にある程度、融通を利かせてやれるぞ。霊脈が枯れたら作物も育たんだろう。食料が足りなくなるなら、我が領から格安で卸おろしてやってもいい。或いは……」


「いやー、申し訳ありません。アージェント様にご納得いただけるような情報なんて、俺達、持っていやしませんよ。今回のだって、半分くらいは憶測で」


フェイがアージェントさんの言葉を遮るようにそう言うと、アージェントさんはじろり、とフェイを睨んで、言った。


「ほう。半分は憶測、と。……なら、残り半分は？」


アージェントさんの視線を受けて、フェイは……にや、と笑った。


「そうですね……レッドガルド領当主と相談してから、ということで。相談次第ではまたこちらに『商談』に伺わせて頂くかもしれません。いや、でもこっちで何とかできるようならそうします。お手間は掛けさせたくないですから」






そうして、僕らはアージェント領で一泊した後、帰ることにした。


アージェントさんは、僕らに弱味を一つ握られた形、になるのかな。……うーん、でもこれ、アージェントさんが勝手にそう思っているだけで、僕らとしては、ただ妖精の話を聞いただけなんだけれど……いいんだろうか、これ。


「よーし。これでとりあえず、アージェント家に嫌がらせできたな！」


けれど、フェイはとりあえず、喜んでいた。……フェイは飄々としていたように見えて、結構緊張していたらしい。アージェント家を出てちょっと歩いて、町外れに来てレッドドラゴンに乗ろうとして、そこで初めて手足が震えはじめて、レッドドラゴンに乗るのにちょっと時間が掛かっていた。……うん。僕、フェイのこういうところ、格好いいと思ってるよ。


「さて……あとはハッタリだけでどれぐらい渡り合えるか、か……」


フェイは空飛ぶレッドドラゴンの上でくってりと疲れた顔をしながら、うーん、と唸る。


「ひとまずはフェイ君のお父様と相談、かしらねえ」


「だな……うー、どうしたもんかなあー！　戦うにしろ、武器がハッタリしかねえー！」


悩むフェイと一緒に、僕らはフェイの家に居る。空を飛んでいる間も、王都でもう一泊する間も、ずっとフェイとクロアさんは話していたけれどあんまり解決策は出てこないようだった。


ちなみに、僕とラオクレスはちょっと蚊帳の外だ。何せ、知識が無いので……！






……そうしてアージェントさんの家を出て二日後。レッドガルド家に戻った僕らは、フェイのお父さんにアージェント家での様子をお伝えして……そして彼らは相談に入った。


相談は、フェイとフェイのお兄さんとお父さん、そしてクロアさんの四名で行われている。こういう時、クロアさんはすごく頼りになる。ずっと貴族の間を暗躍していたみたいだし、今回もお世話になるんだろう。


「……大変なことになったなあ」


「そうだな」


僕はラオクレスと一緒に、森へ帰る。クロアさんは今日はフェイの家に泊まるらしいんだけれど、僕とラオクレスは、その、フェイの家に居てもできることが無いので。


「僕にも何か、できたらいいんだけれど」


「まあ……俺もそうだが、魔法の知識があれば、クロア達の話に参加できたのかもしれないな。だが、無いものは仕方がない」


僕が今、焦燥に駆られているのと同じように、ラオクレスもまた、僕と同じものを感じているみたいだ。無力感、というのかも。


「……俺達は俺達にできることをするしかない」


「うん……」


今、僕らにできることといったら……子供達に、ただいま、って言うことだ。


「あっ！　トウゴおにいちゃーん！　おかえりなさい！」


僕らが家の前に到着すると、そこで遊んでいたアンジェが手を振ってくれた。


……そして。


「見て！　見て！　このおっきな鳥さん！　きゃー！　ふわふわだわ！　ふわふわだわ！」


「トウゴ！　な、なんだ!?　こいつ、なんなんだ!?」


……家の前に、ででん、と座っているのは、鳥。例の、巨大なコマツグミ。巨大なコマツグミは子供達をまるで卵をあっためるみたいに、お腹の下に入れていた。






    
  
  




「その……トウゴ殿。これは一体、どういう状況だ？　この鳥、カーネリア様とリアンとアンジェをまとめて温め始めたのだが……害意は無いと見て、よいのだろうか？　子育てしたいだけか？」


「子育ては分からないけれど、まあ、多分、悪い奴じゃ、ないので……」


鳥に温められる子供達を見ながら困っていたインターリアさんと一緒に、僕も困る。あの、ねえ、鳥。君、なんで子供達をあっためてるの……？


しかもこの鳥、子供達をお腹の下に入れつつ、『なんか違う』みたいな、そういう顔をしている。ずっと首を傾げているものだから、その……ちょっと失礼じゃないだろうか！


「……これは何だろうな」


「何だろうね……」


そうして僕らが半分ぐらい困りながら鳥を見守っていたところ。


鳥はふと、僕を見た。僕の方にくりんと首を回して、こて、と首を傾げて……そして。


「あら？　あっためるのは終わりなの？　でも楽しかったわ！　鳥さん、ありがとう！」


「ちょっと暑かったけどな……」


のしのしと。それでいて、ちょこちょこと。鳥は歩いて、子供達の上から降りた。そして。


「へ？」


のし。……僕の上に、乗っかった！


「お、おい。トウゴ、大丈夫か」


「え、あ、うん……ひゃ、くすぐったい！」


鳥は僕の上に乗っかった状態で、ぶるぶるぶる、と体を揺すってくる！　そうすると鳥の胸の柔らかい羽毛が僕をふわふわくすぐるんだよ！　やめて、やめて！　くすぐったい！


そうして鳥はぶるぶるやって僕を散々くすぐって、そして何か満足したらしい。満足気にキョキョン、と鳴いて……そして。


がし。……僕の体が、鳥の足に、捕まれた。


「……えっ」


そして鳥はそのまま、ぱたぱたぱた、と羽ばたいて、徐々に上昇していって……。


「と、トウゴ！」


ラオクレスが僕に手を伸ばしても届かないくらいの高さまで、僕は運ばれてしまった。


「大変だわ！　トウゴが鳥さんに攫われちゃったわ！　お姫様みたい！」


「カーネリア様、その、お姫様というものは、特段攫われるものでもないのですが」


そしてカーネリアちゃんからちょっと不名誉なお言葉を頂いてしまいつつ、僕はそのまま、鳥に運ばれていくのだった。……お姫様？　お姫様っぽいの？　これ……。






そうして運ばれた先は案の定、鳥の巣だった。そして鳥の巣には案の定、卵がある。のだけれど。


「あれ？　空色の卵じゃないね」


鳥がキョキョン、と鳴いて僕にずいずい押し出してきた卵は、ロビンズエッグ・ブルーの例の卵じゃない。白っぽくて虹色の光沢があって、つやつやすべすべした不思議な卵だった。


「真珠みたいだね……」


なんだろうなあ、と思いつつも、仕方ない。とりあえず卵をお腹に抱いて温め始めることにした。そうしないと鳥がずいずいずいずい、ずっと卵を押し付け続けてきそうだったし……。


……そうして僕はまた、抱卵ほうらんさせられることになったんだけれど。


「……また、これ食べなきゃ、だめ？」


キュン、と鳴きつつ鳥が押し付けてきたのは……例の木の実だ。あの、美味しくない上に食べると発熱するやつ。……やっぱり、これと抱卵はセット、なの？


鳥がずいずいずいずい木の実を押し付けてくるから、しょうがない。食べた。そして僕は案の定発熱して、体が怠くなってきて……いよいよ、卵を抱いて温めるぐらいしかできなくなってしまう。


「トウゴ！」


そうしていると、ラオクレスがアリコーンに乗ってやってきた。


「大丈夫か!?」


「あ、ラオクレス。ごめんね、心配かけて。大丈夫だよ」


彼の視点からすると、僕、謎の鳥にいきなり誘拐されたんだもんね。びっくりさせてしまった。でも、ラオクレスは巣の中の状況を見て……徐々に、焦りよりも疑問が彼の表情を支配し始める。


「トウゴ……これは一体、どういう状況だ？」


「ええと……鳥の卵を、あっためてる……？」


半分疑問形で答えると、ラオクレスは首を傾げた。いや、僕自身もよく分からないんだよ。


「とにかく、こんなところで寝ていると風邪を……おい、鳥、やめろ。つつくんじゃあない」


ラオクレスは僕を鳥の巣から救出しようとしてくれるんだけれど、僕に手を伸ばした途端、鳥につんつんつつかれてしまった。キョン、と声を発して翼をバサバサ広げる鳥は、多分、ラオクレスを追い払おうとしている。これには僕もラオクレスも、困った。


「ええと、申し訳ないんだけれど、毛布を持ってきてもらえないだろうか。僕、ここで卵を孵かえしてから戻るよ。多分、鳥は僕に卵を孵させたいんだろうし……」


「そうか……仕方ないな。この鳥にお前を攫わせるのは癪だが」


まあ、ここで僕が卵を孵さないことには鳥も納得しないんだろうし、しょうがない。僕はラオクレスに毛布のデリバリーをお願いして、僕はいよいよ、卵を孵すことに決めた。






「わあ、トウゴおにいちゃん、たまご、あっためてる……」


「うん。あっためてるよ」


そしてラオクレスが毛布を持ってきてくれると同時に、『トウゴが卵を孵すそうだ』と聞いた子供達が見学にやってきた。あの、あんまり見られると落ち着かないんだけれど……。


「……なんでトウゴが？　普通、親鳥があっためるもんじゃねえの？」


「うん……なんでだろうね。この鳥、僕に卵を温めさせたがるんだよ……」


「以前にもご経験がおありなのか、トウゴ殿」


「あ、はい。既に三羽ほど孵しています」


見学に来た皆と僕と鳥と、皆で揃って首を傾げる。まあ、不思議だよね。……いや、鳥。君は首を傾げる立場にないはずだよ！


「……釈然しゃくぜんとしないが、とりあえず毛布だ。暖かくしておけ」


「うん。ありがとう」


それからラオクレスが持ってきてくれた毛布で僕を包んでくれる。流石に屋外で寝るには寒い季節だから、こうして毛布でくるくる包まって丁度いいかんじ。


「……おい、熱があるようだが」


「あ、うん、平気。さっき鳥が食べさせてきた木の実のせいだから……」


ラオクレスが僕の額に触れて、心配そうにじっと僕を覗き込んでくる。でもこの熱、風邪じゃないんだよ。原因は分かってるから、そんなに心配はいらない。


「食べると発熱する木の実なんだよ。うう……この鳥、多分、僕の体温を上げさせて卵を孵すのに丁度いい温度にしてるんだ」


「……そんなものがあるのか」


うん。あるんだよ。美味しくなくて、食べると発熱する木の実っていう、厄介なものが……。


「それにしても不思議な鳥さんだわ！　魔物図鑑にもこんな鳥さん、載ってなかったわ！　こんなに綺麗な卵も、初めて見たわ……！」


カーネリアちゃんは卵を温めさせられている僕と温めさせている鳥、そして卵に興味津々らしい。


「フェイお兄様のお家の図書室で調べさせてもらおうかしら。この鳥さんのせーたいについて、分かるかもしれないわ！」


「もし分かったら教えてね」


「勿論よ！　実にきょうみぶかい、のだわ！」


カーネリアちゃんの好奇心が鳥の生態の秘密を暴いてくれるといいなあ、なんて思いつつ、僕は帰っていく皆を鳥の巣から見送った。






フェイ達とクロアさんが一生懸命働いているであろう時に何故、僕は鳥の卵を孵しているのか。いや、これ以外にできることもあんまり無いから別にいいと言えばいいのだけれど……うーん。


「ねえ、鳥。霊脈が枯れてしまったことについて、僕にできること、何かないかな」


こいつに相談してもなあ、とは思うのだけれど、今、他に話しかける相手って卵ぐらいしか居ない。なので、巣の中、僕の隣にちょこんと座っている鳥にそう、話しかけてみる。


「他の霊脈から魔力を分けてもらうとか、できないかな……」


僕がそう、意味も無く話しかけると……鳥は、キュン、と鳴いて、首を傾げた。きょとん、とした目がじっと僕を見つめている。いや、うん。分かってるよ。君に話してもしょうがないよな、っていうことはね、分かってるんだよ……。


「……魔力が、たくさんあったらいいのにな」


それでも僕は、なんとなく話す。


「誰かが奪っても、それでもまだたっぷりこっちに魔力があれば、誰も困らないのに」


……すると、鳥は、ふんふん、と頷いて、バサバサ飛んでいった。まさか、何か解決方法を……？　と期待して、待っていると。


キョン。


鳥は、例の、美味しくなくて体温が上がる木の実を、たっぷりと、持ってきていた！


「え、あ、これ全部食べろって!?」


嫌だよ、と主張してみるのだけれど、鳥は僕を無視してぐいぐいぐいぐい、木の実を押し付けてくる！　いや、今ですらちょっと発熱してるのに！　これ全部食べたら絶対にとんでもないことになってしまう！　やめて！　やめて！






結局、食べた。食べさせられました。そのせいで今、僕の体調はとんでもなく酷いことになっている……。


「うううう……」


熱が酷い。絶対にこれ、三十八度超えてると思う。熱のせいで体が重くて怠い。目眩や吐き気は無いけれど……とにかく、体中のむずむずが、すごい！


「むずむずする……むずむずする……」


とにかく体中がむずむずする。なんなんだ、これ。痒いんじゃなくて、どちらかというとくすぐったくて……フェイと一緒に魔力の制御の練習をした時のむずむずに似てるなあ。あれよりずっと酷いけれど！


……そうして僕は一晩中、体のむずむずに苛まれながら、ごろごろと巣の中を転がっていた。なんてこった……。






翌朝。よく眠れなかった僕は、まだむずむずの残りが体の中で暴れているような感覚を味わいながら、のっそり起きて鳥に抗議する。


「……ねえ。あれはちょっと、酷くないだろうか」


僕が抗議すると、鳥は『えっ？　何か悪いことしました？』とでも言うかのようなきょとんとした顔で、キュン、と鳴いて首を傾げた。こ、このやろ……。


「こうすると卵が早く孵るのかもしれないけれど、僕としてはとても辛いんだよ」


僕が更に文句を言うと、鳥は首を傾げて……そして、例の木の実じゃない果物を出してきた。ああ、これは甘くておいしいやつだ。僕は安心して食べる。


「……で、こっちも、また、食べろと……？」


……そしてまた、例の木の実も出してきた。いや、あの、またあのむずむずは、ちょっと……。






そうして僕は結局、また例の木の実をたっぷりと食べさせられて、途中で様子を見に来てくれたラオクレスにものすごく心配されて、卵は相変わらず綺麗な真珠色でつやつやしていて、孵る様子があんまり無くて……。


……夕方。ようやく二度目のむずむずが収まってきた頃。


「トウゴー！　たいへんだわ！　たいへんだわー！」


そんな声と共に、カーネリアちゃんが天馬に乗ってやってきた。勿論、一人でじゃないよ。天馬にはインターリアさんと一緒に二人乗りしているし、その後ろにはアリコーンに乗ったラオクレスとクロアさん、更にレッドドラゴンに乗ったフェイとリアンとアンジェも……えっ？　こんなに？


「どうしたの、皆で」


不思議に思いながら皆を出迎えると、鳥が皆を警戒して僕の上にもふんと乗ってきた。更に、キョキョン、と鳴いて皆を威嚇する。こら。やめなさい。


「あああー……成程なあ、成程なあ……こうなってんのかあ……」


そして僕が鳥の下からもそもそ這い出して顔を出すと、フェイが何とも言えない顔で僕を見ていた。……あの。どうしたんでしょうか。


「トウゴぉー……落ち着いて、聞いてくれよ？」


「うん」


なんだろうなあ、と思いながら、皆の神妙な顔を見つつ、ちょっと緊張してくる。なんだろう、余程、何か悪いことが……。


「……この鳥」


うん。


「多分、この森の、精霊だ……」


……うんっ!?






＊人間中退


「せいれい……？」


「そうだ。この森を守る存在だな！　魔力も人間の域を完全に超えてる……いや、生き物の域を超えてる！　この森そのものと言ってもいいやつだ！」


フェイの説明を聞いても、ただ、ぽかん、とすることしかできない。いや、この鳥が精霊、って。この森の守り主、って……。あ、鳥が翼を広げて自慢げな顔をしている気がする……。


「全くそういうかんじがしない」


「だよなあー！　なんか自由奔放、気ままなでけえ鳥だな、っつうかんじだよなあー！」


フェイもそう言って頭を抱える。僕も頭を抱えたい気分です。


……いや、でも今思い返すと、あの鳥が密猟者の人達を懲らしめるための証文を持ってきてくれたんだっけ。あれ、もしかしたら、森を守るためにやってくれたことだったのかもしれない。


ということは……やっぱり、あの鳥が、この森の精霊？　確かに、道理でなんだか態度が大きいというか、堂々としているというか、立派というか、そういうところはあるけれどさ。


「きっとこの子は精霊様なんだわ！　ほら、見て！　このご本にある通りよ！」


けれどカーネリアちゃんが本を見せてくれる。


『精霊は長い年月をかけて魔力を集め、精霊の卵を生み出す』


そういう記述と共に描いてある図は、真珠色の卵。……今、正に僕が温めているやつだ。な、成程、これ、精霊の、卵……？


『精霊が気に入ったものが近くに居た場合、それに寵愛ちょうあいを与えて魔力を増大させた後、卵を孵させることがある』


「……寵愛？」


「トウゴ……お前は妙な木の実を与えられて熱が出ている、ということだったが。あれが寵愛、なのではないか」


えええ、あれが、寵愛……？　愛って言うならもうちょっと優しくしてもらいたいものなんだけれど。いや、でも確かに……もし、あれが『魔力を増大させる』っていう効果なんだとしたら、あのむずむずにも説明が、ついてしまう……！


「な、成程……な、なんかよく分からないけれど、この鳥、精霊、だったんだね……」


この森は『精霊の森』なんて呼ばれてレッドガルド家に守られているわけだけれど、その森の精霊っていうのが、この鳥だったのか。……な、なんか期待外れというか、妙なガッカリ感があるのはなんでだろう！


「それにしても、よくこんな本、見つけたね」


鳥が精霊というショックは置いておくとして、こんな風に精霊のことが書いてある本なんて、中々珍しいんじゃないだろうか。少なくとも、家に書庫があるフェイでもこの鳥が精霊だっていうことは知らなかったみたいだし。


カーネリアちゃんを褒めると、カーネリアちゃんは胸を張って、隣に居たアンジェを示した。


「これは私のこーせきじゃないわ！　アンジェと妖精さんのこーせきよ！」


するとアンジェはもじもじしながら嬉しそうに笑う。


「カーネリアおねえちゃんといっしょにご本をみてたらね、妖精さんがね、もってきてくれたの。これに書いてあるよ、って」


「妖精ってたまにこういうことするよな……。多分これ、妖精の国の本なんだ」


「あ、やっぱりか。道理で俺、うちの書庫にある本にしちゃあ見覚えがねえなー、って思ってた！」


……成程。そういう曰く付きの本なんだね、それ。






「ま、まあ、ここまではいいんだよ。よくねえけど……まあ、いいんだよ……」


そして、フェイはなんとも言えない顔でそう、言うと……例の妖精の本のページを捲って、ある箇所を示した。


「こっからが問題だよな」


僕は示されたその箇所を読んでみる。


『精霊の卵は魔力を注がれて孵ると、新たな精霊となる。また、卵を孵した者に精霊としての力を注ぎ、精霊にしてしまうこともあるらしい』


……うん。


「僕、精霊に……精霊に、されちゃう、の……？」


「……どうやら、そうらしいぜ……」


これは……これは、今までのが全部どうでもよくなるくらい、大変なことだよ……！










……先生が前、言っていた。日本人にとっての『神様』は絶対的な存在でも善でもないから、『神様に気に入られる』のは結構怖いことだよな、と。海外の小説なんかでよくある『神の御加護がありますように』とか『勝利の女神が微笑む』とかは、日本人としては、その……よくよく考えると、ちょっと怖いよな、とも。


うん。多分、日本の神様の御加護には『人間離れしてしまう』とか『神様の機嫌を損ねたら呪われる』みたいなデメリットがあるし、『勝利の女神に微笑まれた』人はそのまま勝利の女神様に気に入られて神隠しに遭う。うん。


つまり、『精霊』になったら、多分それは、人間を卒業してしまうことになる。いや、卒業じゃない。多分、中退。人間中退！


……僕にとってこの世界の『精霊』って、そういうイメージだ。そしてどうやら、フェイ達も同じらしい。よくよく考えてみると僕はこの世界の宗教のことをよく知らないし、そもそも宗教があるのかどうかも知らないのだけれど……その宗教が一神教であろうと多神教であろうと、その下に『精霊』が居るのは確かで、その『精霊』は図鑑とかを読む限り、どうやら『日本の神様』に近い代物らしい。この世界の『精霊』は色んな姿をしていて、時々自分勝手。愛情深かったり嫉妬深かったり、親切だったり意地悪だったり、おおらかだったり神経質だったり。そういう、『ちょっと人間っぽい』ものなんだろう。多分。


「初めてお前を見た時、お前のこと、精霊だと思ったっけなあ……まさか、本当に精霊になるとは」


「なりたくないよ。怖い」


そもそも精霊っていうものが何なのかもよく分かっていないのに、そういうものに勝手にされたら困る。よく分からないものに作り替えられてしまうのは怖い。


「でも確かにこの鳥さん、トウゴ君のことを気に入っているみたいよねえ……ほら、鳥が餌をあげるのは愛情表現、っていうでしょう？」


ぼ、僕、この鳥に求愛給餌きゅうじされてたっていうこと!?　あの美味しくない木の実で!?　なんか色々な意味で嫌だなあ！






さて。色々と衝撃的な事実が分かってしまったところで……僕は、鳥に向き直る。


「僕、人間を中退したくはないんだけれど」


そして僕がそう言うと、鳥はキョキョン、と鳴いた。あ、これは多分、分かってないやつだ。


「ええと、精霊になりたくないんだ」


なので言い換えてみたら、鳥は今度こそ分かったらしい。ぶわ、と羽毛を逆立てて、それから、羽毛をぺたんとさせてしゅんとしてしまった。……ちょっとかわいそうな気がしてきた。


「説明も無しに勝手に別のものにされたら困るよ。分からないものは怖いし」


鳥が少しかわいそうでも、ここで退くわけにはいかない。ここで退いたら人間中退。ここで退いたら人間中退！


「そもそもどうして僕のこと、精霊にしたいの？」


鳥を説得するつもりで、そう聞いてみる。……すると。


鳥は唐突に、僕をガシリと掴んだ。そして……飛び立った！


「うおっ!?　おいおいおい、トウゴをどこに連れてく気だ！」


「逃がすか！」


それを見てフェイとラオクレスがそれぞれの召喚獣に乗って追いかけてきてくれる。


……すると、鳥は時々振り返りつつ、僕を運んでそのまま飛んでいく。その後を、フェイを乗せたレッドドラゴンとラオクレスと、いつの間にかクロアさんも乗っているアリコーンとがおいかけてきて、一羽と一匹と一頭は森の空をすいすい飛んでいく。


……そんなに長い距離は飛ばなかった。ただ、森の中心のあたり、僕が最初にこの森にやってきたあたりに降り立つと、そこで鳥は僕を解放する。


「ここに何かあるの？」


レッドドラゴンとアリコーンも同じく着陸すると、それを見届けた鳥はちょこちょこと地面の上を跳ねて進み始めた。……この大きさの鳥が地面を歩いているとすごく迫力があるなあ。


「どこかに案内しようとしているのかしら……？」


クロアさんが首を傾げるも、鳥は構わず進んでいく。


……そうして鳥の後を追いかけて数分。僕らは、大きな大きな木の下に来ていた。


「鳥の巣がある木よりも大きい……」


木登りしようとしたら、木登りじゃなくてボルダリングになりそうなかんじの木だ。大きい。


「……お？　鳥がいるぞ？　こいつの親戚か？」


そして、この木には鳥の巣がいくつかあった。鳥の巣から顔をだした鳥は……あっ、見覚えがある。大きなコマツグミだ。そこまで巨大でもないけれど、人間の子供くらいはありそうな。


……多分、僕が最初に孵した雛ひなだ。あの雛が大きくなって、ここに住むことになったんだろう。鳥の成長って早いなあ。


鳥がキョン、と鳴いて子供の鳥達に挨拶すると、子供の鳥達はキュッ、みたいな鳴き声で応えた。元気そうで何より。……けれど、当の鳥は木や自分の子供達に用事があるわけではないらしい。挨拶をしたら、あとはさっさと木の根元の方に向かって歩いていく。


そして僕らが鳥に追いつくと、鳥はちょっと振り返って、それから……羽毛をぶわりと逆立てた。逆立った羽毛がふわふわふわ、と揺れて、そして、何か、魔法が動いたのが分かった。なんだろう、そういう気配？　雰囲気？　空気？　そういうものが動いたんだ。


……すると、木の根元に道が開く。地下へと続く道だ。どういう仕組みかは分からないけれど、木の根が動いて、その下でも何か石材みたいなものが動いて、ぽっかりと入り口が現れてしまった。


「げっ。これ……なんだ？　古代の遺跡か何かか？」


フェイもこれの存在は知らなかったらしい。ええと……入っても大丈夫だろうか？


鳥は、キュ、と鳴いて、地下へ続く道に向かって歩き出した。となると、僕らとしても、中へ進まざるを得ない。


「……俺が先導する。クロア、殿は任せた」


「分かったわ。気を付けて。……とは言っても、そんなに心配は要らない気もするけれどね」


まず、慎重なラオクレスが鳥に続く。僕とフェイがそれに続いて、最後はクロアさん。木の根元から、地下に向かって進んでいくことにした。






木の下は木の下だけあって、根っこがあちこちに見えた。


「人間の手が加わった建物、だよな。これは。……そこに木の根っこが埋まってる、ってかんじか」


石造りの建物の天井や壁が少し崩れて、そこから木の根っこが入り込んでいる。けれど、通路はちゃんと保たれていて木も『弁えた』侵食の仕方をしているように見えた。


「明るいね」


通路は地下だというのに明るい。それは、石造りの壁や天井に刻まれた模様が、ふんわりと光っているからだ。その光のおかげで、特に明かりも無く入った僕らは何の問題も無く前へ進めている。


「ああ。多分、魔力で灯るランプの応用なんだろうなあ。……いや、そーすっと、どっから魔力取ってんだ、こりゃ。アンジェ連れてきて妖精に見てもらったら分かるかもな」


子供達とインターリアさんは置いてきたけれど、連れてきた方がよかったかな。……いや、何があるか分からないところには、子供は連れてこられないよ。


「……ここは一体、何なんだ」


「そうねえ……精霊を祭る神殿、とかかしら？　古代の産物のように思えるわね」


神殿、かあ。……何か、魔法が動いている気配は、分かるんだよ。体の表面がぴりぴりするというか、むずむずするというか、そういう感覚がある。魔法に中てられてるのかも。


「……っと。着いたみたいだぜ」


そして僕らが話しながら進んでいくと、突き当たりで鳥が僕らを待っていた。


そこにあったのは、通路よりも高い天井。通路よりも明るくて広い空間。石造りで、木の根が侵食していて、それで……。


……その部屋の中央には、ぼんやり光る球があった。


ぼんやり光る球は、石づくりの台座の上に乗っている。その上で、ぼんやりと弱く、真珠色に光り輝いている。石の台座には精密に何かが彫り込んであった。文字にも模様にも見える模様には球の光が染み込んで、ぼんやりと光っている。


模様に染み込んだ光は部屋の床へと広がっていって、そこでもまた、複雑な文字か模様のようなものの形になっている。


「なんだろう、これ。ねえ、フェイ……」


目の前にあるものがよく分からなくてフェイに聞こうとしたら……フェイは、部屋に入ってくる前のところで蹲うずくまっていた。フェイだけじゃなくて、ラオクレスと、クロアさんも、部屋の前で茫然と立ち尽くしている。


「……フェイ!?　大丈夫!?」


慌てて部屋の入り口へ戻ってみると、フェイはぜえぜえと荒く呼吸をしながらぐったりしていた。


「こ、ここ……俺には、ちょっと、、魔力が、強、すぎる……」


そしてフェイは、そのままラオクレスに支えられてずりずりと後退していく。もう少し部屋から離れたところまで戻ったら、少し落ち着いたらしい。


「……きっと、普通の人間には立ち入れない場所なんだわ」


そんなフェイを見て、それからまたじっと部屋の方を見たクロアさんは、そんなことを言う。


「だから……あの部屋に普通に入っていけたトウゴ君は、多分、もう……」


「えええー……」


ぼ、僕、既に、人間中退……？　そんなあ！


僕がショックを受けていると、鳥がちょこちょこ戻ってきて、僕の服の襟を嘴くちばしで掴んで、そのままずりずり部屋の方へ引きずっていく。あああああ……。


そうして僕は鳥に引きずられて、また、光る球の前へと連れてこられた。


「……この球を、見せたかったの？」


聞いてみると、鳥は頷いて、キョキョン、と鳴いて……そして、この地下への道を開いた時と同様に、ぶるぶるぶる、と震えながら羽毛をぶわぶわ逆立たせる。……すると。


「うわっ」


ぴか、と球の光が強まった。ふんわりと、強まった光は台座の、そして床や壁の模様へと吸い込まれて、広がっていく。


……その一連の様子を見ていたら、なんだか、少し元気になってくるような、そんな気がした。


けれど、その光はそんなに長く、保たれなかった。しゅん、と光は弱まって、また元の明るさに戻る。……何だったんだろう。


鳥は『分かった？』とでも言うかのようにじっと僕を覗き込んでくるんだけれど、分かりません。分かりませんよ、覗きこまれたって！


……けれど。


「トウゴ」


後ろからフェイの声が聞こえてきて、僕は慌てて振り返る。


「分かった。ここは、多分……この森に、魔力を満たすための……そういう場所だ」


フェイはそう言って、じっと、鳥と僕を見つめている。


「精霊が精霊の力を使って、ここから、森に……レッドガルド領に、魔力を行き渡らせてる。そうだろ？　鳥」


鳥は羽をふわふわ膨らませて、大きく頷いた。


「それでお前は、トウゴを精霊にして……この森に魔力を満たして、この森を守る役に、就いてほしいんだな？」


またフェイが尋ねると……鳥は、大きく一度、こくんと頷いた。










それから僕らはまた、鳥の巣へ帰ってきた。


「あっ、トウゴー！　すごいのよ！　さっきね、さっきね、妖精さん達が、大騒ぎだったの！」


「あのね、あのね、妖精さんたちね、『魔力がいっぱい来た！』って、よろこんでたのよ」


すると、そこでカーネリアちゃんとアンジェ、そして妖精達がはしゃいでいた。……成程。さっき鳥がやったやつ、効果があったんだなあ。


「なあ、さっきの、何だったんだ？　なんか、ざわざわした。でも、気持ち悪くは、なかった……」


「うん……鳥が何か、魔力を森に満たしていたみたいだよ」


リアンも肌で魔力を感じたらしくて、なんだか不思議そうな顔をしている。


「ねえ、フェイ。さっきの鳥がやってたこと、もっとやったら、霊脈を取り戻せたり、しないだろうか」


魔力が森に満ちるっていうなら、霊脈を堰き止められてしまった代わりにそこで魔力を補給できないかな。そうすれば……そうすれば、森が魔力の源泉になって、新しい霊脈が生まれるかも。


「……多分、できるんだろうな。だから鳥も、お前を精霊にしようとしてるんだと思う」


フェイは苦い顔でそう言って、がしがし、と頭を掻いた。


「けど……だからって、その為にお前を……まるで、生贄に出すようなこと……」


……まあ、精霊になってしまう、っていうのは、僕としてもちょっと怖いよ。何が何だか分からないし。分からないものはやっぱり怖い。


「こ、こら、鳥殿。トウゴ殿にそれを食べさせようとしてくれるな。今は審議中だ」


けれど鳥は特に構わず、また例の木の実を僕にずいずいやろうとしている。インターリアさんが止めてくれているけれど。ありがとう、インターリアさん！


「まあ……ええと、一度、相談してきても、いい？」


ということで僕も、鳥に一時休戦を持ちかけてみた。鳥は、キュン、とちょっと不服気に返事をしながらも、僕らが帰るのを止めはしなかった。










家の前に戻ると、馬達の反応が、ちょっと、違った。


「え、あの、何……？」


天馬達は翼をぱたぱたさせて嬉しそうに、僕の周りによってきた。それならまだ分かるんだけれど、普段、僕にはそれほど寄り付かない一角獣達も、不思議そうに瞬きしながらずいずい寄ってくる。たちまち僕は馬に囲まれて身動きが取れなくなった。


「……これ、魔力が増えてしまったからなんだろうか？」


思えば、馬達がここに来たのって、僕が鳥に木の実を食べさせられた後だ。この馬達ってもしかしたら、魔力が多い人間が好きなのかもしれない。……一角獣が僕に寄ってきているのって、その、僕が女の子っぽくなったから、じゃ、ない、よね……？　魔力が増えたから、だよね……？


「はあ……困ったわね。解決方法が見えちゃった問題なのに、こうも厄介だなんて」


そうして僕が馬に囲まれつつ手近なところに座ると、近くにやってきたクロアさんが、すとん、と僕の隣に座る。


「霊脈が枯れた以上、魔力を補給しないとレッドガルド領は存続の危機。そして魔力の補給方法として……森の精霊様を増やす、っていう案が精霊様から直々に出された、っていうところよね」


「うん……となるとやっぱり、僕は精霊になった方がいいんじゃないだろうか」


僕がそう返すと、ちら、とクロアさんは僕を見た。その目がなんだか寂しそうで、それでいてすごく綺麗だった。


「……まあ、単純に考えるなら、そうなる、わね」


「おい、クロア」


そしてクロアさんがそう言ったのを聞いたラオクレスが、咎めるように鋭い声を発する。


「……トウゴ。お前は、どう思っている。それが良いか悪いかではなく、お前自身の好き嫌いでは、どう、思っている」


……ラオクレスの心配そうな目が、じっと僕を見つめる。彼、こういう顔もするんだなあ。


「……精霊になる、っていうのは、その、よく分からないから怖い、と思う。人間をやめちゃうっていうのは、なんとなく抵抗があるし。……でも」


それから僕は、自分の気持ちを言葉に出してみる。不思議なもので、こうやって言葉にしてみると自分の気持ちがはっきりしてくるような、そんなかんじがする。


改めて、家の前から森を見る。泉があって、家があって、森があって……馬も、皆も居る森。


……うん。やっぱり僕、ここが好きみたいだ。


「僕、この森も、この森の皆も、大好きなんだ」


初めはここに来てしまったからここに居たけれど、今、多分どこへでも行ける僕は、それでもここに居たいと思う。だから僕はこの森にこれからも居たいし……この森や、レッドガルド領の皆のために、頑張りたい。


「だから、僕、精霊になろうと思う。それで、皆を助けたい。だって、大好きだから。……これが僕の、好き嫌いの話」


「……そうか。まあ、お前がそう決めたのなら、俺は止めん」


ラオクレスは目を閉じて頷くと、僕の頭に手を伸ばして、もさ、と撫でた。大きな手が温かくて、ちょっと心地いい。ちょっと恥ずかしいけれどね。


「私は何も言えないけれど、うーん、少し癪ね。あなたをあの鳥さんにとられるみたいで。……あの鳥、やっぱり生意気よ」


うん。クロアさんの感想は中々いいと思う。なんかこう、心配とかじゃなくて『あの鳥やっぱり生意気』になるあたりがとっても素敵だ。


「私はいいと思うわ！　精霊様になったトウゴ、見てみたいわ！　きっとすごく綺麗だと思うの！」


「そ、そっか……」


そしてカーネリアちゃんからは熱い賛同の言葉を頂いた。そ、そっか。綺麗か。うーん、複雑。


「トウゴぉ……お前……」


そして、フェイがすごく複雑そうな顔でじっと僕を見ていた。


「ねえ、フェイ。僕が人間じゃなくなったら、その、親友じゃなくなっちゃう？」


ちょっと揶揄うような気持ちで聞いてみたら、フェイは、途端にがばっ、と僕に飛びついてきた。


「ばかやろー！　俺とお前は親友だ！　何があっても！　お前が人間じゃなくなっちまっても！　絶対にだ！」


そして、ぎゅうぎゅう、と抱きしめられながら、僕は耳元でフェイの声を聞く。


「親友なのに……俺、何もできなくて、お前に頼ってばっかで、ごめん。ごめんな……」


「ううん。僕だってフェイにいっぱい頼ってる。それに、皆の役に立てるなら、嬉しい」


ぎゅ、ともう少しやってから離れた僕らは向かい合って……そして、僕は一番大事なことを言う。


「……どうやら、精霊になったとしても絵は描けそうなので」


「……えっ？」


「うん。絵」


フェイが急にぽかんとしてしまった。隣に居たラオクレスとクロアさんも、少し離れて聞いていたインターリアさんも、ぽかんとしてしまった。けれどカーネリアちゃんとアンジェは『それは素敵ね！』って言って、ぽかんとしていない。リアンはなんか呆れている。そんなかんじ。


「カーネリアちゃんの図鑑を見せてもらった時に、色んな姿の精霊が載ってたから。ということは、僕、精霊になったからといって鳥の姿になってしまう訳ではないと思う。だったらまあ、絵は描けるだろうし、いいかな、って。……絵を描けなくなるんだったらちょっと嫌だけれどさ」


もしかすると、体が変わらなくても心が変わってしまう、のかもしれない。精霊になると、絵に興味が無くなってしまう、とか。それはちょっと怖いし、嫌だな、と思うのだけれど……いや、でも、大丈夫だろう。僕が僕である限り、人間でも精霊でも、きっと変わらない。変わらずに居てみせる。だって僕、絵を描くために生きていて、絵を描くことで生きている生き物なんだから！


「……お、お前……」


フェイはぷるぷる、と震えてから……また、がばっ、と僕に抱き着いてきた！　うわあ！


「やっぱりトウゴはこうでなくっちゃなあー！　あーもう！　愛してるぜ、親友！」


さっきよりも更にぎゅうぎゅうやられながら、僕はちょっとびっくりして……それから、僕もぎゅうぎゅうやり返す。そうだよ。僕はやっぱり、こうでなくっちゃ！










「ええと、僕、精霊になることにした」


翌日。改めてそう鳥に伝えると、鳥は全身の羽をふわふわ逆立てて驚きか興奮かを表現してから、僕に寄ってきてすりすりと擦りついてきた。


「でも、僕、この世界の人間じゃないんだけれど……いい？　僕、どうしてこの世界に来たのか分からないし覚えてない。だから、突然帰らなきゃならなくなるかもしれないし、それが僕の意思で選べないかもしれない。でも、自分で選べる限りは、ちゃんと引継ぎとか代替わりとかしてから帰るようにするから」


次に、免責事項の確認。鳥は何やら神妙な顔で頷いていた。とりあえず、それはいいらしい。


「それから、僕、異世界人だから、この世界の常識とか、よく分かってないよ。大丈夫？」


これには鳥は胸を張って頷いてくれた。うん。確かにこの鳥も常識が分かっている風には見えない。なら大丈夫か。


「ええと……じゃあ、よろしくお願いします」


鳥との意識のすり合わせもできたし、これでいよいよ、抱卵作業に入れる。


真珠色の卵を撫でながら、そっとお腹と膝の間に抱く。


……それを見て鳥はすごく満足げな顔をすると、ちょっと飛んで行って、また戻ってきて……例の木の実を僕にずいずいやり始めた。うん、やっぱりそれはセットでついてくるのか。


「まあ、いいよ。食べるよ」


でも精霊になると決めた以上、抱卵に適した温度にされてしまうのはしょうがない。これがこの鳥なりの愛情表現らしいし、これを食べると魔力が増えるらしいし。


うん。よく考えると魔力が増えるのっていいことじゃないかな。大きいものを出しても大丈夫な体になれるなら、大きな建物も描いて出せるようになるんだろうし、大きな生き物だって出せるようになるかもしれない。風景画を描いて、すごく綺麗な風景をそのまま作り出すこともできるかも。それは純粋に楽しみだ。……うん。これから何を描こうかな。


卵を撫でつつ、僕は眠くなってきたので寝ることにした。今ならなんとなく、いい夢を見られそうな気がする。






それから夜になって、朝になった。


僕が目を覚ました時はもう、太陽が白っぽくなっていて、森の木々が緑色に輝いていた。この鳥の巣は少し高い位置にあるから、中々見晴らしがいい。


「……あ」


そして、森を見ている内に、抱いていた卵に変化があった。


ぴし、と表面に罅ひびが走って、そこから光が漏れる。……え？　この卵の中身、光るの？


「あの、なんだか光っているんだけれど」


爆発したりしないよね、と心配になりながら鳥に聞いてみたら、鳥も起きて、一緒に卵を見守るようになった。鳥が落ち着いているのを見る限り、この卵はこれで正常らしい。


……緊張しながら卵を見守っていると、罅はだんだん大きく広がっていって……そして、罅がいよいよ大きくなると……ぱかり、と、卵の殻が一部分、外れて、何かが飛び出してくる。


出てきたのは、半透明に光る、真珠色の……小さな、鳥みたいな竜みたいな、もっと違う何かのような……そういう何かだった。


形ははっきりしないし、半透明だし光ってるし、よく分からない。


けれどそれは、僕の目の前でふわふわ浮かぶと……突然、僕の胸のあたりに突進してきて、そしてそのまま、消えてしまった。


僕の胸に溶けてしまったというか、吸い込まれてしまったというか、そういう風にして消えてしまったその謎の生き物はそれっきり、出てこない。


……けれど、多分、さっきのが『精霊の力』なんだろうな、ということは分かった。謎の生き物が消えてしまってから、じんわりと、僕の中に温かいものが広がったような、そんな気がしたから。










……で、それで終わりだった。


「……え？　これで終わり？」


もっと何かあるのかな、と思ったけれど、それで終わりだったらしい。鳥は満足げに頷いているけれど、僕は少し温かくなってそれだけ。ええと……。


「僕、精霊になったの？」


聞いてみると、鳥は嬉しそうに頷きつつ、キョン、と鳴いた。


うん。僕、精霊になったらしい。全然そんな気がしないんだけれど。何が変わったのかまるで分からないけれど。ええと……自覚できていないだけで、ものすごく変わってしまったとか？　それはそれで怖いな。でも、これくらいで済んだならよかった。うん。体が大きくなりもしていないし、筆も持てるし鉛筆も持てるし。これなら何も問題ないね。










それから鳥は、僕をガシリと掴んで例の地下遺跡へ連れていった。そうして一番奥、真珠色の光の球が台座の上で浮いている部屋に入ると、そこで僕の手首を優しく咥えて、光の球にむかってぐいぐい引っ張る。


「ええと、触っていいの？」


聞いてみると、僕の手からくちばしを放して、キョキョン、と鳴いた。どうやら僕はこれに触ることになるらしい。


少し緊張しながら、真珠色の光の球に向かい合う。真珠色の光の球は、さっき、卵から孵った謎の生き物っぽい何かによく似た色だ。これも精霊の力だっていうことなのかな。


色々と考えつつ、光の球に触れる。……すると、途端に光の球が強く輝き始めて、光が広がっていく。


光は台座の模様にそって流れて、床へ。壁へ。天井へも。そしてそのまま広がる光は、森へと届いていって……森へ、満ちていく。


それと同時に、何か……頭の中に森ができた。


うん。僕の頭の中に、森が。こう、ぽん、と、頭の中に……森が。


森。ええと、なんか居る。鳥？　あ、これ、森の外の方……？　鹿っぽいのも居る。ええと、これなんだろう。よく分からない。自分が森の一部になってしまった？　森が自分？　見えてる？　いや、見えてる訳じゃないんだけれど、聞こえる……でもないし、ええと、これ、なんだろう？　五感じゃない別の感覚が自分の中に一個増えてしまったみたいな……。


これは……ええと、多分、結構、人間じゃなくなってしまったんじゃないだろうか。


うん、多分、やっぱり、人間じゃなくなってしまった……。










「た、ただいま……」


「おかえ……うおっ!?　トウゴ!?　どうした!?　大丈夫か!?」


僕は鳥に掴まれたまま家に帰された。バサバサいう鳥の羽音で気づいたらしいフェイが家の中から出てきて、僕を見て、驚きながら慌てて僕を鳥から回収してくれた。


「も、森になった……僕、森……いや、森が、僕……？」


「うわ、熱出てる！　おーい！　ラオクレス！　トウゴが熱出してる！」


え、僕、熱が出てる？　ええと……あ、駄目だ、何か考えようとすると頭の中の森が。森が……。


「ひとまずベッドへ運ぶか」


「もう、鳥さん！　トウゴ君に何したの!?」


ラオクレスもクロアさんも慌てている。けれど、鳥はきょとんとしてるばかり……。


それから僕は部屋に運んでもらって、そこでベッドに寝た。そして、フェイの診断は……。


「これ、知恵熱だな！」


……あんまりだ！






……それから僕は僕の部屋のベッドに運ばれて、そこで『知恵熱』の処置を受けた。その処置、というのが……。


「トウゴ！　早く元気になってね！」


「……なんで俺まで」


「トウゴおにいちゃん、お花と木のいいにおいがする……ふふふ」


……子供達に、囲まれること。今、僕は、ベッドの中にカーネリアちゃんとリアンとアンジェと一緒に入って、寝ています。


「とりあえず水と果物だ。食えなくとも飲むだけは飲んでおけ」


「あ、うん……」


それからラオクレスに食べもの用意してもらった。体が火照って食欲が無いから、水と果物だけ。


「よし。んじゃあトウゴの魔力をできるだけ吸うぞー！」


……それから、クロアさんがベッドの縁に腰かけて僕の手を握ってくれて、インターリアさんが反対側に座っていてくれて、ラオクレスはベッドの側の椅子にどっかり座り込んで、フェイはベッドの頭の方から回り込んで僕の頭をがしがし撫でた。


「え？　これ……何？」


「ん？　知恵熱の対処」


……どうやら、この世界における知恵熱って、僕が知ってる知恵熱と何かが違うらしい。


「ほら、要は急に魔力が増えたり、急に魔力を出したり引っ込めたりしたり、魔法を酷使したり、急に新しい魔法を覚えて体の中の魔力がこんがらがったりしたら知恵熱が出るわけだけどよ」


どうやらこの世界における『知恵熱』っていうのは、魔力が不安定になって出る熱、らしい。


「だから、知恵熱の時は自分より魔力の低い生き物が周りに居るといいんだよな。溢れた魔力を吸い取ってくれる奴が居るとすぐ治るからよ」


つまり、僕が魔力切れになった時に馬達が寄ってきてくれたのと逆、ってことか。そっか。だから今回は外のハンモックじゃなくて家の中なんだ。


「俺もチビのころ、兄貴の知恵熱に付き合って一緒に寝てたなー。へへへ……」


「あの、子供達は分かるんだけれど、なんでフェイ達まで？」


僕が今、子供達と一緒にベッドに入っているのはそういう治療、って分かるんだけれど……。


「トウゴ殿。精霊様と比べたら人の魔力など小さすぎて子供と大して変わらないと思うが……」


……あ、そういうことなの？　そ、そっか……。うう、僕、人間中退しちゃったんだなあ！


「俺も魔法はそれほど得意ではない。まあ、溢れた分を吸うくらいはできるだろう」


「ふふふ。トウゴ君の近くに居ると、なんだか魔力が零れてくるのが分かるわねえ」


……ま、まあ、皆に囲まれたらちょっと体調がよくなってきた気がするけど。いいのかなあ……。


「後はよく寝て、体の中の魔力を整えてやれ。な？」


「うん」


でもやっぱりどの世界でも、回復するにはまず睡眠なんだな。うん。


「それからもう少し良くなってきたらなんか簡単な魔法を使って魔力を消費するといいぜ！」


「つまり、描けばいいのか」


分かった。ひと眠りしたら何か描いて出そう。


「そ、そーだな。で、もうちょっと元気になってきたら、少し大規模な奴で魔力を消費して……」


「つまり、描けばいいんだね」


よし。じゃあ何か大きめのものを描いて出そう。


さて、じゃあ何を描こうかな、と思っていたら……フェイはけらけら笑いながらまた、僕の頭をがしがし撫でた。


「……よしよし！　お前の治療にゃ、それが一番だ！　思う存分描け！」


「わーい」


「ただし、ちゃんと寝てからだからな！」


「うん。分かってる」


寝たら描ける。寝たら描ける。なら寝よう。よし。おやすみなさい。


……眠ろうとして毛布の中に潜り込んだところで、ふと、フェイが言った。


「……なんかよお、お前、精霊になって何が変わっちまったかと思ったら、なんか、こう……もっとふわふわしてきたなあ」


……精霊になった僕の変化が『ふわふわになった』だったら、あの、ちょっと、その……嫌！










起きたら頭の中の混乱ぶりは多少、落ち着いていた。


うん。頭の中に森ができてしまったような感覚は相変わらずあるし、こんがらがることもまだ多いみたいだけれど、大分、自分の中に馴染んできた、というか。


……どうやら僕、この森のことがある程度分かるようになってしまったらしい。


今、どこに何が居るのか、とか。森の魔力の具合はどうだ、とか。そういう。南の方の花畑の様子も分かるし、そこに蝶が飛んでいるのも分かる。兎の親子が巣穴の中でぬくぬくしているのも分かるし、鹿が駆けまわっているのも分かるし……そういうのが、見るのとも聞くのとも違う感覚で、分かってしまうんだ。……まあ、慣れるまでには結構かかる気がする。


とりあえず、フェイのおすすめ通りに早速絵を描くことにする。まずは……宝石。


「お。綺麗だなあ」


「うん。翡翠ひすいがクロアさんっぽいかなって思って。こっちの虎目石はラオクレス。こっちのガーネットはフェイ」


「……とんだ口説き文句だなあ、それ」


僕が描いている宝石は、彼らっぽい宝石だ。


「こっちの琥珀はインターリアさんとカーネリアちゃん。リアンとアンジェはトルコ石っていうよりは、透き通ったかんじの空色がいいな……うーん、ブルーダイヤモンド、とかだろうか？」


描いた端からどんどん実体化していくので、ベッドの上はその内、宝石だらけになってしまった。まあ、これはこれで楽しい。それにやっぱり、絵を描くと知恵熱に効くらしい。実体化させていたらどんどん体調が良くなってくる。


「それにしても、どうして宝石なんだ？　女性陣へのプレゼントか？」


「あ、それでもいい。うん。欲しいのがあったら持っていってもらおうかな」


「……気前が良すぎてちょっと怖いわねえ、それは」


そっか。ならやめておこう。


「ほら、宝石を描いたら、できた宝石の具合で僕の今の魔力のかんじが分かるかと思って」


どうして宝石を描いているのか説明したら、フェイは、ほう、と頷いて……それから、できあがったばかりの宝石を一つつまみ上げて、眺めた。


「俺も目利きがそこまでできるわけじゃねえけどさあ」


「うん」


……フェイはしばらく黙った後、言った。


「これ、下手に売ったら戦争になるからやめとけ……」


……う、うん。






いきなり魔力が増えてしまったので制御が上手くいかないんじゃないかと思ったのだけれど、そこは一度制御の練習をしたのが良かったのか、少し練習すれば『餅にならない餅の絵』を描くことができたし、『売っても戦争にならない程度の宝石』を出すこともできた。うん、よかった。


……もしかしたらあの鳥、僕がある程度魔力の制御をできるようになるまで待っていたのかな。


何も考えずに出した宝石の具合や、実体化させたときの自分の感覚から考えるに、僕の魔力が増えてしまったことは間違いないみたいだ。精霊になったからでもあるんだろうし、あの鳥に食べさせられたあの大変な味の木の実も関係しているんだと思う。


まあ、つまり……今の状態で魔力の制御ができなかったら、ちょっと、色々大変だったかも。


それから二日くらいは、ベッドの上でひたすらものを描いていた。


餅を出して食べて、麦茶を出して飲んで、絵の具を描いて出して、ベッドの上で使える机があると便利だなって思って机を出して……。


……そうしている間に体の調子はすっかりよくなっていたし、頭もすっきりしてきたし、そうなるといよいよ、本来の目的の為に動くことになる。






「霊脈の代わりを僕が務められるかは分からないけれど……」


僕は、森の遺跡までやってきた。鳥も一緒。一応、精霊の先輩として。


僕らは遺跡の最深部、光る球がある部屋で、代わりばんこに球に触れては森に魔力を満たしているところだ。これが結構疲れるのだけれども、鳥と交代しながらなので案外、何とかなっている。


特に……鳥は、僕が描いて出した宝石を気に入ったらしい。リハビリがてらに描いた奴をいくつか、鳥に持って行ったんだよ。まあ、これからもよろしくね、という気持ちで。そうしたら鳥は、疲れたら宝石の上に座って休む、という具合に宝石を使い始めた。……この現象についてフェイに解説を求めたら、『あー、多分、魔石の魔力で自分の魔力をじわじわ回復させてるんだろ。贅沢な使い方だけどな……』との答えが出てきた。成程、僕が描いて出した物で、魔力の回復ができる……。


ということで僕は、遺跡の近くに桃の木を描いて出して、季節を無視した桃を実らせてみた。森に魔力を満たす過程で疲れてしまったら、遺跡の外に出て桃を食べて、じんわり回復するんだ。


……僕の魔力から出した物を食べて僕の魔力が使用した以上に回復するのって、どう考えてもエネルギー保存の法則を無視している気がするのだけれど……まあ、これが精霊の力、なんだろうな、と思うことにした。そう思わないと納得できない！










……そうして鳥と一緒に森の遺跡に篭って働くこと、しばらく。


「随分このあたりも元気になったね」


鳥にそう話しかけてみると、鳥は元気に、キョキョン、と鳴いた。


なんとなく、森全体に魔力が満ちて、元気になったのが分かる。霊脈を堰き止められてしまってからの具合とは大違いだ！


「これでもう大丈夫かな……ここを源泉とした霊脈もできてるみたいだし」


僕も精霊になってしまったものだから、なんとなく、魔力の具合が分かる。『霊脈』と今まで言葉だけで理解していたものが、手に取るように分かるようになった、というか。


……この森は周囲一帯の土地よりも随分魔力が多くなった。僕と鳥が頑張った成果だ。この森からはじんわり魔力が溢れて、森の外に流れ出しているらしい。そうして流れができて、魔力の小川ができている。……つまり、霊脈だ。これからきっと、堰き止められた霊脈の代わりになるはず。


「アージェントさん、驚いてるかなあ」


ちょっとくすくす笑いながら、僕は一度、家に帰ることにした。アージェントさんの反応も含めて、現状をフェイ達に聞いておこう。






そうして家に帰ると、丁度、フェイが遊びに来ていた。ラオクレスとインターリアさんとで何か話している。


「フェイー！　森が魔力で満ちたよ！」


そこで早速、報告すると……フェイはなんだか、ぽかん、とした顔で僕を見ていた。


「うわ、お前、なんか……久しぶりに見たら、随分と人間離れ、したなあ」


……えっ。


「なんか、雰囲気が……如何にも精霊様、っつうかんじだ。うん。別に、体とか顔とかが精霊様、ってかんじじゃあねえから大丈夫だぜ！」


そ、そんなあ……いや、雰囲気だけなら、いいんだけれど。いいんだけれど……。


「……というか、体が精霊に近づく、ってどういう状態なんだろうか。鳥になるってこと？」


「私の故郷で、『精霊への生贄として選ばれた人間には三日三晩、酒か砂糖水しか与えずに過ごさせて体を精霊に近づけさせた』という伝承を聞いたことがあるが……」


ああ、成程。体が精霊に近づく、って、外見じゃなくて中身の話なのかも。……ん？


「あ、そういえば僕、しばらく桃しか食べてない……」


僕がそう零すと、インターリアさんとフェイは絶句してしまった。更に、その後ろで聞いていたラオクレスがすごい勢いで僕の家へ入っていって、何かガサゴソやって……そして。


「……食え」


僕に、ハムとチーズを挟んだパンを差し出してくれた。


「わあ、ラオクレスパンだ！　やった！　僕、これ、好きだよ！」


「そうか……」


久しぶりに食べる桃以外の食べ物がなんだか美味しくて、思わず笑顔になってしまう。美味しいなあ。美味しいなあ。


そうしてラオクレスパンを一つ食べ終えたら、お腹がいっぱいになった。胃袋が縮んでしまったかも。まあ、一週間、桃だけで生活してたらそうもなるか。


「なんとも……空へ飛んでいってしまいそうな御仁だ……」


「……定期的に人間の食べ物を口にさせて、地上に縛りつけておかなければならんな」


……インターリアさんとラオクレスが、なんか壮絶な決意をしている気がする。あの、待って。縛らないで。僕、ふわふわ飛んでいかないから。大丈夫だから。






「ところでアージェントさんの様子はどう？」


「あー、もう、めっちゃおもしれー事になってる」


ラオクレスとインターリアさんがちょっと物騒な相談をしている間、僕はフェイから状況を聞く。


「なんかよ、ここが霊脈の源泉になったせいで、周りの霊脈の流れがちょっと変わってきたらしくてな？　何本かの霊脈が、王都を避けちまったらしい！」


……えっ。


「で、アージェントの野郎、ここ一週間は王城に詰めてるってさ。クロアさんからの報告だけど」


流石、クロアさん。プロの密偵さんだなあ。……ん？


「ここ一週間、って……あの、僕が鳥と一緒に遺跡に篭ってから、どれぐらい経ってるの？」


僕の感覚だと、鳥と一緒に数日篭ってた、くらいの感覚なんだけれど……。


「は？　も、もしかしてお前、時間の感覚、無かったのか？」


うん。……ドキドキしながら、フェイの発表を待つと。


「なんと……お前、一ヶ月、篭ってたんだぜ……？」


「……ひえっ」


つまり、僕、一ヶ月、桃だけで生活してたのか……！


ラオクレス！　インターリアさん！　やっぱりお願いします！　僕のこと、地上に縛りつけておいて！　自分で自分が信じられない！　僕、飛んでいっちゃうかもしれない！






＊絵画コンクール


季節は秋。朝晩はびっくりするくらい寒いし、昼間の陽だまりの中に居ても寒いような、そんな毎日が続いている。けれど、寒い季節は嫌いじゃない。寒さがあるからこそ、温かいココアが美味しかったり、暖炉の火が心地よかったりするわけだし。


……それに、これからは森の眠りの季節なので、丁度良かったかもしれない。僕が森の精霊になってから一ヶ月、ちょっと働き詰めだったので……休暇が貰えて、丁度良かった。これが春だったら、木々を芽吹かせたり花を咲かせたり、色々忙しいところだっただろうから。






「あー、やっぱ休憩してえ時にはここに来るに限るなー！」


「いらっしゃい。お茶、用意できてるよ」


そうしているうちにフェイが遊びに来たので、お茶のカップを渡す。


「お、準備がいいなあ」


「うん。フェイがこっちに向かってるの、分かったから」


フェイが火の精に乗って森に遊びに来るのは森としての感覚で分かっていたので、お茶の準備をしておきました。こういう時、森の感覚はとても便利。


「……そういやお前、森の精霊様なんだったなあ」


「うん。同時に人間なんだけれどね」


ラオクレスとインターリアさんは、『人間の食べ物を食べろ！』と、僕に色々食べさせてくれた。おかげで大分、人間っぽくなってきたと思うよ。


「ま、いいや。お前が楽しそうで何より、と。……あー、お茶がうめえー」


フェイがお茶を飲んでのんびり伸びをするのを見て、疲れてるのかなあ、と心配になる。


「まだ忙しいの？」


「ん？　いやいや、一段落したとこ。つい先週まではアージェントがこっちに『一体何をした』って探りを入れてきてけど『俺達は何もしてませんよ？』で押し通してたら来なくなったし」


そう。最近まで、フェイはもっと忙しかった。王都周りの霊脈が変わってしまったことについて、王様とアージェント家で揉めていたらしいよ。密偵さんとして働いてくれたクロアさん曰く、『国王はアージェントが何かしたと思っていて、アージェントは何が起きたのか分かっていないから面白いわね』とのことでした。


「どうせまた、ちょっかい掛けてくるんだろうけどな。ま、トウゴもドラゴンもやらねーっつーの」


ちょっとやさぐれ気味なフェイはそう言って、ずず、とお茶を飲む。やっぱり色々大変なんだろうなあ。僕は森で森をやったり絵を描いたりしているだけなので、ちょっと申し訳ない。


「……ま、それはいいや。アージェントのことは放っとくとして……」


けれどフェイは『この話は一旦打ち切り！』とばかりに表情を切り替えると、懐から折り畳まれた紙を取り出した。


「お前、興味あるんじゃねえかと思ってさ。王都で配られてたビラ、持ってきた！」


……フェイがくれた紙には、『王立美術館絵画コンクール』と書いてあった。


どうやら……絵のコンクールが、あるらしい。






「コンクール……」


「おう。コンクール。興味、ねえか？」


……フェイの問いかけに、すぐに答えられない。興味があるか無いか、と言われたら、多分、ある。けれど……。


「……優勝できる自信は無いよ」


「……そうかぁ」


フェイは僕の顔をひょい、と覗き込んで、笑った。なんでか、フェイの明るい顔を見ていると、ちょっと気分が落ち着いてくるというか、気が楽になってくるというか。


「ま、出展を迫るつもりはねえから大丈夫大丈夫。お前が出さなくったって、コンクール見に行くだけでもいいだろ？」


「……あ、そっか」


本当なら、僕の名前を知ってもらうためにコンクールに出品するのが正解だと思う。今後もアージェントさんは僕を狙ってきそうだから。けれど……そうだね。見に行くだけだっていいんだ。


「王立美術館、っていうところがあるの？」


「おう。そういやお前、行ってなかったっけ」


「うん」


そんな場所があると聞いていたら僕、真っ先にそこへ駆けていった気がするなあ。


「よし……じゃ、行ってみるか？　王立美術館。俺も王都に用事、あるしさ！」


コンクールのことはさておき、ひとまず僕は、王立美術館なる場所を見学しに行くことにした。色々な美術品を見られるっていうのは楽しみだなあ。わくわく。






そうして翌日。


「よーし！　んじゃあ行くか！」


「おー！」


僕らは森を出発して王都へ向かうことになった。


今回行くのは、僕とフェイ、そして護衛のラオクレス。そして何かあった時の為のクロアさん。この四人だ。……一応、アージェントさんを警戒した人員になっている。


「……はしゃいでいるな」


「あ、うん、つい……ごめんなさい」


コンクールはさておき美術館は楽しみなんだよ。なので僕は少々、はしゃいでしまっている。ああ、ラオクレスが呆れたような顔をしている……。


……と思ったら、ふ、とラオクレスは笑って、僕の頭に手を乗せた。


「謝ることじゃない。……特に最近はアージェントのあれこれで気が休まらなかっただろうからな。存分にはしゃげ」


「……うん」


そっか。僕、存分にはしゃいでいいのか。なら、お言葉に甘えて……。


「ふふふ。トウゴ君ったら可愛いわね」


またわくわくし始めていたところ、クロアさんに頬をつつかれてしまった。更に『あら、柔らかいしすべすべね』なんて評価を頂いてしまって、その、ちょっと複雑な気分になる。


「王立美術館は……そうね、あなたが楽しめるかどうかは分からないけれど。でも、あなたが好きな絵もきっと見つかると思うわ」


「クロアさんは行ったこと、あるの？」


「ええ。何度か。……あっ、盗みに入った訳じゃないわよ？」


そ、そっか。盗んでないならまあ、いいんだけれど……。うーん、『楽しめるかどうかは分からないけれど』っていうのは、どういう意味だろうか。


「……まあ、とりあえず、楽しみ」


「そうね。いっぱい楽しんできましょうね」


うん。いっぱい楽しむぞ。何せ僕、美術館なんて行くの、初めてなんだ。両親は僕を美術関係に触れさせることを嫌がっていたし、どうにも、行く機会が無くて。


……ということで、僕は存分にわくわくしながら、王都へ向かったのだった。










「この宿いいよなあ。丁度人数ぴったりだし」


「うん」


最初に来たのはお宿。前回泊まったのと同じ部屋にチェックイン。この部屋はもうすっかりフェイのお気に入りらしいよ。『王都での別荘みたいなもんかもな』とのこと。


さて、そこで荷物を下ろしたら、早速出発する。王城前の大通りを進んでいって、道の両脇にあるお店に目をとられつつ進んでいくと、やがて、王城前の広場が見えてくる。


「今回用事があるのはこっちだな。右は裁判所で、左が美術館だ！」


そして、王城前広場の中を通って、左折。そっちに曲がってしばらく行くと、もうそこは美術館。大きな立派な建物があって、如何にも美術館、という風情。ああ、美術館！　美術館！


「……トウゴ君、目が輝いてるわねえ」


「うん」


そりゃあだって、美術館だ。美術館だよ。目が輝くくらい当たり前のことだよ。何なら目が発光したっておかしくないくらいだ。気分だけで言うならもう発光してる。


「実は俺もここの美術館に入るの、すっげえ久しぶりなんだよなあ。ガキの頃に王都観光で一度来たっきりで……ま、要は俺も楽しみだ！」


そしてフェイもまた、美術館を前にしてわくわくしているらしい。フェイは僕の肩に腕を回すと、『行くぞー！』と元気に声を上げながら、美術館に向かって突進していく勢いで走り出した。僕も走り……あの、フェイ、速い！　速い！　待って！　転んじゃうから、待って！






「……すごい」


「だって『王立』美術館だもの」


近づいてみたら、美術館のすごさがよく分かった。だって、美術館の建物自体も一つの芸術品だったから。大理石の柱に金の象嵌ぞうがんが走っていたり、ガラス窓は窓枠が綺麗な細工になっていて、光が差し込んだ時に落ちる影で美しい模様を床に描いていたり。


入ってすぐのロビーの天井には豪華なシャンデリア。床にはいくつかの色のタイルが模様になるように並べてある。……これはすごい。


「まだ美術品まで辿り着いていないが」


「建物も美術品だよ。すごいなあ、すごいなあ……」


王城に入った時もこういう感覚だったなあ、と思い出しながら、僕は辺りを見回して、美術館の風景を存分に楽しんだ。その間にクロアさんが受付を済ませてくれて、僕らはいよいよ展示室へ。






……最高だ。そりゃあ美術館なんだから当然なんだけれど、展示室にはたくさんの絵が飾ってあって、たくさんの彫刻が飾ってあって……見ているだけでも楽しい。学べるものも多かった。


展示してある絵は、油絵が多い。僕、油絵はまだ練習中だから、見ても技術を分析しきれていない感覚がある。もっと油絵をやってからもう一回見に来たいな、と思わされた。


けれど、美術館を回っていく内にちょっと、気になるものが出てきた。


「……ここの絵って、どういう基準で集めてあるんだろう」


奥の方に進んでいくにつれて、なんというか、ちょっと雰囲気が変わってきた。……なんというか、その、『これ、本当に美術館に置いておいていいんだろうか？』というようなものも、ある。いや、こういう芸術だって言われてしまったらそれまでなんだけれど。でも、フェイも首を傾げているしなあ。


意図的な表現というよりは、技術が足りなくてそうなってしまった、みたいな、そういう絵がいくつかあるような……。


「……この辺りに飾ってあるのは、『素晴らしい画家達が描いた絵』だそうよ」


クロアさんは少しため息を吐きながら、解説してくれた。


「要は、貴族が描いた絵ね」


……ええと、それってどういう意味だろうか。僕が困っていると、クロアさんは少し不満げな顔で、こう言った。


「つまり、上手い下手じゃなくて、『貴族の絵だから』美術館に収められてるのよ」






……それから僕は、美術館の絵を見て回って、ちょっと複雑な気持ちになった。


隅っこの方に飾ってある絵がすごく好きだったり、部屋の真ん中でガラスケースに収められている絵がちょっと……その、あんまりな出来だったり、そういうのがいくつかある。


勿論、貴族出身の画家の絵でも、素晴らしいものはある。魔石を材料にした絵はお金が無いとできないからか貴族出身の画家が描いたものが多かったし、そこには作者の豊かな視点がすっかり見えるようで、見ていてとても楽しい。


『オーリン・ハルク』っていう人が描いた王都の絵が特にいい。迫力があって、いっそ怖いようなかんじすらあって、『見ろ、これが王都だ』っていうかんじの、堂々として、ちょっとやけっぱちなかんじの絵だ。うん。これはすごく好きだ。この人には王都がこう見えてるんだろうな。


……けれど、その、やっぱりそういうものばかりじゃない。見ても特に気に入らない絵は、すごく多い。ピンとこないというか、特に魅力的だと思わないというか。


それどころか、影の色が不揃いだったり、光源がずれていたり、配置が今ひとつだったり、画面に微妙に説得力が無いような、そういう絵も、よくある。『この人、本当にモチーフ見て描いたんだろうか？』っていうかんじの。


うーん……芸術に優劣をつけること自体が間違ってるのかな。『僕より下手だ』なんて思うのは、あまりにも傲慢というか、その、もっと謙虚であるべきなような気がする。けれどその一方で、『こんな絵でも美術館の真ん中に飾られるのか』って思ってしまう自分がやっぱり居て……すごく、複雑な気持ちだ。特に、コンクールを意識すると……。


「……僕、嫌な奴だ」


「どうした、急に」


「うん……」


なんというか……学ぶことも沢山あって、ここに来た価値は十分すぎるくらいにあったんだけれど、でも……なんだか、複雑な気持ちになった、美術館巡りだった。






「……トウゴ君！」


美術館を出て歩いていたら、唐突にクロアさんに声を掛けられて、びっくりした。


「大丈夫？　あなた、呼んでも反応しないんだもの」


「え、あ、ごめんなさい」


……唐突に声を掛けられたんじゃなくて、僕が反応しなかっただけらしい。ごめんなさい。


「どうした。具合が悪いのか」


「ううん、そういう訳じゃない。大丈夫だよ」


心配そうに実を屈めて僕の顔を覗き込んでくるラオクレスにそう伝える。……すると。


「さっき『自分は嫌な奴だ』と言っていたが、あれか」


……ラオクレスには分かってしまうらしい。いや、僕が分かりやすいのかな。うん、そんな気がする。なら、少し話してみようかな、と決心して、ずっと胸の内側でもやもやしていたものを言葉にしてみることにした。


「……貴族の人達が描いた絵が飾ってあったりしたけれど、どうにも、納得がいかなくて」


うん。納得がいかない。そして、納得がいかないことに納得がいかない、というか、納得がいかないのは悪いことなんじゃないか、と思ってしまうというか……。


「そういう絵の中のいくつかを見て、下手だ、って思ってしまうことが、なんだか嫌だ」


「……そうか」


「下手なものは下手、でいいんじゃねえのか？　駄目か？」


「それは下手なわけじゃなくて、僕がその絵の良さを見つけられないだけかもしれないから。下手、って言ってしまうのは、あまりにも不誠実だし、傲慢だと思う」


僕が説明すると、ラオクレスとフェイは『そういう考え方をするのか、こいつは』みたいな顔で頷いた。……一応、僕の考えは伝わっているらしい。嬉しい。


「だから、僕にとってそんなに魅力が無い絵でも、王様とか、美術館の人達にとってはすごく魅力的な絵なのかな、と思ったら、自分の目に自信がなくなってきたというか、どこに自分の自信の根拠を持てばいいのか分からなくなってきた」


「……他人の目を疑うより先に自分の目を疑うのだな、お前は」


「そうねえ……トウゴ君。あれはね。純粋に、『貴族だから』高く評価されてるんだと思うわよ？　そこに絵の良し悪しは関係ないの」


クロアさんの言葉を聞いて、ますます頭がこんがらがってきた。絵の良し悪しが関係無かったら美術館って一体何なんだ！






「コンクールも、その、王立美術館で開かれるんだよね？」


「……そーだなあ。あー……うー、その、すまねえ。あんまり良くない誘いだったよなあ、あれ」


フェイはビラを持ってきてくれた手前、なんだか気まずいらしい。別に、フェイが申し訳なく思う必要はないと思うのだけれど……まあ、フェイはいい奴なので。


「トウゴ君がコンクールに出展する意義は大いにあるのよね。ほら、名前を知らせる、っていう意味ではいい機会でしょう？　でもねえ……」


「トウゴ自身が納得できないなら無理に出展する必要もないだろう」


そしてクロアさんもラオクレスもいい人なので、そういう風に言ってくれる。それがありがたいやら、ちょっぴり申し訳ないやら。


「……まあ、優勝にこだわる必要も無いから、出展してみるのも悪くないかな、とは、思ってる」


そう。別にコンクールで優勝する必要はないんだ。優勝すると何がいいって、きっと賞金が出たり、名声が得られたり、それをきっかけに絵の依頼が増えたりするのがいいんだろうけれど……お金は十分にあるし、名声はレッドガルド家のお抱えをやっているからもう十分だな、って思ってる。依頼もこれ以上増えられてしまうとちょっと対応しきれなくなるので……と考えると、結局、アージェントさんへの対策、っていうこと以外、僕が考えるべき事ってほとんど無いんだよ。


なら、別に優勝できなくてもいい。なんだか始めから負け惜しみを言っているような具合になってしまうけれど、このコンクール、多分、貴族の人とか、大きい貴族の後ろ盾がある人とかが優勝するんだろうなあ、というのは分かってしまうし。となると僕、どうせ優勝の目はほぼ無いし……。


……うん。なんだか、色々と諦めてみたらスッキリした。スッキリしてみてから『もしかしたら僕は絵画コンクールで優勝してみたかったのかな』と気付けたけれど、それも別にいいやって思えたから、いいってことにしよう。……確かに、ちょっとだけ、憧れるけれどね。でも、不相応だし。


「……まあ、トウゴがいいなら、出展すればいいけどよお……ホントにいいのか？　俺が誘ったから無理に出展しようとしてねえか？」


「してない、してない。人生何事も経験だって先生が言ってたし、丁度いいかなって」


アージェントさん対策なら、出展するだけでも十分だと思うし、コンクールに出展する、っていう経験は僕、小学生の時の一回きりだったから、ちょっとわくわくしてきたし。


……うん。わくわくしてきた。ちょっとだけ、ね。






それからフェイは、『ちょっと寄る場所あるから先に戻っててくれ！』とのことだったので、そこでフェイとクロアさんと別れた。クロアさんは一応フェイにくっついていって、フェイの護衛をするんだってさ。すごいなあ、クロアさん。なので僕とラオクレスは一足先に宿へ戻ることにして、また王城前の広場を突っ切ることになったのだけれど……。


「……絵を描いている人、案外居るね」


よく見てみると、広場には何人か、絵を描いている人達の姿があった。もしかしたら彼らもコンクールに出展するのかもしれない。


「賞金もそれなりに出るようだったからな。平民が駄目で元々で出展することもあるのだろう」


「あ、やっぱり賞金出るんだ」


「……美術館の中に張り紙があったが」


「うん……展示品以外はあんまり見なかった……」


ラオクレスが呆れたような顔をしているけれど、でも、しょうがないだろ、美術館に行って見るものって、美術品だし……。


「ちなみに幾らぐらい賞金が出るんだろうか」


「金貨百枚と、あった」


……僕、既にその額は絵を売って稼いでしまっているなあ、と思い当たって、ちょっと嬉しくなった。嬉しくなっていたら何故か、ラオクレスに頭を撫でられてしまった。な、なんだなんだ。


「それから王立美術館の中央展示室に絵を飾られる栄誉と……何か賞品があったと思うが」


「あそこに飾られるのかぁ……」


「……『要らん』という顔だな」


「うん……」


いや、その、とても栄誉なことなんだとは、思うよ。実際、多くの人が見るであろう位置に絵が飾られるのって、その……考えるとちょっとどきどきしてしまうし。……でもなあ。


「あの絵の中に飾られてもなあ……」


「……もしかしたら、今、中央展示室に飾ってある貴族達の絵はコンクールに優勝した絵なのかもしれんな」


……なんというか、どんどんコンクールの魅力が無くなっていくように感じる。いや、でも、コンクールだし。物は試しっていうことで、出展はしてみよう。うん……。


「ちなみに、賞品は？」


「確か……なんだかの鏡、だったな。名前を忘れたが」


「か、鏡……？」


自画像を描くのに丁度いい鏡、とかだろうか。それだったらちょっとだけ欲しいような気もする。少なくとも僕にとっては金貨百枚や中央展示室に自分の絵が飾られる栄誉より、鏡の方が嬉しい。


「芸術のコンクールの賞品なのだから芸術に関する魔法の品なのかもしれんな」


「そっか」


僕の頭の中には童話の『白雪姫』に出てくる鏡が何となく思い浮かぶ。世界で一番美しい絵画はどれですか、なんて聞いてみたり……。


……いや、コンクールの賞品の鏡だったら、中央展示室のあのちょっとアレな絵を『世界で一番美しい絵画』として教えてくれるのかもしれない……うう。






そうして僕らは広場をのんびり歩いて抜けて、そのまま宿へ戻る、のだけれど。


「……さっきの子、すごく上手かったな」


「すれ違った一瞬で見たのか」


うん。……広場ですれ違った、僕と同い年くらいの女の子。ただ前だけ見てスタスタ歩いていたから声を掛けたりはできなかったけれど……開きっぱなしのスケッチブックを持ったまま移動していたから、そのスケッチブックは見えたんだ。


木炭デッサンがそこにあった。広場の銅像を描いた物らしいそれは、大胆な描き方をしてあって、なんというか、一目見て惹かれた。もっとよく見てみたかったけれど、すれ違っただけだとこれで終わりだ。……その女の子の栗色のポニーテールが揺れながら遠ざかっていくのを見送って、僕もなんだかやる気が出てくるような、そんなかんじを味わう。僕も何か、描きたいな。






そうしてラオクレスと一緒に宿に戻って荷物を下ろして、一休み。一休みしたら、王都の街並みを描いてみたり、ラオクレスが『クロアが淹れたようには美味くはないだろうが』といいつつ淹れてくれたお茶を飲んでみたり、そのお茶を描いたりしながら過ごした。ちなみにラオクレスが淹れてくれたお茶はなんだか渋かった。まあ、これはこれで……。


「ただいまー！　いやー、悪い悪い、待たせたな！　飯行こうぜ！」


「あっ、お帰りなさい」


そうこうしていたら、フェイとクロアさんが帰ってきた。……のだけれど。


「……フェイ？　大丈夫？」


なんだか、フェイの様子がおかしい気がした。少し元気が無いのに無理矢理元気を出しているように見える、というか……。


「え？　……あー、ちょっと人酔いしたかもしれねえ。久しぶりの王都だったしなあ」


僕が尋ねるとフェイはそう言って、だいじょーぶ、だいじょーぶ、と笑ってくれる。


「あら、大変。ならご飯はさっと済ませて早めに寝ましょうか。トウゴ君もそれでいい？」


「うん……僕は構わないけれど」


フェイの元気が無さそうな様子は気になるけれど、でも、だからこそクロアさんの言う通り、ご飯を済ませて早く寝るべきだよね。


「よーし！　じゃあ飯！　そんで風呂！　早めにベッド！　ってことで行くかあ！」


フェイは相変わらず元気を出してくれているので……まずは美味しいご飯から。よし。






クロアさんのおすすめだというご飯処は、ちょっぴり薄暗くて雰囲気があって、食事というよりはお酒がメインなんじゃないかな、というかんじのお店だった。でもクロアさんのおすすめだけあって、出てくる料理は全部とても美味しかった。滑らかでまろやかな口当たりの白身魚のムニエルも、カリッと香ばしく焼けたジャガイモのガレットも、バターとワインで蒸したアサリも、酸味の強いドレッシングが掛かったサラダも。美味しいご飯でフェイも元気が出たようで、よかった。


「それで、トウゴ君はコンクールには出展することにしたの？」


「うん。一応、挑戦してみようかと思って」


結果が得られるとは思っていないけれどね、と付け加えつつクロアさんに返事をすると、クロアさんは、そう、と言って頷いて……それから。


「じゃあ、応募は一度、レッドガルド領に帰ってからにしましょうか。あなたの雇用主様にも報告しなきゃいけないでしょう？」


「あ、そうか。僕、雇われてるんだった」


お抱え絵師なんだから、雇い主に行動は報告しなきゃいけないよね。スポンサーの意向、っていうのは大事だ。


「フェイ君も。それでいい？」


「お、おう。勿論」


……フェイはやっぱり少し様子がおかしい。けれど……帰ったら、理由が分かるだろうか。










そうして宿でぐっすり眠って、翌日。僕らはレッドガルド領へ帰る。……ちなみに移動手段は、フェイとクロアさんがレッドドラゴン。僕とラオクレスがアリコーン。ラオクレスと一緒に乗るアリコーンは安定感抜群で、乗っているとちょっと眠くなってきてしまうんだよなあ……。


そうして空を飛んでレッドガルド領に帰ったら、森より先にフェイのお家へ。いつも通り中庭に着陸すると、それに気づいたらしいフェイのお父さんがぱたぱたやってきた。


「ただいま、親父！」


「おかえり。王都はどうだった？」


「まあ、変わりなく、恙つつがなく、ってとこだな」


フェイはお父さんとちょっと会話して……それから。


「トウゴ君。ちょっといいかい？」


フェイのお父さんが僕を呼ぶ。僕？　と思いつつ行ってみると……。


「君宛てに手紙だ」


封筒を差し出される。見覚えのある銀色の封蝋の、封筒。差出人は……アージェントさん。






「アージェントからか!?」


これには僕よりもフェイが慌てていた。おや、と思っていたら、フェイは僕の横から封筒を覗き込んで少し青ざめる。


「……先に読む？」


きっと気になるんだろうなあ、と思って聞いてみたら、フェイは頷きかけて……いや、と、首を横に振った。彼のこういうところ、律儀だなあと思う。


「じゃあ、一緒に読んでくれる？」


なので僕はフェイの横で封筒の封を切って、中の便箋を取り出して、開く。そこに並んでいる文字を目で追っていくと……。


『王立美術館絵画コンクールに出展するつもりがあるなら、一度アージェント家を訪ねるように。君が異界の鏡を手に入れられるように助力する準備がある。』


そんな内容が書いてあった。ええと……。


「鏡、そんなに重要なものなんだろうか……？」


僕、鏡は間に合ってます。そんな気持ちでいっぱいになりながら、僕は困ることになった。


……けれど。


「……くそ」


僕の隣でフェイが、憎しみの篭った眼で便箋を睨んでいる。


「ねえ、フェイ」


僕が名前を呼ぶと、フェイはただただ困惑した様子でそっと目を逸らした。


「フェイ」


だからフェイの視線の先に回りこんで無理矢理フェイと目を合わせてみる。そうされたらフェイは観念して僕と目を合わせてくれた。けれどその目が途方に暮れた迷子のようで、僕もなんだか困ってしまう。


「……何か、僕に言いたくないことがある？」


聞いてみると、フェイはそっと頷いた。


「それは、僕にとって悪いことだから、だよね」


「お前、なんで知って……」


更にそう聞いてみたらフェイは驚いたような顔をしたけれど、何となくそんな気がしただけだよ。……だって、フェイは誠実な人だ。そんなフェイが僕に隠し事をするなら、それはきっと、僕の為を思ってのことなんだろうな、って。そう思った。


「話してほしい。僕、きっと大丈夫だから」


けれど、その内容をこのまま隠されっぱなしっていう訳にはいかない。どうやらアージェントさんも関係してくるらしいし、そうでなくとも、自分のことは自分で知っておきたい。






中庭で話すのもなんだから、っていうことで、場所を変えた。フェイの家の応接間に移動した僕らは、そこでテーブルを挟んでソファに座る。メイドさん達が気を利かせてお茶を出してくれたけれど、なんとなくフェイの様子を見ていると、お茶を飲む気になれない。だってフェイ、すごく緊張しているから。


……でも、フェイは遂に決意したように、話し始めた。


「……お前が元の世界に帰る方法が、分かったんだ。いや、実を言うと、結構前から分かってた」


「あ、そうだったの？」


僕はちょっと驚く。前から分かってた、ってことは、この間『忙しくて調べられてない』って言ってたのも嘘だったのかもしれない。


「けれど……その……あー」


フェイはそこで口籠って、がしがし、と頭を掻いた。何か迷っているんだなあ、ということが分かるから、僕はじっとフェイの言葉を待つ。……すると。


「……結論から言うとな。絵画コンクールの優勝賞品の『異界の鏡』を使えば、お前は元の世界に戻れるんだ」






時間が止まってしまったような、そんな感覚を覚える。


元の世界に、帰れる、のか。


……嬉しい、という感覚じゃないし、嫌だ、という感覚でもない。ただ……困惑している。どうしていいか、分からなくなっている。そういう感覚だ。


「『異界の鏡』は王家に伝わる秘宝らしい。異世界人が触れると、鏡面が元の世界に繋がるんだってさ。まあ、俺も魔術師じゃないから分からないけどな」


フェイがそう説明してくれるのを聞いて、なんだか不思議な気持ちになる。そうか。本当に、元の世界に戻る方法、あったのか……。


いや、でも、それが絵画コンクールの優勝賞品、なのか。ええと、どうしよう。困ったな。


「ただ……」


僕が悩んでいたら、フェイは暗い面持ちで俯く。


「……フェイ？」


……フェイは何か、すごく迷っているようだった。つまり、話はここで終わりじゃないんだろう。この先に、もっと何か、フェイが話すことを躊躇うような内容があるんだ。


「なあ、トウゴ……」


僕も緊張しながら待っていたら、フェイはようやく顔を上げて、決意を固めた目を僕に向けた。


「落ち着いて、聞いてくれよ？」


なんとなく緊張しつつ、頷く。そうしてフェイの言葉を待つと……。


「そもそも、異世界人が来る、ってことは」


……うん。


「その異世界人は……元の世界で、死んじまってる、ってこと、らしい」


……うん？






……ええと。


「そっか。僕、死んでるのか」


「そういうこと、らしい……。だから、お前はもう、元の世界に帰っても……」


フェイが痛みを堪えるように、そう言う。僕と目を合わせずに、床に視線を落として。


「そっかぁ……」


そんなフェイを見て、ああ、だからフェイは僕にずっと隠してたんだなあ、と思う。なんだかすっきりした。そっか。フェイが嘘を吐いてまで僕に黙っていたのは、こういうことだったんだ。


……優しい人だなあ。フェイのことだから、異世界人は元の世界で死んじゃった人だ、って分かった後で、それを僕に伝える前に、異世界人が生きて元の世界へ戻る方法を探していた、とか、そういうことじゃないかと思う。


そして多分、その方法は見つからなかったんだろう。だから、フェイは僕に話してくれなかった。


……そっか。僕、もう、死んでるのか。


そう聞いて、なんだか、すとん、と納得してしまった。つまりここは天国か。だから僕、いっぱい絵を描いていられるんだなあ。天国はいいところ、っていうのは本当だったらしい。


「……お、おい。落ち着いて聞いてくれとは言ったけどよ、お前、本当に落ち着いてるなあ」


そんなことを考えていたら、フェイが恐る恐る、そんなことを言ってきた。


うん……うん。まあ、そう言われてみればそうだ。落ち着いています。僕、落ち着いています。


「なんだかびっくりしちゃったのと、現実味が無いのとで、なんだかあんまり反応できなくて……」


反応が薄くてごめんね、という気持ちで言ってみたら、フェイが気の抜けた情けない顔をする。


「それに、まあ、死んでたら死んでたで、それはしょうがないから……」


「ええええ……」


更に正直な気持ちを伝えてみたら、フェイはますます、ふにゃ、とした顔になってしまって……。


「お前に話せずにいた俺が馬鹿みてーじゃねーかよぉ！」


そう言って、でろでろ、と椅子の上で脱力してしまった。


「いや、そう言われても」


そんなこと言われても、『フェイは優しいやつだなあ』と思うぐらいしかないよ。なんだか今の僕はものすごく冷静なので……。






「……なあ、本当に、大丈夫か？　自分が死んでた、なんて言われたら、その、衝撃的だろ？」


「まあ、衝撃的ではある」


「本当にか？　なら、心残りとかは、ねえのか？」


フェイに確認されて改めて思うけれど、まあ、衝撃的なのはさておき、ショックを受けている、とか、悲しい、とかは、あんまり無い。


ただ、心残り、というと……申し訳ないなあ、とは思う。両親は僕が居ない方が楽しく生きていけそうな気がするけれど、僕にお金と時間をかけてくれたことは間違いないので。それを返せずに死んでしまった、というのは、まあ、申し訳ない。


あと、先生。僕、死ぬ前、先生にちゃんとお別れを言えたんだろうか？　いや、自殺以外だとあんまりお別れを言えないか。ということは多分、言えてないな。


別に、帰りたいとは思わない。……元の世界では絵を描けなかった。絵を描くことを認めてもらえなかったし、そんな中で上手くやる力は僕には無かった。だから僕、この世界に来られてすごく幸せなんだよ。沢山絵を描けて、優しい人や馬や鳥やその他諸々に囲まれて。毎日、こんなに穏やかに過ごせる日が来るなんて、思ってなかった。今の生活は夢みたいな生活なんだ。


……だからかもしれない。『もう死んでいる』って言われて納得できちゃったのは。こんなに幸せなことなんて現実に起こる訳が無い、って、いつも頭の中で思っていたのかも。それで、『もう死んでいる』って言われたものだから、『ああ、やっぱり』ってなった。うん。そうだと思う。


まあ、そういうわけで……。


「心残りは、ある……」


心残り、というと、今、この世界でできないこと。つまり、元の世界でしかできなかったことで……元の世界に居る人と一緒にやりたかったこと、とか、そういうことになる。


「先生と、もっと話したかったなあ。それから、先生にちゃんと、お別れ、したかった」


「……そっかぁ」


僕がそう伝えたら、フェイは、ぎゅ、と唇を引き結んで、眉間に皺を寄せて、泣くのを堪えるような顔になってしまった。な、泣かないで！


「そう、だよなあ……お前にだって、元の世界に残してきた親しい人が、居るんだもんな……」


「……うん」


改めて、思う。


先生、今、どうしてるかな。僕が死んでしまった後、あの人、どういう風な生活を送るんだろう。案外淡泊なかんじかも。いや、でも度々落ち込みそうだなあ。先生、優しいから。……うん、落ち込んでくれていたら、ちょっと嬉しい。ちょっと意地悪なようだけれど。


それから、そもそも僕が死んでしまったっていう連絡は先生にいっているんだろうか？　事故や事件ならニュースで報道されるかもしれないけれど。それにしても先生、僕が死んだことを知らないままなんじゃないかな。


僕ら……そういう関係だったなあ。互いに死んでも、それを知れるかどうかが危うい関係。


「じゃあ……やっぱり、元の世界に帰りたい、っていう気持ち、あるか？」


「帰りたい、とは思わないんだけれど、先生にお別れはちゃんと言いたい。そんなかんじ」


「そうかあ……」


改めて、そう思う。先生に会いたい。もう一度話したい。それで……僕が死んでしまったというのなら、ちゃんと、お別れを言いたいな。あの人が、僕のことで悩まなくていいように。






それから僕はしばらく、クロアさんにぎゅうぎゅうやられて、ラオクレスに頭を撫でられて、フェイに手を握られて、なんともぬくぬくと過ごすことになった。


……いや、あの、頼んだわけじゃないよ。当然。ただ、僕らの話を聞いていたクロアさんが、突然、感極まったみたいに僕をぎゅっとやり始めてしまって……そうしたらフェイも僕の手をぎゅっとやってくれて、そしていつの間にか僕の後ろに立っていたラオクレスが頭を撫で始めた。そんなかんじ。ええと……僕、愛されてますね。とても幸せなことに。うん。……ちょっと恥ずかしいな。


「あの、僕、やっぱりアージェントさんの家に行くべきだと思っているんだけれど、どう思う？」


このぎゅうぎゅうの状況で聞くのもなんだかなあ、と思うけれど、クロアさんを筆頭に皆して僕を離してくれないからしょうがない。このまま聞く。


「そうね……そうすべきだと私も思うわ。ここでアージェントが手紙を出してきたことから考えるに『異界の鏡』が絵画コンクールの優勝賞品になっているのも奴の仕業なんでしょうし」


クロアさんは相変わらず僕をぎゅうぎゅうやりつつ、そう、如何にも不満げに言った。


「俺は危険だと思うがな。せめて、奴を他所へ呼び出すべきだろう」


「おっ。それいいじゃねえか。俺もラオクレスに賛成だな。敵地に行くのは危険だし……どうせアージェントの奴、トウゴが欲しいんだろ？　なら足元見てやってもいいよなあ？」


ラオクレスは慎重派。そしてフェイは慎重な過激派……！


「そうね。何なら、アージェントを生け捕りにしましょうか。それで奴の命と引き換えに交渉しましょう。黙って異界の鏡を差し出せ、とね」


「い、いや、それは流石にまずいと思う！　まずいと思うよ、クロアさん！　生け捕りはちょっと！」


そして誰よりも過激派なのがクロアさんだ！　なんてこった！


「……まあ、そうよね。奴のことですもの。その程度は対策してくるでしょう。はー、嫌な奴」


クロアさんにとっては、生け捕りにできない相手は嫌な奴……。


「そうだなー、じゃあせめて、王都の宿とかで会談することにするか。それなら応じます、ぐらいに返事書いとけ。……ま、相手が何を言ってくるか、大体は想像がついちまうけどな。はー……」


……うん。僕もなんとなく想像がつく。


多分、アージェントさんはまた僕に、『アージェント家のお抱え絵師になれ』って言ってくるんだと思う。それで……。


……昨日見た美術館の展示が、思い出される。中央に飾ってあった作品は、貴族や、貴族の後ろ盾がある人の作品、なんだっけ。






それから僕はアージェントさんに返事を書いた。監修はフェイとフェイのお父さんとフェイのお兄さんとクロアさん。皆で『こうしたら安全だ』とか『こう書いた方が相手の油断を誘える』とか、沢山アドバイスを貰った。……至れり尽くせり！


そうして手紙をアージェントさん宛てに送ってもらって、数日後。アージェントさんからは『場所はそちらの指定した通り、王都の宿の一室で構わない』と返事が来た。アージェントさんとしてもここが折れ処らしい。ひとまず、僕と会って話ができればそれでいいみたいだ。


……ということで。


「とんぼがえり……」


「……まあ、そうだな」


僕らはまた、王都に向けて出発することになった。うーん、いっそのこと王都に居っぱなしにした方がいいかもしれない……。






今回は王都のいつものお宿ではなくて、別のお宿を使う。僕は初めて使う宿だけれど、フェイは何度か使ったことがあって、そして、クロアさん御用達、とのこと。


僕らが部屋で待っていると、こんこん、とドアがノックされて、そして、ドアが開くと従者の人と一緒にやってきたアージェントさんがそこに居た。


「また会ったな。トウゴ・ウエソラ君」


アージェントさんは僕の後ろに居るフェイやラオクレス、クロアさんなんかには目もくれず、僕だけを見てそう言って、笑った。


アージェントさんにもテーブルに着いてもらって、クロアさんが淹れてくれたお茶のカップを挟んで、僕らは向かい合わせに座る。僕の隣にはフェイとクロアさん。ラオクレスは僕の後ろで立っている。こうして皆に囲まれて勇気をもらいながら、僕は早速、聞いてみる。


「僕、前回のお話をお断りした時点で嫌われているものだと思っていたんですが」


僕がそう言ってみると、アージェントさんは少し馬鹿にしたような笑みを浮かべた。


「何。儂はあの程度で好き嫌いとなるほど、狭量ではないつもりだ。……だが、少々失望はさせられた、と言っておこうか」


ぎらり、と鋭いグレーの目が僕を射るように見つめてくる。けれど、それに怯えないように……あくまでも、堂々と。もう死んでしまっているなら尚更だ。何も怖がることなんてない。


「そして……レッドガルド家は何やら奇妙なことをしてくれたらしい」


「いや、俺達は何もしてませんって。大体、どうやって人間の力で霊脈を弄るっていうんです？」


続いてアージェントさんはフェイの方を睨むのだけれど、フェイは笑ってそう答えるばかりだ。……まあ、人間の力じゃなくて、精霊の力で霊脈の流れが変わっちゃった、からなあ……。


「それで、お手紙にあったお話なんですけれど……」


それから僕が話を戻すと、アージェントさんはフェイに向けていた探るような目を僕に戻す。


「単刀直入に言おう。君は王立美術館絵画コンクールでは優勝できない」


……そう、言い切った。けれど、僕は怯まない。そうだろうなあ、って思ってたから。


「……後ろ盾が不十分だ、ということですか？」


そう聞き返してみたら、アージェントさんは、『その程度は分かっていたか』というような笑みを浮かべた。そりゃあね。あなたがここに来ている時点で少しは分かるよ。僕だって馬鹿じゃない。


「そうとも。権威ある絵画コンクールで優勝するには、全ての要素が必要だ。絵の技量だけでなく……その絵を描いた者が誰か。そして、その者の後ろに何があるのか。それらが必要だ」


分かってはいたけれど、やっぱりそういうこと、らしい。有力貴族の後ろ盾が無いと優勝できない。或いは……『いかに有力な後ろ盾があるかどうかで優勝が決まる』。そういうことなんだろう。それって絵画のコンクールとしてはどうなんだろう、と思うけれど……。


「よって、君が『異界の鏡』を手にしたいのならば儂は君に今一度、手を差し伸べようではないか」


アージェントさんは少々勿体ぶるようにゆっくりそう言って、ソファの背凭れに堂々と体重を預けて座り直す。


「これが、君が『異界の鏡』を手にする唯一の方法だ。……異世界人の、トウゴ・ウエソラ君」


そして続いた言葉に、僕らはちょっと、緊張させられた。






「……異世界人？　僕が？」


「そうとしか考えられんな。違うか？」


一応しらばっくれてみたけれど、アージェントさんはもう、僕が異世界人だっていうことを確信しているらしかった。


「さもなくば、レッドドラゴンを召喚するなどということができるものか。未知の世界の未知の術だとでもしない限り説明がつかん。後は……王立図書館でそちらのレッドガルド君の本の貸し出し記録を見れば分かることだ」


アージェントさんはそう言って、フェイを見て嫌な笑い方をした。


「なっ……個人の貸し出し記録なんざ非公開情報だろ!?」


「儂は国王陛下とは旧知の中でな。『王立』と名の付く場所では少々、便宜を図ってもらえるのだよ。もう少し慎重に動くべきだったな」


……つまり、アージェントさんは不正を行って、フェイが異世界について調べていたのを知って、それで僕が異世界人だと見当をつけた、のか。


フェイはちょっと落ち込んでいるというか、ショックを受けているようだったのだけれど、これはフェイのせいじゃない。不正を行ったアージェントさんのせいなんだから。


「人間の力では霊脈を操作することなどできないだろうが……異世界人の力なら、可能なのでは？」


「いや、それは無いでしょう」


アージェントさんは霊脈についても僕を疑っているらしい。結論としては大当たりなんだけれど、異世界人だからじゃなくて精霊になったから霊脈が変わったわけなので、ここは突っぱねるよ。


「ふん。まあいいが……今回、『異界の鏡』を絵画コンクールの賞品としてはどうかと進言したのも儂だ。……どうだね？　君にもそろそろ、分かってきただろう」


アージェントさんはそう言って笑うと、身を乗り出してじっと僕を見つめた。


「いい加減、意地を張るのはやめたまえ。君の為にならない。儂は君の為を思って言っているのだ」






「僕の、為……」


「ああ、そうだ」


僕の為を本当に思うのだったら、『異界の鏡』をくれると嬉しいんですけれど。そういう訳にはいかないんだろうなあ。僕の為じゃないんだろうから。


そしてアージェントさんは相変わらず、絵というものやそもそもの芸術というものにお金以外の価値を見出してはくれないんだろうな。絵画コンクールをこういう風に利用できる人なんだから。


……だから、この人の手を取りたくはないなあ、と、思う。


「『異界の鏡』が欲しいのだろう？　なら、儂と手を組む以外の道は無いぞ。そして、アージェント家の為にレッドドラゴンを召喚してもらおう。それが『異界の鏡』を渡す条件だ」


アージェントさんは持ってきていたらしい絵画コンクールのビラを机の上に乗せて、『優勝賞品』のところを指でとんとん、と叩いた。


「勿論、優勝者と交渉してコンクール後に『異界の鏡』を手に入れようなどとは思わないことだ」


……ちら、と考えていたことを先回りして防がれてしまった。そっか、そういうのは駄目か。


「アージェント家からも出展することが決まっているのでな」


「……それ、僕がアージェントさんと手を組むことにしたら、どうするんですか？」


「君がこちらに来るならそれの出展は取り下げよう。そうすれば優勝は君だ。……さて、どうする、トウゴ・ウエソラ君」


う、うーん……どうしたらいいんだろう。なんだか、とにかくたくさん情報が出てきてしまった。


「ええ……なんというか、突然色々と話が出てきたので……うーん、ちょっと困っています」


急に色々話が出てきたから、困る。なので『困っています』とちゃんと表明することにした。勿論、アージェントさんのところに行くかどうかで困っているというよりはアージェントさんのところに行かずにどうやって『異界の鏡』を手に入れようか、ということを困っているのだけれど……。


「……少し考えてもいいですか？」


ひとまず今打てる最善手は撤退だろう。僕は前回同様、時間を貰うことにした。










僕らの撤退は許された。というよりは、撤退を許さない訳にはいかないよね。


ただ、撤退もとい『考える時間を貰う』ことの条件として、『コンクール用の絵を描き始めておくこと』っていうように言われた。まあ、絵を描くのには時間がかかるから、っていうことなんだろう。元々僕は出展する予定だったから、それはいいんだけれども。


「アージェントの野郎、足元見てきやがってよお……」


「あっちだってトウゴ君が絶対に欲しいんでしょうにね。全く……」


クロアさんは結局アージェントさんが飲まなかったお茶を片付けつつ、新しくお茶を淹れ直してくれた。ありがたくお茶を貰う。あったかいお茶を飲んだら、少し落ち着いてきて、落ち着いてきたらなんだかちょっと眠くなってきてしまった。


「トウゴ、疲れていないか」


「うん。少し疲れてしまった」


正直にラオクレスに言ってみたら、だろうな、と言ってラオクレスは表情を曇らせる。


「あいつとは価値観がまるで異なるだろう。違うか？」


「うん。正にそれ。……だから疲れるんだろうなあ」


お茶を飲んで息を吐くついでに、胸の奥で渦巻いているものも一緒に吐き出してみる。


「僕にとって芸術って……その、生きる理由そのもので、生きているっていうことそれ自体で……だけれどアージェントさんにとっては、本当にお金とか道具とかでしかないんだなあ」


芸術をお金の為だけに使うことが悪いことだとは思わないけれど……あんまり好きじゃないな。コンクールの審査が貴族の後ろ盾によって決まる、なんていう話を聞いてしまうと、特に。


「お金にならない芸術にも価値を見出してくれればいいのに」


そう、言葉に出してみてから、これはちょっと違うかな、というような気もした。


自分が大切にしているものを大切にしてほしい、と思うのは、我儘かもしれない。僕にとって大切じゃないものを『大切にしろ』って言われてもそうできないのと一緒で。


「……子供の我儘だよね。分かっては、いるよ」


「……これを子供の我儘だとは言いたくないわねえ。甘いと言えばそうなんでしょうけれど」


僕の言葉に何か思うところがあったのか、クロアさんは僕の隣に座って、僕の頬を両手で包むようにして撫で始めた。ちょっとくすぐったくて温かくて、また眠くなってきてしまう……。


「まあ、今後のことは考えなきゃいけないけれど。でも、今日はとりあえずお休みにしましょう。トウゴ君も最近色々立て続けで疲れちゃってるみたいだし。無理は良くないわ」


「それを言うなら皆そうなんじゃないかな」


「そうだなー……あー、俺もなんか疲れちまった」


フェイもクロアさんが淹れてくれたお茶を飲みながら、なんだか気力を根こそぎ失ったような顔をしている。


「……まあ、一日二日で結論を出さねばならない訳でもあるまい。ゆっくり考えればいい」


ラオクレスも岩のように落ち着いていながら、ちょっと疲れた様子だ。やっぱりアージェントさん相手に緊張していると疲れてしまうよね。……こうして皆でちょっと疲れてぐったりしていると、ああ、僕だけじゃないんだなあ、というかんじがして少し落ち着く。






その日はすっかりお休みっていうことにして、たっぷり眠ってよく休んだ。ともすれば考え事でいっぱいになってしまう頭を休憩に向かわせるのはちょっと大変だったけれど、休むのだって仕事の内だ。そこはなんとか切り替えて頑張った。


そうして、翌朝。


「おはよう、フェイ」


「はよ……。一晩寝たけど休んだ気がしねえ……」


起きてきたフェイはちょっと寝ぼけてふわふわしていた。さては色々考えちゃって眠れなかったんだな。……フェイは優しいなあ。


「トウゴは早起きだなー……ふわ」


「うん。絵を描こうかと思って」


僕は早くに目が覚めてしまったので、その分、絵を描くことにした。


「アージェントさんのところに行くつもりは無いんだけれど、コンクールには出展したいから」


今はスケッチブックを手に、窓から見える王都の様子を描いているところだ。フェイはそんな僕を見て、僕の言葉を聞いて、ちょっと驚いたような顔をしている。


「え、お前、アージェントのところに行くつもりは無い、って、もう決めたのか？」


「最初からそうだよ。……僕がアージェントさんのところに行かないことでフェイ達にまた迷惑が掛かるようなら行こうと思うけれど」


いかがでしょうか、とフェイの様子を伺ってみると、『それは気にしなくていい！』と断言してくれた。うん。そう言ってくれると思った。だからやっぱり、アージェントさんの所へは行かない。


「……僕やっぱり、仕事をするんだったら僕が大切にしているものを大切にしてくれる人と一緒に仕事をしたい。甘いんだろうし、我儘なんだろうけれど。……その点、アージェントさんは多分、僕が大切にしているものを平気で踏み躙にじれる人だから」


僕がそう話すと、フェイはちょっと痛ましげな顔をして頷いてくれた。


「でもよお……そうしたら『異界の鏡』はどうするんだよ」


「うん……どうしようかな」


……先生と連絡が取れるかもしれない、っていうことを考えると、『異界の鏡』を諦めたくはないのだけれど。でもきっと先生なら、僕が大切にしているものを捨ててまで連絡を取らなくてもいい、って言ってくれるだろうな、とも思うんだ。……先生も、僕が大切にしているものを大切にしてくれる人だったから。


「他に、元の世界と連絡する手段が見つかればいいな、ってちょっと思ってるんだけれど……」


「ま、だよな。俺もアージェントのところにお前をやるのは癪だと思ってた。なんとかして『異界の鏡』だけ手に入れる方法はねえか、って考えてたんだけどよー……」


フェイは、うーん、と唸りながら手近なソファに深く腰掛けて、背凭れに凭れて天井を仰ぐ。


「……どのみち、アージェント家から出した絵が優勝するんだよな。そういう準備があるって言ってたし……うーん、となると、優勝者との交渉は難しいよなあ。くそー」


もし他の人が優勝するようなら、その人と交渉して『異界の鏡』を使わせてもらうとか、そういうこともできたんだと思うんだけれど……僕がそうするのを防ぐために、アージェントさんはもう、自分達が優勝するべく動いている。


「盗む……いや、駄目か」


「あら、お呼びかしら？」


フェイが呟いた途端、クロアさんがやってきた。いや、呼んでない！　呼んでないよ！


「もし盗むんだったらアージェント家から盗み出すよりは、絵画コンクールの優勝賞品として保管されている間に盗みたいわね。……というのは冗談としても、他の手段を探すとなると、ねえ……」


ちょっと冗談に聞こえなかったぞ、と思いつつ、クロアさんの言う通り『他の手段』が思い当たらないのも事実だ。


「……まあ、もうちょっと調べてみっかぁ。『異界の鏡』以外にも、異世界と通じる手段があるかもしれねえしさ」


やがて、フェイはそう言って立ち上がって、大きく伸びをした。


「トウゴもなんか、こう、あんま思いつめるなよ？」


そして僕の頭にフェイの手が乗っかって、わしわし、と髪を混ぜるみたいに撫でられた。


「うん。今日は気分転換に、のんびり絵を描いて過ごすよ」


色々考えなきゃいけないことは山積みだけれど、考えていても答えが見つかる気がしない。だったら折角の王都なんだし、絵を描きに外に出てみてもいいかもしれない。










今日、フェイとクロアさんは調べものをするらしい。ただしフェイは図書館で、クロアさんは『ナイショよ』だそうだ。……クロアさんの『調べもの』って、本相手じゃないんだろうなあ。


そして僕は絵を描きに行く。なのでラオクレスには悪いんだけれど、彼には僕の護衛をお願いすることにした。その、フェイが『トウゴが誘拐されかねねえ！　アージェントなら誘拐ぐらい平気でやるだろ！』と主張してきたので。……まあ、ラオクレスはまるで気にした様子がなくて、僕に付いてきてくれるのだけれど。ありがたいやら、申し訳ないやら。


「どこへ行く」


「うーん……適当にぶらぶらと」


ということで、僕は早速、ラオクレスと一緒に出発。半分は絵を描きに。もう半分は散歩、っていう具合だ。歩いていたら考えがまとまるっていうこともあるし。


僕らは描きたい物を探しに、ぶらぶら歩きまわる。お店の並びをぶらぶらしてみたり、広場で休憩しながら噴水を眺めたり。王城が見えるところまで行って、ぼんやり王城を眺めたり。


「……駄目だ。何も描く気が起きない……」


「お前がか……」


ラオクレスにはものすごく驚かれてしまったけれど、そりゃ、僕だってこうなってしまうことは……今まであったっけ？　うーん、いずれにせよものすごく珍しいとは思う。我ながら。


「なんだろうなあ。絵について悩んだせいかもしれないけれど、絵を描くことにちょっと疲れてしまったような気分なんだ」


「まあ、そういうこともあるだろうな」


ラオクレスは珍しいものを見るように僕を見て、それからふと笑って、僕の頭をもそもそ撫でた。


「少し早いが昼食にするか」


「うん」


気分転換には散歩とご飯がいい、って先生も言ってた。よし。少し早いけれど、お昼ご飯。






路地裏に少し入ったあたりのお店で、僕とラオクレスと二人でご飯。


お店はなんというか……利用客の割合は圧倒的に男性が多いかんじで、洒落たかんじが無いというか、侘び寂びというか……。


そして壁に貼ってあるメニューを見て適当に注文して、愛想の無い店員さんが運んできてくれた食事は、こう、盛り付けとか彩りとかをあんまり考えていないかんじのご飯だった。とりあえず鶏肉にパン粉が付けられて焼いてあって、じゃがいもとたまねぎも焼いてある。そういうかんじ。


……なんだけれど、すごく美味しかった。鶏肉は叩いて延ばして、下味をつけてパン粉をつけて焼いた、っていうかんじ。チキンカツの内に入るのかな、これ。サクサクでジューシーでとても美味しい。トマトのソースが掛けてあるんだけれど、その酸味と旨味がまた鶏肉によく合うんだよ。


じゃがいもとたまねぎも、じっくりこんがり焼かれていて美味しい。じゃがいもはほっくりして、ちょっと焦げかけた部分はパリッとしている。タマネギはとにかくトロトロで、焦げかけてカラメルっぽくなった部分も甘くて香ばしくて美味しい！


「美味しいねえ」


「それは何よりだ」


ラオクレスは僕の倍ぐらいの量を食べている。いっぱい食べてその肉体美を是非維持して頂きたい。……僕はラオクレスの半量なわけなのだけれど、それでも結構お腹いっぱいになりそうだ。ここ、量が多いなあ！　美味しいんだけれど、多い！






なんとなくラオクレスっぽいご飯を終了したところで、僕らは改めてお散歩に出る。


「おなかいっぱい……」


「……お前には量が多かったか」


「うん、ちょっと。でもすごく美味しかった」


腹ごなし、っていうことで、少し外を歩きたい気分だ。……ついでに、さっきよりは前向きな気分でもある。やっぱりお腹いっぱいになるのって大事なのかもしれない。


「ちょっと広場で休憩しようか」


「ああ。構わん」


それから僕らは広場へ向かって、そこの隅っこの方、陽だまりの中のベンチに座る。冬の気配が漂う風が吹き抜けていって少し寒いけれど、沢山食べて温まった体にはこれくらいが丁度いいかも。


……そうして一息ついたところで、広場を見回してみる。植えられた木々は紅葉して赤や黄色に色づいて、中にはもうすっかり葉っぱを落としてしまった木もある。そうして落ちた葉が石畳の上を風に吹かれてふわふわ転がっていく様子がなんとも秋の終わりらしい。


「……描こうかなあ」


「そうするといい」


落ち葉を見ていたらなんとなく描きたくなってきたので、広場の石畳と落ち葉を描き始める。手軽に描けるものをちょっと描きたくなってきたのは、元気が出てきたっていうことかも。


それからしばらく、絵を描く。秋の落ち葉って水彩絵の具で描くのにぴったりなんだよ。色をじんわり滲ませて、赤と黄色と茶色、それにちょっと緑も混じったグラデーションを楽しむ。絵を描くっていうよりは絵の具で遊ぶような、そういう軽い気持ちでさくさく描いてみたらなんだか少しずつ元気になってきた。


「やっぱり僕、絵を描くと元気になるみたいだ」


「そうか」


ラオクレスは呆れたような笑顔で僕の頭をもそもそ撫でる。……なんだか最近、よく撫でられる気がするなあ。


「さて、次は何を描こうかな！」


落ち葉を描いて元気が出てきた僕は、次に描くものを探して広場を見回す。……すると。


「あ」


夕暮れて益々赤く黄色く染まる道の端っこ。そこで、じっと空を見ている人が目に留まった。


……その人は、手に、明らかにスケッチブックだと分かるものを持っている。更に……。


「あの子だ……」


栗色のポニーテールには見覚えがある。前すれ違った、木炭デッサンをやっていた子だ！


「知り合いか？」


「ううん。前、すれ違っただけ。でも、あの子すごく上手いんだよ。……どうしよう。ちょっと話してみようかな」


絵を描く人と話してみたい気持ちはとっても強い。何せ、元の世界でも、この世界に来てからも、僕、絵を描く人と出会ったことが無かったから！


「珍しいな」


「うん。なんだか今はそういう気分なんだ」


新しいことをしたい気分だし、絵について誰かと話したい気分。……特に、アージェントさんと話して、絵の価値ってなんだろう、って悩んでいる今は、そういうことが必要な気がして。






「あの、すみません」


勇気を出して声を掛けてみると、その人……僕と同い年ぐらいに見える女の子は、振り向いた。その途端、僕は何だか息が止まるような、そんな感覚を味わう。


振り返って僕を見つめる目は、いかにも気の強そうな、ちょっと吊り目気味の形。その瞳は……深い海や夜明け間近の空を思わせるような、深く鮮やかな藍色だった。






    
  
  




その藍色に目を奪われる。はっきりとした意思を感じさせる輝きが、すごく綺麗だった。……芸術品の美しさじゃなくて、生き物の美しさ。そんな目だった。


「……何？」


彼女が首を傾げるのに合わせて、緩く癖のついた豊かな栗色のポニーテールが揺れた。


「あ、ええと……」


不信感たっぷりに見つめられると、思わずしどろもどろになってしまう。いや、でも……でも、言わなきゃいけない！


「君を描かせてください！」


「……はあ？」


「おいトウゴ。それでいいのか」


目の前の女の子はぽかんとしていたし、後ろのラオクレスが呆れた顔をしていたけれど、でも、僕はなんだか無性に、描きたくなってきてしまったんだよ！　描きたい！　描きたい！






＊藍色の嵐


そうして、女の子がぽかんとしていて、僕が自分でも何を言っているんだかよく分からなくなっている間。


「……クロアの時と同じか？」


ラオクレスが、じっと僕の目を覗き込んできた。


「誘惑の魔法を使われたのか？」


「え？　いや、そういう訳じゃないんだけれど……」


よくよく自分の中の感覚を確かめてみる。けれど、クロアさんの時みたいな感覚は無い。あの、熱に浮かされて、クロアさん以外のものが何も見えなくなっちゃうような、ああいう感覚じゃない。どちらかというと……。


「ラオクレスの時と一緒、かな……」


「……成程な。そっちの『一目惚れ』か」


「うん」


ラオクレスが頭の痛そうな顔をしながら、ちら、と女の子の方を見る。彼女はラオクレスの迫力にちょっと怯えているようにも見えたけれど、それでも毅然として『何よ？』っていう顔をしている。気の強そうな印象はそのまま、彼女の性格らしい。


僕はそんな彼女に改めて向かい合って、さっきよりはちゃんと、話してみる。


「ええと……僕、上空桐吾。絵を描くのが好き。それで……さっきまでは、君がスケッチブックを持ってるのを見て、絵を描く人と話してみたいと思って、それで声を掛けたんだけれど……」


「……それが、『描かせてください』になったの？」


「うん。つい……」


女の子はものすごく訝し気な顔をしつつ、『変なやつ……』と呟いた。まあ、そうだね。うん……。


「それで、その、君を描かせてもらうっていう話は置いておいて……もしよかったら少し話してもらえないだろうか。僕、君の絵をちらっと見たことがあるんだ。……木炭デッサン、すごく上手かった。もっとじっくり見せてもらえたら、嬉しいんだけれど」


当初の目的をちゃんと話すと、彼女はちょっと首を傾げつつ、考える様子を見せた。……そして。


「私はライラ・ラズワルド。そこの喫茶店でよければ話、聞くわよ」


彼女は実にあっさりと、そう言った。










それから僕らは喫茶店に移動した。室内に入ると、ああ、外は寒かったんだなあ、って感じる。こっちに来て良かった。あのまま外で話していたら、風邪をひいていたかも。


僕はミルクティーとアップルパイを頼む。ラオクレスはストレートの紅茶だけ。ライラ・ラズワルドさんはレモンティーにチーズケーキ。それぞれ注文のものが届いて……さて。


「あの、君の絵、見たい。いい？」


「はいどうぞ」


早速お願いしてみたら、あっさりと彼女のスケッチブックを渡してくれた。僕はそれを汚したりしないように慎重に受け取って、一ページ一ページ、捲っていく。


「わあ……素敵だ」


スケッチブックにあるのは、主に木炭デッサンだ。画用紙も鉛筆じゃなくて木炭向きの、厚めででこぼこしたもの。


鉛筆デッサンと違って、木炭のデッサンは筆致がすごく出る。だからより絵画的というか……勢いがあって、ちょっと荒々しくて、ものすごく魅力的。一ページ一ページが宝物みたいに見える。これを描いたライラ・ラズワルドさんの努力と掛けた時間とか、そういうものまで全部見えるようで、僕は慎重に、最後のページまで全部じっくり見せてもらった。


「……あんた、顔にものすごく出るのね」


「何が？」


「考えてることが」


……そんなに!?


「ま、分かりやすくていいけどさ」


……彼女、そこで初めて笑った。な、なんというか……彼女の絵を見ている時の僕の顔を見て笑う、っていうの、僕としてはちょっと複雑なんだけれど……まあ、いいや。笑ってくれるなら。


「あんたのは？　見せてよ」


「うん。そんなに上手くないけれど……」


僕は僕で、スケッチブックをそっと出す。僕のスケッチブックにあるのは、大体が鉛筆デッサン。


「……へえ。精密ね」


僕の鉛筆デッサンを見たライラ・ラズワルドさんは、そう言ってちょっと目を円くした。


「布のかんじがいいわね。これ。ちゃんと白と黒の間がたくさんあるっていうか……ふーん」


……そして、彼女の感想を聞いて、僕はものすごく嬉しくなる。彼女が見ていたデッサンは、できるだけグレートーンに幅を出すように気を付けて描いた一枚だったから！


「あ。こっちのデッサンはその人？」


「うん。生ける石膏像のデッサン……」


「生ける石膏像……あはは、そうね！　そんなかんじ！」


僕とライラ・ラズワルドさんはラオクレスを見て、『石膏像でしょ？』『石膏像ね！』と笑い合う。ああ、こういう風に感想を共有できるってなんて素晴らしいことなんだろう！　ラオクレスはちょっと複雑そうな顔をしているけれど！






それから僕はライラ・ラズワルドさんと色々話した。


僕は鉛筆デッサンを中心にやっているから、木炭で描く時の、筆致がしっかり出るようなかんじがどうにも苦手で、コツを聞いてみたり。逆に、ライラ・ラズワルドさんから鉛筆でグレートーンの幅を出すコツを聞かれたり。おすすめの画材屋さんを聞いたり、そこでどんな画材を使っているのか聞いてみたり。僕の水彩絵の具について聞かれたり……。


……そうして話しているのが、すごく、楽しかった。だって、生まれて初めてなんだ。こういう風に、誰かと絵についてひたすら話すのって！


途中で何回かお茶をおかわりして、ちょっと遠慮するライラ・ラズワルドさんの分も構わず注文して、そして僕らはずっと、絵について話していた。ライラ・ラズワルドさんは僕の水彩に興味があるようだったし、僕は彼女の荒々しくて生き生きとした筆致にすごく惹かれたし。


ああ、絵描きの友達ができるって、本当に幸せだ！






「ところで、ライラさん」


「ライラ、でいいわよ。私もあんたのことトウゴって呼ぶから」


大分話した後、ライラ・ラズワルドさん……じゃなくてライラは、そう言って笑った。ちょっとフェイっぽいところあるなあ、彼女。まあ、フェイよりは警戒が強い印象だけれど……。


「君、今度の絵画コンクール、出展する？」


そんなライラに聞いてみたら、彼女、急に戸惑ったような、そんな表情になってしまった。


「……あ、あんたは？　出すの？」


「……僕は迷ってる」


そして僕がそう答えると、彼女、なんだか迷うように視線を彷徨わせて……それから、ふ、とため息を吐いた。


「やめときなさいよ。あんなの碌なもんじゃないから」


カップに残っていたレモンティーを一気に飲み干して、ライラは言った。


「あんなの絵画コンクールじゃないわ。名札の品評会よ。ほんっとに悪趣味よね！」


……わあ。彼女、中々に……その、素敵だ！






「この国で真っ当に評価されて、コンクールで入選して、王城や王立美術館に飾られるような絵は、貴族か貴族のコネがある者が描いた絵だけよ」


ふと、窓の外へ目をやりながらライラはそう言った。その表情は皮肉っぽくて、それでいてどこか、寂しそうだった。


「ねえ、トウゴ。あんたさ、王立美術館の絵、見た？」


「うん」


僕が頷くと、彼女は小さくため息を吐きつつ、言った。


「なら、知ってるでしょ？　あそこに飾られてる絵は、貴族のお気に入りが貴族のお情けで飾らせてもらったものか、或いは貴族が描いたゴミだわ」


きぞくがかいたごみ。ごみ。……ゴミ、かあ。うーん、痛烈な言い方！


「特に、中央の部屋に飾ってあるゴミなんて、正にゴミの山よね。狙ったわけじゃない狂い。筆跡の稚拙さ。観察眼の鈍さ。ああいうものが評価されるなんて、どうかしてる」


ライラは首を振って栗色の髪を流しながら、苛立った表情を浮かべていた。彼女、まるで嵐みたいだ。そういう荒々しさと冷たさを感じる。彼女が描いた絵みたいに。


「あの部屋にあるもので価値のあるものは、絵じゃないわ。名札。『誰々が描きました』っていう名札に価値があるの。あの部屋は名前だけ並べている展示室なんだわ」


……僕だって、あの美術館の絵に、なんとなく、疑問を抱かないでもない。納得がいかないし、納得がいかない自分に納得がいかない気がしている。


それでも……僕は、あの美術館の絵の中に、好きなものもあったよ。


「確かにあの展示室は名前だけ飾っているのかもしれないけれど、でも、優れた絵もあったよ」


ライラにそう言う。できるだけ、堂々と。そうできたかは自信が無いけれど。


「だとしたらあんたの目も大したもんじゃないわね。あそこに飾ってある絵なんて……」


「王都の絵が、よかった。オーリン・ハルクっていう人が描いたらしい絵なんだけれど、すごく迫力があって、格好良くて、ちょっとやけっぱちというか、やさぐれたかんじがよかったんだ」


僕の言葉を聞いたライラは……戸惑ったような、そういう顔をした。


「オーリン・ハルク、の……？」


「うん。もし、まだ見てないなら、見た方がいい。あれは、ゴミじゃなかった」


そして、僕がそう言った途端。


「……そう」


ライラがゆっくり瞬きして、ふ、とその苛烈さを収めた。まるで嵐が止まったみたいだ。


「……そう。あんたはそう思ったのね」


「うん」


自信を持って頷くと、ライラは……深々と、長く、ため息を吐いた。それから、苛立ったように髪を掻き上げて、ちょっと顔を顰めて何か考えて……言った。


「……変なやつ」


「うん。よく言われる」


フェイにも言われるし、リアンにも最近言われたし。あと、言いはしないけれどラオクレスも『変なやつだ』って思っている気がする。……そう思って隣の顔を見上げてみると、ラオクレスのヒヨコ色の目がじっと僕を見て、ふ、と笑った。……ほらね。思ってるでしょ。


「ねえ、ライラ。君はあの絵、好き？」


変なやつついでに、そう聞いてみる。オーリン・ハルクの王都の絵。あの、やけっぱちなかんじのする優れた絵について、感想を聞きたい。


「……そうね」


僕はちょっとドキドキしながらライラの感想を待つ。いや、別に、僕が好きなものを彼女が好きである必要はないけれど。でも……。


「好きよ」


「……よかった！」


ライラがふと笑ってそう言うのを聞いて、僕はとても嬉しくなる。やっぱり、自分が好きなものを好きでいてくれる人が居るって、すごく幸せなことだ！　嬉しい！　嬉しい！


「……ライラ？」


けれど、ライラの表情が少し、気になった。


「何でもないわ」


ライラはそう言うけれど……ちょっと嬉しそうでちょっと寂しそうなその顔が、少し引っかかる。


「……私ね、出展するの。コンクールに」


「え？」


更に続いたライラの言葉に、僕はちょっと不思議に思う。彼女、王立美術館に並々ならぬ嫌悪感があるみたいだけれど……。


「それできっと、優勝するから」


「それって……」


さっきと言っていたことが違う。これは一体どういうことだろう、と考える間もなく、ライラは席を立った。


「じゃ、そろそろ行くわ。ありがとうね。楽しかったわ」


「あの、もしよければ夕食も一緒にどう？」


「駄目。母さんが家で待ってるからさ」


なんだか彼女を放っておけないような気がしてしまって声を掛けるけれど、断られてしまった。更に、するり、と伝票を持って行ってしまおうとしたので、慌てて手を伸ばす。


「……あの、お会計は僕が持つから」


咄嗟に掴んだ彼女の手首は随分と細かった。彼女の気の強さとちぐはぐなかんじがして、なんだか落ち着かない。


「……じゃ、お言葉に甘えて、ご馳走になるわ」


にっ、と笑ったライラは、するりと僕の手を抜けていくと、ひらひら手を振って店を出ていった。






「……うーん」


彼女を見送って、僕は……悩む。


「やっぱり描きたい」


「……そうか」


なんというか、あの深い藍色に魅せられてしまった。生き生きとした、気の強そうな目。あの目はきっと、水彩で描くとすごく綺麗に描けるやつだと思うんだよ。ああ、描きたい、描きたい……。


「まあ、また会う機会もあるだろう。その時にまた頼め」


「うん。……連絡先、聞けばよかったなあ。なんで聞かなかったんだろう」


「……最悪の場合、クロアに頼めばなんとかなるだろう」


「それ、犯罪スレスレの方法で調べてくれるやつじゃないだろうか……？」


僕の頭の中でクロアさんがクスクス笑っている。うん、ええと、プロの密偵さんに個人情報の取得を頼むのは最終手段っていうことで……。


「……それにしても、楽しかったなあ。描きたいけれど、それと同じくらい、また話したい」


「そうだな。実に楽しそうに見えた。……よかったな」


「うん。ありがとう」


ライラとの会話は、すごく楽しかった。生まれて初めての絵描き同士の会話は、すごく新鮮で、すごく為になって……とにかく楽しかった。


……また会えたらいいな。それで、次に会えたら描かせてもらうんだ！










そういうわけで僕はほくほくしながら宿へ戻る。ああ、今日はとっても楽しかった！　それに、絵描き同士で話していたからか、すごく、絵を描く気力が漲みなぎってきた。コンクールに出展するかどうかはさておき、何か、絵を描きたいなあ。


「ああ、お帰りなさい、トウゴ君」


「ただいま」


そうして僕は宿の部屋に入って……そこで、にこにこしているクロアさんとフェイを見つける。


「何かいい事でもあったの？　トウゴ君、いつにも増してほくほくしているけれど」


「うん。とても良いことがあったよ。……クロアさんとフェイも？　なんだかにこにこしてる」


「おう！　こっちもこっちで進捗バッチリだぜ！」


そうしてフェイは、ニヤリと笑って教えてくれた。


「なんと！　アージェント家の不正を見つけてやったんだ！」


「えっ」


不正。不正、というと……。


「あいつ、『アージェント家から出展する』っつってただろ？　でも、実際は違ったんだよ！　別の絵師に描かせた絵を、アージェント家の者が描いたってことにして出展するんだと！」


成程、つまり、ゴーストライターならぬゴーストペインター……。ま、まあ、確かにそういうこともあるだろうなあ、と思う。


「アージェント家に雇われている絵師が誰かはまだ分かっていないけれど……それが分かれば、そちらに圧力を掛けるっていうのも、一つの手かと思って」


「成程……」


どうやら、フェイとクロアさんは今日一日、そのあたりを調べてくれていたらしい。後で聞いたところによると、フェイは王都に住んでいる学友に連絡を取って色々聞いてくれたらしいし、クロアさんは……その、『ナイショ』だそうだけれど、とにかく調べてくれたらしい。うん……。


「まあ、アージェント家も馬鹿じゃないでしょうから、そうそう尻尾は出してくれないと思うけれど。でも、ここで退いたら国一番の密偵の名が泣くわ。絶対に調べてやるんだから」


「おい、クロア。手段が目的になっていないだろうな……？」


「あら。手段を楽しめるに越したことはないでしょう？」


ラオクレスは『やりすぎるなよ？』っていう意味を込めて発言したようだけれど、クロアさんににっこり笑って返されて、嗜たしなめることを諦めたらしい。まあ、こういうクロアさんも素敵なので僕としては是非楽しんでください、と言いたいところ。






そうして翌日。クロアさんはまた元気に密偵さんの仕事をしに行って、僕とフェイとラオクレスは取り残された。生き生きと出ていくクロアさんの姿が眩しかった。


「いやー、クロアさん、すげえよなあ……」


僕ら三人、朝ご飯を食べながらクロアさんが出ていった窓を見つめてみる。


「まあ……心から仕えたいと思える主を得てしまった者がああなる気持ちは分からんでもないが」


「そうかー。つまりラオクレスもトウゴの為に張り切っちまう、ってことだな？」


……ラオクレスが黙ってそっぽを向いた。そ、そうなの？　僕の為に張り切っちゃうの……？


「……俺のことはいいが、トウゴ。今日はどうする」


「ええと、今日は……」


ちょっと無理矢理話題を変えたラオクレスをおかしく思いつつ、今日はどうしようかな、と考え始める。クロアさんは元気に出ていってしまったし、ゴーストペインターのことは彼女に任せておけばいい、と思う。


……けれど。何か、引っかかるんだ。


「王立美術館に、もう一回行ってきたい」


「……ほう」


「気になることが、あって」


なんとなく。なんとなく、だけれど……僕の頭の中で、色々な点が結ばれて、一つの線になろうとしている、ような気がする。










朝食を食べた僕らは早速、王立美術館へ。絵画コンクールが近いからか、絵描きらしい人達が美術館横の公園で絵を描いていたり、美術館を見学していたりする。まあ、僕もその一人、っていうことなんだろうけれど……。


「気になる、って何が気になるんだよ」


「ええと……うーん、はっきりとは言えないんだけれど、もう一度見たい絵があるんだ」


首を傾げるフェイにそう説明しながら、僕は真っ直ぐ、中央展示室へ向かう。そして中央展示室の端っこの方に、目的の絵を見つけた。オーリン・ハルク作の、王都の絵。荒々しくてやけっぱちな、その絵を見て……僕は、はっとした。


荒々しい筆致。暗く重々しい色合い。そして、華やかさではなくて、迫力を前面に押し出した王城。まるで嵐の直前を描いたような、そんな絵。


「……やっぱり」


どことなく見覚えがあった。この荒く生き生きとした筆致の美しさは、そうそう出せるものじゃない。『オーリン・ハルク』の名前を出した時に戸惑った顔をした彼女の、あの表情が思い出される。それから、その後の彼女の言葉も。


……コンクールに出展して、優勝する、と言った、あの言葉の意味は……。


「これ、ライラの絵だ」


ライラは、自分の名前ではない名前で絵を描いている。……彼女、ゴーストペインターなんだ。






「……昨日の、あの少女の、か」


「うん。多分、そうだ」


「分かるものなのか」


「そんなに、自信は無いけれど。でも、そうだと思う」


僕は絵の鑑定ができるわけじゃないから、正確なことは言えない。けれど、この筆致はそう真似できるものじゃないと思う。それに、昨日の彼女の言葉や反応から考えても、十分、納得がいく。


……暗い王都の絵は、彼女から見た王都そのものなのかな、と思ったら、すごくしっくり来たんだ。暗くて重くて、まるで自分を押し潰そうとしているかのような。それでいて、荒々しくて……彼女の心はこういう風に、王都を捉えている。貴族の名前が絵画の評価に繋がる、この王都を。


「彼女、昨日言ってた。『コンクールに出展して、それで優勝する』って。それって多分、アージェント家の名前で絵を出す、ってこと、なんだと思う」


「……っていうと、その子を捕まえりゃあ、アージェント家の不正が暴けるってことか!?」


「いや、あの、そうかもしれないんだけれど……」


勢いづくフェイをちょっと宥めつつ、僕は……なんだか、迷う気持ちでいっぱいになりながら、お願いする。


「……まだ、本当にそうだって決まった訳じゃない。ライラじゃない人がアージェント家のゴーストペインターなのかもしれないから……すぐに動くのは、待ってほしい」


アージェント家の不正を暴けるなら、暴いてしまった方が僕らにとって有利になりそうだっていうことは、分かる。分かっているんだけれど……。


「……ま、そうだな。クロアさんが戻ってきたら、相談してみようぜ」


「うん……」


なんでか、僕は、その決断ができない。昨日、絵について真剣に話していて、コンクールの評価基準について荒々しい意見を述べていた彼女の顔がちらつくから。






結局、僕らは宿に戻って、そこでクロアさんの帰りを待つことにした。お昼ご飯はラオクレスが買ってきてくれたものを宿の部屋の中で食べた。……ラオクレスが買ってきたお昼ご飯、すごかったよ。横に一直線に切れ込みを入れたバゲットにジューシーなハムやこんがり焼いたベーコン、瑞々しいレタスやトマトにまろやかな卵なんかをたっぷり挟み込んだやつと、同じくバゲットに炒めたキノコととろけたチーズをたっぷり挟み込んだやつ。まあ、つまり、バゲット二本分。豪快！


それを適当に切って分けて食べた。食べた量は、ラオクレス三、フェイ二、僕一、っていう割合。


そんなお昼ご飯を終えたら、僕らはそれぞれ、絵を描いたり、本を読んだり、室内でできるトレーニングを始めたり、思い思いに過ごして……。


「ただいまー。……あら、全員居るのね？」


そうしているうちにクロアさんが帰ってきた。クロアさんの表情を見る限り、何か分かった、っていうことだと思う。……さて、どうしようかな。






「まあ、ライラ・ラズワルドっていう女の子がアージェント家と繋がっていることは間違いないわね。取引の記録を入手できたわ。取引の内容は分からないけれど、今から二週間くらい前に彼女とアージェントとの間に何か取引があったことは間違いないわね」


「そっか……」


僕の予想は当たっていた。クロアさんの調べでは、ライラ・ラズワルドがアージェント家のゴーストペインターだろう、とのこと。そんな気はしていたけれど……。


「彼女、他にも数件、貴族との契約の痕跡があったわ。ブロンパ家と、ドラーブ家と、ハルク家と……まあ、そんなところかしら」


「ハルク家、って、オーリン・ハルク？」


「ええ。……あら、トウゴ君も密偵になっちゃったのかしら？」


クロアさんが僕らの反応を見て首を傾げているのを見て、僕らも昨日と今日の出来事をクロアさんに伝える。


ライラ・ラズワルドっていう女の子と会ったこと。彼女、絵がすごく魅力的だっていうこと。それから彼女と絵の話をして……その中で、彼女が王立絵画コンクールの評価基準に不満を持っているようなことを言っていた、っていうことも。そして……。


「彼女、コンクールに出展して優勝する、って言ってた。多分、アージェント家の名前で出展するから、っていうことだと思う」


「……成程ね」


クロアさんはちょっと困ったように唸って、それから、ちら、と僕を見た。


「ねえ、クロアさん。もし、その……アージェント家の不正を暴いたら、どうなるんだろうか」


「どう、というと？」


「その……アージェント家への影響と、僕らへの影響と……あと、ライラへの影響」


特に、最後のが心配なんだよ。今回のアージェントさんの動きって、要は、僕らへの対抗策なわけで……つまり、ライラって巻き込まれた人なんだ。だから、その彼女に被害があるようなことには、なってほしくないんだけれど……。


「そうねえ……そもそも、アージェント家の不正について糾弾することはできるけれど、正面から戦っても上手くいかないのは間違いないのよね」


クロアさんはそう言って、ふう、と息を吐く。


「相手はあのアージェント家ですもの。私達が不正を訴えたところで全て揉み消す準備はできているでしょうから。だから……私達がアージェント家の不正を暴く、となったら、それは『私達』じゃなくて、不正を行っていた本人からの内部告発、っていうことになると思うわ」


「つまり……ライラが？」


「ええ。それが一番、効果的だと思うの。けれど当然、彼女を矢面に立たせることになるわね」


じわじわと冷たい水が染み込んでくるように、クロアさんの言うことが分かってくる。


「ついでに、落としどころはきっと『貴族を相手に不正を持ちかけた平民の処罰』っていうところになると思うわ。アージェント家の家名に多少の傷は付くし交渉材料にもできるでしょうけれど、一番の被害を受けるのはライラ・ラズワルドさん本人ね」






「それは駄目だ」


確かにアージェントさんの不正は告発したい。けれど……そのせいで、ライラが処罰されるなんて……彼女が絵を描けなくなるような、そういうことになるなんて、絶対に駄目だよ。


「でも、彼女が他の貴族達とも共謀していることは間違いないわ。それ相応の対価は得ているのでしょうし……彼女が全くの被害者だとは、言えないと思うわ」


……クロアさんのいうことも、分かるけれど。でも……。


「あらあら、トウゴ君ったら。そんなにライラ・ラズワルドさんのことが気に入ったの？」


「……うん」


気に入った、というか……うん。そうだね。気に入った。すごく。


生まれて初めての、絵について語り合えた人。綺麗な瞳をしていて、絵に表現された彼女の気質が、荒々しさと生き生きとした生命力が、すごく魅力的で……。


「……一目惚れしちゃった」


僕がそう言うと、クロアさんはにっこりと笑って、フェイはひゅう、と口笛を吹く。……そして。


「ちなみにその一目惚れ、というのは……『描きたい』だそうだ」


ラオクレスが、そう、注釈を入れてくれる。


「うん。ラオクレスやクロアさんや、リアンの時と一緒。彼女、すごく素敵で……」


「成程なぁー！　つまんねえーッ！」


僕が答えた途端、フェイはソファの上にぐでーっ、と伸びてしまって、クロアさんは『あらあら』なんて言いながらくすくす笑った。いいだろ、別に一目惚れしちゃったって……他の人って僕程頻繁に一目惚れしないんだろうか。うう……。でも、描きたくなっちゃうんだよ……。






ひとまず、話し合いはそこでストップ。何も結論が出なかったけれど、クロアさんももう少し色々調べてみる、って言ってた。


そして僕は……もう一度、ライラに会ってみようと思う。


彼女がどうしてアージェントさんや他の貴族のゴーストペインターをやっているのか気になるし、もし、何か困っているなら助けたいし、もっと絵の話をしてみたいし……あと、やっぱり描きたい。描かせてもらいたいので。










そうして翌日、僕らはまた王都に出てライラを探す。……とは言っても、ライラが居る場所を知っている訳じゃないので、ただ王都をぶらぶらすることになるけれど。


広場を見てみるけれど、やっぱりライラは居ない。一昨日の喫茶店も覗いてみるけれど、居ない。どうしたものかなあ、なんて思いながらぶらぶら歩く。適当に買い食いして、広場で絵を描いて、オーリン・ハルクの絵にあった構図で王城が見える位置を見つけてしまって、つい描いて……。


結局、その日はライラに会えずにまた翌日。王都をぶらぶら歩いて、そしてやっぱりライラには会えない。……連絡先を聞いておくべきだったなあ。






それでも諦めずに、翌日。僕はまた王城前の広場に出て、ライラを探す。……すると。


「見つかる時はあっさり見つかるんだなあ……」


「え？　何？　あんた、ずっと私を探してたの？」


……そこにライラが居た。あっさりと。


ライラはコンクールに出展するための絵を描いていた、んだと思う。キャンバスには広場前の通りの様子が描かれていた。彼女特有の、荒々しくて生き生きとした筆致で。


「いい絵だね」


「そう？　ふふ、ありがと」


キャンバスに描かれた広場前の通りには、雨が降っている。それも、叩きつけるような激しい雨。嵐だ。嵐の絵が、そこにあった。


「もう完成？」


「そうね。本当は雨の日に完成させたかったんだけど……ひとまずこれで完成」


晴れた日に嵐の風景の絵を見ると、なんだか不思議な気分になるなあ。僕はじっくり、ライラの絵を見せてもらって……。いや、待て待て。僕、聞きたいことがあるんだった！


「……ええと、聞きたいことがあるんだけれど、いい？」


なので急だけれどそう切り出す。ライラもまどろっこしいのはあんまり好きじゃないだろうし。


「君はどうして、自分以外の人の名前で絵を出展してるの？」


……そしてそう聞いた途端、ライラは、はっとして僕を見た。






「……何、知ってたの？」


「一昨日、美術館に行ってきた。オーリン・ハルクさんの絵を見に。……君の木炭デッサンと、すごく筆致が似てた。荒々しい雰囲気も、そっくりだった」


僕がそう話すのを、ライラは黙って聞いていた。何か言おうとしている訳でもなく、ただ、じっと、聞いていた。


「それから……僕、アージェントさんに声を掛けられてる。コンクールで優勝したいならお抱え絵師になれ、って。それで……」


「……ああ、それで、私のことを色々調べた……ってかんじ？」


「僕が、じゃないけれど、まあ、そういうところ」


ようやく口を開いたライラは、ふう、と息を吐いて……それから、地面に目を落とした。


「成程ね……。あーあ、そっか。あんたがアージェント様の言ってた奴かあ……」


「知ってたの？」


「うん。……そいつがアージェント様の手元に来たら私との契約はナシ、って聞いてたから」


……ライラの事情は、よく分からない。アージェントさんとどういう契約を結んでいるのかも分からないけれど……分からないなら、聞くしかない。


「ねえ、ライラ。君はどうして、アージェントさんと契約したの？」






「……簡単でしょ。お金の為よ」


ライラはあっさりとそう言って、ゆるゆる、と長くため息を吐いた。


「あんたはお金に困ってなさそうだけどさ。私はお金が要るの。その為に絵を描くし、売る。貴族連中の代わりに絵を描いてたのは、給金が良かったから。口止め料まで含まれてるからね」


そうか。お金。……本来なら、僕もそう、だったんだ。元の世界に居た時は、画材を買うお金欲しさに昼食を削っていたし……こっちの世界に来て、なんだかよく分からないけれど描いた物を実体化できるようになってしまって、それでお金の心配も無くなってしまったけれど。


「君は……絵をそういう風に扱うことに、抵抗は、無い？」


酷いことを聞いているな、と思うけれど、聞いてしまう。僕は、大いに抵抗があるから。……絵だけじゃない、全ての芸術に、お金になる以外の価値があってほしいと、思っているから。


「……さあ。どうだったかな。忘れちゃった」


ライラは視線を落としたまま、何かを諦めたようにそう言う。それがなんだか、とても悲しい。


「腹は立つけどね。私が浴びるはずだった名声を奴らが浴びて、ついでに名札ばっかりの美術館が出来上がってさ。本当に悪趣味だと思うし、あいつら全員死ねばいいと思うけど……そんなの一々考えてたら、生きてけないし……」


そこまで話したライラはふと言葉を途切れさせると、笑った。


「っていうかさ。なんか、この間あんたと話してて、すごく、久しぶりの感覚だったのよ」


ライラが浮かべた笑顔がなんだか寂しそうで、なんだか胸の奥がぎゅっと痛くなる。


「楽しかったわ。絵について、話すの。ここはこうしたらいい、ああしたらいい、この色使いがいい、ここのバランスがいい、って、さ……ああいうの、初めてだったから」


ずっと地面に視線を落としていたライラが、ふと、顔を上げる。そして。


「……うん。楽しかったな。絵を描くのは楽しいんだって、思い出した」


絵の中の天気やさっきまでの様子に似つかわしくないくらい、ライラは明るい表情をしていた。それを見た僕は、嵐の間の、束の間の晴れ間を見たような、そんな気分になる。


「でも、それとこれとは別の話よ。私にとって絵を描くことっていうのはお金を稼ぐ手段だし、今回は特に、それが必要なの。例え、それで不正を手助けすることになったって……」


ライラは表情を引き締めると、じっ、と虚空を睨む。そして、迷いを払うように僕に向き直った。


「だからあんたには悪いけれど、優勝は譲れないわ。『異界の鏡』はアージェント様の手に渡るようにする。絶対に」


いっそ僕を睨むような、強い視線が僕を射抜く。彼女の強い意思を伴って。


「でも……せめて、優勝するに値するくらいの、そういう絵を描くわ。あいつらが絵画を踏み躙って名札コンクール開催してたって……それでも私は、絵が好きだから」


そして、彼女はやっぱり絵を描く人だった。どこか曲がって歪んでいても、それでも痛々しいまでに真っ直ぐに、絵を愛している。そういう、人だった。






「……ねえ。お金なら、僕が用立てられるよ」


こういうことを言うのもどうなんだろう、と思いながら、それでも僕は、申し出る。


「君が、不正をしなくても生きていけるように、できる、と思う。だから……」


「申し出は嬉しいけど……今回の取引ではお金以外の物が報酬なの。それがどうしても必要でね」


けれど駄目だった。ライラはちょっとやさぐれた笑みを浮かべて、そう言い切る。


「でも、あんたがアージェント様と契約したいなら、そうすればいいわ。その時は諦めるからさ」


「いや、僕は……」


僕は、アージェントさんと契約するつもりは無い。僕がアージェントさんと契約するとライラの方の契約が無しになってしまうっていうことを考えなくったって、契約するつもりは無いけれど。


「じゃあね。……話せて楽しかったわ」


ライラはそう言ってさっと画材を片付けると、するり、と僕らの横を抜けて去って行ってしまう。


「ま、待って！」


僕はライラを追いかけようとしたけれど、彼女はすぐに行ってしまった。……うう。










翌朝。僕はなんだかもやもやした気持ちのまま、朝を迎えた。ベッドの中でもそもそして、それから思い切ってベッドを出る。ひやり、とした空気がすぐ体温を奪っていくのだけれど、これはこれで頭が冷えていいかもしれない。


僕はのろのろ着替えながら、ため息を吐く。……今日は、アージェントさんにお断りの挨拶をしに行く日だ。つまり、保留にしてもらっていた結論を言いに行く日。流石にそろそろお返事しないとね。アージェントさんとしても、僕が契約するとは思っていなさそうな気がするけれどさ。






朝ご飯を食べたら、僕らは出発する。今日は雨。皆で傘を差しての外出だ。


雨の日だからか、人通りは少なかった。大通りにも、そんなに人が居ない。居たとしてもせかせかと急いでいる人ばっかりだ。


アージェントさんが今、宿泊しているお宿は王城前の大通りにある。貴族御用達の、超一流ホテル、っていうかんじのところだ。今、僕らが泊まっているホテルよりも更に格が高い、らしい。フェイ曰く、『堅っ苦しいから俺はあんま好きじゃねえなあ』とのこと。


僕らはそんなお宿に入って、『堅っ苦しい』受付でアージェントさんへ取り次いでもらって、それからお宿の人に案内されてアージェントさんの部屋へ向かう。


相手の陣地に呼ばれる訳だから、僕らは全員、警戒態勢。……そして僕らが部屋の中に入る直前。


バン、とドアが開いて、中から人が出てくる。どん、と僕にぶつかって、でもそれに構わずどんどん去って行ってしまう。……その後ろ姿に、見覚えがあった。


「ライラ？」


揺れる栗色のポニーテールをぽかん、と見送って……僕は慌てて、ライラを追いかける。


「ライラ！」


「お、おい、トウゴ！　こっちどうすんだー!?」


「今はこっちが先！」


「そっか、分かった！　……あー、アージェント卿！　申し訳ない！　急用ができましたんでまた後で来ます！」


「なっ、ま、待て、おい、トウゴ・ウエソラ！」


そして僕らは、アージェントさんの呼ぶ声を放っておいて、ライラを追いかけた。






「ライラ！」


宿の外に出た僕らは、もう外に出ていたライラに駆け寄って、彼女に傘を差し掛けた。


ライラはもう、髪も顔もすっかり濡れてしまっていた。もしかしたら、ここに来るまでも傘を差さずに来たのかもしれない。






    
  
  




「一旦俺達の宿に戻ろうぜ。な？」


「そうだね。とりあえず、室内に入ろう。ええと……」


けれど僕がライラの手を引こうとしたら、ライラは僕の手を振り払った。


「私のことは気にしないでいいわよ。ほっといて」


「嫌だ」


でも、僕はどうしても放っておけない。僕はライラの手を、もう一度掴んだ。……そして。


追いかけてきてくれたラオクレスを見上げると、ラオクレスは僕が何も言わない内に、ひょい、とライラを抱き上げた。


「へっ!?　な、何よ！」


「ごめんね。君が放っておいてほしくても、僕は放っておきたくない」


困惑したライラはちょっと途方に暮れたような顔をしていたのだけれど……僕がそう言うと、諦めたようにラオクレスをちら、と見て、それからため息を吐いた。


「……あんたの石膏像様、みょーに手慣れてるわね……」


「不摂生なことをしている絵描きを風呂や寝床に運ぶ仕事をしているのでな」


そしてラオクレスがちょっと笑って言うのを聞いて、ライラも少しだけ、笑った。……そうして僕らは、宿への道をせかせか戻るのだった。






それから僕らは、クロアさんにライラを預けた。その、雨に濡れて冷えてしまっているライラにはお風呂や着替えが必要だろうし、そうなると男の僕らにできることは無いので……。


せめてできることを、と思って、温かいお茶を用意しておいた。蜂蜜とレモンが入ったやつ。彼女、前回喫茶店でレモンティーを頼んでいたし、丁度いいかな、と思って。


……そうして、クロアさんの着替えを借りて出てきたライラを毛布でくるくる包んで、ソファに座らせて、取り囲む。


「寒くない？　大丈夫？」


「ええ、大丈夫。……その、お世話に、なっちゃったわね」


ライラは気まずげに僕から目を逸らす。彼女の両手が包むように握ったカップからはほわほわと湯気が上がるのだけれど、ライラ自身はまだ凍り付いたように動かない。


「……アージェントさんと、何か、あったの？」


「……ううん。何も。何も無いわよ」


話しかけてみても、ライラはそう言って首を横に振るばかりだ。ああ、こういう時、どうしたらいいんだろう。


「じゃあ、アージェントと関係の無いところで何かがあったのね」


僕が困っていたら、する、とライラの隣に座ったクロアさんが、ライラの手を握ってそう言った。


「ねえ、ライラ・ラズワルドさん。話してみない？　話して解決すること、あるかもしれないわ」


「そんなこと……」


「解決しないなら、余計に話してみるべきよ。……その方が、気が楽になるでしょう？」


ライラはまだ、戸惑っているようだった。けれど、しばらくして……そっと、口を開いた。


「……母さんの病状が、悪化してて」


零れるライラの声は、今まで聞いてきた、気の強い女の子の声とは思えないくらい弱々しかった。


「多分、もう、コンクールの授賞式まで、持たない、って……」


「……君がアージェントさんに絵と引き換えに貰うものって、お母さんの病気の、薬？」


僕が尋ねると、ライラは黙って頷いた。


「そう。だからさっき、交渉に行ったんだけれど……でも、確実に『異界の鏡』が手に入らないことには、薬を渡すわけにはいかない、ってさ……」


「いや、それは……アージェントだって、ライラの絵が手に入らねえと困るんじゃねえのか？」


「絵は、もう昨日、アージェント様に渡しちゃってるの。だから……」


……アージェントさんは、交渉手段の無いライラの足元を見て、薬を渡すことを拒否した、のか。


絵というものを、踏み躙って。その上、更に。


「全部、無駄だったなあ」


僕の中でどす黒い感情が湧き上がりそうになる横で、ライラはぽつり、と呟いた。


「全部、無駄だったわ。なのに……馬鹿みたい」


……ライラは今まで、どうやって過ごしてきたんだろう。自分が描いた絵が、他人の名前で飾られるのを見て、どんな風に思っていたんだろう。


王立美術館の貴族の人達の絵画を『ゴミ』って言い切るくらいに気が強いのに、腹が立っていなかったわけは無いのに……それに迎合しなきゃいけないっていうのは、どんな気持ちだったか。


僕は、アージェントさんの誘いを断ることができた。絵を大切にしない人と一緒に仕事はしたくない、って、言えた。けれどそれは……恵まれたこと、だったんだよな。


断る選択肢を持たない人は自分の気持ちとか誇りとかを削ってお金に換えなきゃいけなくて……それで……。


「……無駄じゃ、ないよ」


それでも、ライラが『絵を描くのが好き』って言っていたのは、嘘じゃないって信じたい。だから……無駄じゃないって、僕は、思いたい。


「君が絵を好きでいる限り、何も、無駄にならない」










反論を探しているのか、それともただ僕の話を聞いてみる気になったのか、顔を上げたライラを見つめながら、僕は……なんだか変な話をすることになる。


「ええと……君の絵、すごく荒っぽいよね。いや、荒っぽい……生き生きとしてる？　力強い？」


「……急に何よ」


不思議そう、というよりは不審そうなライラの言葉にちょっと焦りながら、僕は続きを話す。


「君の絵は大胆で、勢いがあって、魅力的。……それって、君がそういう人だからだと思う」


「……何それ、口説いてんの？」


「ち、違うよ！」


……なんだか話していて恥ずかしくなってきたけれど、ここまで来ちゃったので続ける。


「それでその、つまり……君の経験が君を作って、君が君の絵を創ってる、から……だから、無駄じゃない、と思うんだ。……君の経験が無かったら、君の絵は生まれていなかったんじゃないかな」


話しながら、ずっと前。今から四年以上前のあの日を思い出す。


黒い影と光とでちらちら瞬くようだった川の水面。虹色のグラデーションだった空。僕のランドセルを掴んで引き上げた、細くて長い腕。……僕が、二度目の命を貰った日。


そう。あの日、僕は命を貰った。絵に取り憑かれて、その代わりに生きていられるようになった。


生きていることに意味があるって、思えるようになった。


「……絵を描くことが好きな人は幸福な生き物なんだって、僕の先生が、教えてくれた」


きっともう会えない先生のことを思い出しながら、僕は自分に言い聞かせるような気持ちになる。


「全部の経験が、絵の為になる。苦しいことも辛いことも、全部、自分が大好きなものの為になるんだから。だから……何も無駄じゃない。絵を、好きでいる限り」






一旦、言葉が出なくなってしまってそこで話を区切った。それで恐る恐るライラの顔を見てみると……ライラは、じっと、僕を見ていた。


「……あんたって」


そして、ライラは、なんだか気の抜けた顔をして、言った。


「ほんとに、絵、好きなのね……」


「あ、うん……」


……うん。そうだね。僕は絵がものすごく好きだよ。そして……そして、他の人が僕と同じくらい絵を好きでいるかどうかっていうのは、また別の話なんだった！


「そ、その……ライラ。君は、君の絵、好き？」


なので恐る恐る、聞く。ライラがそんなに絵を好きじゃなかったら今の話、まるで意味が分からない話で……それこそ、『無駄』なので！


「……ええ。勿論。好きよ。私、私の絵が……私の人生が、好き」


けれどライラは、そう言った。そう言う彼女の瞳は、涙に濡れて、どこまでも深く鮮やかな藍色で……本当に海みたいで、綺麗だった。


「……そうよね。無駄じゃ、ないわ。ものすごく悲しいのも、滅茶苦茶に腹が立つのも、殺してやりたいくらい憎いのも……無かった事には、ならないけれど。でも、無駄じゃ、なくなったわ」


ごし、と目元を擦って、それからライラは、前を向く。


「……私、いつか、描けるようになるのかな。母さんが、死んじゃっても、それを……」


「あの、ライラ」


また潤みかけてきた彼女の目を見ていたら、これ以上ライラに続けさせたくなくて、話を遮ってしまった。……つい握ってしまったライラの手は随分冷えていたので、そこにお茶のカップを持たせて、更にライラに毛布を掛けて、あったかくして……よし。


「……必要な薬、教えてほしい。可能な限り全部、用意する。お金で買えるものは全部買うし、そうじゃないものも、色や形が分かっていれば、用意できるかもしれない」


「……え？」


そう、申し出る。ライラはお茶のカップを持ったまま、ぽかん、としていた。


「悲しみだって、絵の餌になるけれど。でも、悲しくないに越したことはないよ」


「そ、そんなこと言ったって、そんな……」


「薬、用意するから。だから、その代わり、その……」


……そして、卑怯かなあ、でも、何も無いとそれはそれでライラが気にするだろうしなあ、なんて思いつつ……僕は、切り出した。


「君のこと、描かせてほしいんだ！」






＊絵描きの幸福


「ええと、ユニコーンの角の粉、妖精の鱗粉、フェニックスの涙……うん、全部ある」


「は!?」


そしてライラから必要な薬を聞いた僕らは、拍子抜けしています。


「角が生えた馬は森に居るし、妖精も森に居るし、フェニックスも居る。ええと、ヒヨコだけれど」


ヒヨコフェニックスの涙でも薬効はあるかなあ。あるといいなあ。まあ、無かったらもう一羽、フェニックスを描いて出そう。そうしよう。


「フェニックスの涙、っていうと……たまねぎを隣で刻めばいいだろうか」


「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　何!?　『全部ある』って、何!?」


ライラは大いに混乱していたのだけれど……いや、森に居るんだよ。うん。そうとしか言えない。「……えーと、ライラ、だっけ？　ま、安心しろよ。全部取ってくるからさ！　よーし、トウゴ！　俺、ちょっくら戻って必要なもん取ってくる！」


「ありがとう。お願いします」


そしてフェイは早速、ウキウキとした様子でレッドドラゴンに乗って飛んでいってしまった。


「……あ、あんた何なのよぉ……」


「ええと、何、と言われてしまうと……森です」


なんだか恥ずかしいなあ、と思いつつ答えたら、ライラを余計に混乱させてしまった。ああ、でも、上手く説明するの、難しいんだよ、これ……。


……実物を見てもらった方がいいだろうなあ。うん。なのでフェイ待ち。オーケー。










フェイを待って少ししたところで、そういえばアージェントさんを放っておきっぱなしだったなあ、ということを思い出した。……た、大変だ、大変だ！


「まあ、いいんじゃないかしら。あのクソジジイ、ちょっと干しておいた方が萎しなびて丁度いいわ」


「萎びるか……？」


クロアさんはアージェントさんが待たされているというこの状況に非常にご機嫌なのだけれど、このまま放っておきっぱなしっていう訳にはいかないので……。






「久しぶりだな、トウゴ・ウエソラ君」


……アージェントの部屋に入ると、アージェントさんは不機嫌そうに、僕らを見た。


「随分と待たせてくれたが……いい決断を聞かせてくれるのだろうな？」


少し緊張するけれど、でも、結論は決まってる。ずっと。


「やっぱりあなたとは手を組めません。だって僕、絵が好きだから」


僕がそう答えると、アージェントさんはそれを予想していたかのようにため息を吐いた。


「全く、愚かな。……分かっているとは思うが、君のその判断は即ち、レッドガルド領を見捨てるということに他ならない」


「フェイはそれでもいいって言ってくれましたから」


アージェントさんは、ぎろり、と僕を睨む。でも、僕は怯まない。脅されたって、怯えてやらない。攻撃されたって降伏しない。


「軽蔑します。自分達の利益の為に色んな人を……そして芸術を踏み躙る、あなた達を」


「……何だと」


僕は、僕が愛しているものを蔑ろにされて、それでも笑っていられるような奴じゃない。


「……じゃあ、そういうことで、さようなら」


僕らが部屋を出ようとすると、すかさずアージェントさんは後ろに控えていた兵士達に合図する。


「……ならばしかたあるまい。君を力づくで、我が領へ連れていくしかないな」


アージェントさんはそう言って、冷たい目で僕を見る。……けれど。


「嫌です。お邪魔しました」


僕らは兵士達の間を抜けて、すたすた歩いて部屋を出る。……これにはアージェントさん、ものすごく驚いたらしい。


「お、おい、何をしている！　そいつを捕らえろ！」


アージェントさんは慌てて兵士達に叫んでいたけれど、兵士達は動かない。……そりゃそうだよ。僕とアージェントさんが話している間に、皆、クロアさんがじっと見つめて魅了しちゃったから！


「流石にまだ、フェイは戻ってないかなあ」


「流石にまだだろうな。まあ、夜までは掛かるだろう」


「いつフェイ君が戻るか分からないし、夕食はお持ち帰りにしましょ。トウゴ君、何食べたい？」


「うーん……無性にチキンカツが食べたい気分」


……そうしてアージェントさんが後ろで何か叫んでいるのを聞きながら、僕らはいそいそと宿へ帰った。すたこらさっさ、すたこらさっさ。










宿に戻ってフェイの帰りを待つ。ライラは落ち着かない様子でそわそわしていたのだけれど、クロアさんが話し相手になってくれたり、ライラを落ち着かせたりしてくれていた。ありがとう。


そして僕とラオクレスもそわそわしてクロアさんに怒られたりしつつ、しばらく待って……。


「トウゴー！　ライラー！　待たせたな！」


「わ、おかえり。早かったね」


夕方、フェイが戻ってきた。結構早かったなあ。


フェイと一緒にリアンとアンジェもレッドドラゴンに乗ってきていたらしく、フェイが手を貸して二人も窓から宿へ入ってきた。


「ユニコーンの角、磨いて粉だけ貰ってきた。後、妖精も連れてきたけど……これで足りるか？」


「うん。多分……」


リアンは背負っていたナップザックを開けて、中を見せてくれた。……中では薬包紙に包まれた馬の角の粉らしいものを抱えて……妖精達がぎゅうぎゅうしていた。妖精達は揃って僕を見上げて目をきらきらさせる。あ、あの、満員電車もかくやといった過密さだけれど、大丈夫？


「妖精さんがね、森の精霊さまのおやくにたつぞ、って、はりきってるの」


……アンジェがそう説明してくれる。成程、それで皆ぎゅうぎゅう詰まりながら来てくれたのか。


「こんにちは！　私、カーネリア・リリ・ジオレン！　そしてこっちはフェニックスよ！」


そしてカーネリアちゃんもフェニックスを抱いてやってきた。ぴよ。ぴよぴよ。カーネリアちゃんの腕の中で、フェニックスが鳴く。それを見たライラは、ぽかん、としていた。


「……ふぇ、ふぇにっくす？　これが？」


「そうよ！　どうぞ、つついてみて！　ふわふわであったかいの！」


ライラが恐る恐るフェニックスをつつくと、フェニックスは丁度それがくすぐったかったみたいで、ぴぇくしゅん、とくしゃみをするついでに火を吐き出した。ね？　フェニックスでしょ？


「何が必要か分からんのでな、涙ということで、たまねぎを持って来たが……必要無かったか？」


そしてインターリアさんは懐からたまねぎをいくつも取り出しつつ、おろおろしていた。……ありがとうインターリアさん。僕、なんとなくあなたとは感覚が近い気がしています。






そうして僕らは、ぞろぞろと歩いてライラの家へ向かった。


ライラの家はリアンの家の割とご近所さん。王都の裏通りの、ちょっと薄暗くて狭苦しい一角にあった。……いや、良い家だと思うよ。狭くてちょっと暗いところ、僕、好きだよ。


「ええと、狭いところだけれど……大丈夫かしら」


「あー……じゃ、俺達は外で待ってるからよー」


そしてちょっと小さめのお家に全員で入るのは中々無理がありそうなので、フェイとラオクレスとクロアさんとインターリアさん、大人達には外で待っていてもらうことにして……お邪魔します。


僕らは家の奥へ案内されて、その奥、ベッドで寝ている女性……ライラのお母さんにお会いした。


彼女は意識が無かった。すっかり弱り切った細い体で、苦しそうに、それでいて弱々しく息を吐き出すばかり。


「まあ、大変……！　さ、フェニックス、助けてあげて！」


そこにカーネリアちゃんがフェニックスをひょい、と差し出すと、フェニックスは……ライラのお母さんを見た途端、うるうると目を潤ませはじめた。


「カーネリア。こっち、こっち」


「はい、どうぞ！　涙よ！」


やがて、フェニックスの目からとろりと真珠色の光沢を持つ涙が流れると、リアンがそれを乳鉢で受け止める。乳鉢の中には馬の角の粉が入っていて、リアンはそれをもそもそ、と混ぜ始めた。


「妖精さん、よろしくね」


そしてアンジェが妖精達に頼むと、妖精達が乳鉢の上でぱたぱたとやり始めた。するときらきらした粉が乳鉢の中にふわふわ落ちていく。これが妖精の鱗粉だね。


最後にリアンがそれら全部をしっかりすり混ぜて、乳鉢の中にはきらきら輝くペースト状の薬が出来上がった。……これでいいんだろうか。


「母さん、これ……」


ライラは意を決したように乳鉢の中身をスプーンで掬うと、とろり、とお母さんの喉の奥へ流し込んだ。僕らは固唾を飲んでそれを見守って……。


……突如、ぽう、と、光が生まれた。真珠色をした優しい光はふわふわと広がっていって、まるで毛布が被さるようにライラのお母さんを包んでいく。……そして。


「……ライラ？」


ライラのお母さんが、目を開けた。掠れた声で名前を呼んで、更に、ライラに手を伸ばす。


「母さん！」


ライラはすぐさま、お母さんに抱き着いた。そのまま黙って、ぎゅ、と抱き着き続けているライラを見て、僕らは一旦、部屋を出ることにした。……親子水入らず、ということで。






それから僕らがライラの家のダイニングでちょっと待たせてもらっていると。


「……お待たせ」


ちょっと目元を赤くしたライラが、お母さんの寝室から戻ってきた。


「お母さんの調子、どう？」


「もう、ばっちり。今までのは何だったの、ってくらいよ。今、お腹空いたって言い出してびっくりしてるわ」


くすくす笑いながら、ライラは台所へ立つ。ああ、よかった。是非、何かお母さんに食べさせてあげてほしい。今まで満足に食べられていなかったんだったら余計に、だ。


「その……本当に、ありがとう」


そして、ライラはこちらに背を向けたまま、ぼそり、と言った。すん、と鼻を啜る音が小さく聞こえたから、僕らもライラの顔を覗き込みにはいかない。


「お役に立てて何よりだわ！　私達もこの子達も、光栄に思うわ！」


カーネリアちゃんとフェニックスは揃って胸を張った。妖精も一緒に胸を張っているのが可愛らしいね。


「……ねえ、トウゴ」


それから、ふとライラが言う。


「私、あんたに何を返せるかな」


……気にしなくていいよ、って言いたいところなのだけれど、彼女、多分、それだと気にするんだろうなあ。彼女の立場だったら、僕だって多分、そうだろう。


「じゃあモデルになってほしい」


なのでここは、遠慮なく。


「君を描きたい……とりあえず明日、どう？　いい？」


……遠慮なく言ってみたところ、振り返ったライラに呆れた顔をされた。


「……それくらい、別にいいけど。あんた、そればっかりね」


え、まあ、うん。それほどでも……。


「まあ……モデルはするとして、他に何か、するわ。借りを返さないのは私の主義に反するし」


それからライラは、ため息交じりにそう言った。……まあ、彼女がそう言うなら。


「楽しみにしてるね」


「ええ。楽しみにしてなさいよ」


ライラはお粥を煮ているらしい鍋をかき混ぜながら、笑ってそう言うのだった。










それから、翌々日。僕らはライラと別れて森へ帰った。ライラは当面、お母さんの傍に居たいだろうし、そして僕らは、連れてきちゃった子供達を一旦森に帰したいし。


……ということで、クロアさんだけアージェントさんの監視の為に王都に残ってもらって、僕らはフェイのレッドドラゴンとラオクレスのアリコーン、あと、インターリアさん達が乗ってきた天馬とで、森へ帰ることにした。


「ただいまー……ああ、自宅に帰ってきた気分」


「まだ森に差し掛かったばかりだが……」


「いや、僕、森の精霊なので……」


「……そういえばそうだったな」


ちょっと久しぶりに森へ戻ったら、途端に呼吸が楽になったというか、力が漲ってきたというか。うん、やっぱり僕は森の精霊になっちゃったんだなあ、というかんじ。


「鳥、ただいま。留守にしてごめんね。はい、お土産」


そして今日も今日とて泉を占拠して水浴びしていたらしい巨大コマツグミに、お土産のパンをあげる。王都のパン屋さんの奴なんだけれど、木の実が入っていて中々美味しかったので。そして、この鳥、何でも食べる奴なので……。


鳥は、キュン、と鳴いて僕の手からパンを持っていくと、もそもそ、と食べ始めた。……そのついでに僕をガシリと脚で捕まえて、そのままお腹の下に抱きこもうとする。ま、待って待って！


「な、何？　僕がしばらく王都に行ってたから？」


聞いてみるも、鳥は僕をつんつんつつきながら、キュン、と鳴くだけだ。意思の疎通はできない。まあ、初めから期待してないよ！


「……僕が王都に行くの、嫌なの？」


鳥にそう言ってみると、鳥はなんだか不服そうな顔をしつつ、キュン、と鳴いた。そしてお土産のパンをもう一つ啄ついばみ始めた。文句はあるけど食べるんだね、君……。


「それとも、君も王都に行きたい、ってことかな。なら、行っておいでよ。人が沢山居るから、君を見ると驚くかもしれないけれど……」


鳥の巨体を見て驚く王都の人達が容易に想像できる。間違いなくとんでもない眺めだろうなあ。……と思っていたら、鳥は途端に元気になって、翼を広げて胸を張った。キョキョン。


「……なんか嬉しそうだね、君」


まあ、よく分からないけれどいいか。その内王都で鳥の姿が目撃されることになるかもしれないけれど、それはそれで……。






「トウゴおにいちゃん、絵、かいてるの？」


「うん。コンクール、出そうと思って」


翌日。僕は家の前で、絵を描いていた。


「アンジェ、ここ、知ってるよ」


「そうだね。王都の大通りだから……アンジェの家からそれなりに近かったかも」


僕が描いているのは、王都の大通りだ。何回かスケッチしたものがスケッチブックに残っているから、それを参考にして描いている。……そうして描いていたら、アンジェを見つけたリアンも僕の絵を覗きにやってきた。


「あ、なんか描いてる。……王都？　でもぼんやりしてるのな」


「うん。雨の景色にしたくて」


僕が描いているのは、雨の王都の大通り。ライラが描いていた、アレだ。……そして。


「へー。雨の王都が背景で、それで、ライラ、だっけ？　あの女の子描いてるのな」


雨の王都の大通りは、背景。主のモチーフは、その中で絵を描くライラだ。


……ライラが絵を描いている時の、真剣な表情。輝く深い藍色の瞳。あれを、描きたくて。


ライラが描いていた、雨の王都の絵。あれを見ると、ただ暗くて激しくてちょっとやけっぱちなかんじがするけれど……あれを描いていたライラは、すごく真剣で、どこか楽しそうだったから。


「……トウゴ、あのライラって子に惚れたのか？」


「え？」


僕が描いていたら、リアンがにやにやしながら聞いてきた。……うーん。


「ええとね……説明が難しいんだけれど、リアンを初めて見た時と同じかんじで……」


……説明しようと思ったら、リアンが、何とも言えない顔をした。


「……も、もういいや」


「あ、そう……？」


リアンは何とも呆れた顔をした。ちょっと耳の端が赤いから、照れているのかもしれない。


「本当にトウゴって、こう……ふわふわしてるよな！」


……あの、僕、ふわふわ？　そんなに、ふわふわ……？






＊鳥さんオンステージ


そうして、僕は絵を描き上げた。水彩だったからそんなに時間はかからなかったのだけれど……納得がいかなくて描きなおしたりしていたら、結構時間が掛かってしまった。


僕はその絵でコンクールに応募した。期限ギリギリの提出になってしまったから、係の人にはちょっと申し訳なかったな。


「来週がコンクールの発表ね」


いつもの宿でのんびりお茶を飲むクロアさんを前に、僕はクロッキーさせてもらっている。いや、クロアさん、やっぱり見ていると描きたくなっちゃう魅力の持ち主なので……。


「トウゴぉ。やっぱり緊張してるか？」


「ううん。自分が優勝するとは全く思っていないから、逆に緊張してないっていうか……」


「あー、そんなもんかぁ」


……ライラの絵は、アージェントさんにもう渡してしまっているっていうことだったから、多分、アージェント家の誰かがライラの代わりにライラの絵で優勝するんだろうな。


「でも、ライラの絵、ちゃんと見たいから、それは楽しみ」


「お前にとってはコンクールもただの展覧会とそう変わりがないか」


うん。そんなかんじ。……コンクールには貴族の人達だけじゃなくて、絵を志す市民の人達も応募してきているんだろうし。学べるものはたくさんあると思うんだ。だから、楽しみ。


「美術館横の大聖堂で発表、だったか？　朝の早い内に場所とっとかねえとな」


一応、コンクールの授賞式とその前の結果発表については、事前に聞いている。どうやら、当日、大聖堂なる場所に予選を通った絵が飾られて、それを王様が直々に見て、優勝を決めるらしい。


「馬鹿らしいけれど、国王が派手にやりたいんでしょうね。だから当日に絵の選定なんてするのよ」


クロアさんはため息交じりにそう話してくれた。まあ、そういうパフォーマンス、なんだろうなあ。優勝は『アージェント』の名札が付いてる絵って、もう決まっているんだろうし。


「でも、そういう風に展示されるなら僕も絵が見られる」


「そうだな！　ま、折角だ。楽しんでこようぜ！」


フェイはそう言って僕の肩をばし、と叩くと、にんまりと笑った。


「……ついでに、『異界の鏡』、しっかり観察しねえとな」


「うん」


……僕らの作戦は、至極簡単。優勝賞品である『異界の鏡』を観察して……描く！　描いたものを実体化できる僕なら、もしかしたら、『異界の鏡』を複製できるかもしれないから。


「まあ、駄目だったらその時は潔く諦めるよ」


「うー……多分、アージェントは今後もこのネタでお前をつっつこうとするんだろうけどなあ」


うん。だから、失敗したらそれで終わり。……チャンスは一度切りだ。頑張らないと。






そうして、コンクールの発表当日。僕らは会場に朝早くから陣取っています。


会場になっている大聖堂は、綺麗な建物だった。天井が高くて、大理石の柱には綺麗な彫刻があって……そして何より、ステンドグラスがすごく綺麗。


前面の壁から天井に向かってステンドグラスがあしらわれていて、そして、天井に一番近い部分には、丸くくり抜いたような窓がある。そこを係の人が開け放ったら、風と光がほんのりと入りこんできた。フェイにちょっと聞いたら、あの窓は『神様が覗くための窓』なんだってさ。……神様に覗かれている中で不正に優勝者を決めるコンクールを行う、って、いいんだろうか。


それから僕らが見ている先、大聖堂のステージの上で、美術館の人達が絵をパネルに飾っていく。……僕のも飾ってある。予選、通ったみたい。ちょっと嬉しい。


絵の下にはそれぞれ名札が付けられていく。綺麗な箔押しで飾られた名札は、次々と絵の下にくっ付けられていって……嵐の王都の絵の下に『ルギュロス・ゼイル・アージェント』って名札が付けられた。アージェントさんの息子さんとか、甥っ子さんとか、そのあたりだろうか。


寂しい気持ちで名札と絵を見ていたら、その内会場には人が集まってくる。……そして。


「あ、ライラ」


見覚えのある栗色の癖毛のポニーテールを見つけて、僕は手を振った。ライラも僕に気付いて手を振り返してくれる。


それからライラはちょっと会場の前の方を指さして、嫌そうな顔を作ってから苦笑いして見せた。……ライラの指の先には、アージェントさんが居る。隣に居る男の人が、ライラの代わりに名札に名前を書いた人なのかな。






「それではこれより、第十三回王立美術館絵画コンクールの結果発表並びに授与式を開会します」


そうしていよいよ、発表と授賞式が始まる。司会さんの言葉を聞いて、なんとなく学校での始業式とかを思い出した。いや、なんとなく。


「会場の皆様、ご起立ください。国王陛下のご入場です」


……そして僕らが司会さんの指示に従って立つと、立派なマントと王冠を身に付けた人が入場してきた。多分、この人が王様なんだろうなあ。


そうして王様がステージの上に到達する。皆がそれを拍手で出迎えて、王様が挨拶を始める。


「本日、この善き日に栄誉ある絵画コンクールの受賞者が決まる。今回もまこと、よい絵画が多く応募され……」


……けれど、王様が喋り出した、その時だった。


ふっ、と陽が陰る。急に曇ったのかな、と、皆が窓を見上げて……そして、ざわめいた。


あれはなんだ、とか。魔物の襲撃か、とか。はたまた神の使いか、とか。色んな声が会場を満たす中……それは、やってきた。


……キョキョン。


そう鳴いて、鳥は、もふ、とその巨体を、『神様が覗く窓』から覗かせていた。






……あの鳥、なんでここに来たんだろう。いや、確かに前、僕、言ったけれど。王都に行ってみたら、って言ったけれど！　でも、まさかこういう風に来るとは思ってなかった！


今や、会場の皆は、ステージ上の王様じゃなくて、鳥を見ていた。そりゃ、見ちゃうよね、こんなに大きな鳥が、窓から覗いていたら…！


「な、なんだ、あの鳥は！」


王様も驚いて声を上げるけれど、鳥は、キュン、と鳴いて首を傾げているだけだ。更に鳥は、じっと会場を見つめると……もそもそと窓から侵入してきて、そのまま、もすん、と案外静かに着地した。……ステージの、上に。






    
  
  




「お、おお……」


……王様が、困惑している。そりゃそうだ。自分の横にいきなりでっかいコマツグミが着地したら、そりゃ、困惑するよ！


「そ、そなたは、一体……？」


更に困った王様は鳥に話しかけるけれど、無駄だ。鳥はちょこちょこ、とステージ上を跳ねるようにして歩いて、絵を見て、キュン、と首を傾げているだけだ。こいつに人間の言葉は通じない。いや、違うか。言葉は通じているけれど、言う通りには動いてくれない……。


……鳥は、存分に会場の視線を集めてしまった。皆が唖然として、突如として現れた鳥を見つめている。……そして。


ふわ、と鳥の羽毛が膨らむ。鳥は斜め四十五度ぐらいを見つめて、ふる、ふるふる、と震えて、どんどん羽毛は膨らんでいって……。


……くしゅんっ、と、勢いよくくしゃみをした！


巨大な鳥の、巨大なくしゃみ。それはぶわり、と風を生んで、本来この屋内には起こらないはずの強い風となって吹き抜けていく。会場から悲鳴や驚きの声が上がる中、絵が掛けられたパネルがガタガタと揺れる。……そして。絵は、額が重かったからパネルに、残ったのだけれど……。


「あ、ああ！　名札が！」


……司会さんが、悲鳴を上げる。王様もこれには唖然としていた。


だって……絵の下にくっつけてあったはずの名札が全部、吹きとんでしまったんだから！






ざわざわと会場がざわめく。鳥はそんな会場を見回して首を傾げると、キュン、と鳴いた。いや、キュン、じゃないよ！


「こ、これは……」


王様も司会さんも、大いに困惑している。会場中皆、困惑している。困惑していないのはただ一人。いや、一匹。鳥。鳥だけ。


その鳥は首を傾げていたのだけれど、会場中が困惑しているということは分かったらしい。キョン、と鳴いて、ぱたぱたと飛んでいってしまった。そしてまた、窓にもそもそと体をつっこんで、そのまま外へ出ていく。な、なんて奴だ。騒がせるだけ騒がせて帰っていった……。


「……そ、それでは、その……優勝者を、決定したいと、思う……」


王様は再開させ始めたけれど、その、会場はやっぱりさっきの鳥のインパクトに圧倒されている。王様、霞んでる。あの鳥、王様よりもインパクトが強かったんだなあ……。


「で、では……うむ」


それから王様は、気を取り直したようにパネルの絵を眺めていく。一つ一つ見ているようだけれど、実際は見てないんだろうな。もう優勝の絵は決まって……あ、名札が無くなっちゃったから、どの絵が『アージェント』の絵なのか分からないのかもしれない。それは真剣に絵を見るよね……。


けれど、王様も流石に目的の絵は覚えていたらしい。その絵の前で立ち止まると……言った。


「決定しよう！　今回の優勝は……この絵だ！」


……雨の、王都の絵。ライラが描いたそれを示して、王様はそう言った。






ぱちぱち、と会場中を拍手が包む中、王様はゆったりと会場を見回す。……そして、アージェントさん達が座っている席の方を見て、にっこりと笑った。


「それでは……えー、この絵を描いた者は、前へ」


そうして王様がそう、言った時。


立ち上がった人が、二人居た。


一人は、アージェントさんが連れてきていた男の人。そして、もう一人は……。


「その絵を描いたのは私です！」


満面の笑みを浮かべた、ライラだった。










また、会場がざわめく。『絵の作者』として立っている人が、二人も居るんだから。


「そ、その……これは、どういうことだ」


王様は困惑している。司会さんも困惑している。アージェントさんは『裏切ったか』なんて言っているようだけれど、ライラは至って平然としていた。


「……どうやらニセモノが居るみたいね！」


そしてライラはそう、平然と言い切ったんだ。


「偽物……だと!?」


アージェントさんも、その隣の男性も、怒りのあまり頭が回らない、みたいな顔をしている。


「ええ、そうよ。偽物。だってこの絵を描いたのは私だもの。なのにどうして、あなたが名乗り出たのかしらね？」


ライラは堂々と歩いて、ステージの上に乗る。そうして王様の前へ進み出ると、王様はものすごく困った顔でチラチラとアージェントさんの方を見る。


「国王陛下。私、証明できます。この絵を私が描いたって」


でも、ライラは王様を逃がさない。


「私の絵の腕をこの場でご覧に入れたっていいわ。この絵の題材にした風景の場所までご案内することだってできます」


「そ、そうか。だが……」


「出鱈目だ！」


そうしてライラが王様に詰め寄っていたところ、アージェントさんの隣に居た人……コンクールの優勝者になるはずだった人が、ステージにやってきた。


「この絵は私が描いたものだ！　何を訳の分からぬことを言っている！」


「あら。だったら言ってごらんなさいよ。この絵に使われてる絵の具はどこの工房のもの？　油は？」


それでもライラの口は閉じない。相手をじろりと睨んで、ライラはまるで退かなかった。


「あなたが本当に絵を描いたなら、言えるわよね？　さあ、どうぞ！」


更にライラが詰め寄ると、その人はたじろいで……でも、気づいたように、言った。


「だが……なら、散らばった名札の中にお前の名は……『ライラ・ラズワルド』の名は、あるのか？」


……これに、ライラは、はっとする。


「そもそもお前は出展していないのでは？　この絵がお前のものであるはずがない！」


そう。ここにライラの名札は無い。だって、彼女は自分の名前で出展しなかったから。でも……。


「トウゴ、トウゴ、それ！」


……僕は、フェイにつっつかれて自分の足元を見る。


そこには、鳥のくしゃみで吹き飛んできたらしい……『トウゴ・ウエソラ』の名札があった。


僕は迷わずそれを手に取って……描いて、変える。






「王様！」


僕は大きな声を出して、名札を掲げた。


「ありました！　彼女の名札です！　ほら！」


ちゃんと箔押しされた台紙に描かれた、『ライラ・ラズワルド』の名前。僕はそれを持って、ステージに駆け寄る。


「ほら、これ、君のだ」


ステージの下から手を伸ばして、ライラに彼女の名前の名札を握らせる。……ライラは泣きそうな顔で、名札ごと僕の手をぎゅっと握りしめた。僕が笑いかけると、ライラも笑い返してくれる。


そしてライラは、名札を持ってステージの上を歩く。歩いて、彼女自身の絵の前へ立つと……絵の下に、そっと、『ライラ・ラズワルド』の名札をくっつけた。










それから、まあ、色々あった。色々あったんだけれど……その『色々』っていうのは主に、ライラがアージェントさん達を言い負かすあれこれだったので、まあ、割愛。


……彼女、すごいね。まるで物怖じせずに、絵を描いたのは自分だ、って主張し続けた。そうしてライラの質問にまるで答えられなかったアージェントさん側はどんどん会場から冷たい目で見られるようになっていって……最終的には、『ルギュロス・ゼイル・アージェント』の名札が何故か会場から見つからなかったことによって、ライラが真の作者だと認められるに至った。


……まあ、僕の名札も見つかっていない訳だし、全体の数が足りなくなっている訳だから、一枚名札が紛失しているっていうことは分かったんだけれど。でも、紛失した名札がアージェントさん達のものかどうかなんて、誰にも分かりっこないから。






「えー……で、では、ライラ・ラズワルドよ。此度の第十三回王立美術館絵画コンクールにおいて、当初の成績を修めたことを、ここに、表する……」


それから王様は、ものすごく釈然としない顔でライラを表彰した。ライラは賞状を貰って、それから……優勝賞品である『異界の鏡』も、受け取った。


その時、僕は『異界の鏡』を必死に観察していた。光が渦巻くような不思議な鏡面も、縁の綺麗な細工も、なんとか、見て覚えて、描いて記録しようと、頑張って……。


……でも、その必要は、無かったかもしれない。


キョキョン、とまた鳴き声が聞こえてきたんだよ。ああ、またか……と思いつつ窓を見上げたら、案の定、『そろそろいいだろうか』みたいな顔をして戻ってきた鳥が居た。うん。よくないからね。


鳥は僕の内心なんてまるで無視して会場の中へ入ってくると……ステージ上のライラを見て、キョキョン、と元気に鳴いた。


「な、何……？」


そしてライラが鳥に困惑していると。


……がしり、と、鳥はライラを、掴んだ。


「えっ」


僕らが止める間もなかった。鳥はライラを捕まえると、そのまま、ぱたぱたぱた、と羽ばたいて上昇していって……また、窓から出ていってしまったのだった。


……あ、ああああ……。










……そうして、第十三回王立美術館絵画コンクールは前代未聞の結末となった。いや、だって、優勝者が鳥に攫われたんだから。そりゃ、そうなる。


けれど、世論は案外落ち着いていた。何故かって言うと……その、鳥が。鳥が……神様の使い、もしくは神様、と、勘違いされたからだ。


「まあなー、大聖堂の天の窓は、神様が大聖堂を覗くための窓、なんて言われてる訳だしよー……」


「それにしても素敵だわ、この鳥さん。とってもお利口ね」


「利口か……？」


……そして僕らは今、森に帰ってきている。何故って、鳥の行方を追いかけたからだよ。


そうしたら案の定、鳥はライラを攫って、森に帰ってきていた。何故か僕の家の前でライラを温めてご満悦の表情だった。ねえ。鳥。ねえ。ちょっと。


「……こ、これ、一体、何？　私……私、死んだの？」


「いや、生きてるけど……本当にごめん。うちの、うちの鳥が……」


『現実味が無い』みたいな顔をしているライラに、僕はひたすら謝るしかない。いや、僕は悪いこと、してないけれど！　でも、この森の、精霊の先輩が、こういう悪さをしたので……！


「……ま、よかったじゃねえか！　ライラがあそこに残ってたらアージェント共に嫌がらせされてたかもしれねえしさ。『異界の鏡』だってこうして森に来たわけだしよ！」


フェイは極めて楽観的にそう言って、ライラがずっと握っていた『異界の鏡』を眺めた。


「良かったな、トウゴ！」


「……うん、まあ、うん……」


いや、よかったと言えば、そうなのかもしれないけれど。でも、でも……釈然としない！　この、満足げな顔でキョキョンと鳴いている鳥を見ていたら、益々、釈然としない！










鳥はその内、ライラを温めるのに飽きたのか、何か満足したのか、巣へ帰っていった。なんなんだ、あの鳥は。


「へー、これが異界の鏡、かあ……」


そしてフェイはまじまじと異界の鏡を見つめる。僕も改めて、眺めてみると……『異界の鏡』は、やっぱり不思議な見た目をしていた。


大きな壁掛け鏡なのだけれど、こちらの景色は映らない。ぐるぐると中で光が渦巻いているような不思議な鏡面は、向こうの景色を映すためのものなんだろう。とても綺麗なのだけれど、見ているとなんだか、懐かしいような寂しいような、そういう気持ちになる、不思議な鏡だ。


「……あんた、これが欲しかったのよね」


そうして鏡面を見ていたら、ライラがふと、そう言った。


「なんか、よく分かんないけど手に入ったから、あげるわ」


「え、いいの？」


「私には必要の無いものだし。……母さんの薬の、お礼、ってことで」


ライラはそう言って、僕に『異界の鏡』を握らせてくれた。そして、僕の顔を覗き込んで、にっ、と笑った。……うん。そういうことなら、ありがたく頂きます。






「……なあ、トウゴ。お前、帰っちまう、のか？」


そうして『異界の鏡』を貰った時、ふと、フェイがそう、尋ねてきた。


「え？　ううん。ええと、ちょっと覗くだけ。……どうして？」


不思議に思いつつも、ちゃんと意思表明。僕は……ええと、元の世界に帰りたい、とは特に思っていないよ。死んじゃってるなら尚更。こっちに居ればまだ絵が描けるし。ね。帰る理由が無い。


「いや、それならいいんだけどさ。その……ほら、その、寂しい、だろ！」


「寂しい、のか……」


フェイの反応がなんとなく新鮮で、『この人は僕が居なくなると寂しいのか……』とじんわりした気持ちになる。フェイには『なんだよぉー、いいだろーがよぉー』とつつかれるけれど、まあ、それもまた楽しい、っていうことで……。


「異界の鏡を使いたかったのは、ちょっとだけ、元の世界の様子が見たいな、って思ったのと……できれば、先生に手紙を出したかったから」


「……そっかぁ」


「うん。先生も、僕が居なくなったらさっきのフェイみたいに寂しがってくれる人、だったと思うから」


フェイが『寂しい』って言ってくれたの、嬉しかった。けれど同時に、なんだか申し訳なくもあった。先生は僕が死んでしまって、『寂しい』って思ってしまっているんじゃないかな。そう考えると、只々、申し訳なさだけが募っていく。


「ま、そういうことなら早速、試してみるか？」


「……うん。やってみる」


けれど、申し訳ながっていても始まらないから。僕は早速、異界の鏡に向かう。


使い方は何となく、分かった。導かれるようにして、僕はそっと、鏡面に触れる。






僕の手が触った途端、異界の鏡の中で、ぐるり、と色が捻れていく。ぐるぐる、と混ざっていくようでいて、色はどんどん、それぞれの場所に集まっていって……そして。


「……あっ。先生の家だ」


鏡に映ったのは、見覚えのある部屋だった。


先生の家。僕が借りていた場所。僕が描いていた絵や、使っていた画材が置いてある。


そして……僕がずっと使っていた椅子に、先生が腰かけていた。


先生は、ぼんやりしているように見えた。何をするでもなく、ぼんやり椅子に座って、虚空を見つめて、じっとしている。それだけ。


「……先生」


その姿を見てなんだか無性に心配になってしまう。ああ、こんなに元気が無い先生、僕、見るの初めてだ。


それと同時に、なんとなく、分かる。僕はこの鏡を通り抜けて、元の世界に帰ることができる。勿論、帰ったところでもう死んでしまっている僕は、きっと幽霊とかになってふわふわするだけなのだろうけれど。


……先生の所に行きたい気がした。けれど、それを思いとどまる。


代わりに、もう一回、異界の鏡に触れる。……すると今度は、僕の家の風景が映し出された。


そこに居た両親は、丁度食事中らしい。幾らか会話しながら、特に代わりの無い生活をしているように見える。リビングの奥の方にちらっと、僕の写真が一枚飾ってあるのが見えた。両親は写真なんて飾る人達じゃなかったから、それを見て、ああ、僕、死んだんだなあ、と思う。


けれど、両親を見ているのは、先生を見ているより幾分気が楽だった。……彼らは元々、僕と一緒に居るのが合わない人達だったんだと思う。僕を育てなきゃ、って思うあまり、楽しいことも全部放り投げてしまっていたから……だから、僕が死んだ今、それをきっかけに、何か楽しい事を始めてくれればいいな、と思ってる。旅行に行く、とかさ。そういう……。


……特に代わりの無い、あっさりとした両親を見ていたら、気分が大分落ち着いてきた。なので僕は改めて、手紙を書くことにしよう。


僕の両親ほどには上手く僕の死を割り切れないらしい先生に向けて。手紙なんて中々書かないから緊張するなあ。






手紙の書き出しでちょっと迷ったけれど、『先生へ』と書くことにした。先生のことをこう呼ぶのは、多分、僕だけだから。


「えーと、『お元気ですか。僕は』……あっ、僕は元気です、って書いても何となく説得力が無い」


「お前、死んでるわけだからなあ……」


そうなんだよ。えーと、つまり、そのあたりの説明が必要か。どうしようかな。


「じゃあ、『僕は、今、不思議な世界に来ています。何が何だかよく分からないけれど、ここは、好きなだけ絵を描ける、素敵な世界です。そこで元気に過ごしています。』えーと、後は……」


……ということで、ああでもないこうでもない、と悩みつつ、僕は先生宛ての手紙を書いていく。文章を書くのはそれほど得意じゃないのだけれど、先生はきっと、僕の文章の巧拙なんてあんまり気にしないだろう。伝わればそれでいい、って言ってくれる気がするから……安心して、色々書いていく。


この世界に来て最初に、先生の家で出してもらった餅と麦茶を描いて出したこと。鳥に抱卵させられたこと。怪我をした馬を治したこと。赤いドラゴンを描いて出したこと。親友ができたこと。生ける石膏像を雇ったり、素敵なモデルさんを捕まえたり、ヒヨコフェニックスを出したり、天使達を捕まえたり、精霊になったり、絵描きの友達ができたり、鳥が色々台無しにしたり……。


一つ一つ、この世界に来てからの出来事を書いていくと、なんだか物語みたいだ。僕は主人公って柄じゃないだろうになあ。ちょっと面白い。


「『僕は毎日絵を描いています。宣言通り、僕は死んでも絵を描いているのです。どうぞご安心ください。では、先生もお体に気を付けて、僕が死んでも文章を書いてください。それでは。』……こんなかんじでいいのかなあ。なんか不作法な気がする……」


「いいんじゃねえの？　作法なんて気にしないで書いた方がきっとお前っぽいぜ」


出来上がった手紙を読み直してちょっと自信を無くしていたのだけれど、フェイがそう言って笑って僕の背中をばしばしやってくれるので、まあいいか、と思い直した。先生だってきっと、同じように言ってくれるよ。






手紙は手紙なので、封筒を描いて出して、そこに畳んだ便箋を入れる。それから封筒に封をしようとして……ふと、思い立つ。


……絵を、描くことにした。多分、それが僕には一番似合ってるし、先生も喜んでくれると思う。絵手紙、ってあるし、丁度いいよね。


はがきサイズの水彩用紙を出して、それに森の風景を描いていく。森の風景は描き慣れてるから、さくさく描けた。あんまり拘らずにざっくり描くのが、何となく絵手紙っぽい気がする。


色合いは明るく。タッチは優しく。温かくて優しくて柔らかくて……居心地のいい場所ですよ、って。そこに僕は居ますよ、って。そう伝わるように。そう、描いた。






絵が乾いたら、手紙と一緒に封筒に入れる。封筒に封をして、宛先に『先生へ』とだけ書いた。差出人は……ええと、まあ、一応畏まって、『上空桐吾』で。


そうして出来上がった手紙を、緊張しながらそっと、異界の鏡の鏡面に触れさせる。先生が居る部屋を映す鏡は、手紙が触れると、ほんの少しの抵抗だけで、すっ、と手紙を通してくれた。


封筒のはしっこをつまんだ状態で、できるだけ手紙を鏡の向こうへ入れてから……指を離す。


すると。


ひら、と、封筒が舞う。先生の頭上からふわふわ落ちていった封筒は、先生がぽかんとしている間に、するり、と、机の上に着地した。


僕はドキドキしながら鏡の向こうの先生を見守る。先生はきょろきょろしながら周りを見回して……向こうからこちらは見えないらしくて、先生が僕を見つけることは無かったけれど、でも、先生は手紙をそっと拾い上げて……ぺり、と、封筒を開く。


それから先生は、僕の手紙を読んでいた。大した文章じゃないそれを、すごく真剣に読んでくれた。そして最後に同封した絵を見てくれた。先生はまじまじと、食い入るように絵を見て……。


……異界の鏡の向こう側で、先生が笑った。


けらけらと、それはそれは、愉快そうに。けれどその内、泣き笑いみたいになってきてしまった。先生は水彩画を濡らしてしまわないように頭の上に持ち上げて、まるで捧げものを持つみたいにして、そのまましばらくじっとしていた。


……先生につられて、僕の目もじわじわしてくる。みっともないなあ、と思いつつも、どうにも止めるのが難しい。


もう先生に会えないし、もう一緒にお茶も飲めない。さよならも言えなかった。けれど……こうやって、手紙を送ることはできるっていうことが、ものすごく恵まれていて、幸福なことだっていうことは、分かっていて……それでもなんだか寂しくて、僕も先生も、しばらくそのままで居た。


……僕は死んだんだなあ、と、やっと実感できた。


でもね、先生。僕、死んでも絵を描くのをやめてないよ。だから……幸せだよ。










……それから。


僕は、変わらず森で暮らしている。絵を描いたり、精霊として魔力を森に満たしたりしつつ、まあ、楽しくやってる。


そうそう、森は前より賑やかになったよ。ええと、ライラとライラのお母さんが森に引っ越してきたので。……ほら、彼女達を王都に置いておくと、アージェントさんが酷いことをするかもしれないから。だから、避難も兼ねてこっちに引っ越してもらっちゃった。


「あ、トウゴ。どう？　返事、来たの？」


なので今日もライラが僕の様子を見に来ている。


「いや、まだ……」


「ま、そうでしょうね。あんた、ソワソワしてるんだもん。見たら分かるわ」


……そう。僕は今、ソワソワしてる。先生からの返事の手紙を待っているから。






僕からあれからも何通か先生に宛てて手紙を出していたのだけれど、その内欲が出てきて、先生からのお返事が欲しくなってしまった。


先生は先生で、僕が手紙を出した時に手紙が現れるくらいの位置に向けて、返事を書いてあるらしい紙を投げつけてくれたりしていたのだけれど、異界の鏡は一方通行らしくてどうにもうまくいかなかった。


……なので今回、僕は先生に『異界の鏡』を送ったんだ。ええと、大きな壁掛け鏡が送られて来たら先生も困るだろうから、少し大きめの手鏡、くらいのサイズで。


もし、ライラが『異界の鏡』を僕にくれなかった場合、僕はこれを描いて出すつもりだった。だから、それを実際にやっていたらどうなっていたのか、気になって……描いたら出せるかなあ、と思いながら、水彩絵の具の滲んだような鏡面の手鏡を描いて出したら、どうやらうまい具合に異界の鏡としてはたらく新しい鏡が生まれてくれたようだったんだ。


なのでそれを厳重に、森の苔や花びらなんかで梱包して、手紙を出す時みたいに先生の方へ送った。だから、先生はこちらに手紙を出せるようになったんじゃないかな、と、思うんだけれど……。


「……あっ！　トウゴ、後ろ、後ろ！」


先生の手紙、まだかなあ、と思いながら待っていたら、ライラが僕にそんなことを言う。なんだなんだ、と思って振り向いて見ると……。


「……わあ」


なんと、虚空から手紙が生えてきていた。びっくり……。


「……よく、先生、これを見て驚かなかったなあ」


いや、本当に先生はすごいんだよ。手紙が虚空から生えてきても驚かなかったし、『異世界から手紙が来た！』って喜ぶだけだったし、そして手紙が生えてくる現場をじっと観察しては、『そこか！』とばかりに手紙を投げつけて僕に返事を出そうとしてくれるし……。


……にゅにゅにゅ、と虚空から生えてきた手紙をキャッチして、早速、中を見てみる。


『トーゴへ。お手紙をどうもありがとう。この手紙が君に届くかは分からんが、とりあえず書いてみることにした。』


先生がいつも使っているブルーブラックのボールペンで書かれた文字が、そう並んでいる。自分が書く以外の自分の世界の文字を久しぶりに見て、なんだかすごく懐かしかった。


『怪我はしていないか。腹は空かせていないか。寒い思いをしたり、熱さでばてたりしていないか。気になることは山ほどあるが、それは置いておこう。何せ君は今、絵を描いているらしいから。それが君にとって最も重要なことであるのは間違いない。よし。君は絵を描いている。なら万事オーケーだ』


「うん。その通り！」


万事オーケー。そう。僕らはそういう生き物だから。それを認められて、なんだか嬉しい。心配されることより、『なら大丈夫だな』って言ってもらえることの方が、ずっと嬉しいんだ。


『僕は死んでも描くのをやめない、と君は言っていたが、正に有言実行だな。本当に死んでも描いているとは驚きだ！　して僕は僕で、君が居なくなってしまってから小説を書けていなかったんだが、君の手紙のおかげで、また小説を書く気になってきた。締め切りまで残り一週間だが、なんとかやってみよう。駄目だったら編集君に泣きつく。よろしく編集君。』


それは僕への手紙に書くより、編集さんへのメールに書いてあげた方がいいんじゃないだろうか、と思ったけれど、まあ、それはこの手紙への返信に書くとして……。


……それからも先生の手紙はつらつらと続いた。庭のナスが変な形に実ったとか、近所の野良ネコに赤ちゃんが生まれて先生の家の庭の片隅を勝手に住処にしているとか、最近の愚痴とか。


ああ、いつも通りの先生だなあ、と思う。まるで、先生と話しているみたいで、読んでいて只々、懐かしくて嬉しくて、少しだけ、寂しい。


そんな先生の手紙を読んでいくと、最後にちょっと寸詰まりになりながら、文字が並んでいた。


『追伸。ところで、君がそちらの世界に行ってからの出来事をちょいとお借りして小説を書きたいんだが、いいだろうか。君が居なくなってから初めて書きたいものが見つかったんだ。やっぱり僕は書かずには生きていられん性分らしい。ということで僕を生かすためと思ってどうかご許可頂きたい。それでは。』






    
  
  




＊今日も『絵に描いた餅』が美味い


僕が先生に返事を出して、半年。


森の中はすっかり初夏の様相だ。もう、僕がこの世界に来てから一年以上経っちゃったんだなあ、なんて、感慨深く思う。


……と、そんな風に思いつつ、先生の返事を待ちつつ、のんびり待っていた、そんな頃。


昼食を食べ終わってふと、自分の部屋を覗いてみたら、見覚えの無い紙袋の包みがベッドの上に落ちていた。包みには『君がモデルになった本、発刊したぞ！　ひゃっほーう！』と走り書きしてある。如何にも先生らしいなあ。


気になる紙包みをガサガサ開けてみると、中から一冊の本と一通の手紙、そして何故か、ストローが数十本、出てきた。ええと、細長い紙袋で個包装されてるタイプのストロー……。


ストローは置いておくとして、本を見てみる。本には、『今日も絵に描いた餅が美味い』とあった。変なタイトルだ。いや、僕、絵に描いた餅、食べてるけどさ。食べてるけどさ……。


ページを捲って見ると、表紙の裏には先生のサインが入っていた。『トーゴへ』と書いてある奴で、つまり、僕だけの為のサイン本だ。……なんだか嬉しいなあ。


それから手紙の方も開けてみる。いつもの如く、先生の文字で、先生の文章が書いてあった。


『親愛なるトーゴへ。最近こちらはちょっと暑くなってきた。そちらはどんな様子だい？　森の初夏は中々爽やかでよろしい具合なんだろうね。』


先生は『異界の鏡』で森の様子も見ているのかな。正に先生の言う通り、森は今、さわやかな季節。ついでにカーネリアちゃんが花冠を編んでリアンに被せているところで、アンジェが妖精とお話ししているところで、インターリアさんが子供達を見守っているところで、ラオクレスが薪割りしている小気味いい音が響いているところ。クロアさんは室内で刺繍に勤しんでいるみたいだし、ライラは絵を描いているところ。……あとでライラの絵、見せてもらいに行こうかな。


『さて。今回は、君に許可を貰って書くことができた例の本が遂に出版されたので、それを送る。君がモデルになっている以上は君に送らないといかん気がするので送るが、ものすごく恥ずかしいのでできれば読まないでほしい。いやん。』


「よし、読んでやろっと」


思えば、僕、先生が書いた本を読むのはこれが初めてだ。……他の本も送ってもらおうかなあ。うん。そうしよう。折角だし、死んじゃった後なんだし。いいよね。


ちょっと悪戯心がむくむくするような気持ちで本を眺めて、ついでに表紙を捲って『作者紹介』で『宇貫護』と先生の名前が書いてあるのを見てちょっとにやにやして、更にその下に『僕の家の餅の消費に貢献してくれたＴ君にこの場を借りて感謝します。ところでこれは作者紹介ではないな。』と書いてあるのを見て、ああ、僕のことだ！　とまたにやにやしてしまって……そしてやっぱりこれは作者紹介じゃないぞ、とちょっと呆れた。


まあ、本はひとまずこのくらいにしておいて、手紙に戻る。


『いやんはさておき、僕は君が居なくなってから色々考えたんだが、惨憺さんたんたるこのご時世にファンタジーなんぞ何の役にも立たない。所詮は絵に描いた餅だ。』


手紙に戻った途端に随分と随分な言葉が出てきた。


「ファンタジー小説家が言っちゃいけない台詞だ……」


そんなこと書いていいんですか先生。そういう気持ちで読み進めていくと……なんだかちょっと、文字の元気が無いような箇所が続く。


『ファンタジーが如何に明るく美しくとも、所詮現実は現実だ。理不尽で、碌でもなく、君が死ぬような世界だ。』


……僕が死んじゃったことで僕にとって嫌なことなんて何も無かったと思ったけれど。でも、先生にこういう風に思わせてしまったことは、只々申し訳ないな、って、思う。


『……だが、往々にして役に立たないものは面白い。プチプチを潰すとか。ねこじゃらしを引っこ抜いてみるだとか。ストローが入っていた紙袋に水滴を垂らしてうにうにさせるのとか。』


それはどうなんだろうか、と思いつつ、まあ、楽しいよなあ、という結論に至る。僕も好きだよ、プチプチ潰したり、ねこじゃらしをふりふりやってみたり、ストローの袋をうにうにさせたり……。


『そして時に、そういう役に立たないもの達が、僕らの心を救ってくれることがあるんじゃないかと、とみに思う。僕は君の話を書くことで随分と救われた。君も、僕の家で絵を描いていた時、絵に救われていたんじゃないだろうか。どうかな。』


「その通りだよ」


……絵を描くことは何の役にも立たないって、親に怒られていたけれど。それでも、僕は絵を描いては、絵を描くことに救われていた、と思う。


描く為に生きていたし、描くことで生きていた。絵を描いている間ずっと楽しくて、先生に絵を褒めてもらえるのが嬉しくて、自分の成長が分かるのが喜ばしくて……僕を支えていたのは、間違いなく、絵だった。絵の為に僕は生きて、生きることで絵を描いていた。


『まあ、そういうわけで、絵に描いた餅というものは、美味いのだ。全く体の栄養にならんが、心の栄養にはなるらしい。人生を豊かにし、そして時に、人生の指標ともなってくれるのだろう。』


……そうだね。僕らには、現実でまるで役に立たないような……『絵に描いた餅』が必要なんだ。それのおかげで生きられることだって、あるんだ。


『そう。人間いつでも、役に立たないものを愛する心を持たねばならん。ということで君には紙袋に入ったストローを贈る。水を垂らすとうにうにするぞ。存分にうにうにさせたまえ。では。』


「えっ」


そして手紙は唐突に終わった。いや。いやいやいや、そんな理由で、ストローを……!?


「……先生らしいなあ」


まあ、こういうプレゼントを贈ってくれる人は中々居ない。折角だから貰ったストローでジュースでも飲んでみようかな、なんて思いつつ、手紙と一緒に届いたストローを改めて確認する。


「……ん？」


すると、ストローの袋の中に何本か、ストローじゃないものが入っていそうな袋があった。重さが違うし、薄い紙越しに透ける色が違う。不思議に思って袋を開けてみると……中から筆が出てきた。絵筆だ。


「先生らしいなあ……」


なんだか気の抜けるプレゼントを貰って嬉しく思いつつ、本物のストローを数えて、人数分用意して……僕は外に出る。


皆を呼んで、早速ストローの袋をうにうにさせるやつをやろうかな、と思って。










ジュースの準備をしていたらタイミングよくフェイも遊びに来たので、僕らは森の木漏れ日の下、冷たいジュースを飲むことにした。果物のジュースはおやつの時間に丁度いいし、おやつの時間は僕らのコミュニケーションに丁度いいんだ。


「あら！　ねえトウゴ、トウゴ、それなあに？　うにうにしてるわ！　うにうにしてるわ！」


「えっ、なんだなんだ。それなんだよトウゴぉ。俺にも教えろよぉ」


「ええとね、こうやってストローの袋を、押し下げて外して、こう、水を垂らして……」


早速、ストローの袋の遊びに興味を示したカーネリアちゃんとフェイに説明しながら、三人でストローの袋に水を垂らしてうにうにさせる。


「うにうにしてるわ！　うにうにしてるわ！　ねえインターリア。これ、すごく面白いわね！」


「ええ。是非存分にお楽しみください」


「おい、それでいいのか……？」


なんだかカーネリアちゃんにお行儀の悪い事を教えてしまったような気がするけれど、まあ、いいか。こういうのも教養の内っていうことで……。


「そういえば、この間、アンジェとカーネリアと一緒に散歩してたら、北の方に綺麗な花畑、見つけた。あれ、トウゴが咲かせたのか？」


「妖精さんたち、よろこんでたよ。精霊さまによろしくおつたえください、って言ってた」


「お。んじゃあ俺も後で見物に行かせてもらうかなあ。……それにしても、トウゴはすっかり精霊様になっちまったよなあ」


「うん……案外、僕、精霊に向いていたかもしれない」


最近は芽吹きの季節を終えてちょっと忙しさが収まったところ。やっと余裕が出てきたから、新しい花を咲かせてみたり、森の生き物達が過ごしやすいように環境を整えたり、色々できるようになってきたんだ。……僕、精霊業は結構楽しくやれているよ。


「そういえば、トウゴ君。先生さんに何かお返しのプレゼント、送ってあげたらどうかしら」


「うん。そうしようかな。……何がいいだろう」


「あんたが描いた絵、喜ばれてたわよね。この間の、ほら。皆を描いたやつ」


「ああ、鳥が中央に陣取ったせいで構図が難しくなったあれか……うん、また絵は描いて送りたいな。あと、他は何がいいだろう。何か、変なもの送りたいなあ」


……そうして、僕らはたくさん話す。何というわけでもない、話さなくてもいいような話をしながら、笑い合う。それが楽しくて、なんだか無性に幸せで……そうしてふと、先生の手紙を思い出すんだ。


役に立たないことこそ面白い、って。『絵に描いた餅』が、僕らの人生を豊かにしてくれる、って。


……うーん、成程なあ。


確かに、今日も『絵に描いた餅』が美味い……。









あとがき






人生万事塞翁が馬。そんな言葉が頭を過ぎる今日この頃です。






さて。冒頭からすごくどうでもいい話なのですが、本作「今日も絵に描いた餅が美味い」は、当方の失敗から芽生えて、失敗を糧に育った話でした。


一つには、初めての書籍化がちょっとアレだった時です。色々と思うところがあり、自分でも絵を描いてみたくなりました。しかしてお金が無かった当方はひとまずホルベインの絵の具を八種類くらいとナイロン筆三本、それにポストカード大の水彩用紙だけ買ってきて、絵を描き始めたわけです。別に絵が上手くなったわけでもありませんでしたが、楽しかったです。滲む絵の具の広がりや重なり合う色の美しさが自分の手から生まれるのを見て、絵を描くことの楽しさを少々味わえたことが本作を書く上で大いに役立ちました。


そしてもう一つ、当方が大学卒業を控えた年。ちょっと色々あって望んでいなかった職場に就職することになったのですが、その職場というのが何故か、美大を目指す高校生がやたらいっぱい集まる場所でした。門前に居れば小僧でも知識が手に入るもので、美術を志す高校生が何をやっているのかや、そもそもの絵や彫刻の知識などを大いに学べたのです。


その後、お金がようやく入ってデジタル画材を買ったり転職したり、本作『今日も絵に描いた餅が美味い』を書いたりしましたが、なので、まあ、人生万事塞翁が馬、と。そういうわけです。


全ての経験は、自分が作るものの為にある。全ての失敗は、いつか自分が愛する何かが芽生える大地になる。悪いことは全て良いことに変換してしまえる。だから作り続ける限り、何があっても生きていける。それが創作というものの魅力の一つなのではないか、と強く思っております。






さて、そうして生まれた『今日も絵に描いた餅が美味い』も最終巻となりました。打ち切りといえばそうなのですが、きちんと書籍だけで物語が完成するように作れたことには満足しています。


本巻もｗｅｂ版から大きく変わった内容となっておりますがいかがでしたか？　ちょっとずつキャラクターの性格や経歴が違ったり、トウゴが描くものが違ったり、鳥さんの所業が変わったりしました。特にラストは結構変えておりますが、当方としては満足です。キョキョン。


また、もし書籍版のみお読みになっておられる方がいらっしゃいましたら、是非ｗｅｂ版の方もよろしくお願いします。そちらはもうちょっと長く続いておりまして、鳥さんが更なる八面六臂の大活躍を果たしております。是非、パラレルワールドとしてお楽しみ頂ければ幸いです。


また、コミカライズの方は今後とも続いていく予定だそうです。こちら、大変に素晴らしい出来栄えとなっておりますので、皆様も是非お求めいただければと思います。






それではいよいよ最後となりますが、今までお世話になりました編集さん、ＴＯブックスさん、イラストをお書き頂きました転さん、コミカライズをご担当頂いております梅渡飛鳥さん、そして短い巻数でしたがお付き合い頂きました読者諸賢へ、心より御礼申し上げます。









電子版特典SS


＊遠足に行こう！







「お前ら、楽しそうだなー」


ある日。フェイがそう言った。


フェイの視線の先に居るのは、リアンとアンジェとカーネリアちゃん。子供三人組は、今、森の花畑で花冠を編んだり、丁度遊びに来ていた馬を撫でたりしていたところだ。


「ええ！　とっても楽しいわ！　こんな風にお外で遊べるなんて、ちょっと前までは想像もできなかったもの！」


カーネリアちゃんは満面の笑みでそう言うと、フェイに『これ差し上げるわ！　どうぞ！』と、花冠を差し出した。フェイがまるで物語の中の騎士か王子様みたいに片膝をつくと、カーネリアちゃんはにこにこしながら、栄誉ある勲章を授けるみたいにして、素朴な花冠をフェイの頭に載せた。


「アンジェも！　アンジェも楽しいよ！　おにいちゃんも、カーネリアおねえちゃんもいっしょ！　とってもうれしい！」


「そうね！　私もそうだわ！　インターリア以外のお友達は初めてだわ！」


アンジェもにこにこと楽しそうにしていて、カーネリアちゃんよろしく、花冠をフェイの頭の上に載せた。……アンジェの場合、妖精達がアンジェを持ち上げてふんわり飛んでくれるから、フェイが身を屈めることもなく、アンジェが花冠を載せている。ちょっと面白い。


「あの……フェイ兄ちゃん。だから、俺達、特に困ってることとか、足りねえもんとか、無いよ。大丈夫だよ」


……そしてリアンはとても賢い子なので、フェイが自分達を心配してるんじゃないか、と思っていたみたいだ。


「そ、そっか……いや、それなら、いいんだけどよお」


そして実際、今日、フェイが森に来たのは……遊びに来たついでに、子供達の様子を、見に来た、っていう。そういう事情。


フェイはとてもいい奴で、かつ、貴族なので。『俺には領民を幸せにする責務がある！』って言ってる。だから、保護されて特に大切にされるべき子供達のことはよく気に掛けてくれるんだ。


「……いや、でも、ちょっと遊びに行きてえなあ、とか、こういうもん欲しいなあ、とか、ねえの？」


「無いよ。飯も寝床も服も、十分すぎるぐらい貰ってるし……その、俺はアンジェと、あと、その、カーネリア、と、一緒に居られたら、十分だし」


フェイがちょっと心配そうに聞くと、リアンがなんだか照れたようにそう言った。……リアンはね、ちょっと、カーネリアちゃんのことが気になるみたいだよ。……見ていて僕まで照れてしまう！


「私も特に無いわ！　お出かけは……今がもう、森へお出かけしてるようなものだわ！」


カーネリアちゃんとしても、今の生活に不満は無い、らしい。まあ、彼女、元々はジオレン家に軟禁されていたようなものだったしなあ……。お父さん達の監視が緩い時に、王都や近くの野原まで、インターリアさんに連れていってもらうことは、時々あったみたいだけれど。


「アンジェ、ここ、好きだよ。だれも、いらいらしてないの。おこらないし、たたかないし……とっても幸せなところだね、って、妖精さんも言ってるよ」


そしてアンジェもそんなことを言って、にこにこ笑った。


「そ、そっかあ……皆、幸せかあ……」


フェイがちょっと複雑そうな顔で言うと、子供達は揃って頷いた。アンジェとカーネリアちゃんは満面の笑みだし、リアンもちょっと照れつつ、しみじみ幸せそうな顔。嘘を吐いたり、無理をしたりは、していない、んだと思う。


けれど……フェイとしては、それが余計に、複雑だったみたいだ。










「なんつうか……俺を基準に考えちゃいけねえ、ってのは、分かるんだよ。ほら、俺は恵まれたことに、貴族として生まれちまったし……カーネリアちゃんみたいに不義の子って訳でもねえし、リアンとアンジェみたいに奴隷になるくらい貧しかったわけでもねえし、親父に恵まれてるし」


ところ変わって、僕の家。フェイはさっきの子供達の反応について、思うところがあるらしくて、テーブルの上に上体をぐったり載せて、萎れた植物みたいになってしまった。


「けどよー、やっぱり、家族でどっか出かける、って、多少はやるもんじゃねえの？」


「どうだろう……分からない。僕もあんまり、家族で何か楽しむっていうことは、無かった」


「あああー、ここにも居やがった！　親にあんまり恵まれてねえ子供が！」


あ、うん。子供……いや、確かに僕、未成年だけれど。でも、森の子供達と比べたら、大分、大人な方だと、思うんだけれど……うう。ちょっと恥ずかしい。


「いや……他所の親を悪くは、言うべきじゃねえな。うん……いや、でも……」


フェイは口の中でもごもご言いつつ、ふう、とため息を吐いた。


「色んな幸せが、あるんだよなあ……一個知ってれば幸せ、なのかもしれねえけどよお、でも、知らないことが幸福だなんて、思いたくねえし……色々知ってても、いいと、思うんだよなあ……」


フェイはぼそぼそ、とそう言う。自分の考えがあって、でも、自信が持てない、みたいな顔だ。


「僕は別に、狭い世界から出ないことが不幸せだとは思わないけれど……でも、色々な経験をした方がいい、とは、思う」


だから僕も、僕の意見を言ってみる。特に、子供の内はきっと、そうなんだ。子供の内の経験って、大人になってからじゃあもう手に入らなくて、だから、余計に、なんだと思う。……まだ大人になりきれていない僕がそういうことを言うのは、おこがましいかもしれないけれど。


「色々経験した上で、狭いところに篭って過ごすのが自分に合ってると思えば、そうすればいいし。そういう判断って、色々経験しないことにはできないと思うから」


「だよなあ!?　経験って大事だよなあ!?　特に子供の内は無限の可能性があるんだ！　それを大人はできる限り、残してやるべきだと俺は思うね！」


僕が話すと、フェイは急に上体を持ち上げて、目をきらきらさせた。水を貰った植物みたいだ。


「……で、だ！　何より、俺が楽しいことしてえ！」


「うん」


それはとても素晴らしいことだ。……フェイが楽しいことをして笑ってる時、僕もなんだか、嬉しくなってくるんだよ。


「あいつらが精霊様の森の住民だとしても、森は我がレッドガルド領の領土内！　よってあいつらは領民だ！　んで、俺にはレッドガルド家として領民の未来を守り、領民を幸せにする責務がある！」


フェイは拳を握りしめて情熱的にそう語ると……真夏の太陽みたいな笑顔を浮かべて、言った。


「……ってことで、遠足、行こうぜ！」










「よーし！　全員集まれー！　第一回レッドガルド遠足の説明を始めるぞー！」


フェイが呼びかけると、遊んでいた子供達がぱたぱた走ってやってきた。


「え、えんそく……？　えんそくって、何かしら？」


「大規模なお散歩、というか……ええと、日帰り旅行だと思ってもらえればいいかな。はい、遠足のしおりだよ」


頭の上にいっぱい疑問符を浮かべたカーネリアちゃんに、僕は手作りの『遠足のしおり』を渡す。隣のリアンとアンジェにも一部ずつ。ついでに、その隣に居たインターリアさんにも。皆、見慣れない『遠足のしおり』なるものに興味津々な様子だ。


「今回のコースは、まず午前中にレッドガルド領西部の牧場見学！　そこで昼飯も食ったら、次はフラメリア郊外の機織はたおり工房の見学だ！　最後にフラメリアの町中を見学！　以上！」


フェイがやる気に満ちた説明をする中、子供達は皆、目を輝かせながらしおりを眺めていた。リアンとアンジェは文字を読むのが苦手なようなので、分かりやすいように牧場の絵を描いたり、お昼ご飯の絵を描いたり、機織りの様子の絵を描いたり、ちょっと挿絵を入れてみたんだよ。


「お前らが大人になった時どうするかは分からねえけどさ。ま、折角だしレッドガルド領内の産業を見て、ちょっと産業のお勉強しとこうぜ！」


折角だから、子供達だけじゃあちょっと難しい体験をさせたいね、ということで、今回は社会科見学寄りの遠足の予定。


「とってもすてきだわ！　ああ、とっても楽しみ！」


「おべんきょう……アンジェもしていいの？　やったあ」


カーネリアちゃんとアンジェは手を取り合って、ぴょこぴょこ、と跳ねている。早速楽しみにしてくれているようで、何より。


「俺も連れてってくれるの？」


「勿論！　一緒に行って、色んな体験してこようぜ！」


そして、リアンはまだちょっぴり遠慮がちだったんだけれど、フェイにわしわし頭を撫でられたり、カーネリアちゃんとアンジェのぴょこぴょこに巻き込まれたりしている内に、笑顔になってきた。……齢不相応なくらいに大人びた顔を見せることが多いリアンなのだけれど、こういう風に笑顔になっているのを見ると、ああ、まだまだ子供だなあ、大事にしなきゃなあ、って思うんだよ。










そうして、遠足当日。


「おはよう！　……なんか眠そうだなあ」


「んー……楽しみであんまり、ねむれなかったの……」


アンジェが眠そうにとろんとした様子でやってきた。あああ、遠足の前に眠れなくなっちゃう小学生だ……。


「……おはよ」


「リアンも眠れなかったのかー？」


「は？　お、俺はちゃんと寝たからな！　アンジェはあんまり眠れなかったみたいだけど！」


続いてやってきたリアンも、なんだか眠そうだった。分かるよ。君も眠れなかったんだね。


「ごきげんよう！　ごめんなさい、遅れちゃったかしら？」


そして、カーネリアちゃんがぱたぱたと走ってやってきた。その後ろからはインターリアさん。二人とも元気そうだ。


「カーネリアおねえちゃんは眠れた……？」


「ええ！　ぐっすり眠って元気よ！　だって遠足だもの！」


……カーネリアちゃんは遠足前にもぐっすり眠れるタイプらしいよ。






「それじゃあ、出発！」


「いってらっしゃーい。気を付けて行ってくるのよー」


そうして僕らはクロアさんとラオクレスに見送られつつ、出発した。


フェイはレッドドラゴンにアンジェとリアンを乗っけて飛び立つ。カーネリアちゃんはインターリアさんと一緒に天馬に乗って……そして、僕は。


「……鳥の乗り方って、これでいいのかな」


「まあ！　トウゴったら、埋もれてるわ！」


……僕は、鳥に乗っていくことにした。ほら、あの、巨大コマツグミ。僕も天馬に乗ろうとしたんだけれど、間に鳥が割り込んできて天馬に乗れないものだから、しょうがない。ひとまず鳥の上に乗っている、んだけれど……この鳥、あんまりにも羽毛がふわふわなものだから、僕、半分埋もれてしまうんだ！


「あはは。トウゴっぽくていいじゃん」


ぱたぱたぱた、と小刻みに羽を動かして飛ぶ鳥の上、僕はリアンに揶揄からかわれつつ、『埋もれてるのが僕っぽいんだろうか……』とちょっと真剣に考えてみつつ……のんびり、空の旅。






そうして僕らは牧場に到着。レッドガルド領の中で畜産をやっている地域は幾つかあるみたいなんだけれど、その中で一番大規模なのがここ、レッドガルド領西部の牧場。


「おお、フェイ様！　ようこそおいでくださいました！」


牧場に到着してすぐ、牧場主さんらしい人がやってきてくれた。レッドドラゴンが着陸したのを見つけて来てくれたみたいだ。


「こっちこそ、ありがとうな！　どうしてもこいつらにここ、見せたくてさ」


「光栄です。さあ、どうぞご自由に見て回ってください。動物達も、色々居ますからね」


牧場主さんは子供達に笑いかけて、そう言ってくれる。子供達はちょっと緊張気味の顔で、『おじゃまします！』と挨拶しつつ、ぺこん、とお辞儀した。


「よーし！　じゃあ遠慮なく、見て回らせてもらおうな！　行くぞー！」


そしてそんな子供達の緊張を取り払うように、フェイは満面の笑みで牧場の中へと入っていく。子供達は緊張より期待とわくわくが勝ってきたみたいで、にこにことフェイについていった。


……なので、僕は。


「あの、これ、お土産です。よろしければ、どうぞ。本日はお世話になります」


牧場主さんに改めて挨拶しつつ、お土産を渡す。お土産は森の果物だ。……ええと、つまり、僕が描いて生やした木から実った桃とか梨とか。


「おや、ありがとう！　しっかりした子だ。フェイ様が連れてくるだけのことはある」


そして、何故か、牧場主さんににこにこと、そんなことを言われて頭を撫でられてしまった。


……子。あの、子……いや、確かに僕、フェイよりは年下だし、未成年だけれど……その、しっかりした、子……うう。


「と、トウゴ殿……そう落ち込まずに」


「インターリアさん。僕、そんなに小さな子に見えるんでしょうか……」


「……トウゴ殿はどこかふわふわとしているからな。うむ……」


……見えるんですね。僕、小さな子に、見えるんですね……。






ちょっと落ち込みつつ、僕は鳥と一緒に牧場の中へ。すると、落ち込んでいたことなんてすぐ忘れてしまうような光景が、目の前に広がっていた。


なだらかな丘と、瑞々しい緑の下草。素朴な木の柵で区切られた中に、ぽつぽつと居る色々な生き物。その上には、ほわほわした雲が浮かんだ青い空が広々と見えて、風がふんわり吹き渡っていく。……とても開放的な風景だ。


「広いわ！　すごーい！」


カーネリアちゃんが早速、きゃあきゃあと歓声を上げて草原を駆けていく。アンジェもそれに続いてぱたぱたと走っていって、リアンも二人を追いかけて走っていった。


「なんだか新鮮なかんじだ……」


「だろ？　森だと、木ばっかりで見通しは悪いもんな！」


フェイにそう笑いかけられて、成程なあ、と思う。こういう草原だと、森よりずっと解放感がある。いや、僕は森のちょっと狭いかんじ、好きだけれどさ。


「インターリアー！　見てー！　牛さんが居るわー！」


早速、カーネリアちゃんは牛を見て興奮している。牛はのんびりと草を食べているだけなのだけれど、そののんびりとした動作も、乳牛特有の白地に黒のぶち模様も、なんだかこの景色によく似合っていて描きたくなってしまう。描かなきゃ、描かなきゃ。携帯用の水彩道具を出して早速描き始める。


「みて、みて！　こっち、ひつじさん！　ひつじさん、いっぱいいる！」


アンジェが見て歓声を上げている方には、ふわふわもこもこの羊が居る。ちょっと空の雲と見比べてみると、なんとなく、羊と雲は似ている気がする。羊雲の空の時にまた来てみたい。


「うわー、俺、羽も角も生えてない馬、近くで見るの初めてだ……」


リアンは馬を見て、そんな感想を漏らしていた。……そうだね。君が普段見ているのは羽や角が生えた馬だもんね。何も無い馬は珍しいね。


「よしよし！　たっぷり見て回れよー！　でも昼前にはここに戻ってくるんだぞ！」


フェイははしゃぐ子供達を見て笑う。子供達が『はーい』と元気に返事をしてまた駆けていくのを見送って、更に嬉しそうに笑みを深めるんだ。


……フェイはローゼスさんというお兄さんを持つ弟さんな訳なんだけれど、こういうところを見ていると、フェイってお兄ちゃんっぽいなあ、と思う。






それから僕らは牧場を見て回った。牛の乳搾り体験をさせてもらって子供達が目を輝かせていたり。羊をふわふわ触ってみて、「案外、手触りが重たいわね……」とカーネリアちゃんが真剣な表情を浮かべていたり。馬に乗せてもらって「羽も角も無い馬に乗るなんて、王都の貴族みたいだ！」とリアンがちょっとずれた興奮を見せてくれたり。養鶏所の中も覗かせてもらって、そこのヒヨコに対してアンジェが「ラオクレスおじちゃんのおめめの色！」とにこにこしていたり。何故かうちの巨大コマツグミが鶏相手に威張っている現場を見つけてしまったり……。


すべての経験がもの珍しくて、新鮮で、楽しかった。子供達もそうだったと思うけれど、僕もそうだった。元の世界じゃあ、こういう風に動物を見る機会、一度も無かったんだよ。


「よお、トウゴ。楽しんでるか？」


「うん。すごく。ほらね」


どんどんページが減っていくスケッチブックを見せつつ、僕はフェイに笑いかける。……こういう風に楽しんでいたら、余計に小さな子供みたいに見えてしまうのかもしれないけれど。でも、やっぱり色々な経験って、楽しいんだ！


「だよなあ！　俺はここ、初めてじゃねえけど、それでも楽しいもんなあ！」


そしてフェイは、とにかく色々な経験を一緒に楽しんでくれる人だから。だから、余計に楽しい。遠慮なく、一緒に楽しんでくれる親友が居るっていうのは、とても幸せなことだ！






お昼ご飯は非常に牧場っぽかった。


大きな金色のオムレツ。瑞々しい野菜。千切りにしたじゃがいもを揚げ焼きみたいにしたものも、素朴な根菜のスープも美味しい。香ばしいパンにはとろりと蕩けるチーズが乗っかっていて……コップには搾りたての牛乳！　新鮮な牛乳って、独特の美味しさがあるなあ。


僕らは美味しく食事を頂いて、パンをちょっと鳥に分けてやって……そうして牧場をお暇いとますることにした。見送ってくれる牧場主さんや動物達に手を振りつつ、また空の旅へ！　遠足は中々に忙しい！










牧場近くの町の外れの方に、その工房はあった。


「うわ、すげえ……綺麗だな」


「すごいわ……色とりどりの風のようだわ」


この織物工房は糸の染色からやっているところらしい。庭先には、丁度染色が終わって干しているのであろう糸の束がいくつもいくつも、何色も何色も、たくさんぶら下がって風に揺れている。その様子がなんとも綺麗で、ああ、人間ってこんなに美しいものを作れるんだなあ、っていう気持ちにさせられる。この気持ちはきっと、ちょっとの畏怖。そして、強い希望だ。


「あらあら、フェイ坊ちゃま！　いらっしゃい！」


「よお、おばちゃん！　元気か？」


僕らが庭先の糸に見惚れていたら、工房の中からふくよかなおばさんが出てきた。フェイとは顔見知りみたい。……フェイと顔見知りじゃない人、領内に居るんだろうか。居ない気がしてきた。


「お世話になります。お土産です。どうぞ」


「あらあら！　しっかりした可愛らしいお坊ちゃんだこと！　どうもありがとうね」


今度は先手を打つぞ、と思って先にお土産を渡したら、おばさんにはなんとも優しく微笑まれて、ついでに頭を撫でられた。……あの、牧場でもそうだったけれど、なんで皆、僕を撫でるの？


「ささ。どうぞどうぞ上がっていってくださいな。きっと楽しんでもらえますよ」


おばさんはお土産の果物籠を大事そうに抱えながらそう言って、僕らを工房の中へ招き入れてくれる。では早速、お邪魔します！






織物工房の中は、大きく分けて二つに分けられていた。片方は糸を染色するエリア。もう片方は、染まった糸を織り上げていくエリアだ。僕らは案内されて、最初に染色エリアを見せてもらう。


「わあ……さっきのだ！」


丁度、職人さんが染色しているところだったのでそれを見せてもらう。染液に生成り色の糸の束が沈められて、引き上げられると……ふんわり優しいピンク色になっている！


「この色はね、桜から取っているのよ」


「おはなの色？」


「いいえ。お花みたいな色だけれど、実は、枝から取った色なのよ！」


おばさんの解説に、子供達はびっくり。これだよ、と見せてもらった桜の枝を見せてもらって、更にびっくり。


「すごいわ！　すごいわ！　木の枝からこんなに優しいピンク色ができあがるなんて！」


「どこもピンクに見えねえ……茶色の枝なのに、ピンクになるんだな」


子供達の反応に、おばさんはにこにこ。フェイとインターリアさんもにこにこ。僕も……なんだけれど、僕の場合、その……ちょっと、画材にできないかな、とも思ってしまって、そわそわ。






桜の枝以外の染料も見せてもらって、その染料で染めた糸も見せてもらって、『全然違う色ができるんだねえ』と皆でびっくりして……そうしていよいよ、糸を織って布にするところを見せてもらう。


かしゃん、かしゃん、とリズミカルに織機の音がする。工房の中に何台もある織機には、それぞれ職人さんが一人ずつ。それぞれの布を織っているのだけれど……これがすごい！


「うわ、すげえ……どうやって動いてるんだ？　魔法か？」


「本当に魔法に見えるね……」


経糸たていとの間を、緯糸よこいとの杼ひがするりと通っていくと、糸一本分だけ布ができあがる。かしゃん、とやって糸の調子を整えたら、また緯糸が通っていって、かしゃん。


そうして少しずつ少しずつ……それでいて確実に、布ができあがっていくんだ。


「おにいちゃん！　おにいちゃん！　みて！　こっち、おはなのもようだよ！」


更に、大きくて複雑そうな機構の織機はもっとすごい。色々な色の糸を使って、複雑に織り上げていって……花の模様が織り込まれていくんだ。ちょっとずつ生まれていく模様に、なんというか、僕、感動してしまう。ものが生まれていく様子って、いいなあ。


「うふふ、すごいでしょう？　この大きな織機はレッドガルド家から寄付して頂いたものなのよ！」


「わあ……」


この、大きくて複雑で立派な織機は、どうやらフェイ達からのプレゼントだったらしい。成程なあ。僕らはついつい、揃ってフェイを尊敬のまなざしで見上げてしまう。フェイは『やめろよー、照れるだろー！』と、なんだか恥ずかしそうにしていたけれども。










色々な模様が織り上げられていくのを見て、只々すごいなあ、と思わされて、ものができていく様子にまたなんとも元気を貰って……そうして遠足は最終段階。フラメリアの町の観光に移る。


「ほい。じゃ、これ、今日のおこづかいだぞ」


町に到着したところで、フェイは子供たち一人一人に小さな巾着を渡した。


「えっ……いや、フェイ兄ちゃん。俺、金なんて貰えねえよ。もう、十分いっぱい貰ってるし……」


案の定、子供達は戸惑った。思慮深くて、遠慮がちで、そして、欲張るということをあんまり知らない子供達だから。……でも、フェイはリアンが返そうとした巾着をリアンの手に戻して、言う。


「いいや！　今からお前らは、これで勉強をするんだ！」


フェイの言葉に、子供達はぽかん、としていた。そこにフェイは熱く語りかけていく。


「金を使わずに生きていくことはほぼ、できねえ！　トウゴみたいな特技でもねえ限り！」


あ、うん。僕は描けさえすれば、生きていけてしまうね。まあ、そんな僕でも、既にお金は使っているのだけれど。


「ってことで、これは金を使う練習。金を使うっていう勉強だ！　……お前らには今から、その巾着の中の金を使い切ってもらう！」


「え、えええ!?」


「む、むずかしいわ！　こんなにいっぱい……な、何を買ったらいいのかしら」


「おかね……ちょっとこわいよ」


子供達からは戸惑いの声が上がる。ああ、皆、お金を自分で使うっていうことがほとんど無かったり、或いはスリでお金を稼ぐような生活をしていたり、そういう経歴なので……。


「……金を使うにあたって、俺からの助言だ」


そこでフェイは、屈んで子供達と視線を合わせた。


「金は、誰かの未来を幸せにするために使うと怖くないんだ。例えば、家族。友達。大切な人。それに、自分自身！　そう、自分も含めて、色んな人の未来が幸せになる金の使い方ができるように！　これは、そういう練習だ！」


子供達はなんだか未知への不安と期待の混ざった眼差しでフェイの言葉を聞きながら、きゅ、と、手の中の巾着を握る。フェイは子供達を安心させるように笑って、続けた。


「……で、今回の額だったら、そうだなあ……『ちょこっと幸せになれる』みてえな使い方ができれば、完璧だ！　よし！　行くぞー！」






そうして、二時間後。子供達はそれぞれに選んだお土産を抱えて、なんだかにこにこ嬉しそうに帰路につくことになった。お金を使うっていうことに抵抗のある子供達だったから、こういう勉強はすごくいいと思う。……こういう風に少しずつ、子供達に色んな経験をしてもらいたいな。


そうして夕方、森へ帰ったら、お留守番していたクロアさんとラオクレスが出迎えてくれて、子供達は元気に『ただいま！』を言って……それから、『こんなことがあったよ』っていうお土産話をたくさん、話し始めた。晩ご飯の間もずっと、子供達は興奮気味で、今日の経験を話してくれた。


僕とフェイはそっと顔を見合わせて、満面の笑み。やったね、大成功、ってことで。










「今日、楽しかったなあ……リアンも楽しめた？」


「え？　……うん。楽しかった。なんか、すごく……」


夕食後。僕はちょっとリアンと話すことにした。子供達の中だとリアンが一番、感情が顔に出ないので。


「なんか、贅沢かな、って思うんだけどさ……いや、でも、これも勉強、なんだろ？」


「うん。いっぱいこういう勉強して、素敵な大人になろうね」


「そっか……ありがとな。後でフェイ兄ちゃんにもお礼、言っとこ」


リアンがちょっと照れたようにぼそぼそ言うのを聞いて、僕はなんだか少し嬉しくなる。


「ところでリアン、何買ったの？」


ついでにちょっと気になったので、リアンに聞いてみることにした。すると。


「え？　おやつと……ええと、これ」


リアンの手には、上等なリボンが二色。淡いピンクのやつと、チョコレートブラウンのやつ。


「……アンジェにこういうの、買ってやれたこと、なかったからさ」


「そっか。いいと思うよ。どっちの色もアンジェによく似合いそうだし……」


「え、あ、茶色はカーネリアの分……べ、べつにいいだろ！」


なんと、リアンはカーネリアちゃんにもプレゼントを買っていたらしい！　なんだかリアンが照れているのが新鮮だ！　うんうん、いいと思うよ！






……ちなみに、その後、カーネリアちゃんはリアンとアンジェにペンを買っていて、アンジェはリアンとカーネリアちゃんにキャンディの小瓶を買っていたことが判明して、ああ、ここの子供達は皆、優しい子達だなあ、と思わされる。これからも色々な経験をして、すくすく育ってほしいなあ。






「ラオクレス、クロアさん。はい、お土産」


それから僕も、お土産を渡すことにした。ラオクレスには革手袋。クロアさんにはレースで縁取られたハンカチ。


……渡したら二人とも喜んでくれたので、それは、良かったんだけれど。でも、クロアさんに「トウゴ君は優しい子ねえ」ってにこにこされてしまうと、その……ぼ、僕、やっぱりそんなに小さい子だと思われてるんだろうか!?


……僕も頑張って、早く大人になりたい。そんな気持ちを抱かされた遠足でした。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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